


一一　

“
●

・
生
ヾ
一
　

一

rIIIrrT■IIIて,「T'III

手籍||:轟IJ:
■|||=■ 11■

=ギ

i
籍

I琴 ■
IⅢ

イ| 
―

|

∴
ｉ撃
■

挙 ザ

亀



」
静
吾
守



仙
台
市
教
育
委
員
会
で
は
、
か
ね
て
よ
り
仙
台
市
文
化
財
保
護
委
員
会
に
委
嘱
し
て
仙
台
城
に
関
す
る
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
は
ど
そ
の
調
査
が
ま
と
ま
り
、
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

仙
台
城
は
、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
く
藩
祖
伊
達
政
宗
公
の
築
城
に
な
る
も
の
で
、
仙
台
藩
六
十
二
万
石
の
居
城
と
し
て
三
百
数
十

年
の
間
、
東
北
に
そ
の
偉
容
を
誇
り
ま
し
た
。

明
治
維
新
に
よ
り
、
本
丸
は
販
り
壊
さ
れ
、
ま
た
二
の
九
も
焼
失
す
る
な
ど
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
、
わ
ず
か
に
の
こ
っ
た
大
手

門
と
、
隅
櫓
も
昭
和
二
十
年
の
戦
災
で
焼
失
し
、
現
在
わ
れ
わ
れ
に
は
そ
の
全
貌
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
の
こ
さ
れ
た

石
垣
と
、
そ
の
規
模
の
雄
大
さ
で
当
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
よ
り
ほ
か
に
な
い
有
様
で
す
。

仙
台
城
に
関
す
る
本
と
し
て
は
、
旧
第
二
師
団
で
出
版
し
た

「
仙
台
城
の
沿
車
」
や
元
東
北
大
学
孜
授
小
倉
先
生
の

「
仙

台

城

の
建

築
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
戦
前
の
も
の
で
今
日
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
本
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

う
い
う
と
き
に
仙
台
城
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
研
究
が
ま
と
め
ら
れ

一
冊
の
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
に
研
究
者

の
み
な
ら
ず
郷
土
を
愛
す
る
市
民
に
と
っ
て
も
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
本
の
出
版
に
あ
た
り
、
本
務
の
い
そ
が
し
さ
を
も
顧
り
み
ず
熱
心
に
ご
調
査
ご
研
究
い
た
だ
き
ま
し
た
仙
台
市
文
化
財
保
護
委
員

の
諸
先
生
は
じ
め
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
本
書
が
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十

一
日

仙
台

市

教

育

委

員
会

教

育

長

　

工局

英



刊

t〔i

よ

藩
祖
政
宗
公
の
生
誕
四
百
年
を
記
念
し
て
、
仙
台
市
で
は
去
年
い
ろ
い
ろ
の
行
事
を
行
な
っ
た
。
大
学
の
先
生
に
よ
る
講
演
会
や
史
跡

踏
査
、
丸
光
百
貨
店
で
の
遺
品
展
示
会
等
々
…
…
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
政
宗
公
の
偉
大
さ
で
あ
る
。
武
将
と
し
て
、

ま
た
政
治
家
と
し
て
。

現
在
、
市
政
を
担
当
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
と
く
に
政
宗
公
に
ひ
か
れ
る
の
は
そ
の
政
治
力
で
あ
る
。
戦
国
時
代
を
生
き
抜
き
、
徳

川
時
代
に
六
十
二
万
石
の
大
大
名
と
し
て
幕
府
に
も
重
き
を
な
し
た
そ
の
基
礎
は
、
ひ
と
え
に
政
宗
公
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た

と
よ
う
ｏ

政
宗
公
が
仙
台
に
城
を
築
い
た
の
は
慶
長
五
年

（
西
暦
千
六
百
年
）
、
今
か
ら
三
百
六
十
七
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
築
城
と
そ
れ

に
と
も
な
う
城
下
町
の
建
設
と
が
、
今
日
東
北
の
雄
都
と
し
て
栄
え
る
仙
台
市
の
礎
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

仙
台
城
の
建
築
物
は
明
治
以
後
、
取
り
壊
し
や
火
災
で
惜
し
く
も
そ
の
す
べ
て
を
失
っ
た
が
、
そ
の
城
跡
は
か
つ
て
の
仙
台
城
の
規
模

を
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
の
に
充
分
で
あ
る
。
近
年
は
仙
台
の
名
所
と
し
て
市
民
は
も
と
よ
り
観
光
客
の
足
を
集
め
て
い
る
が
、
本
丸
跡
に

た
っ
て
仙
台
市
街
を
眺
め
る
と
、
政
宗
公
が
本
拠
と
し
て
こ
こ
を
選
ん
だ
理
由
も
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
仙
台
城
に
関
す
る
こ
と
が

一
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
発
刊
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
り
仙
台
市
民
だ
け

で
は
な
く

歴
史
研
究
家
や
郷
土
史
家
に
と
っ
て
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
仙
台
城
」
の
発
刊
に
あ
た
り
、
編
集
に

あ
た
ら
れ
た
諸
先
生
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
本
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
望

む
ヽ

の
で
あ

ヱや
。

昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十

一
日

仙
台
市
長



序発

刊

に

よ

せ

て

日
伊

東

信

雄

緒

　
　
　
一〓
ロ

仙

台

城

の

歴

史

一　
仙
台
城
の
創
設

一一　
二
の
丸
の
造
営

〓
一　
そ
の
後
の
変
遷

仙

の

建

築

佐
　
藤

巧

大

　

手

　

門

本

丸

の
建
築

二
の
九

の
建
築

結三二一F豪

84 47  26  24 23 17  7

次

仙

台

城

の

美

術

総
　
　
説

本
丸
御
殿

二
の
九

「
の
大
広
間
障
壁
画

松
の
間
」
襖
絵

仙
台
城
の
地
形
・地
質

…
…
…
…
奥

津

春

―
と
く
に
兵
用
地
誌
・石
垣
・刻
印
・湧
水
を
中
心
と
し
て
―

一　
総
　
　
説

一一　
地
形
学
的
事
項

〓
一　
土
木
地
質
学
的
事
項

仙
台
城

一
帯
の
に
相

御

裏

林

の

植

物

加
　
藤
　
陸
奥
雄

木

村

有

香

佐 亀

藤 田

明 孜生

107  102 97  89215   177   167   136 127 123
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３
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図
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奥
州
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城
絵
図

仙
台
御
城
下
絵
図

仙
台
城
下
絵
図

鳳
凰
図
房
風

二
之
丸
松
之
間
障
房
画

北
東
か
ら
み
た
本
丸
跡

南
か
ら
み
た
本
丸
跡

奥
州
仙
台
城
髄
城
下
絵
図

陸
奥
国
仙
台
城
普
請
窺

明
治
初
年
の
仙
台
城
二
之
丸

現
在
の
大
橋
か
ら
二
之
丸
跡
を
望
む

大
手
門
正
面
図

大
手
門
背
面
図

大
手
門
南
面
図

大
手
門
東
面
詳
細

大
手
門
扉
詳
細

図

版

目

次第
１７
図

第
１８
図

第
１９
図

第
２０
図

第
２．
図

第
２２
図

第
２３
図

第
２４
図

第
２５
図

第
２６
図

第
２７
図

第
２８
図

第
２９
図

第
３０
図

第
３．
図

第
３２
図

大
手
門
遠
影

大
手
門
隅
櫓
北
面

大
手
門
隅
櫓
南
面

248 247 247 246 246 245 245 244 244 243 243 241 241 240 240 239

大
手
門
正
面
図

大
手
門
側
面
図

大
手
門
断
面
図

大
手
門

一
階
平
面
図

大
手
門
三
階
平
面
図

大
手
門
隅
櫓
平
面
図

大
手
門
隅
櫓
南
面
図

大
手
門
隅
櫓
東
面
図

大
手
門
隅
櫓
北
面
図

大
手
門
隅
櫓
西
面
図

大
手
門
隅
櫓
断
面
図

大
手
門
断
面
図
Ｉ

本
丸
詰
ノ
門
前
面

264 263 262 261 260 259 258 257 255 254 253 252 251 250 249 249



第
３３
図

第
３４
図

第
３５
図

第
３６
図

第
３７
図

第
３８
図

第
３９
図

第
４０
図

第
４６
図
　
本
丸
御
清
水

第
４７
図
　
本
丸
水
溜
め

第
４８
図
　
一
一之
丸
大
手

第
４９
図
　
一一之
丸
大
手

第
５０
図
　
一一之
丸
寅
ノ

第
５．
図
　
一一之
丸
東
側

本
丸
詰
ノ
門
東
方
城
壁
屈
折
部

本
丸
西
脇
櫓
跡

本
丸
東
脇
櫓
跡

本
丸
西
側
石
垣

本
丸
酉
ノ
門
脇
石
垣

本
丸
埋
門
跡

本
丸
切
通
門
跡

本
丸
車
寄
門
跡
礎
石

第
４
図
　
本
丸
天
守
台

第
４２
図
　
本
九
艮
櫓
跡

第
４３
図
　
本
丸
巽
櫓
跡

第
４４
図
　
本
丸
大
番
士
土
手

第
４５
図
　
本
丸
城
番
所
入
回
る
階

門
北
側
城
壁

門
跡

土
居

門
北
側
城
壁
東
面
部

第
５２
図

第
５３
図

第
５４
図

第
５５
図

第
５６
図

第
５７
図

第
５８
図

第
５９
図

第
６０
図

第
６．
図

第
６２
図

第
６３
図

第
６４
図

第
６５
図

第
６６
図

273 273 272 272 271 271 270 270 269 269 268 268 267 267 266 266 265 265 264

一
雙

第
６７
図

本

丸

扉

第
６８
図
　
本
丸
所
用
透
彫
竹
雀
文

第
６９
図
　
本
丸
大
広
間
花
狭
間

第
７０
図
　
本
丸
菊
花
彫

三
之
丸
巽
門
跡

三
之
丸
子
ノ
門
跡

三
之
丸
五
色
沼

三
之
丸
長
沼
よ
り
本
丸
を
み
る

三
之
九
清
水
門
脇
城
壁

三
之
丸
清
水
門
清
水
涌
口

竹
図
房
風

一
隻

一扇
面
二
曲
屏
風

一扇
面
六
曲
屏
風

一扇
面
六
曲
屏
風

本
丸
玄
関
墓
股

二
之
丸
残
月
亭
跡

二
之
丸
蒙
古
の
碑

二
之
丸
中
奥
杉
並
木

二
之
九
千
貫
橋
跡
か
ら
東
方
渓
谷
を
み
る

283 282 282 281 281 280 280 279 279 278 278 277 277 276 276 275 275 274 274



第
７．
図
　
本
丸
釘
か
く
し

第
７２
図
　
一ハ
葉
飾
り

第
７３
図

第
７４
図

第
７５
図

第
７６
図

第
７７
図

第
７８
図

第
７９
図

第
８０
図

第
８．
図

第
８２
図
　
巣
中
の
キ
ジ
卵

第
８３
図
　
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ

第
８４
図
　
樹
上
の
チ
ョ
ウ

第
８５
図
　
御
裏
林
の
モ
ミ

第
８６
図
　
御
裏
林
の
ヒ

第
８７
図
　
御
裏
林
の

第
８８
図
　
御
裏
林
の

第
８９
図
　
青
山
公
造

ヒ

メ

ノ

マ

ヵ

ラ

ュ
ラ
ン
／
　
ュ
　
ン
一ア

ユ

ウ

シ

ュ

ン

ラ

二
之
九
万
善
堂
扁
額

二
之
丸
因
緑
殿
痛
額

大
手
門
釘
か
く
し

二
之
九
兵
具
蔵
遺
構

二
之
丸
金
蔵
遺
構
鬼
瓦

ン
ジ

ュ
ウ

カ

ラ
、
　
ェ
ナ
ガ

チ
ゴ

毛
ズ
、

キ
ク
イ

グ
ダ

キ

ェ
ナ
ガ
、
ウ
グ
イ

ヌ
、
ト
ビ
の
巣

林
中
の
キ
ジ

ウ
の
巣
穴

ゲ

ｙ
ボ
ウ

メ

ン

ャ
ガ

メ

ノ

ャ
ガ

制
木
写
之
略
図

（
本
丸
部
分
図
）

二
態

294 294 293 293 292 291 290 289 288 287 286 285 285 284 284 284 283 283

第
９０
図
　
エロ
山
公
造
制
木
写
之
略
図

（
二
之
丸
部
分
図
）

第
９．
図
　
御
二
九
御
指
図

第
９２
図
　
享
和
三
年
之
御
家
作
御
絵
図
写

（
二
之
丸
）

第
９３
図
　
御
二
九
御
家
作
水
祓
御
絵
図

弟
９４
図
　
御
三
丸
御
城
中
並
御
中
奥
下
水
抜
溝
御
絵
図

（第
８９
図
１
第
９４
図
は
袋
入
）

題
　
字

見
　
返

仙
台
市
長
　
島
　
野
　
　
　
武

女
久
三
年
楽
山
公
上
洛
の
絵
図

表
…
…
楽
山
公
の
駕

裏
…
…
槍
持
の
部
分

（仙
台
市
博
物
館
蔵
）



口

慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
五
月
十
八
日
仙
台
城
の
建
設
が
完
成
し
て
以
来
、
今
日
す
で
に
三
百
六
十
五
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
。
こ

の
間
に
大
地
震

・
落
雷
な
ど
の
天
災
に
あ
い
、
い
く
た
び
か
そ
の
姿
を
か
え
た
。
と
り
わ
け
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
九
月
七
日
の
二

の
丸
の
火
災
で
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
を
焼
失
し
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
七
月
十
日
の
空
襲
で
仙
台
城
建
築
物
の
最
後
の
生

き
残
り
で
あ
っ
た
大
手
門

・
隅
櫓
が
全
焼
す
る
な
ど
災
害
が
あ
い
つ
ぎ
、
現
在
は
苔
む
し
た
城
壁
石
組
み
と
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
隅
櫓
の

存
在
か
ら
い
わ
ず
か
に
往
時
の
偉
容
を
し
の
ぶ
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
地
域
開
発
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
仙
台
市
周
辺
に
道
路

。
建
物
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
災
害
か
ら
免
が
れ
た
現
在
の
す
が
た
さ
え

も
危
う
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
仙
台
城
と
そ
の
周
辺
の
現
状
の
総
合
調
査
を
行
な
っ
て
、
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
早
急
に
心
要

と

な

り
、
か
つ
ま
た
こ
れ
ら
の
資
料
を
と
り
ま
と
め
て
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
こ
こ
に
出
版
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

仙
台
城
に
関
す
る
記
録
は
少
な
く
な
い
が
、
今
回
の
よ
う
に
歴
史

・
建
築

・
美
術

。
年
中
行
事
だ
け
で
な
く
、
、
仙
台
城
を
背
景
と
し

た
地
形

・
地
質

・
動
物

・
御
裏
林
の
植
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
査

・
収
録
し
た
の
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
出
版
が
計
画

。
決
定
さ
れ
て
以
来
、
調
査
に
従
事
し
た
各
委
員
は
資
料
の
と
り
ま
と
め
に
努
力
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
空

襲
に
よ
る
被
害
で
か
な
り
の
資
料
が
焼
失
、
散
逸
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
意
を
つ
く
し
え
な
い
点
も
少
な
く
な
い
が
、
残
さ

れ
た
問

題

点
は
今
後
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
と
り
あ
え
ず
出
版
に
ふ
み
き
っ
た
次
第
で
あ
る
。

終
り
に
少
な
か
ら
ぬ
出
版
費
を
計
上
さ
れ
た
仙
台
市
お
よ
び
仙
台
市
教
育
委
員
会
に
対
し
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十

一
日

仙
台
市
文
化
財
保
護
委
員
会

委

員

長
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仙
台
城
は
初
代
の
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
に
よ
っ
て
い
ま
か
ら
三
百
六
十
六
年
前
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
政
宗
は
い
ま
の
米
沢
、
伊

達
、
信
夫
、
二
本
松
、
会
津
な
ど
東
北
南
部
に
広
い
領
地
を
も
っ
た
大
名
で
あ
っ
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
参
陣
す
る
こ
と
が

お
く
れ
た
た
め
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
旧
領
を
没
収
さ
れ
、
そ
の
代
り
に
桃
生
、
牡
鹿
、
登
米
、
磐
井
、
本
吉
、
気
仙
、
胆
沢
、

賀
美
、
玉
造
、
志
田
、
遠
田
、
柴
田
、
伊
具
、
亘
理
、
名
販
、
宮
城
、
黒
川
、
江
刺
、
宇
多
の
諸
郡
で
五
十
八
万
石
の
土
地
を
与
え
ら
れ

た
の
で
、
居
城
を
米
沢
か
ら
玉
造
郡
岩
出
山
へ
移
し
た
。
政
宗
が
新
し
い
居
城
の
地
と
し
て
岩
出
山
を
選
ん
だ
の
は
徳
川
家
康
の
す
す
め

に
し
た
が
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
岩
出
山
城
は
大
崎

一
揆
平
定
後
、
家
康
の
縄
張
り
し
た
山
城
で
、
軍
事
的
要
害
で
あ
り
、
大
崎

氏
の
旧
領
を
征
圧
す
る
に
は
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
広
い
領
地
を
占
有
し
た
政
宗
に
と
っ
て
は
、
そ
の
位
置
が
領
上
の
西
北

に
偏
在
し
て
い
る
の
で
、
領
内
の
支
配
に
は
不
便
が
多
か
っ
た
。
そ
の
上
こ
の
頃
に
な
る
と
秀
吉
に
よ
る
全
国
統

一
が
お
こ
な
わ
れ
た
結

果
、
上
方
と
の
交
通
が
頻
繁
に
な
っ
て
来
た
の
で
、
領
上
の
西
北
に
偏
っ
て
お
り
、
し
か
も
奥
羽
街
道
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
岩

出
山
は
領
主
の
居
城
の
地
と
し
て
適
当
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
不
便
は
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
の
上
杉
攻

め

の
際

に
、
痛
切
に
感
ぜ
ら
れ
た
。

関
ケ
原
の
役
の
際
、
政
宗
は
徳
川
方
に
味
方
し
て
、
東
北
に
あ
っ
て
会
津
の
上
杉
景
勝
を
背
後
か
ら
牽
制
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
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仙
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こ
の
際
政
宗
は
上
方
か
ら
帰
国
す
る
と
、
自
分
の
本
城
の
あ
る
岩
出
山
に
は
帰
ら
ず
、
名
販
郡
北
目

（
現
在
の
仙
台
市
北
目
）
に
陣
所
を

お
い
て
、
こ
こ
を
根
例
と
し
た
。
戦
後
の
論
功
行
賞
に
お
い
て
政
宗
は
刈
田
郡
を
与
え
ら
れ
て
そ
の
領
土
が
さ
ら
に
南
方
に
拡
大
し
た
の

で
、
岩
出
山
は
ま
す
ま
す
北
に
偏
す
る
よ
う
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
領
内
の
南
方
に
便
利
の
よ
い
土
地
を
見
付
け
て
こ
こ
に
居
城
を
移
す

必
要
が
お
こ
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
家
臣
の
山
岡
志
摩
を
上
方
に
お
っ
た
家
康
の
許
に
派
遣
し
て
仙
台
城
普
請
の
許
可
を
と
頃
、
慶
長
五
年

の
暮
も
押
し
せ
ま
っ
た
十
二
月
二
十
四
日
政
宗
自
ら
城
普
請
の
縄
張
り
始
め
を
お
こ
な
っ
た
。

政
宗
が
新
し
い
居
城
を
つ
く
る
に
当
っ
て
、
青
葉
山
の
地
を
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
興
味
あ
る
物
語
り
が
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
石
巻
の
日
和
山
、
仙
台
の
青
葉
山
、
招
ケ
岡
を
候
補
に
あ
げ
、
幕
府
に
伺
い
を
た
て
た
結
果
、
青
葉
山
に
な
っ
た
と
か
、
政
宗
と
し
て

は
椙
ケ
岡
を
も
っ
と
も
希
望
し
た
の
で
あ
る
が
、　
一
番
に
望
む
と
こ
ろ
は
許
可
に
な
る
ま
い
と
青
葉
山
を
第

一
候
補
と
し
て
願
っ
た
と
こ

０

ろ
、
願
い
の
通
り
許
可
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
作
り
話
で
あ
ろ
う
。
政
宗
が
仙
台
地
方
に
居
を
定
め
る
意
図

は
早
く
か
ら
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

政
宗
が
山
岡
志
摩
を
も
っ
て
家
康
に
願
い
出
た
の
は

「
貞
山
公
治
家
記
録
」
に

「
宮
城
郡
国
分
ノ
内
千
代
城
フ
再
興
セ
ラ
ン
、
公
御
居

城
二
成
ン
玉
ヒ
タ
キ
旨
、
本
多
佐
渡
守
殿
正
信
フ
以
テ
大
神
君
へ
仰
上
グ
ラ
ノレ
」
と
ぁ
る
よ
う
に
千
代
城
の
再
興
で
あ
っ
た
。
す
る
と
政

宗
の
仙
台
城
設
置
以
前
に
千
代
城
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

「
仙
台
鹿
の
子
」

「
本
荒
荻
」
な
ど
の
仙
台
古
地

誌
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
絞
靖
、
継
体
あ
る
い
は
用
明
天
皇
の
時
代
に
千
代
城
が
き
ず
か
れ
た
と
い
う
説
の
荒
唐
無
稽
で
あ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
、
文
治
年
間
に
島
津
氏
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
説
も
ま
た
信
ず
る
に
足
ら
な
い
。
た
だ
、
も

と
国
分
氏
が
居
住
し
た
と
い
う
こ
と
は
国
分
氏
と
こ
の
地
方
と
の
関
係
か
ら
見
て
あ
り
得
ぬ
こ
と
で
は
な
い
。
国
分
氏
が
小
泉
に
移
っ
た

後
は
廃
城
と
な
っ
で
、
本
丸
の
と
こ
ろ
に
は
い
ま
愛
宕
山
に
あ
る
虚
空
蔵
堂
が
あ
り
、
二
の
丸
前
に
は
い
ま
新
寺
小
路
に
あ
る
龍
川
院
が

あ
っ
た
と
伝
え
て
い
私
。
そ
う
す
る
と
鬼
柳
文
書
に
あ
る
観
応
二
年
二
月
の
和
賀
義
光
や
野
田
盛
綱
の
軍
忠
状
に
宮
城
郡
虚
空
蔵
楯
と
あ

⑩

る
の
は
千
代
城
の
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
千
代
城
と
い
う
名
称
は
こ
こ
に
千
体
仏
が
祖
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
現
に



愛
宕
山
の
虚
空
蔵
堂
に
は
い
ま
も
千
体
仏
が
あ
る
。
こ
の
千
代
城
を
仙
蔓
城
と
改
め
た
の
は
政
宗
で
あ
っ
て
仙
茎
と
い
う
文
字
の
初
見
は

今
井
宗
薫
に
宛
て
た
慶
長
六
年
四
月
十
八
日
付
の
政
宗
の
書
状
で
あ
る
。

仙
台
城
の
地
は
西

。
南

。
北
の
三
面
は
人
馬
の
通
行
困
難
な
山
林
続
き
で
、
南
に
は
深
さ
四
五
冴
に
達
す
る
龍
の
日
の
深
谷
が
あ
り
、

北
に
も
沢
が
あ
っ
て
後
顧
の
憂
を
断
っ
て
い
る
。
た
だ

一
方
打
開
け
て
大
軍
の
押
寄
せ
る
お
そ
れ
の
％
る
東
面
に
は
六
四
房
の
断
崖
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
前
に
広
瀬
川
が
流
れ
て
い
て
、
天
然
の
堀
を
な
し
て
、
火
砲
や
航
空
機
の
発
達
し
な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
ま
こ
と

に
守
る
に
や
す
く
、
攻
め
る
に
難
き
天
瞼
の
地
で
あ
っ
た
。

し
か
し
近
世
大
名
の
居
城
の
地
は
単
に
軍
事
的
な
見
地
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
、
経
済
的
な
見
地
か
ら
も
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
仙
台
城
も
青
葉
山
が
天
瞼
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
政
宗
の
居
城
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
や
や
南
に
よ

っ
て
は
い
る
が
、
領
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
当
る
そ
の
位
置
は
領
内
統
治
の
中
枢
地
と
し
て
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
奥
羽
街
道
に
接
し

て
交
通
の
便
が
よ
く
、
か
つ
広
い
仙
台
平
野
を
前
に
控
え
た
そ
の
地
形
は
大
都
市
発
展
の
可
能
性
を
具
備
し
、
経
済
の
中
心
地
た
る
に
も

適
わ
し
く
、
正
に
六
十
二
万
石
の
領
主
の
居
城
の
地
と
し
て
十
分
な
条
件
を
備
え
て
い
た
。

慶
長
六
年
の
春
を
北
目
で
迎
え
た
政
宗
は
正
月
早
々
十

一
日
か
ら
城
普
請
に
着
手
し
た
。
惣
奉
行
は
後
藤
孫
兵
衛

・
川
島
豊
前

・
金
森

内
膳

・
原
次
右
衛
門

・
真
柳
十
介
で
あ
っ
掬
。
四
月
十

九
日
ま
だ
本
丸
の
壁
さ
え
つ
か
な
い
う
ち

で
あ

っ
た

⑬

が
、
政
宗
は
仙
台
城
へ
移
っ
た
。
し
か
し
ま
だ
完
成
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
工
事
は
な
お
も
続
け
ら
れ
、
領
内

側
　
　
⑮

の
百
姓
、
町
人
ま
で
が
城
普
請
の
人
足
と
し
て
動
員
さ

れ
、
建
築
資
材
も
領
内
各
方
面
に
求
め
ら
れ
脚
。
十
二

月
に
は
仙
台
城
と
城
下
街
を
結
ぶ
仙
台
橋

（
大
橋
）
が

仙

台
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の
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広
瀬
川
に
架
け
ら
�
、
七
年
五
月
十
八
日
に
は

一
応
の
完
成
を
見
た
。
政
宗
は
翌
八
年
八
月
江
戸
か
ら
帰
っ
て
仙
台
城
に
入
っ
た
約

仙
台
城
が
比
較
的
短
期
の
う
ち
に
出
来
上
っ
た
の
は
山
城
で
あ
っ
て
天
然
の
地
形
を
利
用
し
た
の
で
、
人
工
的
に
施
工
す
る
部
分
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
世
の
城
で
は
城
を
め
ぐ
っ
て
全
面
的
に
設
け
ら
れ
る
石
垣
や
堀
も
、
仙
台
城
で
は

一
部
分
に

し
か
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
南
側
に
は
深
さ
二
〇
―
二
五
間

（
三
七
１
四
六
房
）
巾
三
八
十
四
五
間

（
六
九
十
八
二
房
）
に
達

す
る
龍
ノ
ロ
の
深
谷
が
あ
っ
て

「
人
馬
叶
わ
ざ
る
」
と
こ
ろ
で
あ
り
、
東
側
は
広
瀬
川
に
臨
ん
だ
三
五
間

（
六
四
冴
）
の
断
崖
で
人
の
よ

じ
の
ぼ
る
こ
と
の
出
来
な
い
地
形
で
あ
る
か
ら
こ
の
方
面
に
は
格
別
な
防
禦
施
設
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
た
だ
峯
続
き
の
西
側
と
比
較

的
傾
斜
の
ゆ
る
い
北
側
に
だ
け
人
工
的
な
防
禦
施
設
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
龍
ノ
ロ
沢
と
深
沢
の
間
の
尾
根
に
は
深
さ
八
間

（
一
四

・

五
冴
）
巾
二
六
間

（
四
七
房
）
長
さ
三
四
間

（
六
二
房
）
の
堀
切
り
を
設
け
て
西
方
か
ら
の
侵
入
に
そ
な
え
た
。
そ
の
奥
は

「
お
裏
林
」

と
い
わ
れ
る
原
始
林
で

（現
在
の
東
北
大
学
植
物
園
）
樹
木
が
ウ
ッ
ソ
ウ
と
茂
っ
て
い
て

「
馬
足
叶
わ
ざ
る
」
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
方
面
か
ら
大
軍
の
押
寄
せ
て
く
る
危
険
性
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
東

。
西

・
南
の
三
面
は
土
塁
や
柵
を
め
ぐ
ら
せ
る
だ
け

で
事
足
り
た
。
こ
れ
に
反
し
て
北
側
は
沢
ま
で
少
し
距
離
が
あ
り
、
且
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
な
の
で
こ
の
方
面
の
防
備
が
大
切
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
石
垣
が
き
ず
か
れ
、
詰
の
門
と
そ
の
左
右
に
脇
櫓
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
上
塁

・
柵

・
石
垣
で
囲
ま
れ
た
山
頂
の
東
西
百
三
十
五

間

（
二
四
五
冴
）
、
南
北
百
四
十
七
間

（
二
六
七
房
）
の
平
坦
な
区
域
が
本
丸
を
構
成
し
た
。

詰
の
門
か
ら
北
に
向
っ
て
屈
曲
し
た
坂
路
を
下
る
こ
と
四
町
五
十
間

（
五
二
七
材
）
で
大
手
門
に
出
た
。

本
丸
に
は
詰
の
門
左
右
に
脇
櫓
、
東
北
隅
に
艮
格
、
東
南
隅
の
巽
櫓
な
ど
三
重
の
理
、
西
方
酉
の
門
の
二
重
櫓
が
そ
び
え
て
い
た
が
、

天
守
閣
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
丸
自
体
が
山
頂
で
見
晴
し
が
よ
い
の
で
、
さ
ら
に
高
い
建
物
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
た

め

で
あ

ろ

う
。
公
館
で
あ
る
大
広
間
は
慶
長
十
五
年
、
本
丸
の
北
部
に
落
成
し
、
前
面
に
は
能
舞
台
が
設
け
ら
れ
た
ｏ

「
縦
十
七
間
半
、
横
十
三
間

半
」
の
広
さ
を
有
し
、

「
北

へ
三
間
に
二
間
半
、
南
へ
七
間
半
に
六
間
」
の
曲
屋
が
附
属
す
る
桃
山
式
書
院
造
り
の
大
広
間
は
藩
の
大
工

棟
梁
梅
村
日
向
が
紀
州
に
上
っ
て
雇
い
来
っ
た
天
下
無
双
の
匠
人
刑
部
左
衛
門
国
次
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
作
事
奉
行
は
渡
辺
近
内
、



油
井
善
助
で
あ
っ
た
。
大
広
間
と
前
後
し
て
御
座
間
、
鷺
の
間
、
焼
火
之
間
、
御
書
院
、
博
多
間
な
ど
を
合
む
数
棟
の
私
館
が
、
そ
の
南

側
に
落
成
、
東
の
断
崖
の
端
に
は
崖
作

（懸
作
）
と
呼
ば
れ
る
眺
望
亭
が
置
か
れ
、
こ
の
外
に
奥
向
の
建
物
、
小
者
の
棟
、
火
薬
倉
、
兵

具
倉
、
厩
な
ど
が
造
ら
れ
、
仙
蔓
城
の
構
築
の
業
は
こ
こ
に
成
就
し
た
。

翌
慶
長
十
六
年
十
月
、
こ
の
完
成
後
間
も
な
い
仙
台
城
を
訪
れ
た
イ
ヌ
パ
ニ
ア
の
使
節
セ
バ
ヌ
チ
ャ
ン
・
ビ
ヌ
カ
イ
ノ
は
、
そ
の

「
金

銀
島
探
険
報
告
」
に

「
城
は
彼
国

（
日
本
）
の
最
も
勝
れ
、
又
最
も
堅
固
な
る
も
の
の

一
に
し
て
、
水
深
き
川
に
囲
ま
れ
、
断
崖
百
身
長

を
越
え
た
る
巌
山
に
築
か
れ
、
入
日
は
唯

一
つ
に
し
て
、
大
い
さ
江
戸
と
同
じ
う
し
て
、
家
屋
の
構
造
は
之
に
勝
り
た
る
町
を
見
下
し
、

又

一
レ
グ
ワ
を
距
て
て
数
ン
グ
ワ
の
海
岸
を
望
む
べ
し
」
と
仙
台
城
の
状
況
を
書
留
め
て
い
る
。

貞
山
公
治
家
記
録
慶
長
五
年
十

一
月
十
三
日
條

「
（前
略
）
最
前
山
岡
志
摩
フ
上
方

へ
差
登
サ
ル
ノ
節
、
宮
城
郡
国
分
ノ
内
千
代
城
ヲ
再
興
セ
ラ
レ
、
公
御
居
城

二
成
シ
給

ヒ
タ
キ
旨
、
本
多
佐
渡
守
殿
正
信
フ
以
テ
大
神
君
へ
仰
上
ラ
ル
処

二
、
普
請
セ
ラ
ル
ベ
キ
旨
今
度
志
摩
下
向
ノ
時
仰
下
サ
ル
ｏ
」

２
　
貞
山
公
治
家
記
録
慶
長
五
年
十
二
月
二
十
四
日
條

「
廿
四
日
甲
午
辰
時
、
公
千
代
城
へ
御
出
、
御
普
請
御
縄
張
始
メ
ァ
リ
、
文
字
フ
仙
菫
卜
改
ラ
ル
、
昔
時
此
城
ノ
側

二
千

外
仏
ア
リ
、
因
テ
千
外
卜
貌
ス
、
共
後
文
字
フ
千
代
卜
改
ム
、
此
城
元

ハ
国
分
ノ
前
主
国
分
能
登
守
殿
盛
氏
先
祖
ヨ
リ
居
住
セ
ラ
ル
ト
云
云
、
Ｏ
晩
御
普
請
初
ノ
御
祝
俵
御

能
五
番
ア
リ
、
高
砂
、
田
村
、
野
宮
、
養
老
、
狸
々
ナ
リ
」

３
　
東
奥
老
士
夜
話

「
仙
台
御
城
御
販
立
之
節
、
御
分
領
中
御
城
地
被
成
御
吟
味
候
処
、
牡
鹿
石
巻
之
内
日
和
山
、
宮
城
野
摺
ケ
岡
、
御
当
地
三
ケ
所
に
相
究
り
、
御
伺
被
成
候

へ
ば
、
御
当
城
に
相
済
候
由
諸
人
申
偉
候
」

４
　
仙
台
名
所
聞
書

「
政
宗
公
御
願
之
城
地
、
関
燭
岡
、
野
手
日
、
青
葉
山
、
此
城
地
つ
つ
じ
ケ
岡

一
番
な
り
け
る
に
望
の
所
は
被
下
さ
れ
ま
じ
と
青
葉
城
を

一
番
に
御
願
、
則

ち
壱
番
を
下
さ
れ
け
る
と
な
り
」

５
　
小
林
清
治
氏
は

「
天
正
十
九
年
九
月
十
月
よ
り
段
々
御
家
中
衆
米
沢
よ
り
岩
出
山
へ
引
移
候
由
、
然
共
当
分

ハ
名
販
国
分
之
内
所
々
二
引
越
羅
在
候
由
」
と
い
う
佐
沼
集
記

の
記
述
に
よ
っ
て
政
宗
が
岩
手
山
移
転
当
時
か
ら
仙
台
地
方
に
居
住
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る

（仙
台
市
史
１
四
三
頁
）

６
　
註
２

７
　
仙
台
鹿
の
子

「
天
正
中
国
分
彦
九
郎
盛
重
公
住
す
、
共
後
宮
叛
郡
小
泉
に
要
害
を
築
き
取
移
し
共
跡
古
城
と
な
る
。
」

８
　
仙
台
鹿
の
子

「
昔
仙
台
城
に
虚
空
蔵
堂
あ
り
し
が
、
政
宗
公
右
の
城
御
取
立
の
時
御
木
九
よ
り
今
の
愛
宕
山
に
移
し
た
ま
ふ
。
叉
御
二
の
丸
中
の
御
門
辺
に
愛
宕
の
方

へ
の

街
道
あ
り
。
又
大
下
馬
辺
は
八
ツ
塚
誼
川
院
の
旧
寺
場
に
て
大
下
馬
の
松
は
龍
川
廃
の
墓
印
の
松
と
い
へ
り
。
」

９
　
鬼
柳
文
書

和
賀
六
郎
次
郎
義
光
合
戦
次
第
事

右
義
光
去
正
月
十
六
日
任
三
御
教
書
旨
一
、
惚
領
被
一
相
催
一
間
、
属
工
彼
手
一
府
中
馳
参
、
岩
切
城
場
手
太
田
口
令
二
警
国
一
、
同
二
月
十
二
日
自
二
大
仏
一
南
脇
責
三
上

仙

　

台

　

城

1註



仙

台

城

の

歴

史

城
内
一
、
切
入
致
〓
合
戦

一
忠
節
了
、
次
同
十
四
日
宮
城
郡
虚
空
蔵
相
、
昌
山
上
野
二
郎
殿
留
守
但
馬
権
守
同
三
河
権
守
官
城
四
郎
兵
衛
楯
籠
候
間
、
彼
城
馳
向
致
合
戦
軍
忠

之
処
、
上
野
二
郎
殿
白
害
了
、
次
所
生
捕
但
馬
権
守
三
河
権
守
宮
城
四
郎
兵
衛
尉
也
。
然
早
下
賜
御
詮
判
、
為
備
末
代
亀
鑑
、
過
々
言
上
如
件

（
吉
良
貞
家
）

観
応
弐
年
二
月
　
　
　
日

一
見
了
　
花
押

１０
　
註
２

１１
　
今
井
宗
薫
宛
伊
連
政
宗
書
状

（仙
台
市
史
資
料
篇
三
二
六
）

「
去
十
四
日
此
地
仙
こ
へ
相
移
申
候
。
誠
陳
屋
之
外
木
丸
壁
さ
へ
つ
け
不
申
候
外

二
候
へ
共
、
無
理
に
う
つ
し

申
候
。
」

‐２
　
政
宗
君
治
家
記
供
引
證
記
慶
長
六
年
正
月
條

一
世
却
臨
伽

城
之
普
請
初
、
惣
奉
行
後
藤
孫
兵
衛
陸
棘
、
川
島
豊
前
、
金
森
内
膳
離
蜘
、
原
次
右
衛
門
、
真
柳
十
介

・３
　
註
Ｈ

・４
　
伊
達
政
宗
給
米
渡
方
黒
印
状

（仙
台
市
博
物
館
蔵
）

仙
重
之
御
普
請

二
付
而
、
人
足
人
数
合
七
千
百
弐
拾
八
人
也
此
米
五
捨
三
石
四
斗
六
升
也
、
但

一
日
二
つ
つ
め
て
壱
人

二
付
七
合
五
句
也
、
例
如
件

慶
長
七
年
三
月
四
日
　
　
　
　
（政
宗
黒
印
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
庭
石
見
守

（
黒
印
）

但
右
之
人
数
肝
煎
方
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
村
信
濃
守

（黒
印
）

切
手
を
取
可
相
渡
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
之
内
小
和
泉
　
　
　
　
肝
煎
　
　
太
郎
左
衛
門

・５
　
大
町
三
四
五
丁
目
五
人
組
頭
古
人
連
印
願
状
写

（仙
台
市
史
９
資
料
六
〇
七
）

一　
慶
長
十
年
之
頃
右
和
泉
義
茂
庭
石
見
様
御
指
図
に
て
壱
弐
丁
目
月
行
事
持
被
　
仰
付
、
三
四
五
丁
目
右
五
郎
左
衛
門
支
配
仕
、
御
木
丸
御
石
垣
御
普
請
之
節
支
配
之
者
共

連
罷
出
、
御
目
先
に
而
相
勤
申
候
事

‐６
　
義
山
公
治
家
記
録
寛
永
十
七
年
八
月
九
日
條

「
慶
長
ノ
始
、
貞
山
公
仙
婁
城
経
営
ノ
時
、
天
神
林

二
於
テ
杉
槻
ノ
大
木
百
木
餘
伐
取
ラ
ル
。
其
報
賽
と
し
て
慶
長
十
六
年

ニ

社
領

（小
田
原
天
神
社
領
）
六
百
文
ノ
地
フ
寄
附
ン
玉
フ
ト
云
フ
。

・７
　
仙
墓
橋
擬
宝
珠
銘

（齋
藤
報
恩
会
所
蔵
）

仙
皇
橋

仙
ミ
橋
下
　
河
水
千
年

民
安
国
泰
　
執
与
莞
天

慶
長
一ハ
年
辞
腕
月
士
口辰

藤
原
政
宗門

士
川
島
豊
前
守
奉
造

・８
　
記
録
抜
書
慶
長
八
年
八
月
條

（伊
達
政
宗
卿
偉
記
資
料
所
載
）

一　
同
年
八
月
従
　
台
（徽
幽
鯵
蹴
籍
踊
国
の
御
暇
被
下
、
江
戸
よ
り
罷
下
候
。
去
年
仙
茎
之
城
普
請
出
来
候
故
、
直
二
移
従
仕
候
。
御
暇
之
日
知
不
申
候
。



の

丸

の

造

営

政
宗
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
最
初
の
仙
台
城
は
ビ
ヌ
カ
イ
ノ
を
し
て
日
本
に
お
い
て

「
最
も
堅
回
な
る
も
の
の

一
つ
」
と
い
わ
し
め
た

の
で
あ
っ
た
が
、
天
災
に
は
抗
し
難
く
、
元
和
二
年

（
一
六

一
六
）
七
月
二
十
九
日
の
大
地
震
で
城
壁
楼
櫓
が
こ
と
ご
と
く
破
壊
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
ま
も
な
く
元
通
り
復
活
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

元
和
元
年
の
大
坂
夏
の
陣
以
後
、
戦
争
は
な
く
な
っ
て
泰
平
の
世
と
な
っ
て
く
る
と
、
城
の
も
つ
軍
事
的
な
意
義
は
薄
ら
ぎ
、
居
館
と

し
て
の
意
義
が
濃
く
な
っ
て
く
る
。
高
さ
三
十
五
間

（
六
四
房
）
、
大
手
門
か
ら
四
町
五
十
間

（
五
二
七
冴
）
の
急
坂
を
上
下
し
て
通
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
山
頂
に
居
館
が
あ
る
こ
と
は
戦
時
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
平
時
に
は
不
便
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
青
葉
山
の
麓
に
居
館
と

し
て
の
二
の
丸
の
造
営
が
計
画
さ
れ
た
。
も
っ
と
も

「
拾
穂
集
」
は
二
の
丸
普
請
の
理
由
を

「
寛
永
十
四
年
六
月
二
十
ロ
ョ
リ
十
六
日
迄

大
雷
雨
ニ
テ
御
本
丸
石
垣
大
崩

二
付
、
山
坂
通
り
協

ハ
ズ
、
之
二
依
リ
テ
忠
宗
公
ニ
ノ
丸
願
被
相
達
」
と
し
て
い
る
が
、
根
本
的
な
原
因

は
中
世
的
な
山
城
で
は
不
便
に
な
っ
て
来
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

寛
永
十
五
年
七
月
十
六
日
に

「
仙
台
城
山
下
二
屋
敷
構
作
事
有
之
由
絵
図
之
通
得
二
上
意
一候
処
普
請
可
二
申
付
Ｌ
日
被
二仰
出
一侯
」
と
ぃ

う
老
中
奉
書
が
下
っ
て
ニ
ノ
丸
造
営
が
許
可
と
な
っ
た
。
工
事
は
同
年
九
月
四
日
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。
定
御
作
事
奉
行
は
横

田
権

之

助
、
油
井
善
助
、
本
〆
は
片
寄
理
右
衛
門
、
黒
沢
善
左
衛
門
で
、
奉
行
中
、
奥
山
大
学
が
惣
奉
行
と
し
て
監
督
に
当
り
、
鴇
田
酸
河
、
和

田
因
醸
が
こ
れ
を
た
す
け
た
。

二
の
丸
の
地
は
東
西
百
七
十
二
間

（
三

一
三
冴
）
、
南
北
百
十

一
間

（
二
〇
二
房
）
で
、
本
丸
よ
り
も
十
七
間

（
四
九
材
）
低
い
。
こ

＼
に
は
す
で
に
家
屋
敷
が
存
在
し
た
。

「
東
奥
老
士
夜
話
」
に
は
二
の
丸
の
地
は
も
と
伊
達
三
河
守

（
政
宗
の
四
男
宗
泰
）
の
屋
敷
で
お

仙

台

城

の

歴

史



仙

台

城

の

歴

史

っ
て
、
い
ま

（
元
禄
頃
）
の
大
広
間
は
三
河
守
邸
の
広
間
で
あ
っ
た
由
が
二
の
丸
造
営
当
時
御
作
事
方
小
役
人
で
あ
っ
た
堀
江
伝
七
な
る

者
の
話
と
し
て
偉
え
て
い
る
。
ま
た
二
の
丸
造
営
に
当
っ
て
若
林
城
の
建
物
を
移
韓
し
て
建
て
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当

時
の
記
録
を
集
録
し
た

「
忠
宗
君
治
家
記
録
引
證
記
」
の
二
の
九
造
営
に
関
す
る
條
に
は
若
林
御
家
撥
方
や
古
材
木
受
販
渡
方
と
い
う
役

人
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
若
林
城
の
建
物
を
販
壊
し
、
そ
れ
を
二
の
丸
の
建
築
に
使
用
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

寛
永
十
五
年
十
月
十
四
日
に
二
の
九
地
鎮
祭
が
行
な
わ
れ
、
十
二
月
十
四
日
ま
で
に
御
焼
火
之
間

・
虎
の
間

・
御
納
戸

・
御

茶

屋
部

屋

・
御
鑓
間

・
御
上
大
所

。
御
風
呂
屋

・
下
大
所

・
御
小
姓
之
間

・
御
用
之
間

・
御
肴
部
屋

・
御
鷹
部
屋

・
御
算
用
部
屋
な
ど
の
棟
上
げ

が
済
ん
だ
。
翌
寛
永
十
六
年
二
月
二
十
七
日
に
は
御
座
之
間
地
鎮
の
祈
構
が
龍
宝
寺
の
僧
侶
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
そ
れ
か
ら

一
月
を
経

た
三
月
二
十
八
日
に
御
座
之
間
、
御
寝
所
、
御
奥
方
御
寝
所
な
ど
の
棟
上
げ
が
あ
っ
た
。
御
蔵
、
大
手
御
門
、
大
書
院
、
御
小
姓
之
間
、

御
舞
台
、
御
歩
之
間
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
棟
上
げ
を
済
ま
せ
て
い
る
。

二
の
丸
造
営
直
後
の
仙
台
城
の
状
態
は
齋
藤
報
恩
会
所
蔵
の

「
奥
州
仙
台
城
絵
国
」

（図
版
ｌ
）
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
正

保
元
年

（
一
六
四
四
）
十
二
月
十
五
日
の
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
正
保
三
年
に
仙
台
藩
で
つ
く
ら
れ
、
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
現
存
仙
台
城
絵
図
の
中
で
最
古
の
も
の
で
、
二
の
九
造
営
五
―
六
年
後
の
仙
台
城
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
と
に
本
九
詰
門
左
右

の
脇
櫓
、
東
北
隅
の
艮
櫓
、
東
南
隅
の
巽
櫓
な
ど
は
正
保
三
年
四
月
二
十
六
日
の
大
地
震
に
よ
っ
て
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
復
興
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
絵
図
に
よ
っ
て
そ
の
姿
を
知
り
得
る
の
み
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
瓦
葺
き
入
母
屋
造
り
三
階
の
櫓
で
、
屋
根
は
美
し
い
勾
配
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
他
酉
の
門
に
も
重
層
の
脇
櫓
が
見

ら
れ

る
。
本
丸
周
囲
の
石
垣
や
土
手
の
上
に
は
矢
狭
間
、
鉄
砲
狭
間
を
有
す
る
白
壁
の
塀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
仙
台
城
の
も
っ
と
も
完
備
し
た
時
の
姿
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
慶
長
十
四
年
に
は
も
う
あ
っ
た
は
ず
の
御
懸
作
り
が
見
え
な
い

の
は
不
思
議
で
あ
る
。
元
和
二
年
七
月
の
大
地
震
で
最
初
の
御
懸
作
り
は
倒
壊
し
て
、
ま
だ
復
旧
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

昭
和
四
年
版
の

「
仙
台
市
史
」
に
は
安
倍
彦
右
衛
門
と
い
う
人
の
書
い
た

「
仙
蔓
御
城
覺
書
」
と
い
う
も
の
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ



の
覺
書
に
は
巻
末
に
享
保
八
癸
卯
八
月
十
八
日
の
日
付
が
あ
る
の
で
、
昭
和
二
十
八
年
刊
の

「
仙
台
市
史
」
資
料
篇
１
で
は
享
保
八
年
の

と
こ
ろ
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
い
っ
て
正
保
の
頃
の
も
の
で
、
お
そ
ら
く
正
保
の

「
仙
台
城
絵
図
」
の
中
に
書
込
ま

れ
た
説
明
を
写
し
販
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
非
常
に
詳
し
い
も
の
で
、
当
時
の
仙
台
城
を
知
る
上
の
よ
い
資
料
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に

転
載
し
て
置
く
。

仙
蔓
御
城
覺
書

山
城
無
二天
守
一、
本
丸
の
西
南
方
に
天
守
蔓
あ
り
。

一　
東
は
海
、
本
丸
よ
り
寅
卯

（束
）
の
方
海
也
。　
一
里
或
二
里
平
地
四
畑
。

一　
南
は
山
、
本
丸
よ
り
辰
巳
午

（東
東
南
か
ら
南
の
間
）
の
方
城
よ
り
続
く
。
二
里
三
里
小
山
其
よ
り
大
山
。

一　
西
は
山
、
本
丸
よ
り
未
申
酉

（南
南
西
か
ら
西
の
間
）
の
方
城
よ
り
続
く
。
二
里
三
里
小
山
夫
よ
り
大
山
。

一　
北
は
山
。
本
丸
よ
り
戊
亥
子
丑

（西
西
北
と
北
北
東
の
間
）
の
方
、
下
三
三
町
は
侍
屋
敷
の
分
平
地
。
夫
よ
り
五
六
里
迄
小
山
続

き

。

一　
本
丸
、
東
西
百
升
五
間
、
南
北
百
四
十
七
間
、
町
屋
の
地
形
よ
り
三
十
二
間
半
高
し
。

一　
井
の
数
三
処
、　
一
ツ
指
渡
三
尺
二
寸
、
深
さ
二
間
半
、
水
溜
二
間
、　
一
ツ
指
渡
三
尺
、
深
さ
五
間
、　
一
つ
清
水
、
指
渡

一
間
、
深

さ
三
尺
、
本
丸
よ
り
五
間
低
し
。

一　
本
丸
よ
り
大
手
門
ま
で
四
百
五
十
間
。

一　
本
丸
門
よ
り
下
馬
ま
で
坂
道
の
廣
さ
十
二
間
。

一　
下
馬
よ
り
大
手
門
ま
で
道
廣
さ
十
五
間
。

一　
子
の
方
本
丸
門
東
脇
三
階
櫓
、
艮
の
方
角
三
階
椿
ま
で
、
塀
長
さ
オ

一
間
半
。

一
　
石
垣
高
さ
、
子
の
方
櫓
下
に
て
五
問
五
尺
、
長
の
方
櫓
下
に
て
九
間
。

仙

台

城

の

歴

史



仙

台

城

の

歴
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長
の
角
三
階
櫓
よ
り
巽

（東
南
）
の
角
三
階
格
ま
で
。
塀
の
長
さ
六
十
四
間
打
廻
し
。

寄
貫
長
さ
五
十
間
打
廻
し
。

岩
岸
高
さ
＾

一　
艮
の
角
櫓
の
下
ま
で
十
九
問

一
尺
、
人
馬
不
レ
叶
。

一　
卯

（東
）
の
方
に
て
三
十
五
間
、
人
馬
不
レ
叶
。

一　
巽
方
格
下
に
て
三
十
六
間
、
人
馬
不
レ
叶
。

契
方
三
階
櫓
よ
り
午

（南
）
の
方
、
埋
門
ま
で
。

一　
塀
長
八
十
六
間
打
廻
し
。

一　
土
手
高
十
二
間
ｏ

一　
埋
門
土
手
下
よ
り
沢
底
ま
で
四
十
人
間
、
人
馬
不
レ
叶
。

一　
沢
幅
三
十
八
間
、
深
さ
二
十
間
。

一　
峰

（対
岸
の
峰
）
よ
り
沢
底
ま
で
百
十
三
間
。

一　
峰
よ
り
本
丸
ま
で
指
渡
三
町
十

一
間
、
本
丸
よ
り
七
間
四
尺
高
し
。

午
の
方
埋
門
よ
つ
同
方
切
通
門
ま
で
、

一　
・塀
長
八
十
七
間
打
廻
し
。

一　
土
手
高
七
間
。

一　
・切
通
門
よ
り
沢
底
ま
で
五
十
二
間
、
人
馬
不
レ
叶
。

一　
沢
幅
四
十
二
間
、
深
さ
す
五
間
。

一　
嶺
よ
り
沢
底
ま
で
百
三
十
八
間
。



一　
嶺
ょ
り
本
丸
ま
で
指
渡
三
町
五
十
間
、
此
嶺
本
丸
よ
り
十

一
間
高
し
。

午
の
方
切
通
門
よ
り
酉
の
方
三
階
門
ま
で
。

一　
塀
長
百
八
間
打
廻
し
。

一
　
土
手
高
五
間
。

一　
押
角
塀
よ
り
沢
底
ま
で
四
十
六
間
、
人
馬
不
レ
叶
。

一　
沢
幅
井
間
、
深
さ
十
五
間
。

一　
嶺
よ
り
水
底
ま
で
百
十
六
間
。

一　
嶺

よ
り
本
丸
ま
で
指
渡
三
町
十
二
間
。

一　
嶺
本
丸
よ
り
十
六
間
四
尺
高
し
。

申

（西
西
南
）
の
方
、
堀
切
幅
十
六
間
、
深
さ
八
間
、
長
井
四
間
、
馬
足
不
レ
叶
。

酉

（西
）
方
三
階
門
よ
り
子
の
方
西
脇
三
階
櫓
ま
で
長
七
十

一
間
半
。

石
垣
二
階
門
墓
高
さ
二
間
半
、
長
十
八
間
打
廻
し
、
長
屋
下
高
さ
四
間
半
、
櫓
下
高
さ
三
間
半
ｃ

酉
方
長
屋
石
垣
下
ょ
り
沢
底
ま
で
十
間
半
。

同
方
嶺
よ
り
沢
ま
で
十
三
間
四
尺
。

同
門
よ
り
嶺
指
渡

一
町
二
間
。

此
峰
本
丸
よ
り
三
間
高
し
。
馬
足
不
レ
叶
。

本
丸
門
見
付
塀
長
六
十
七
間
打
廻
し
。
右
土
手
の
高
さ
束
の
端
に
て
五
間
、
西
端
に
て
十

一
間
。

本
丸
と
蔵
屋
敷
の
間
仕
切
、
本
丸
よ
り
大
手
門
ま
で
道
の
東
脇
塀
。

本
丸
良
の
角
櫓
下
よ
り
沢
門
ま
で
塀
長
さ
百
十
七
間
打
廻
し
。
土
手
の
高
さ
十
四
間
、
長
五
十
間
。

仙

台
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仙
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沢
門
よ
り
中
門

（寅
門
）
ま
で
塀
長
百
六
間
打
廻
、
土
手
高
さ
八
間
。

中
門
よ
り
大
手
門
南
脇
三
階
櫓
ま
で
塀
長
百
間
打
廻
、
土
手
高
十
間
。

同
道
西
協
塀
、
本
丸
見
付
塀
よ
り
中
門
ま
で
長
百
十
問
打
廻
、
中
門
西
協
石
垣
高
さ
二
間
。

沢
門
よ
り
蔵
屋
敷
脇
清
水
門
三
階
門
ま
で
道
下
坂
百
十
間
、
道
庚
十
二
間
よ
り
七
間
ま
で
。
上
手
高
さ
八
間
、
長
升
四
間
、
清
水

井
、
長
二
間
、
横
二
尺
、
深
さ
二
尺
。

蔵
屋
敷
、
東
西
八
十
間
、
南
北
六
十
五
間
、
本
丸
よ
リ
オ
ニ
間
低
し
。

南
の
方
清
水
門
よ
り
東
留
り
ま
で
塀
長
さ
五
十
間
、
西
塀
下
土
手
高
さ
五
間
。

一　
蔵
屋
敷
の
南
脇
、
清
水
三
階
門
、
蔓
石
垣
高
さ
三
間
、
長
さ
二
十
七
間
打
廻
し
。

一　
同
門
よ
り
巽
の
門
ま
で
塀
長
四
十
間
打
廻
し
、
堀
長
十
間
、
国
人
間
、
岸
高
五
尺
。

一　
東
方
堀
、
巽
の
三
階
門
脇
よ
り
子
の
方
午
形
門
長
さ
百
四
十
間
、
堀
回
十
五
間
、
深
さ
二
間
半
。

一　
岸
高
、
西
岸
、
巽
の
門
脇
に
て
五
間
、
子
の
門
に
て
七
間
半
、
東
岸
二
間
。

一　
北
の
堀
、
長
さ
五
十
七
間
、
国
十
七
間
、
深
さ
三
問
。

一　
岸
高
南
対
五
間
、
西
に
て
十
五
間
、
東
北
に
て
三
間
二
尺
。

二
の
丸

東
西
百
七
十
二
間
、
南
北
百
十

一
間
、
本
丸
よ
り
十
七
間
低
し
。

井
の
数
、
五
ケ
処
、
二
つ
指
渡
三
尺
五
寸
。
深
五
間
、
水
溜

一
問
半
、
三
つ
指
渡
四
尺
、
深
四
間
半
、
水
溜
二
間
。

西
の
方
塀
よ
り
同
方
山
の
峯
ま
で

一
町
四
十
六
間
。
此
峯
二
の
丸
よ
り
地
形
十

一
間
半
高
し
。

南
の
方
、
地
形
よ
り
沢
底
ま
で
岸
高
さ
三
問
。



同
方
山
嶺
よ
り
沢
底
ま
で
二
十
三
間
。

同
嶺
よ
り
二
の
丸
ま
で
指
渡

一
町
十
二
間
、
此
嶺
二
之
丸
地
形
十
二
間
高
し
。

同
沢
末
の
溜
池
、
二
の
九
よ
り
巽
の
方

一　
東
西
五
十
三
間
、
南
北
七
十
六
間
、
深
さ
二
間
三
尺
、
水
落
堀
幅
六
間
、
深
さ
二
間
半
。

大
手
門
の
西
脇
石
垣
土
手
南
脇
櫓
下
石
垣
、
高

一
間
、
長
十
六
間
打
廻
し
、
北
脇
塀
下
石
垣
、
高
五
間
、
長
十
九
問
打
廻
し
。

一　
同
西
垣
外
ょ
り
北
の
方
蔵
屋
敷
門
ま
で
塀
下
土
手
高
さ
六
間
三
尺
、
長
六
十
間
。

一　
石
垣
土
手
の
上
、
共
に
塀
長
さ
九
十
五
間
打
廻
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

表
門
両
脇
の
塀
下
石
垣
南
溜
池
よ
り
北
裏
門
脇
高
三
尺
、
長
百
二
十
三
間
打
廻
し
。

表
門
よ
り
大
手
門
ま
で

一
町
対
間
。

裏
門
よ
り
乾

（
西
北
）
の
角
ま
で
二
之
丸
と
屋
敷
の
間
仕
切
塀
長
百
七
間
打
廻
し
。

裏
門
よ
り
蔵
屋
敷
門
ま
で
塀
長
五
十
間
。

西
屋
敷
、
東
西
百
三
間
、
南
北
六
十
間
、
地
形
二
之
丸
と
同
じ
。

井
之
数
三
ケ
所
の
内
、
二
つ
指
渡
四
尺
、
深
四
間
、
水
溜

一
間
、　
一
つ
指
渡
三
尺
五
寸
、
深
五
間
、
水
溜

一
間
半
。

西
の
方
山
岸
ょ
り
塀
際
ま
で
二
町
対
間
、
山
嶺
西
屋
敷
地
形
十
四
間
高
し
。

北
の
方
塀
下
同
屋
敷
前
小
路
、
土
橋
よ
り
上
の
溜
池
、
東
西
升
五
間
、
南
北
十
六
間
、
深

一
問
。

一　
同
溜
池
の
水
落
の
沢
、
幅
十
八
間
、
深
五
間
半
。

一　
同
沢
末
大
手
門
前
小
路
土
橋
の
上
。

一　
溜
池
東
西
百
十
間
、
南
北
十
間
、
深
四
間
。

一　
同
土
橋
下
の
沢
幅
八
間
、
深
さ
四
間
半
。

仙

台

城

の

歴

史
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註ユ
　
記
録
抜
書

（仙
台
市
史
資
料
篇
二
五
四
）

一
同
月
十
八
日
巳
下
刻
政
宗
国
元
大
地
震
、
居
城
石
壁
櫓
等
破
損
仕
候

２
　
仙
茎
市
史

（昭
和
四
年
版
）
六
四
頁

３
　
幕
府
老
中
奉
書

（仙
台
市
博
物
館
所
蔵
）

仙
蔓
城
山
下

二
被
致
屋
敷
構
作
事
有
之
度
由
絵
図
之
通
得
　
上
意
候
処
普
請
可
申
付
旨
被
仰
出
候
、
将
又
舎
弟
兵
部
少
輔

へ
竹
田
法
印
娘
縁
辺
之
儀
達
　
上
聞
候
処
可
申
合
之

御
意

二
候

恐
々
謹
言

寛
永
十
五
寅
七
月
十
六
日

松
平
伊
豆
守信

綱
花
押

阿
部
豊
後
守忠

秋
花
押

酒
井
讃
岐
守忠

勝
花
押

土
井
大
炊
頭利

勝
花
押

松
平
越
前
守
殿

４
　
茂
庭
家
記
録
良
元
右
六
寛
永
十
六
年
條

（仙
台
市
史
資
料
篇
二
七
五
）

此
春
若
林
御
城
ノ
御
屋
形
フ
仙
垂
二
九

へ
移
ツ
テ
御
作
事
ア
リ

５
　
忠
宗
君
治
家
記
録
引
証
記

（仙
台
市
史
資
料
蒲
二
七
四
）

一　
奉
書
写

尚
々
在
々
二
罷
在
候
御
足
軽
も
右
之
通
可
被
申
付
候
　
以
上

今
度
　
御
二
九
地
割
為
仕
　
横
田
権
之
助
為
相
上
被
申
候
、
委
被
成
御
覧
、
大
形
御
差
図
被
成
候
、
然
者
御
地
形
之
事
御
屋
形
御
免
候
所

へ
付
札
御
座
候
間
、
権
之
助
口
上

可
被
申
候
、
依
其
御
人
足
有
之
間
敷
候
間
、
乍
太
後
御
足
軽
衆
壱
組
井
人
に
付
三
十
日
宛
之
積

二
被
為
頼
候
間
、
其
段
奉
行
′
ヽ

へ
可
被
申
渡
候
、
定
而
色
々
御
用
御
座
候

而
引
方
も
可
有
之
候
間
、
営
年
中

二
一
組
よ
り
三
十
日
之
積

二
罷
出
候
得
者
不
苦
候
間
、
共
段
可
被
申
付
候
、
兎
角
宿

二
而
認
仕
候
終
者
、
罷
出
候
儀
も
遅
々
可
申
候
間
、

一
日
二
両
度
之
認
仕
候
義
、
御
普
請
場

二
小
屋
を
為
懸
奉
行
申
付
両
度
之
認
仕
候
、
委
細
横
田
権
之
助
口
上
可
被
申
候
、
恐
慢
謹
言

八
月
卜
へ
日

（古
内
義
重
）

伊

賀

（古
内
重
廣
）

主
　
膳



（石
母
田
宗
頼
）

大
　
膳

（意
成
）

中
島
監
物
殿

（良
綱
）

茂
庭
周
防
殿

（頼
康
）

津
田
近
江
殿

（常
良
）

奥
山
大
学
殿

右

ハ
石
母
田
大
膳
所
持
、
御
記
録
へ
写
載
之

御
二
丸
御
普
請
之
事
・大
内
甚
七
郎
方
よ
り
書
出
之
写

一　
御
二
丸
御
普
請
御
取
立
之
由

二
付
寛
永
十
五
年
七
月
十
六
日
御
奉
書
相
出
候
由
及
承
候
事

一　
同
十
五
年
八
月
御
取
付
、
同
十
六
年
六
月
廿
五
日
に
御
徒
移
之
由
及
承
候

共
田
中
金
宿
）術
門
事

ハ
御
記
録

へ
不
相
載
之
品
ハ
絵
図

ハ
権
之
助
持
参
之
由
奉
書
見
に
因
而
也

一　
御
二
九
絵
図
階
成
者

二
江
戸

へ
為
相
登
申
由
、
周
防
殿
よ
り
横
田
擢
之
助
、
油
井
善
助
方

へ
同
十
五
年
七
月
十
三
日
二
被
仰
渡
、
田
中
金
右
衛
門
持
参
罷
登
候
、
発
足
日

限
相
知
不
申
候
事

一　
御
作
事
奉
行

ハ
定
御
作
事
奉
行
横
田
権
之
助
、
油
井
善
助

一　
本
〆

ハ
片
寄
理
右
衛
門
、
黒
沢
善
左
衛
門

二
御
座
候

一　
取
付
申
候
御
家
は
同
十
五
年
十
月
十
三
日
よ
り
地
形
仕
、
段
々
相
立
申
候

御
焼
火
之
間
　
虎
之
間
　
御
納
戸
　
御
茶
道
部
屋
　
御
鎗
之
間
　
御
上
大
所
　
御
風
呂
屋
　
大
大
所
　
御
小
性
之
間
　
御
用
之
間
　
御
肴
部
屋
　
御
鷹
部
屋
　
御
算
用
部
屋

右
之
御
共
同
十
二
月
十
四
日
迄

二
棟
上
相
済
申
候

小
役
人

松
木
藤
兵
衡
　
太
齋
六
兵
衛
　
橋
本
次
兵
衛
　
】退
籐
長
兵
衛
　
小
沢
太
郎
右
衛
門
　
安
積
茂
左
衛
門
　
小
川
八
左
衛
門
　
星
野
半
平
　
小
沢
太
左
衛
門
　
一二
浦
左
馬
丞

草
野
十
助
　
林
次
郎
助
　
菊
田
隼
人
　
樋
回
宇
平
治
　
土
屋
七
郎
兵
衛
　
千
葉
半
四
郎
　
今
泉
次
左
衛
門
　
鈴
木
五
郎
七
　
細
屋
勘
平
　
桐
ケ
窪
太
左
衛
門
　
守
屋
七

兵
衛
　
井
上
茂
吉
　
国
分
又
右
衛
門
　
小
山
伊
兵
衛
　
丹
野
五
兵
衛
　
鈴
木
正
三
郎
　
丹
野
半
平
　
士
口
田
助
兵
衛
　
一局
橋
掃
部
　
国
分
喜
兵
衛
　
木
城
久
右
衛
門
　
油

屋
左
兵
衛
　
永ヽ
倉
茂
兵
衛
　
堀
江
左
助
　
山
田
弥
兵
衛

若
林
御
家
携
方

小
役
人

青
柳
七
蔵
　
窪
田
次
左
衛
門
　
】渥
藤
七
蔵
　
小
関
与
兵
衛
　
】込
山
源
吉
　
国
分
又
右
衛
門
　
桐
ケ
窪
太
左
衛
門
　
井
上
茂
作
　
安
積
茂
左
衛
門
　
田
手
又
左
衛
門
　
川

地
源
五
郎
　
田
中
金
右
衛
門
　
沼
沢
助
右
衛
門
　
永ヽ
倉
新
蔵
人

仙

　

台

　

城



仙

　

台

　

城

史

右
口
手
又
左
衛
門
よ
り
五
人

ハ
石
垣
方
御
用

二
も
御
座
候
哉
、
役
目
不
分
明
御
座
候

一　
御
材
木
請
取
渡
方
、
古
材
木
受
販
渡
方
四
人
名
等

ハ
十
六
年

二
有

十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
内
甚
五
郎

右
之
内
よ
り
段
々
御
記
録
へ
摘
載
之

御
ニ
ノ
丸
御
普
請
始
九
月
四
日
と
御
記
録

へ
相
載
候
事

ハ
九
月
十
日
鴇
田
駿
河

二
被
下
候
御
書

二
有
之
を
以
て
記
候
也

一　
鴇
田
駿
河
）二

被
下
候
御
書
写

因
幡
下
之
時
分
諸
事
可
申
遣
候
、
販
紛
義
候
而
早
々
申
遣
候
、
以
上
、
又
申
候
鮭
子

鞠
瑚
剃
熱
詢
蜘
詢
脚
酎
期
一
催
許

申 ′、
鵬
砂
難
衆
は
難
『

二 風
騨
］
耐
ネ
障
炒
弾
偶
騨
贈
練

て
候
、
以
上
、
急
度
申
遣
候
、
然
者
来
月
其
身
妥
元
当
番

二
候

へ
共
、
当
年

ハ
其
地

申
遣
俣

一　
二
ノ
丸
普
請

ニ
ハ
四
日
よ
り
取
付
候
由
、　
一
段
珍
重
目
出
度
候
、
奉
行
衆
之
内
奥
山
大
学
主

二
取
分

一
人
申
付
候
、
其
方
、
因
騰
、
萬
事
大
学
と
相
談
を
以
可
申
付
候
、

用
之
事
候
者
、
早
以
飛
脚
可
承
候
、
委
主
膳
可
申
候
、
謹
言

九
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
宗
御
書
判

鴇
田
駿
河
殿

右
鴇
田
庄
兵
衛
所
持

一　
古
内
主
膳
奉
書
写

為
御
意
申
入
候
、
其
方
事
十
月
者
御
番

二
而
被
罷
上
候
、
左
様

二
候

へ
者
其
元
万
事
御
用
共
当
年
千
要

二
被
思
召
、
御
国
二
当
年

ハ
指
置
候
間
、
江
戸
エ
ハ
真
山
刑
部
、
可

為
相
上
候
間
、
佐
様
心
得
可
申
候
由
御
意
候
、
御
ニ
ノ
丸
之
御
普
請
彼
是
当
年

ハ
御
事
多

二
候
間
、
刑
部

ハ
兎
角
若
候
間
、
因
膊
も
萬
事
相
談
申
事
候
、
其
方
よ
リ

ハ
機
遣

も
可
有
之
か
と
被
思
召
候
、
当
年

ハ
色
々
御
国
に
罷
在
、
萬
事
無
滞
様
可
被
申
付
候
由
、
御
意
候

御
ニ
ノ
丸
惣
奉
行
ニ
ハ
奥
山
大
学
被
仰

（付
）
候
間
、
大
学
へ
萬
事
相
談
被
申
候
、
恐
々
謹
言

九
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
内
主
膳

重
広

鴇
田
駿
河
殿

右
鴇
田
庄
兵
衛
所
持
、
御
記
録
へ
写
載
之

（中
略
）

十
月
十
四
日
御
ニ
ノ
丸
地
祭
之
事
、
評
定
所
公
事
留
帳
之
内
、
十
四
日
御
ニ
ノ
丸
御
地
祭
礼
と
有
之
事
、
尤
真
山
正
兵
衛
記

二
も
有
之
事

（中
略
）

仙
重
御
ニ
ノ
丸
　
御
屋
形
共
御
地
鎮
之
事

大
内
甚
七
郎
書
出

寛
永
十
六
年
二
月
十
七
日
二
御
座
ノ
間
御
地
鎮
龍
宝
寺
被
仰
付
相
済
申
候

同
年
三
月
十
八
日
二
御
座
ノ
間
、
御
寝
所
、
奥
方
御
寝
所
御
棟
上
御
座
候



御
蔵
　
大
手
御
門
　
大
書
院
　
御
小
芦
間
　
御
舞
重
　
御
歩
之
間

右
御
家
、
同
十
六
年
五
月
十
六
日
よ
り
十
二
月
十
日
迄
ノ
内
御
棟
上
相
済
申
候
事

小
役
人

土
谷
七
郎
兵
衛
　
新
岡
市
右
衛
門
　
万
城
目
停
十
郎
　
一戸
田
九
郎
衛
門
　
河
東
田
四
郎
作
　
安
久
津
五
兵
衛
　
安
藤
作
蔵
　
丹
野
五
兵
衛
　
真
山
勘
右
衛
門
　
真
柳
七
蔵

窪
田
次
左
衛
門
　
鈴
木
久
八
　
松
岡
久
助
　
明
石
覺
兵
衛
　
荒
沼
係
八
郎
　
高
橋
勘
十
郎
　
宮
沢
久
蔵
　
新
田
仁
右
衡
門
　
菅
野
次
兵
衛
　
小
川
八
左
衛
門
　
国
分
喜
兵
衛

牧
野
源
左
衛
門
　
千
葉
茂
吉
　
千
葉
半
四
郎
　
石
田
仲
三
郎
　
小
島
八
右
衛
門
　
小
原
次
助

一　
御
材
木
受
取
渡
方
、
古
材
木
受
販
渡
方

窪
田
次
左
衛
門
　
小
関
輿
兵
衛
　
真
柳
七
蔵
　
】込
藤
源
吉

右
之
通
古
講
文
共
穿
撃
仕
候
、
右
之
外
留
無
御
座
候
、
以
上

十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
内
甚
七
郎

右

ハ
日
記
録
所

二
摘
致
之

そ

の

後

の

変

遷

寛
永
の
末
年
に
も
っ
と
も
完
備
し
た
仙
台
城
は
正
保
三
年
四
月
二
十
六
日
の
大
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
損
傷
を
う
け
た
。
仙
台
藩
で
は

早
速
そ
の
修
理
を
幕
府
に
願
い
出
、
幕
府
は
翌
正
保
四
年
五
月
十
九
日
に
至
っ
て
修
繕
を
許
可
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
老
中
奉
書
に
よ
れ

２ば

仙
台
城
大
手
西
脇
櫓
下
之
石
垣
崩
候
付
而
築
之
事
、
大
手
之
門
東
脇
之
石
垣
崩
侯
所
築
之
事
、
西
裏
門
之
石
垣
崩
候
所
築
之
事
、
西

之
方
長
屋
下
石
垣
破
損
付
而
築
直
事
、
南
之
土
手
崩
候
付
而
築
立
事
、

右
之
所
々
去
年
四
月
地
震
之
節
就
破
損
修
復
有
之
度
之
由
絵
国
之
通
得
御
意
候
、
以
連
々
如
元
可
有
普
請
候
。
此
外
櫓
、
塀
、
門
等

仙

　

台

　

城

歴

　

史



仙

　

台

　

城

之
義
如
先
規
修
補
尤
侯
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
謹
言

正
保
四
亥
五
月
十
九
日

松
平
　
伊
豆
守

阿
部
　
対
馬
守

阿
部
　
豊
後
守

と
あ
る
。
こ
れ
に
添
え
ら
れ
た
絵
図
が
な
い
の
で
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
手
西
脇
櫓
と
い
う
の
は
い
ま
の
隅
櫓
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
ほ
か
櫓
、
塀
、
門
な
ど
が
こ
わ
れ
、
そ
れ
を
前
々
通
り
に
修
繕
す
る
こ
と
も
許
可
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
櫓
、

塀
な
ど
は
元
通
り
に
は
修
理
さ
れ
な
か
っ
た
。
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
の

「
仙
台
御
城
下
絵
図
」

（図
版
２
）
は
寛
文
四
年
に
製
作
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
絵
図
に
は
正
保
の

「
奥
州
仙
台
城
絵
図
」
に
見
ら
れ
た
本
丸
詰
の
問
の
東
西
の
協
櫓
、
良
櫓
、
巽
櫓
な
ど
の

三
重
櫓
は
す
べ
て
見
え
な
く
な
り
、
櫓
場
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
本
丸
詰
門
東
脇
櫓
か
ら
艮
櫓
に
至
る
間
に
あ
っ
た
矢
狭
間
を
も
っ

た
白
壁
の
塀
も
な
く
、
そ
れ
に
代
っ
て
柵
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
三
重
櫓
お
よ
び
門
は
そ
の
後
修
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

の
ほ
か
こ
れ
ま
で
く
ぐ
り
門
で
あ
っ
た
切
通
門
が
屋
根
の
あ
る
門
と
改
り
、
屋
根
の
あ
っ
た
埋
門
が
く
ぐ
り
門
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二

の
九
に
お
い
て
も
、
い
ま
ま
で
二
の
丸
と
道
を
距
て
＼
分
離
し
て
い
た
西
屋
敷
が
二
の
九
の
中
に
販
込
ま
れ
て
い
る
。

本
丸
と
二
の
九
と
の
間
、
中
山
輪
、
沢
曲
輪
の
あ
た
り
に
も
変
化
が
あ
っ
て
、
溜
池
の
傍
に
は
御
兵
具
蔵
が
建
て
ら
れ
て
い
る
し
、
沢

曲
輪
の
塀
に
も
若
干
の
増
築
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
大
手
門
前
の
南
側
に
外
繋
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
東
端
は
子
の
門
の
馬
出
し
に
接
続
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
仙
台
城
に
さ
ら
に
大
き
な
変
化
を
あ
た
え
た
の
は
、
寛
女
八
年
七
月
二
十

一
日
の
大
地
震
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
被
害
に

つ
い
て
は
九
月
十
二
日
に
幕
府
へ
呈
出
し
た
報
告
書
が
あ
る
。

七
月
十

一
日
申
下
刻
の
地
震
二
仙
墓
城
本
丸
石
垣
破
損



覺

一　
大
手
詰
之
門
右
脇
石
垣
西
之
平
ヨ
リ
折
廻
、
東
之
入
角
迄
七
拾
四
間
餘
、
高
さ
五
間
餘
ヨ
リ
段
々
九
間
迄
、
並
此
坪
数
五
百
六
拾

弐
坪
餘
崩
申
候
。

一　
右
同
門
西
脇
東
角
ヨ
リ
西
へ
折
廻
し
、
南
迄
三
拾
弐
間
、
高
三
間
半
、
並
此
坪
数
百
拾
鵡
坪
餘
石
垣
ハ
ラ
ミ
出
、
少
之
地
震
ニ
モ

破
損
可
仕
外

二
御
座
候
。

一　
西
裏
門
左
脇
南
之
方
石
垣
拾
弐
間
、
高
四
問
並
此
坪
数
四
十
八
坪
崩
申
候
。

一　
右
同
門
右
脇
西
之
方
石
垣
弐
拾
弐
間
半
、
高
三
間
四
尺
、
並
此
坪
数
八
拾
弐
坪
餘
ハ
ラ
ミ
出
申
侯
。
重
而
地
震
候
ハ
バ
崩
可
申
然

〓
御
座
候
。

一　
掛
作
り
疾
之
北
協
悪
水
落
之
処
石
垣
三
間
、
高
弐
間
、
此
坪
数
六
坪
崩
申
候
。

一　
右
同
所
石
垣
弐
間
半
、
高
八
尺
餘
、
此
坪
数
三
坪
餘
ハ
ラ
ミ
出
申
侯
。

一　
中
門
右
脇
北
之
方
石
垣
弐
間
、
高
弐
間
、
此
坪
数
四
坪
崩
申
候
。

一　
右
同
門
北
脇
石
垣
折
廻
八
間
、
高
弐
間
、
此
坪
数
合
拾
六
坪
ハ
ラ
ミ
出
申
侯
。

一　
南
門
左
脇
東
之
方
石
垣
折
廻
三
間
、
高
奄
間
、
此
坪
数
三
坪
崩
申
侯
。

右
九
箇
所
石
垣
坪
数
合
八
百
三
拾
五
坪
餘

内
六
百
弐
拾
三
坪
餘
ハ
崩
申
侯
。

弐
百
拾
弐
坪
餘

ハ
ハ
ラ
ミ
出
申
候
。

同
年
十
月
四
日
に
幕
府
に
呈
出
し
た
こ
の
破
損
個
所
の
修
理
許
可
願
で
は
数
字
が
少
し
ち
が
っ
て
い
て
石
垣
の
修
理
総
面
積
は
八
百
六

拾
坪
餘
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
で
は
石
垣
の
損
害
の
み
が
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
武
友
諸
法
度
に
よ
っ
て
石
垣
の
新

築
、
修
繕
は
慕
府
に
届
出
て
許
可
を
得
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
櫓
、
塀
、
門
な
ど
の
熊
築
物
の
修
繕
に
つ
い
て
は
届
出
の
義
務

仙

台

城

の

歴

史



仙

台

城

の

歴

史

が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
塀
な
ど
も
大
き
な
被
害
を
う
け
た
。
そ
の
状
態
は
寛
文
九
年
か
ら
十

一
年
ま
で
の
間
に
製
作
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る

「
仙
台
城
下
絵
国
」

（図
版
３
）
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
図
に
は
い
ま
ま
で
の
絵
図

に
見

ら

れ

た
本
丸
周

囲
の
石
垣
や
土
手
の
上
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
白
壁
の
塀
は
な
く
な
り
木
柵
に
代
っ
て
い
る
。
ま
た
中
山
輪

の
西
側

の
塀

も
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
寛
文
八
年
の
地
震
で
崩
壊
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
復
興
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
明

治

に
至
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
仙
台
城
は
二
の
九
設
置
以
後
も
地
震
に
よ
る
破
損
の
結
果
、
構
造
物
に
は
変
化
は
あ
っ
た
が
、
城
の
平
面
形
に
は
ほ
と
ん

ど
変
化
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
天
和
元
年

（
一
六
八

一
）
頃
に
至
っ
て
本
丸
の
西
北
方
、
切
通
門
の
外
に
腰
曲
輪
の
増
設
が
お
こ
な
わ

れ
、
切
通
門
の
内
側
に
は
西
丸
が
新
ら
た
に
設
け
ら
れ
た

（図
版
８
）
。
そ
れ
に
北
接
し
て
御
城
番
所
の
置
か
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
ろ

う
。
西
丸
の
新
設
と
と
も
に
い
ま
ま
で
御
米
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
た
い
ま
の
三
の
丸
は
東
丸
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
後
幕
末
ま
で
仙
嘉
城
の
城
地
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
そ
の
間
し
ば
し
ば
城
の
修
繕
が
あ
っ
た
こ
と
は
幕
府
に
提
出
し
た

普
請
窺
や
そ
れ
を
許
可
し
た
老
中
奉
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
崩
れ
た
石
垣
や
土
手
の
修
覆
で
あ
っ
て
根
本
的
改
造
で

は
な
い
。
し
か
し
建
物
に
は
い
ろ
い
ろ
変
遷
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
の
こ
っ
て
い
る
絵
図
に
は
ち
が
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
の

中
で
も
大
き
な
変
化
は
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
六
月
二
十
四
日
の
二
の
丸
の
建
物
の
全
焼
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
翌
文
化
二
年
三
月
十
日

か
ら
文
化
六
年
四
月
朔
日
ま
で
か
か
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
仙
台
城
内
の
建
築
の
変
遷
に
つ
い
て
本
書
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る

佐
藤
委
員
の
論
文
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

戊
辰
の
役
に
仙
台
藩
は
官
軍
に
抗
し
た
故
を
も
っ
て
六
十
二
万
石
か
ら
二
十
八
万
石
に
減
封
さ
れ
た
が
、
城
は
依
然
と
し
て
仙
台
城
で

あ
っ
た
。
明
治
二
年
に
版
籍
奉
還
が
お
こ
な
わ
れ
て
藩
主
伊
達
亀
三
郎
は
仙
台
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
た
。
同
年
十
月
二
の
丸
に
勤
政
庁
が

置
か
れ
、
翌
三
年
二
月
、
勤
政
庁
は
藩
庁
と
改
称
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
四
年
七
月
、
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
仙

台
城
は
兵
郡
省
の
管
轄
に
移
り
、
二
の
丸
に
は
東
北
鎮
台
が
置
か
れ
た
。
藩
政
時
代
に
も
儀
式
の
際
に
し
か
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
本
丸
の



建
物
は
、
こ
の
よ
う
な
状
勢
下
で
は
全
く
不
用
の
も
の
と
な
り
、
明
治
四

・
五
年
の
頃
、
販
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
方
々
に
遺
っ
て

い
る
本
丸
の
遺
物

（図
版
６２
‐
７．
）
は
こ
の
際
に
販
は
ず
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
の
丸
の
建
物
も
ま
た
明
治
十
五
年
九
月
七
日
に
火
災

に
よ
っ
て
全
焼
し
た
。
最
後
ま
で
の
こ
っ
た
大
手
門
も
昭
和
二
十
年
七
月
十
日
の
空
襲
の
際
焼
失
し
た
の
で
、
い
ま
は
本
丸
お
よ
び
大
手

門
左
右
の
石
垣
が
わ
ず
か
に
昔
の
お
も
か
げ
を
伝
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

註１
　
義
山
公
治
家
記
録
五
正
保
三
年
四
月
條

（仙
台
市
史
資
料
篇
二
八
〇
）

○
十
八
日
甲
辰
、
夜
仙
台
ヨ
リ
飛
脚
参
着
、
去
ル
廿
六
日
ノ
大
地
震

二
御
城
石
壁
数
十
丈
顔
レ
、
三
階
ノ
亭
櫓
三
ツ
顛
覆
シ
、
其
外
破
損
許
可
多
ノ
由
註
進
ア
リ
。

２
　
幕
府
老
中
奉
書

（仙
台
市
史
資
料
篇
二
八
二
）

３
　
肯
山
公
治
家
記
録
全
善
前
篇
五
、
寛
文
八
年
九
月
十
二
日
條

（仙
台
市
史
資
料
濡
二
九
六
）

４
　
去
七
月
十

一
日
申
之
下
刻
地
震
仙
重
城
木
九
石
垣
所
々
破
損
覺

一　
本
丸
大
手
門
右
之
方
石
垣
門
際
よ
り
束
築
留
迄
長
八
拾
弐
間
余
之
内
、
長
七
拾
五
間
余
、
高
五
間
余
よ
り
段
々
九
間
迄
、
此
坪
数
五
百
三
拾
六
坪
崩
之
所
、
門
際
長
四
聞

高．
七
尺
よ
り
壱
間
六
尺
迄
此
坪
数
六
坪
崩
残
之
所
、
東
築
留
長
三
間
高
四
間
よ
り
七
間
迄
、
此
坪
数
拾
六
坪
崩
残
之
所
坪
数
合
五
百
五
拾
八
坪
余
之
所
築
直
申
度
事

一　
同
所
左
之
方
石
垣
北
西
へ
折
廻
長
四
拾
壱
間
之
内
門
際
よ
り
東
角
迄
長
九
間
、
高
七
尺
よ
り
三
間
半
迄
、
此
坪
数
弐
拾
坪
余
、
東
角
よ
り
西
へ
折
廻
三
拾
弐
間
高
三
間
半

此
坪
数
百
拾
弐
坪
余
之
所
争
出
申
坪
数
合
三
拾
弐
坪
余
之
所
築
直
申
度
事

一　
本
丸
西
裏
門
左
協
南
之
方
石
垣
西
之
築
留
よ
り
東
長
拾
八
問
之
内
長
六
間
高
半
間
よ
り
弐
間
半
迄
此
坪
数
九
坪
長
拾
弐
間
高
四
間
此
坪
数
四
捨
八
坪
崩
之
所
坪
数
合
五
捨

ヘ
マ
マ
）

七
軒
之
所
築
直
申
度
事

一　
同
所
右
脇
西
之
方
石
垣
弐
拾
弐
問
半
、
高
三
間
四
尺
此
坪
数
八
拾
壱
坪
余
字
出
申
候
所
築
直
申
度
事

一　
木
丸
掛
家
作
之
家
北
脇
悪
水
落
之
所
石
垣
三
間
高
弐
間
此
坪
数
六
坪
崩
申
候
、
同
所
石
垣
弐
間
半
高
八
尺
余
此
坪
数
三
坪
余
争
出
申
候
何
も
築
直
申
度
事

（
マ
マ
）

一　
本
丸
中
門
右
脇
北
之
方
石
垣
二
間
高
二
間
此
坪
数
四
坪
崩
申
候
、
同
所
北
脇
石
垣
折
廻
八
間
高
二
間
此
坪
数
十
六
間
争
出
申
候
、
何
も
築
直
申
度
事

一　
本
丸
南
門
左
協
東
之
方
石
垣
折
廻
三
間
高

一
間
此
坪
数
三
坪
崩
申
候
築
直
申
度
事

右
所
々
石
垣
坪
数
合
八
百
六
拾
坪
余
之
所
以
○
○
築
直
申
度
奉
存
候
、
委
細
注
絵
図
指
上
申
候
、
被
成
下
御
奉
書
候
様
奉
願
候
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

寛
文
八
年
十
月
四
日

松
平
亀
千
代
内

古
内
志
摩

５
　
仙
台
城
の
普
請
窺
と
し
て
は
次
の
も
の
が
の
こ
っ
て
お
り
、

寛
文
八
年
十
月
四
日

（註
４
）

享
保
六
年
十

一
月
五
日

（官
城
県
図
書
舘
蔵
）

仙

　

台

　

城



仙

　

台

　

城

亭
録
十
年
十
月
十
八
日

（名
仙
冶
城
め
建
築
」
所
収
）

享
具
十
五
年
十
一
月
十
八
日

（護
目
神
社
蔵
）

元
文
四
年
七
月
・　
　
　
　
（官
城
県
図
書
舘
蔵
）

ま
た
こ
れ
を
許
可
し
た
老
中
奉
書
に
は
次
の
尉
付
の
も
の
が
伊
達
家
文
書
に
の
こ
っ
て
い
る
。

正
保
四
年
五
月
十
九
日

寛
文
十
三
年
九
月
十
五
日

天
和
元
年
十

一
月
十
一
日

元
禄
七
年
十
一
月
十
九
日

宝
永
二
年
十
月
十
八
日

宝
永ヽ
四
年
九
月
十
七
日

正
徳
二
年
六
月
十
九
日

正
徳
六
年
二
月
十
一
日

享
録
六
年
十
一
月
十
九
日

事
録
八
年
四
月
十
八
日

享
保
十
年
十
月
十
八
日

享
保
十
三
年
九
月
十
八
日

22
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仙

台

城

の

建

築

序

仙
台
城
に
関
す
る
建
築
と
し
て
は
、
本
丸
の
諸
殿
は
早
く
明
治
初
年
に
取
り
毀
さ
れ
、
二
九
の
建
築
も
ま
た
明
治
十
五
年
の
火
災
に
よ

っ
て
灰
儘
に
帰
し
、
僅
か
に
大
手
門
、
角
僑
、
巽
門
の
存
在
に
よ
っ
て
旧
時
の
面
影
を
偲
ぶ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
も
不
幸
に
し

て
昭
和
二
十
年
の
戦
災
に
よ
っ
て
失
い
、
従
っ
て
現
在
そ
の
遺
構
は
皆
無
で
あ
る
。

本
丸
旧
建
築
の
家
具
、
装
飾
品
の
類
で
諸
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
聞
く
が
、
未
だ
調
査
の
機
会
に
意
ま
れ
て
い
な
い
の

で
、
筆
者
に
は
こ
れ
に
触
れ
る
資
格
が
な
い
。

遺
構
の
存
在
し
な
い
現
在
、
勢
い
文
書
、
古
図
の
検
討
に
よ
る
他
は
な
く
、
ま
こ
と
に
隔
靴
掻
岸
の
感
な
し
と
し
な
い
が
止
む
を
得
な

い
。仙

台
城
お
よ
び
大
手
門
の
建
築
に
関
し
て
は
す
で
に
小
倉
強
氏
の
研
究
が
あ
な
。
さ
ら
に
遡
っ
て
は
明
治
三
十
二
年
版
の
矢
野
顕
蔵
氏

に
よ
る

「
仙
台
藩
祖
専
工
事
蹟
」
中
に
、
ま
た
同
三
十
八
年
佐
澤
廣
畔
氏
の

「
仙
台
青
葉
城
御
本
丸
御
殿
略
図
」
、

「
仙
台
青
葉
城
二
丸

御
家
作
略
図
」
に
、
夏
に
大
正
七
年
第
二
師
団
版
に
な
る

「
仙
台
城
沿
革
」
に
、
ま
た
降
っ
て
昭
和
五
年
に
は
清
水
東
四
郎
氏
の

「
宮
城

縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
」
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
仙
台
城
の
本
九
、
二
九
殿
舎
の
図
を
掲
げ
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。

仙

台

城

の

建

築
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仙

台

城

の

建

築

こ
れ
ら
諸
書
を
も
と
に
し
、
更
に
新
資
料
を
加
え
、
大
手
門
等
遺
構
の
実
測
を
も
行
な
っ
て
論
を
進
め
た
の
が
小
倉
氏
の
諸
研
究
で
あ

２

る
。
筆
者
も
こ
れ
ら
諸
先
人
の
業
績
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
の
で
、
充
分
参
酌
し
て
論
を
進
め
よ
う
と
思
う
が
、
従
来
は
そ

の
用
途
面
や
変
化
に
つ
い
て
は
触
れ
る
も
の
が
む
し
ろ
少
い
の
で
、
と
く
に
こ
こ
に
重
点
を
お
い
て
私
な
り
の
論
述
を
試
み
て
み
た
い
。

不
明
の
点
も
多
く
、
誤
り
も
少
く
な
い
と
思
う
が
、
諸
先
学
の
御
教
示
、
御
叱
正
を
希
う
も
の
で
あ
る
。

註ω
　
小
倉
強
氏

「
仙
台
城
の
建
築
」
昭
和
五
年
仙
台
高
等
工
業
学
校
版
、
同

「
松
島
瑞
巌
寺
と
仙
台
城
大
廣
間
」
仙
台
郷
土
研
究
二
巻
十
二
読
、
同

「仙
台
城
大
廣
関
総
辮
一ト
ツ

イ
テ
」
仙
台
郷
土
研
究
十
二
巻
十

一
号
、
同

「
仙
台
城
大
廣
間
絵
図
に
就
て
」
昭
和
十
八
年
建
築
史
五
巻

一
号
、
同

「
仙
台
の
市
衡
及
び
土
木
建
築
」
仙
台
市
史
３
別
篇
１

等

②
　
他
に
三
原
良
吉
氏

「
仙
台
城
址
の
再
踏
査
」
仙
台
郷
土
研
究
十

一
巻
二
号
及
び
「
仙
台
市
史
木
編
１
の
第

一
章
、
第
二
章
」
、
昭
和
四
年
版

「
仙
台
市
史
」
等
が
あ
り
そ
の
建

築
に
就
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
ま
た
木
丸
、
二
九
の
城
廓
に
就
い
て
は
阿
刀
田
令
造
氏

「
仙
台
城
下
絵
図
の
研
究
」
昭
和
十

一
年
刊
に
詳
し
い
考
証
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

大

手

Ｈ
Ｊ

ロ
ー

お

ゝ
　
て

，も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
ヽ

大
手
門
は
戦
災
に
遇
い
、
あ
と
か
た
も
な
い
が
、
実
測
の
結
果
に
よ
れ
ば

（図
版
２０
‐
３‐
参
照
）
、
東
面
し
て
建
ち
、
大
橋
側
よ
り
向

っ
て
左
に
角
櫓
、
右
に
多
聞
塀
を
連
続
せ
し
め
、
三
階
建
て
、
軒
高
約
二
十
七
尺
、
入
母
屋
造
り
、
瓦
葺
で
、
大
棟
の
両
端
に
銃
が
載
っ

て
い
た
。　
一
階
の
梁
間
二
十
二
尺
三
寸
、
桁
行
六
十
五
尺
、
三
階
の
桁
行
は

一
階
と
同
じ
で
あ
る
が
、
梁
間
は
二
十
六
尺
と
、
す
な
わ
ち

三
尺
七
寸
程

一
階
よ
り
前
面
に
張
り
出
し
、
柱
間
が

一
階
と
三
階
と
で
は
異
る
。
三
階
部
は
十
間
に
四
間
で
、　
一
間
が
六
尺
五
寸
間
と
な

る
。
規
模
の
雄
大
さ
と
細
部
手
法
に
み
ら
れ
る
力
強
さ
は
桃
山
式
の
特
徴
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

建
築
造
営
年
代
に
関
し
て
は
未
だ
疑
問
の
余
地
な
し
と
し
な
い
が
、
本
丸
大
療
間
と
と
も
に
藩
創
設
期
の
威
容
を
如
実
に
語
る
貴
重
な



建
築
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
く
、
し
か
も
そ
の
唯

一
の
遺
構
を
失
っ
た
こ
と
は
惜
し
み
て
も
余
り
あ
り
、
学
術
上
の
損
失
も
ま
た
大
き
い
と

言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
様
式
、
柱
間
の
寸
法
の
点
等
か
ら
、
こ
れ
が
桃
山
時
代
の
建
築
的
特
徴
を
よ
く
伝
え
る
も
の
、
と
す
る
こ
と
は
ほ
ヾ
誤
り
な
か
る

う
。
様
式
的
特
徴
は
そ
の
ま
ま
建
立
年
代
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
実
は
引
証
記
に
大
手
門
の
寛
永
十
六
年

動

棟
上
げ
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題
と
な
か
。
即
ち
二
丸
造
営
に
当
っ
て
、
二
九
諸
殿
舎
の
個
々
の
名
称
と
共
に
大
手
門
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
永
期
の
創
建
、
再
建
、
移
建
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
事
実
を
否
定
し
て
、
三
丸
詰
之
門
の
誤
記
に

あ
ら
ず
や
と
す
る
の
で
あ
る
。
桃
山
様
式
と
し
て
様
式
上
の

一
段
の
古
さ
を
認
め
る
立
場
か
ら
は
、
寛
永
期
の
創
建
を
そ
の
ま
ま
に
は
お

そ
ら
く
承
認
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
し
、
従
っ
て
そ
の
他
の
諸
考
が
生
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
。
技
術
的
に
は
古
材
を

一
部
補
修
し
て
使
用
し

た
ら
し
い
点
も
指
摘
さ
れ
、
そ
の
時
期
を
考
慮
に
入
れ
る
時
に
は
、
更
に
慶
長
時
移
建
説
も
充
分
成
り
立
ち
う
る
。
即
ち
移
建
に
あ
た
っ

て
の
時
期
を
、
慶
長
の
本
丸
造
営
期
と
す
る
か
、
寛
永
の
二
丸
造
営
期
と
す
る
か
で
あ
る
。
更
に
は
二
重
の
移
建
を
考
え
る
こ
と
さ
え
可

能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
柱
間
の
六
尺
五
寸
は

一
般
に
六
尺
三
寸
間
に
比
し
て
ょ
り
古
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
慶
長
の
本
丸
大
廣
間
は
六
尺
五
寸
間
で
あ

る
に
対
し
、
寛
永
の
二
九
小
広
間
は
六
尺
三
寸
間
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
大
手
門
の
造
営
年
代
も
し
く
は
移
建
年
代
の
慶
長
期
説
を
傍

証
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
柱
間
寸
法
は
こ
の
場
合
あ
く
ま
で
傍
証
に
す
ぎ
ず
、
様
式
の
中
に
含
ま
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
、
建

築
年
代
の
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
二
九
の
小
広
間
及
び
そ
の
他
の
諸
建
築
の
六
尺
三
寸
間
は
今
の
と
こ
ろ
推
定
の
域
を
出
ず
、
確

証
は
な
い
。
合
わ
せ
て
今
後
の
考
究
に
待
つ
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。

註０
　
単刷
掲

「
仙
台
城
の
建
築
」
所
載
図
を
転
載
、
更
に
一
部
隅
櫓
の
姿
図
を
添
加
し
た
。

②
　
忠
宗
君
治
家
記
録
引
証
記
寛
永
十
五
年
同
十
六
年
條

０
　
未
だ
定
説
は
な
い
。

「
仙
台
市
史
本
編
１
」
で
は
大
手
門
の
位
置
、
様
式
の
点
よ
り
慶
長
時
の
存
在
を
認
め
、
寛
永
記
事
中
の
大
手
門
を
二
九
詰
之
門
の
誤
記
な
ら
ず
や
と

仙

　

台

　

城
　
　
の
　
　
建

　

築



懸
　
造

　

り

大
　
広
　
間

回鷺 黒 御 数 障 燒

基醤書座寄多火
間院 院 聞 屋 間 間

仙

台

城

の

建

築

す
る
。
前
掲

「
仙
台
城
下
絵
図
の
研
究
」
の
考
え
よ
り
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
掲

「
仙
台
城
の
建
築
」

今
ま
で
に
二
丸
小
廣
間
の
柱
間
を
六
尺
三
寸
間
な
り
と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
は
な
い
。
後
述
の
如
く
、
創
建
期
の
二
丸
小
廣
間
に
お
い
て
、
次
之
間
は
実

長
四
間
四
方
、
三
之
間

（い
わ
ゆ
る
小
廣
間
）
は
実
長
四
間
に
九
間
の
座
敷
と
す
る
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
が
、
柱
割
は
前
者
が
三
等
分
、
後
者
が
三
等
分

と
七
等
分

で
、
六
尺
三
寸
と
す
れ
ば
三
分
割
、
七
分
割
と
も
に
割
り
切
れ
て
都
合
が
よ
い
。
勿
論
充
分
な
証
拠
と
は
な
ら
ぬ
が
推
測
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
ろ
う
か
。

本

丸

の

建

築

天
三
十
九
年
九
月
政
宗
は
米
沢
よ
り
岩
出
山
に
移
り
、
更
に
慶
長
六
年
四
月
未
竣
功
の
仙
台
城
に
入
っ

以
後
こ
こ
を
本
拠
と
し
た

が
、
当
初
の
城
館
の
内
容
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

慶
長
十
四
年
、
懸
造
り
の
座
敷
で
つ
る
べ
鉄
胞
を
望
見
し
て
い
る
の
が
、
治
家
記
録
中
に
お
け
る
、
具
体
的
建
物
名
と
し
て
の
初
見
で

似
あ
る
。
主
要
建
築
と
し
て
は
同
記
録
中
の
慶
長
十
五
年
竣
功
の
大
広
間
が
晴
矢
で
あ
る
。
慶
長
八
年
に
は
普
請
成
就
の
祝
儀
を
行
な
い
、

９

そ
の
後
慶
長
九
年
、
十

一
年
、
十
四
年
の
元
日
祝
儀
を
仙
台
城
で
行
な
っ
て
い
な
か
ら
、
本
丸
に
お
け
る
大
廣
間
以
外
の
諸
建
築
も
、
こ

の
頃
ま
で
に
は
ヾ
体
裁
を
整
え
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
治
笈
記
録
中
に
は
慶
長
年
間
に
懸
造
り
、
大
廣
間
、
焼
人
間
、
博
多

間
、
数
寄
屋
、
数
寄
屋
勝
手
、
御
座
間
、
黒
書
院
、
鷺
間
の
名
が
、
元
和
年
間
に
は
書
院
、
国
、
錬
間
次
間
な
ど
の
用
例
が
加
わ
っ
て
見

え
る
。
大
廣
間
を
晴
れ
の
中
心
建
物
と
し
て
、
そ
の
奥
に
こ
れ
ら
の
建
物
が
廊
に
よ
り
互
に
接
続
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

伊
達
氏
仙
台
入
部
以
前
の
、
例
え
ば
米
澤
城
等
の
城
館
の
詳
し
い
様
子
は
更
に
不
明
で
あ
る
が
、　
一
応
検
討
し
て
参
考
と
し
た
い
。

(5)(41

(1)

てf(1)



て

天
正
年
間
に
諸
書
に
散
見
す
る
建
物
名
を
拾
っ
て
み
る
と
、
米
澤
城
に
関
し
て
は

て
い
、
た
い
の
や
、
た
か
や
、
大
て
の
に
か
い
、
市
の
か
ぶ
き
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
正
三
年
）

「
御
て
い
」
衆
、
座
し
き
、

「
御
き
は
」
の
し
ゆ
、
お
よ
り
ど
こ
ろ
、
御
す
き
の
屋
、
御
た
か
や
、
か
け
づ
く
り

（御
せ
ん
す
い
の
懸

つ
く
り
）
、
北
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
三
十
五
年
十
十
八
年
）

等
で
あ
る
。
更
に
他
の
諸
城
に
関
し
て
も
、
天
正
年
間
に
、
御
て
い
ざ
、
御
て
い
、
御
小
座
、
御
鷹
屋
等
の
語
が
み
え
る
。

「
て
い
」
は
こ
れ
を

「
テ
イ
」
と
呼
ん
だ
か
、　
預
ア
イ
」
と
称
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
用
例
を
み
る
と
、
輝
宗
自
身
が

「
か
の
へ
さ
る
て
い
に
て
ま
ち
候
」

「
て
い
に
て
た
い
さ
ん
ほ
く
の
花
見
候
」

と
述
組
、
家
臣
の
日
記
に
は

「
田
村
殿
御
出
キ
被
成
候
御
つ
か
い
物
御
太
刀
御
具
足
御
馬
折
希
お
と
も
の
衆
宗
林
斉
…
…
宮
内
大
夫
殿
も
御
て
い
ざ
へ
御
ま
い
り
候

お
の
お
の
ま
き
物
上
御
申
…
…
」

ま
た「

自
小
手
森
込
申
候
者
御
て
い
に
て
小
十
郎
敵
衆
の
様
隆
尋
被
申
候
」

と
述
べ
、
ま
た
輝
宗
日
記
正
月
行
事
中
に

⑩

「
一
日
、
潜
衆
座
へ
参
侯
て
い
に
ね
ま
り
侯
ほ
と
者
皆
々
め
し
出
し
け
中
に
て
し
き
三
こ
ん
」

と
あ
つ
て
か
な
り
重
要
な
晴
れ
の
座
敷
も
し
く
は
建
物
を
予
想
せ
し
め
る
。

ま
た

「
て
い
衆
」
と
い
う
語
も
見
え

「
御
て
い
衆
鐵
胞
横
尾
修
理
指
南
被
申
候
」
と
あ
る
事
実
を
、
治
家
記
録
編
者
は

「
遠
侍
ノ
輩

二
鉄

胞
稽
古
仰
付
ラ
′レ
枝
尾
修
理
指
南
刺
」
と
し
て
い
る
。
即
ち
　
御
て
い
衆
＝
遠
侍
ノ
輩
　
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
　
て
い
＝
遠
侍
　
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、

「
て
い
に
は
さ
き
の
例
か
ら
み
て
も
そ
の
よ
う
な
狭
い
限
定
さ
れ
た
場
所
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む

仙

台

城

の

建

築



き

イよ

/」ヽ

座

御
よ
り
と
こ
ろ

大

て

の

に

か

い

た

彰ヽ

の

や

仙

台

城

の

建

築

し
ろ
館
の
中
心
た
る
べ
き
性
格
が
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
る
。

０

こ
の

「
て
い
衆
」
に
対
し
て

「
御
き
は
の
し
ゆ
」
と
い
う
語
も
み
え
る
。

「
御
年
始
衆

一
坐
お
の
お
の
お
き
は
の
し
ゆ
め
し
出
し
候
」

を
、
同
じ
く
治
家
記
録
は

「
御
磯
ノ
輩

一
座
畢
り
近
習
ノ
面
々
御
召
出
ン
ニ
御
酒
フ
賜
フ
」
と
言
い
、
御
き
は
の
し
ゆ
＝
近
習
ノ
面
々
、

と
す
る
。
つ
ま
り

「
て
い
衆
」
は
表
向
の
、

「
き
は
衆
」
は
内
向
、
側
近
の
衆
の
意
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て

「
て
い
」
は
表
の
、
晴
れ
の

場
所
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
き
は
」
は
内
の
、
不
断
む
き
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

「
て
い
」
は
晴
れ
の
座
敷
の
、

「
き
は
」
は
城
館
主
人
坐

臥
の
附
近
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

ご

ざ

の

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一凹

後
世
、
藩
主
御
座
問
附
近
の
、
近
習
の
控
室
、
伺
候
室
を

「
き
ば
」
と
呼
び
Λ
時
に

「
寄
場
」
の
字
を
当
て
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ

と
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

座
し
き
と
し
て
別
に

「
小
座
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
天
正
十
六
年
七
月
十
八
日

「
石
川
殿
御
越
侯
御
む
か
い
に
田
村
ち
ん
所
迄
御
出
侯
顕
（
昭
）
光
様
へ
御
引
手
物
御
く
そ
く
御
き
る
物
御
か
ふ
と
御
馬
御
申
候
御
と
も
の

⑬

衆
へ
御
く
そ
く
御
こ
し
物
御
ま
き
物
く
た
さ
れ
侯
其
後
御
小
坐
へ
御
越
し
侯
御
と
う
ほ
う
〓
は
か
た
ひ
ら
被
下
候
う
ち
ま
い
い
た
し
侯
」

と
見
え
る
。
石
川
大
和
守
昭
光
は
当
時
ま
だ
完
全
に
伊
達
氏
の
家
士
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
客
人
と
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
う
し
た
人
と
の
接
客
、
饗
応
の
場
と
し
て
小
座
と
称
す
る
部
屋
が
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
。
儀
灌
的
目
見
な
ど
の
行
な
わ
れ
る
場
所

と
は
違
っ
た
性
格
を
持
ち
、
さ
き
の

「
て
い
」
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
。

⑮

「
御
よ
り
と
こ
ろ
こ
ほ
せ
ら
れ
候
…
…
御
新
お
よ
り
所
た
ち
申
侯
」

の

「
御
よ
り
と
こ
ろ
」

が
寝
所
、
休
息
所
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か

で
、
か
く
て

一
応
表
向
と
内
向
、
晴
れ
と
不
断
と
の
場
所
が
生
活
上
区
別
さ
れ
、
建
物
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

側

さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
離
れ
て
別
の

一
劃
、
即
ち

「
た
い
の
や
」
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
そ
こ
に
出
か
け
て
い
る
。
こ
こ
は
夫
人
、
子
女
中
心

の
す
ま
い
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬

「
大
て
の
に
か
い
へ
あ
か
り
田
村
よ
り
状
参
侯
」
と
あ
る
か
ら
、
大
手
国
に
櫓
も
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。



た

　

か
　

や

⑩

池
辺
に
臨
ん
で
、
清
遊
の
た
め
の
建
物
と
し
て

「
懸
つ
く
り
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
後
の
仙
台
城

「
懸
造
り
」
の
先
例
と
み
ら
れ
る
。

「
た
か
や
」
の
こ
と
は
天
正
三
年
の
輝
宗
日
記
中
に
や
＼
詳
し
く
見
え
、
そ
の
頃
た
ま
た
ま
造
り
替
え
が
あ
っ
て

た
か
や
の
地
は
り
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
正
２

●
６

●
２０
）

た
か
や
た
て
侯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
６

・
２．
）

た
か
や
の
は
り
あ
け
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
６

●
２６
）

た
か
や
の
む
ね
あ
け
の
い
は
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
６

●
２９
）

た
か
や
の
の
き
つ
け
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
７

●
２
）

た
か
や
く
し
ふ
せ
侯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
７

●
１０
）

た
か
や
の
し
や
う
子
た
て
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
１１

・
１６
）

た
か
や
の
や
う
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
１２

・
５
）

た
か
や
の
れ
ん
し
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
　
１２

・
・８
）

即
ち
鷹
屋
は
草
葺
、
か
や
ぶ
き
で
、
建
具
に
も
障
子
、
連
子
を
用
い
、
か
な
り
吟
味
し
た
建
物
ら
し
く
、
単
に
鷹
の
飼
育
の
み
に
用
い
ら

れ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

事
実
、

「
去
ル
六
月
ョ
リ
御
鷹
屋
造
り
替

ヘ
ノ
普
請
仰
付
ラ
ン
今
日
造
畢
御
移
徒
ノ
儀
ア
リ
学
頭
坊
参
上
鎮
宅
ノ
祈
念
修
行
セ
ラ
″
此
以

後
時
々
御
鷹
屋

二
於
テ

一
家

一
族
ノ
輩
ナ
ト
饗

ン
玉

ヒ
御
拍
子
等
ア
リ
」
と
言
う
が
如
く
、

「
晩
に
た
か
や
へ
あ
ゆ
か
い
殿
遠
州
御
参
候

は
や
し
侯
」
、

「
晩
御
鷹
屋

二
於
テ
下
桑
折
某
桜
田
右
兵
衛
元
親
砂
金
又
次
郎
賃
常

二
御
料
理
フ
賜
翔
」
と
あ
っ
て
ヽ
伊
達
氏
の
上
位
家

い

士
た
る

一
友

一
族
衆
と
の
饗
應
の
場
所
と
な
り
、
ま
た
伊
達
藤
五
郎
、
白
石
右
衛
門
の
笈
士
等
を
召
出
し
て
酒
を
賜
り
、

「
入
夜
遠
藤
若

狭
参
上
ヌ
御
鷹
屋
へ
召
サ
ン
上
方
ノ
様
体
聞
カ
セ
ラ
測

」
、
ま
た
太
平
記
を
測
み
、
相
撲
を
覧
る
例
さ
え
み
ら
潮
、
さ
ら
に

「
御
鷹
屋
ニ

而
十
六
ま
い
速
被
遊
」
れ
る
な
剥
極
め
て
多
方
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

仙

台

城

の

建

築



成 厩

ロ

仙

台

城

の

建

築

④

な
お

「‐厩
ロ
ニ
於
テ
名
販
郡
作
並
野
伏
新
左
衡
門
首
三
級
献
上
ヌ
」
、

「
相
州
小
田
原
ョ
リ
参
″
毛
ノ
ァ
リ
、
折
節
御
厩

へ
御
出
馬
御
覧

⑬

ユ
就
テ
御
厩

へ
召
出
サ
レ
小
田
原
筋
ノ
唱
ヒ
共
委
細
聞
セ
ラ
ノレ
」
な
ど
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
厩
、
厩
国
は
鷹
屋
よ
り

一
段
と
低
位
の
謁

見
場
所
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
御
名
懸
士
ノ
輩
百
人
許
り
御
庭
〓
於
テ
御
目
見
ア
州

」
、

「
御
城
下
ノ
町
ノ
者
共
御
庭
〓
於
テ
御
目
駒
」

に
み
ら
れ
る
、
組
士
、
町
人
の
庭
上
目
見
と
は

一
応
区
別
さ
れ
る
。

天
正
年
間
は
、
伊
達
氏
の
笈
士
制
の
確
立
さ
れ
る
時
期
に
当
り
、

「
在
郷
居
住
ノ
輩
御
礼
二
座
ア
リ
…
…
夜
桑
折
播
摩
中
島
伊
勢
フ
饗

セ
ラ
ノレ
時
二
成
田
右
兵
衛
大
町
民
部
座
席
ノ
争
論

二
就
テ
遠
侍
ョ
リ
退
出
ヌ
」
と
か
る
よ
う
に
、
す
で
に
家
士
の
席
次
に
も
強
い
規
制
が

及
び
、
こ
れ
に
対
す
る
家
士
の
関
心
も
強
く
、
従
っ
て
目
見
や
饗
応
の
場
所
に
も
差
別
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

註０
　
政
宗
書
状

（仙
台
市
史
資
料
編
）

②
　
貞
山
公
治
家
記
録
　
慶
長

一
四

・
七

・
二
四

「
公
御
城
懸
造
リ
ノ
御
座
敷

へ
御
出
総
御
鐵
胞
組
ノ
ッ
ル
ヘ
仰
付
ラ
レ
御
覧
ア
リ
」

政
宗
君
治
家
記
録
弛
証
記
に
は

「
七
月
十
四
日
　
惣
鐵
胞
ツ
ル
ヒ
ヲ
為
打
可
被
成
と
被
思
召
御
内
見
公

ハ
御
崖
作

二
御
座
候
而
花
壇
之
東
川
端
よ
り
御
徒
小
姓
衆
ヲ
初
と
而
…
…
」

貞
山
公
治
家
記
録

大
日
本
古
文
書
　
伊
達
家
文
書
之

一　
伊
達
輝
宗
日
記

政
宗
君
治
家
記
録
引
証
記
所
収
　
伊
達
家
天
正
日
記

同
右

伊
達
輝
宗
日
記
　
天
正
三
ヽ
四

。
一
六
及
び
二
。
四

・
八

天
正
日
記
　
天
正

一
七

・
八

」
三
〇
　
こ
の
場
合
　
て
い
ざ
＝
亭
座
と
す
れ
ば

「
テ
イ
ザ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
し
て
も

「
て
い
ざ
」
と

「
て
い
」
と
で
は
や
ゝ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
る
よ
う
で
あ
り
、
つ
ね
に
　
て
い
＝
亭
と
み
る
こ
と
に
は
問
題
も
あ
ろ
う
。

天
正
日
記
　
天
正

一
六

・
五

。
三
二

伊
達
家
文
書
之

一　
伊
達
輝
宗
正
月
行
事
天
正

一
二

・
一
二

天
正
日
記
　
天
正

一
五

・
四

。
一
九

貞
山
公
治
家
記
録
　
天
正

一
五

・
四

。
一
八
　
天
正
日
記
は
四
月
十
九
日
と
あ
る
を
治
家
記
録
は
四
月
十
八
日
と
す
る
。

天
正
日
記
　
天
正

一
六

。
一
。
一

(O l121 1111 tOl(9)    (3)(7)(6)(5)(4)(3)



大

　

広
　
闘

例
え
ば
肯
出
公
治
家
記
録
延
宝
四
ｏ
一
。
二

「
御
座
間
寄
場
二
た
テ
高
屋
喜
安
児
工
常
謙
田
村
図
書
…
…
各
圃
子
八
人
拝
謁
」

天
正
日
記
　
大
森
城
の
記
事
で
あ
ろ
う

天
正
日
記
　
天
正
一
五
・
七
・
八

輝
宗
Ｆ
記
　
天
正
三
・
二
。
一
二
及
び
天
正
二
・
一
〇
・
二
八
及
び
天
正
三
・
一
一
・
二
〇

輝
宗
日
記
　
天
正
三
・
六
。
二
〇

天
正
日
記
　
天
正

一
五

・
四

・
八

か
く

し
て
仙

台
城

の
本

丸
居
館

が
建
築

さ
れ

る

に
至

っ
た

の
で
あ

る
が
、

い
ま
貞

山
公
治
家
記
録

に
よ

っ
て
．慶

長
十

八
年

か
ら
寛

永

十

一

年

ま

で
の
本

丸

の
主
要

な
建

物
も

し
く

は
部
屋

の
使

用
状
況

を
整

理

し
て
み
た

の
が
表

１

で
あ
る
。

こ
の
事
情

を
な
お
少

し
説

明
す

る
と

御

一
家
御

一
族

衆
御
出
仕
大
廣
間

二
而
為
会
侯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶

長

一
八

・
八

・

一

仙

　

台

　

城

建

　

築

ω lJ ω の い 閉 い 的 伽 鈎 働 い の  ⑬ lle llp t61 C51

同 同 貞 輝 性 ¬
山 宗 山 天
公 日 公 氣
治 記 治 よ

霊天霊孫
録 正 1録 せ

七 一 一 一 一 三 二 の
六 六 六 ・ ・ 懸
・ ・ ・ 八 一 つ
九 一 一  二 く
。  ・  ・     ・  り
二 一 二  五 罷
六 七 〇   出

候

天 天
正 正
日 日
記 記

天 天
正 正

(2)



仙

台

城

の

建

築

そ
て
ろ
御
見
舞
申
大
廣
間
二
而
被
為
会
侯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
長

一
八

・
九

・
二

一

大
廣
間
二
於
テ
越
後
少
将
殿
御
使
者
右
平
次
有
右
衛
門
両
人
御
目
見
右
平
次
密
柑
百
五
十
有
右
衛
門
御
鷹
ノ
次
拾
三
指
進
上
ヌ

慶
長

一
八

・
一
一
・
七

即
ち

一
家

。
一
族
衆
の
月
次
の
御
礼
、
南
蛮
人
や
大
名
使
者
と
の
謁
見
な
ど
は
大
廣
間
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

年
始
儀
式
に
関
し
て
は
、
慶
長
十
九
年
元
旦
の
条
に

「
一
門

一
家

一
族
ノ
輩
太
刀
目
録
献
上
セ
ラ
ン
年
始
御
礼
御
目
見
ア
リ
」
と
だ
け
あ

珊
‘
　
書
ゆ
雛
排
浄
言
併
写
ｄ
繋
譲
剛
ｅ
薄
τ
群

〔
川
巨
弟
番
靱
訓
珀
Ｆ
片
ざ
〕

弐

隅

団

咄
　
　
訂

一
加

咄

訂

一
聴
鱗
＼
団

一
藤

＼、
目

渤

秀

強

詳

令

ユ

ご

詳

|

こ 罰
tlN

4

購  虐

碁  諏

ヽ

　

⑮

　

ふＥ

一ェ覇酔詰畔一酬饗ムル

道
当
鷲
離

＼
憩

こ

繋
＝
＼
薫

Ｃ

輔
剤
添
慧

０

坤
円
判
薦

引

こ

廟

嚢こ離
エ

※

「
珊
“
坤
」
Ｎ

「
＞
勇
酬
」
卜
弾
計
ё
功
μ
菖
ゆ
峙
苦
が

※
※

「
灘
＼
武
隅
配
」
軒

「
０
円
団
」
卜
弾
ざ

（　
）
⑮
洋
引
再
菖
薄
Ｎ
引
】

坤
田
Ｉ‐
浮

（∞
）

瀬
酒
沖
Ｉ‐

鶉

こ

器
憚
脚

苅
滅
“
鴻

Ｃ

欄
円
“
翔

０

対
岡
“
鴻

こ

円
μ
華

こ

＞

剛

剤

一
　

回

　

一
洋

琳

剛

一
鞘



大 御

広 座

間 間

っ
て
、
そ
の
場
所
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
降
っ
て
寛
永
代
に
な
る
と
、
例
え
ば
寛
永
六
年
正
月

一
日
の
項
に

御
座
間
二
於
テ
伊
達
治
郡
殿
宗
賃
伊
達
左
衛
門
殿
宗
賞
伊
達
又
四
郎
殿
宗
元
茂
庭
石
見
綱
元
入
道
了
庵
原
田
雅
楽
宗
輔
大
廣
間

二
於
テ

一
番
座
石
川
民
部
殿
宗
昭
伊
達
安
房
殿
成
実
伊
達
武
蔵
殿
宗
則
伊
達
安
藝
殿
定
宗
伊
達
相
模
殿
宗
直
鮎
貝
兵
庫
宗
定
…
…
同
御
召
出
ノ

輩
泉
田
源
三
郎
元
時
…
…

同
二
番
座
白
川
宮
内
殿
義
細
伊
達
清
次
郎
殿
重
隆
…
…
嗣
君
ノ
御
使
者
宇
和
嶋
侍
従
殿
ノ
御
使
者
二
御
森
夕
賜
フ
次
二
御
召
出
ノ
輩
伊

藤
肥
前
重
綱
…
…

と
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
ま
ず
御
座
間
に
お
い
て

一
門
衆
嗣
子
等
と
の
間
に
祝
儀
、
御
礼
が
ぷ
り
、
つ
ぎ
に
大
廣
間
で

一
門

。
一
家

。
一

族

・
召
出
等
諸
士
の
賀
礼
を
受
け
て
い
る
の
で
、
慶
長
年
代
に
お
い
て
も
年
始
の
中
心
儀
式
は
や
は
り
大
廣
間
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

慶
長
十
九
年
元
旦
の
例
で
は
、
今
み
た
よ
う
に
治
家
記
録
に

一
門
の
語
が
み
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
引
証
記
に
は

同
条
を

朝
御

一
家
御

一
族
衆
御
太
刀
馬
代

二
而
御
灌
也

と
あ
り
、　
一
門
衆
の
語
が
見
当
ら
な
い
。

ま
た
さ
ら
に
、
慶
長
十
八
年
の
八
月

一
日
、
十

一
月
十
五
日
の
例
月
御
礼
で
は
治
家
記
録
、
引
証
記
と
も
に

一
門
の
こ
と
が
な
い
。

伊
達
家
に
お
い
て

一
家
の
上
に

一
門
の
制
を
設
け
た
の
が
何
時
で
あ
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、　
一
説
に
は
お
そ
く
も
政
宗
の
慶
長
十

一

年
に
は
定

っ
た
も
の
と
さ
れ
な
。
と
す
れ
ば
慶
長
の
末
年
に
お
け
る
こ
れ
ら
儀
式
に
関
し
て

一
門
の
語
が
特
に
見
え
な
い
の
は
不
思
議
で

あ
る
。

「
一
家
」
の
中
に
一
門
を
も
含
め
て
い
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
当
時

一
門
は
別
格
で
、
月
次
御
礼
に
は
と
く
に
家
臣
と

し
て
参
加
せ
ざ
り
し
も
の
、
も
し
く
は
参
加
し
た
と
し
て
も
大
廣
間
以
外
即
ち
御
座
間
、
書
院
等
に
お
い
て
行
な
い
し
も
の
と
す
べ
き
で

仙

台

城

の

建

築
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あ

ろ
う

か
。

書
院
に
つ
い
て
は

「
朝
御
書
院
二
於
テ
石
川
大
和
守
殿
フ
饗
セ
ラ
ル
相
伴
小
野
宗
碧
名
村
金
右
衛
門
ナ
リ
」
と
あ
り
、
ま
た
黒
書
院
の

語
も
み
え

「
因
テ
御
城

へ
入
セ
ラ
ツ
大
坂
御
陣
ノ
義
申
来
″
旨
仰
出
サ
ン
石
川
大
和
守
殿
昭
光
フ
始
メ
ト
ン
テ
一
門

一
家

一
族
以
下
ノ
輩

フ
召
集
メ
ラ
ン
黒
書
院

二
於
テ
御
出
陣
ノ
御
相
談
ア
リ
」
と
述
べ
、
引
証
記
で
は
こ
＼
を

「
大
坂
御
陣
之
義
申
来
候
間
被
仰
出
石
川
大
和

守
殿
始
何
も
御
登
城
於
黒
書
院
御
相
手
」
と
記
し
て
い
る
。

博
多
間
、
鷺
間
に
つ
い
て
は

「
朝
松
前
竹
松
殿
松
前
豊
膳
殿
御
見
廻
ト
ン
テ
御
出
竹
松
殿
ヨ
リ
御
太
刀
目
録
井

二
若
黄
鷹
二
雙
虎
皮
二

枚
典
膳
殿
ヨ
リ
若
黄
鷹

一
居
進
セ
ラ
ノレ
博
多
間
二
於
テ
饗
セ
ラ
ッ
御
拍
子
ア
リ
四
番
過
テ
御
帰
り
」
、

「
朝
鷺
間

二
於
テ
和
久
又
兵
衛
入

道
殿
宗
是
フ
饗
セ
ラ
ル
相
伴
横
田
道
斉
遠
島
康
庵
小
野
宗
碧
ナ
リ
」
と
あ
り
、
大
廣
間
と
は
い
ず
れ
も
違
っ
た
使
わ
れ
方
を
示
す
。

石
川
氏
に
し
て
も
、
和
久
氏
に
し
て
も
、
当
時
す
で
に
伊
達
氏
の
斑
列
に
入
っ
た
家
士
で
は
あ
る
が
、
未
だ
多
分
に
客
分
的
待
遇
を
う
け

て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
き
、
と
も
に
接
客
、
饗
応
中
心
の
部
屋
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
と
言
え
る
の
で
、
合
わ
せ
て
天

正
期
の

「
小
座
」
に
近
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

ご

ざ

の

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

御
座
間
は
元
日
の
祝
儀
の
場
所
と
な
っ
た
他
に

「
初
卯
御
祝
儀
ア
リ
朝
御
座
ノ
間

二
於
テ
御
具
足
餅
召
上
ラ
″
」
↓
朝
御
膳
御
座
間

ニ

於
テ
召
上
ラ
″
御
相
伴
猪
苗
代
正
益
遠
島
康
奄
小
野
宗
碧
…
…
」
の
よ
う
に
藩
主
の
食
膳
の
場
と
も
な
り
得
た
。

藩
主
の
食
膳
、
料
理
等
は

「
朝
焼
火
間

二
於
テ
御
膳
召
ラ
ル
御
相
伴
高
屋
快
奄
小
野
宗
碧
錦
織
休
意
茂
庭
条
女
兼
綱
松
本
左
兵
衛
宗
成
ナ

リく９
」
の
如
く
、
む
し
ろ
焼
火
間
に
そ
の
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。

ロ

「
菊
ノ
御
座
間
」
の
語
も
み
え
る
が
、
御
座
間
と
同
じ
も
の
で
で
も
あ
ろ
う
。
書
院
、
黒
書
院
、
博
多
間
、
鷺
間
の
な
か
に
は
同
室
別
名

の
も
の
も
あ
る
い
は
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
用
例
か
ら
推
し
て
少
く
と
も
こ
れ
ら
が
御
座
間
、
焼
火
間
と
は
異

っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

表
を
代
表
す
る
晴
れ
の
中
心
座
敷
は
大
廣
間
で
、
御
座
間
、
焼
火
間
は
表
に
お
い
て
は
内
む
き
で
、
書
院
、
博
多
間
、
鷺
間
が
そ
の
中
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間
的
性
質
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
表
部
分
の
諸
殿
舎
は
こ
の
順
序
で
配
置
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
国
、
数
寄
屋
、
数
寄
屋
勝
手
、

錬
ノ
間
等
の
茶
室
関
係
の
魔
物
が
附
属
し
、
別
に
眺
望
の
よ
い
地
に
懸
造
り
座
敷
が
設
け
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
諸
建
築
の
配
置
、
構
成
を
示
す
も
の
と
し
て

「
肯
山
公
造
制
木
写
之
碁
図
」
な
る
絵
図
が
あ
る

（図
版
８９
参
照
）
。
表
題
の
言

う
如
く
綱
村
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
本
九

。
三
丸
を
併
せ
て
城
廓
全
体
が

一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
よ
う
に
画
か
れ
て

い
る
。
後
世
の
綱
村
代
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
図
が
果
し
て
創
建
期
の
本
九
の
実
態
を
忠
実
に
再
現
し
得
て
い
る
も
の
か
疑
間
に
も
思
わ
れ

る
が
、
現
在
で
は
本
丸
諸
建
築
の
相
互
の
関
係
を
考
え
う
る
唯

一
の
参
考
資
料
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
は
略
図
の
性
質
上
、
各
建
物
や

部
屋
の
名
称
の
記
入
は
な
い
が
、
殿
舎
の
平
面
間
取
り
が
簡
略
な
が
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
は
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
図
の
二
丸
殿
舎
の
部
分
に
は
、
か
な
り
の
具
体
性
と
真
実
性
と
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
点
か
ら
考
え
て
も

何
ら
か
の
根
拠
が
な
く
て
は
到
底
画
か
れ
得
ぬ
も
の
で
、
従
っ
て
架
空
の
図
案
と
し
て

一
蹴
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
お
そ
ら
く
本
丸

の
盛
時
を
偲
び
、
願
望
を
も
加
え
、
や
ゝ
紛
飾
し
て
表
現
し
た
計
画
図
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
抑
。
や
は
り
創
建
期
殿
舎
の
構
成
を
み
る
上

で
の
資
料
的
価
値
は
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
う
。

な
か
で
も
大
廣
間
と
、
そ
れ
に
直
接
附
属
す
る

一
連
の
建
物
は
、
綱
村
の
こ
の
図
作
成
の
時
点
に
お
い
て
な
お
現
存
中
の
こ
と
で
も
あ
る

し
、
こ
の
部
に
関
し
て
は
敢
え
て
歪
曲
し
て
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
も
な
く
、
本
丸
の
中
で
は
最
も
信
用
し
う
る
部
分
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
詰
ノ
門
を
入
り
、
左
に
曲
折
し
て
正
面
の
玄
関
に
到
る
。
敷
地
の
関
係
で
詰
ノ
門
、
玄
関
は
本
丸
敷

地

の
西

側

に
設
け
ら
れ
、
従
っ
て
西
方
よ
り
建
物
に
接
近
し
、
順
次
東
方
の
奥
に
及
ぶ
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
玄
関
式
台
に
つ
ヾ
い
て
、
三
棟
か
ら

と
お
ざ
む
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡

成
る
、
い
わ
ゆ
る
遠
侍
部
分
が
あ
る
。
遠
侍
の
北
側
に
大
廣
間
が
建
ち
、
そ
の
前
面
に
能
舞
台
を
配
す
る
。
大
廣
間
の
西
側
は
腰
掛
、
塀

に
よ
っ
て
外
部
と
隔
て
ら
れ
、
御
成
門
、
塀
地
門
を
経
て
大
廣
間
車
寄
、
舞
台
、
前
庭
に
導
か
れ
る
。

仙

台

城

の

建

築
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大
廣
間
は
採
光
上
不
利
と
な
り
な
が
ら
も
、
北
側
、
西
側
に
主
要
な
座
敷
を
配
す
る
。
即
ち
敢
え
て
北
面
し
て
建
て
ｋ
い
る
た
め
で
あ
る

が
、
こ
の
種
建
築
と
し
て
は
珍
ら
し
い
現
象
で
あ
る
。
本
丸
の
敷
地
が
、
北
側
、
東
側
に
展
け
、
そ
れ
へ
の
接
近
が
西
側
か
ら
行
な
わ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

虎
ノ
間
の
南
に
台
所
、
虎
ノ
間
の
奥
に
後
に
な
っ
て

「
祈
儒
所
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
付
く
。
更
に
そ
の
奥
に
連
る
数
棟
の
名
称
が
判
然

と
し
な
い
が
、
さ
き
に
み
た
書
院
、
博
多
間
、
鷺
間
、
焼
火
間
、
御
座
間
お
よ
び
数
寄
屋
関
係
の
建
物
が
こ
く
に
含
ま
れ
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。
最
東
端
に
、
崖
際
に
施
設
さ
れ
て
い
る
の
が
懸
造
り
座
敷
で
、
遠
侍
の
裏
手
に
厩
が
あ
る
。
以
上
の
男
子
中
心
の
表
の
建
物
か
ら

長
い
廊
下
に
よ
っ
て
奥
方
に
連
絡
す
る
。

奥
方
部
分
は
本
丸
敷
地
の
南
半
を
占
有
す
る
、
い
わ
ば
藩
主
の
私
的
場
所
で
あ
り
、
奥
の
御
座
間
、
休
息
所
、
寝
所
を
は
じ
め
、
妾
妻
、

子
女
の
住
所
、
さ
ら
に
女
中
衆
の
長
局
等
が
付
属
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

表
部
分
に
属
す
る
主
要
建
築
は
雁
行
形
に
連
続
せ
ず
、
大
廣
間
が
最
も
前
面
に
位
置
し
、
他
の
諸
建
築
は
か
な
り
不
規
則
に
そ
の
背
後

に
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
配
列
上
の
位
置
、
お
よ
び
圧
倒
的
規
模
の
優
越
性
は
、
大
廣
間
が
こ
の
城
館
に
お
け
る
中
心
的
建
物
で
あ
っ
た

こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

二
條
城
殿
合
に
み
ら
れ
る
が
如
き
雁
行
形
も
し
く
は
整
然
た
る
階
段
状
の
配
列
は
、
や
＼
時
代
が
降

っ
た
、
よ
り
整
備
さ
れ
た
時
期
に
お

け
る
新
配
列
形
式
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
従

っ
て
よ
り
古
い
慶
長
時
代
の
殿
舎
配
列
の
特
徴
を
も
こ
の
図
は
よ
く
伝
え
て
い
る
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
後
述
の
二
九
殿
舎
配
列
に
比
較
し
て
み
た
と
き

一
層
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
。

註ω
　
伊
達
治
部
は
政
宗
の
子
、　
一
門
伊
達
安
房
成
実
の
養
嗣
。

伊
達
左
衛
門
は

一
門
伊
達
安
藝
定
宗
の
嗣
子
。

伊
達
又
四
郎
は
一
門
伊
達
相
模
宗
直
の
三
子
に
し
て
、
宗
直
の
実
父
伊
達
宗
清
赤
の
跡
を
継
ぐ
。

茂
庭
細
元
は
國
老
数
十
年
を
経
て
隠
居
、
当
時
八
十

一
才
の
高
齢
者
。
原
田
宗
輔
は
後
の
甲
斐
、
当
時
十

一
才
。
隠
居
者
も
し
く
は
未
だ
独
立
し
て
家
を
成
し
て
い
な
い
の

が
こ
く
で
の
共
通
し
た
特
徴
。
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小
林
清
次
氏

「
伊
達
氏
に
於
け
る
家
士
制
の
成
立
」
史
学
難
誌
六
二
編
八
号

貞
山
公
治
家
記
録
　
一死
和
四

。
一
一
・
一
五

貞
山
公
治
家
記
録
及
び
政
宗
君
治
家
記
録
引
証
記
　
慶
長

一
九

。
一
〇

・
七

治
家
記
録
　
慶
長

一
八

。
一
一
・
二
五

治
家
記
録
　
慶
長

一
九

。
一
。
二
六

治
家
記
録
　
慶
長

一
九

・
二

・
八

治
家
記
録
　
慶
長

一
九

。
一
。
三
〇

治
家
記
録
　
慶
長

一
九

。
一
・
四

治
家
記
録
及
び
引
証
記
　
寛
永
二

・
一
。
一
一

建
築
の
部
分
を
台
紙
に
貼
付
し
た
も
の
で
、
貼
付
の
と
き
の
歪
が
甚
だ
し
く
、
各
建
物
の
方
向
が
乱
れ
て
統

一
し
て
い
な
い
。
後
述
の
二
九
部
分

（図
版
９０
）
も
ま
た
こ
の

傾
向
が
あ
る
。
二
丸
の
他
の
詳
細
な
殿
舎
図
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、
二
九
建
物
の
方
向
は
整
然
と
統

一
さ
れ
て
い
る
べ
き
も
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
本
丸

の
諸
殿
舎
も
大
広
間
の
方
位
に
合
わ
せ
て
配
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
歪
を
修
正
し
て
作
図
し
て
お
い
た
。

例
え
ば
正
保
年
間
の
仙
台
城
絵
図
と
較
べ
た
と
き
、
正
保
図
に
な
い
天
守
や
西
南
隅
櫓
が
存
在
が
示
さ
れ
て
い
た
り
し
て
、
疑
問
の
点
が
あ
る
。

能
舞
台
の
建
築
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
慶
長
十
八
年
に
は
能
興
行
が
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
大
広
間
の
造
営
と
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
建
て
ら
れ
た
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
寛
文
四
年
作
仙
台
城
絵
図
に
は
大
広
間
前
面
に
舞
台
が
画
か
れ
て
い
る
の
で
、
綱
村
代
頃
ま
で
は
少
く
と
も
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

慶
長
十
五
年
竣
功
し
た
大
廣
間
は
長
方
形
の
主
屋
に
、
北
と
南
に
鍵
形
に
曲
り
屋
を
付
け
た
も
の
で
あ
私
。
北
の
表
側
に
三
室
、
南
の

裏
側
に
三
室
、
そ
の
間
に
小
部
屋
を
介
在
さ
せ
、
さ
ら
に
西
南
に
二
室
を
配
し
、
こ
れ
ら
十

一
の
座
敷
を
め
ぐ
っ
て
拭
縁
、
落

縁

を
設

ち
ゆ
う
も

ん
ろ
う

　

し
き
た

ぃ

け
、
西
側
拭
縁
の
延
長
上
に
い
わ
ゆ
る
中
門
廊
突
出
部
を
施
す
。
表
の
最
奥
に
上
段
、
上
々
段
を
付
し
、
中
門
廊
、
色
代
都

（
鹿
之
間
が

こ
れ
に
当
る
）
を
有
し
、
車
寄
せ
を
備
え
る
な
ど
の
諸
点
か
ら
み
て
、
ま
さ
に
古
書
に
み
る
主
殿
之
図
、
廣
間
図
を
忠
実
に
踏
襲
し
、
拡

大
し
た
も
の
で
、
廣
間
建
築
の
吉
式
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
大
名
の
間
で
、
廣
間
を
晴
れ
の
中
心
座
敷
と
し
て
設
け
る
こ
と
が
流
行
し
た
が
、
か
く
の
如
き
三
列
系
の
大
規
模
の
も
の
で
現
存

仙

　

台

　

城

建

　

築

(3)
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挿図1 仙台城本丸屋形図・明和四年藤博兼写 (仙台藩祖尊王事蹟)
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虎
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台
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く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

す
る
実
例
は
皆
無
で
、
古
図
に
し
て
も
僅
か
乗
楽
第
大
廣
間
図
と
想
定
さ
れ
る
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
ず
、
武
家
の
庚
間

建
築
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
貴
重
な
具
体
例
で
あ
る
。

仙
蔓
城
大
廣
間
の
詳
細
は
古
図
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現

存
す
る
諸
絵
図
間
に
は
細
部
に
お
い
て
多
少
の
喰
い
違
い
が
あ
る
の
で

注
意
を
要
す
る
。
比
較
的
正
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
数

例
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う

（挿
図
１
１
率
）
。
と
も
に

一
長

一
短
が
あ

る
が
、
比
較
綜
合
す
れ
ば
正
鵠
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

挿
図
１
、
２
は
と
も
に
明
和
四
年
に
藤
博
兼
が
写
し
た
と
す
る
、
出

所
を
等
し
く
す
る
絵
図
で
あ
る
。
各
室
の
名
林
は
ほ
ゞ
一
致
し
て
い
る

が
、
挿
図
１
で
は
中
門
廊
突
出
部
分

（
首
実
検
之
間
と
も
称
さ
れ
る
）

が
三
間
位
に
、
挿
図
２
で
は
三
間
半
程
度
に
表
現
さ
れ
、
ま
た
挿
図
１

で
は
虎
之
間
を
東
西
四
間
、
南
北
六
間
、
即
ち
四
十
八
帖
敷
と
す
る
の

に
対
し
、
挿
図
２
で
は
南
北
を
柱
間
に
し
て
五
間
、
実
長
五
間
半
、
即

ち
四
十
四
帖
敷
と
す
る
。
従

っ
て
、
鶴
之
間
、
鷹
之
間
が
南
北
の
実
長

三
間
、
即
ち
十
八
帖
に
対
し
、
三
間
半
十
五
帖
と
な
る
。
同
じ
出
所
の

も
の
に
こ
の
よ
う
な
違
い
の
生
じ
る
の
は
理
解
に
苦
し
む
駅

挿
図
３
、
４
は
と
も
に
中
門
廊
の
突
出
を
三
間
半
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
挿
図
２
に
、
ま
た
虎
之
間
を
六
間
、
四
間
と
し
、
鶴
之
間
、
鷹
之
間
を
三
間
四
方
と
す
る
と

図
１
、
２
で
は
帳
台
の
西
、
柳
之
間
と
の
間
に
約
四
帖
の
小
室
を
さ
し
は
さ
む
が
、
挿
図
３
、

こ
ろ
は
挿
図
１
と
同
巧
で
あ
る
。
ま
た
挿

４
は
こ
ｋ
を
独
立
し
た
部
屋
と
せ
ず
、
帳



檜孔下上

之褒登竪
間間問間

鷹 鶴

之 之

間 間

柳 御

之 帳

間 台

図

が
か
な
り
正
し
く
行
な
わ
れ
て
い
る
証
と
も
な
る
。

大
廣
間
は
合
に
千
畳
敷
き
と
も
称
さ
れ
る
が
、
仙
墓
城
の
大
廣
間
は
畳
敷
の
部
分
が
約
二
百
六
十
帖
、
拭
縁
部
を
合
め
て
約
四
百
三
十

帖
の
廣
さ
を
も
ち
、
上
段
之
間
、
下
段
之
間
、
孔
雀
之
間
、
桧
之
間
を
続
け
て
使
用
す
る
と
丁
度
百
帖
の
廣
間
と
な
り
、
桧
之
間
、
虎
之

仙

台

城

の

建

築

暮患冒盈父Ck生 夫務瑳為そ象呈よ0

B言 撲員g禁 捲雲暴軍偉堰:忌 會皇壇
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挿図2 御本丸御屋形大略之図・明和四年藤博兼写 (仙台城の建築)

RI

聾

L
‖HI井

ミト、X

ｄ
詩
■

粛
溜
Ｎ
己

副N盛 ヨド勝許
字

訊卜れH員 伴|ヱ

虎

之

間 Ⅷ
鹿

之

問
諄 率 ど 苔

1    相く
I

I
削イlTl く卜、 猟

H爺 ご 膊 韓

硝

？

型

硼

協口|_綜

LEl

誘ロ
引 灘 ど 高 爺 會

雲

裂

叫

団
？

割
摯
碑

酬 N辞

南



鷹 鶴裏 鹿虎

之之上 之之

間間段 間間

御 御 車 紅

蟄成寄褒
関 門 せ 間

仙

　

台

　

城

建

　

築

間
、
鹿
之
間
を
開
放
す
る
と
百
三
十
帖
の
大
座
敷
と
な
り
、

裏
側
の
部
屋
も
上
段
、
下
段
、
鶴
之
間
、
鷹
之
間
と
つ
ゞ
け

て
五
十

一
帖
の
大
室
と
な
る
。

こ
の
間
取
り
か
ら
大
廣
間
の
表
座
敷
は
、
上
段
よ
り
桧
之

間
に
至
る
も
の
と
、
桧
之
間
を
上
と
し
て
鹿
之
間
に
わ
た
る

も
の
と
の
二
通
り
の
使
用
目
的
を
考
え
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
観
取
で
き
る
。
挿
図
４
は
詳
細
な
寸
法
の
書

き
入
れ
が
あ
る
。
誤
記
も
あ
る
が
、
整
理
し
て
み
た
も
の
が

挿
図
５
で
あ
る
。
大
廣
間
の
柱
間

一
間
が
六
尺
五
寸
間
よ
り

な
る
こ
と
が
こ
の
図
か
ら
知
り
う
る
と
同
時
に
、
慶
長
十
五

年
竣
功
の
記
事

「
此
年
御
城
大
廣
間
造
営
作
成
竪
長
十
七
間

半
横
十
三
間
半
北
へ
三
間

二
弐
間
半
南

へ
七
間
半

二
六
間
之

曲
あ
り
」
と
あ
る
建
物
規
模
の
寸
法
内
容
を
具
体
的
に
知
る

事
が
出
来
る
訳
で
あ
る
。
対
照
し
て
み
る
と
、
両
者
は
正
確

に
は

一
致
し
な
い
が
、
こ
の
程
度
の
違
い
は
あ
る
い
は
表
現

上
の
ニ
ュ
ア
ン
ヌ
と
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

l■e

う
戴
ド
剤

避ド排 蔦 醸N甫評

ｄ
卜
蝉

ど

目

御

稼

通

虎

之

間

芙蓉之間
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凝

之

問
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御
祈
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■
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挿図3 御本丸御家作御絵図 (宮城県立図書館)

ヨ「

紅
葉
之
間

（
公
卿
之
間
）
の
北
半
に
車
寄
せ
、
も
し
く
は
御
成
玄
関
の
記
入
が
あ
り
、
こ
の
部
分
に
軒
唐
破
風
が
設
け
ら
れ
、
出
入
口

が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
貴
人
は
御
成
門
を
通

っ
て
こ
ｋ
に
車
、
典
、
駕
籠
を
寄
せ
る
。
御
成
玄
関
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

と

し
て

も
、
こ
＼
に
は
階
段
が
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
玄
関
に
み
る
式
台
の
形
式
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
貴
族
的
昇
殿
方

日

南

40



色
　
　

　

代

中
門
廊
車
寄
せ

首
実

検
之
間

鹿
　
之
　

間

色 中

F]

代 廊

挿図4 御本丸大広間地絵図 (斎藤報恩会)

離 祥 婁寧持4筆

法
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
み
る
。　
一
般
の
人
は
正
面
の
表
玄
関
、
遠
侍
経
路
で
色
代

（鹿
之
間
）
方
向
よ
り
大
療
間
に
入
る
。
大
名
邸

に
お
い
て
は
天
皇
、
将
軍
の
お
成
り
時
以
外
は
中
門

（
廊
）
車
寄
せ
は
用
い
な
い
の
が
通
例
で
、
従
っ
て
仙
台
城
大
廣
間
の
御
成
門
、
車

寄
せ
は
施
設
が
あ
っ
て
も
現
実
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
終
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
車
寄
せ
の
出
入
は
唐
戸
、
向
っ
て
そ
の
右
二
間

し
と
み

・■
れ
事
ほ

は
蔀
、
さ
ら
に
虎
之
間
、
鹿
之
間
の
前
面
は
障
子
と
な
　
　
　
後

り
、
車
寄
せ
の
左
手
は
二
間
が
連
子
窓
、
続
い
て
唐
戸

と
な
り
、
落
縁
前
面
は

一
様
に
板
戸
が
施
さ
れ
る
。

こ
の
種
の
主
殿
、
廣
間
の
典
型
と
見
徴
さ
れ
る
円
城

寺
光
浄
院
客
殿
、

（挿
図
６
）
同
勧
学
院
客
殿
か
ら
推

し
て
、
事
寄
せ
側
に
本
屋
大
棟
の
入
母
屋

破
風

を
み

せ
、
軒
唐
破
風
を
出
し
て
車
寄
せ
と
し
、
本
屋
と
直
角

に
酪
赳
斑
之の
間〓
、
鹿
之
間
の
棟
が
そ
れ
ぞ
れ
接
続
し
て

い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
瓦
葺
か
柿
葺
か
明
か
で
な

い
が
、
後
世
の
姿
図
に
よ
れ
ば
柿
葺
ら
し
く
表
わ
さ
れ

て
い
る

（挿
図
７
、
８
）
。

な
お
こ
れ
ら
の
姿
図
に
よ
れ
ば
中
門
廊
、
色
代
部
は

そ
れ
ぞ
れ
棟
高
を
異
に
し
、
大
屋
根
の
入
母
屋
妻
、
中

門
廊
妻
を
そ
れ
ぞ
れ
西
側
に
、
即
ち
車
寄
せ
側
に
向
け

て
い
る
。
柱
の
位
置
や
柱
間
の
間
隔
、
そ
し
て
車
寄
せ

及
び
中
門
廊
妻
の
意
匠
な
ど
に
多
少
の
違
い
が
み
ら
れ

仙

台

城

の

建

築

柔

幹

狩

基

九
入
療
籐

籍

凝



仙

台

城

の

建

築

る
が
、
と
も
に
中
門
廊
突
出
部
の
長
さ
が
、
全

体
の
比
例
か
ら
推
し
て
ほ
ゞ
実
長
九
間
位
い
に

表
わ
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
中
門
廊
の
長
さ

は
三
間
半
、
落
縁
部
を
加
え
て
も
せ
い
ぜ
い
四

間
半
ど
ま
り
で
あ
る
。

第
二
師
国
刊
の

「
仙
蔓
城
沿
革
」
中
に
は
挿

図
８
と
と
も
に
大
廣
間
平
面
図
を
も
掲
げ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
来
の
中
門
廊
を
北

側
座
敷
落
縁
の
線
で
切
り
、
そ
れ
に
新
た
に
長

さ
七
間
の
建
物
が
附
加
さ
れ
、
車
寄
せ
左
手
、

即
ち
西
側
が
計
約
九
間
半
で
、
姿
図
と
ほ
ゞ
一

致
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
平
面
図
に

は
他
に
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
り
、
中
門
廊
部
の

詳
細
に
付
い
て
も
何
処
ま
で
信
用
し
う
る
も
の

か
疑
間
で
あ
る
が
、
姿
図
が
単
な
る
想
定
図
で

な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
符
号
す
る
平
面
図
の

存
在
と
あ
い
ま
っ
て
、
幕
末
頃
に
か
け
て
中
門

廊
部
に
増
築
、
改
築
の
手
が
加
え
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
計
画
が
あ
っ
た
か
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
姿
図
は
、
古
式
そ
の
ま
＼
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
中
門
廊
は
か
な
り
延
長
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

挿図 5 本丸大広間寸法 (単位尺。御木丸大廣間地絵図)
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虎 広 次 中 徒

之  之 之 之

間 間 間 間 問

祈 伺 中 三

垣a之
之

間 間 間 間所

留
意
し
た
い
。
円
城
寺
光
浄
院
客
殿
の
場
合
の
本
屋
と
中
門
廊
と

の
比
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

伊
達
家
で
は
江
戸
の
上
屋
敷
に
も
慶
長
末
年
頃
迄
に

「
千
畳
敷

の
家
」
が
存
在
日
、
さ
ら
に
京
都
伏
見
の
伊
達
邸
に
も
慶
長
初
年

す
で
に
廣
間
が
み
え
、
さ
ら
に
遡

っ
て
天
正
末
年
の
乗
楽
伊
達
邸

の
作
事
関
係
に
も
廣
間
の
語
が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
経
験
は
か

な
り
古
い
と
み
て
よ
く
、
こ
う
し
た
経
験
の
上
に
は
じ
め
て
仙
台

城
大
庚
間
の
如
き
雄
大
な
建
造
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
廣
間
に
接
続
す
る
建
物
と
し
て
、
挿
図
１
、
２
で
は
玄
関
寄

り
付
き
に
徒
之
間
の

一
棟
、
中
之
間
、
次
之
間
、
廣
間
よ
り
成
る

一
棟
、
そ
の
奥
に
廊
下
を
経
て
二
室
よ
り
な
る
虎
之
間
が
画
か
れ

て
い
る
。
挿
図
３
で
は
挿
図
１
、
２
の
徒
之
間
を
前

後

に
仕

切

り
、
前
を
廣
間
、
奥
を
徒
之
間
と
し
、
ま
た
中
之
間
、
次
之
間
、

廣
間
を
そ
れ
ぞ
れ
三
之
間
、
中
之
間
、
伺
公
之
間
と
称
し
、
虎
之

間
を
祈
構
之
間
と
す
る
。

虎
之
間
、
中
之
間
、
次
之
間
、
廣
間
は

一
体
と
な
っ
て
遠
侍
即

ち
番
所
を
形
成
し
、
大
番
士
の
詰
所
と
な
る
。
伊
達
氏
に
お
け
る

大
番
組
の
制
は
す
で
に
戦
國
大
名
の
頃
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
詰
所
に
よ
る
虎
之
間
衆
、
中
之
間
衆
、
次
之
間
衆
、
廣

仙

台

城

の

建

築

挿図6 円城寺光浄院客殿東画姿図 (北尾春道 國宝書院図乗)



広  大

広

聞  間

祈 虎

蜃之
問 間

仙

　

台

　

城

建

　

築

間
衆
の
名
称
は
遅
く
も
政
宗
の
寛
永
期
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
元
和

期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
も
出
来
る
か
硼
、
か
く
る
室
名
の
呼
称
も

そ
の
頃
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
点

か
ら
す
れ
ば
、
挿
図
１
、
２
に
示
さ
れ
た
室
名
は
古
制
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
す
で
に
大
廣
間
的
廣

間
と
は
別
に
遠
侍
的
廣
間
が
と
も
に
廣
間
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
る
。

党
永
末
年
に
至

っ
て
二
丸
が
新
た
に
造
営
さ
れ
、
本
丸
の
番
士

詰
所
機
能
も
必
然
的
に
二
丸
に
移
り
、
従

っ
て
そ
の
名
称
も
二
九

に
継
承
さ
れ
、
本
丸
に
お
け
る
か
＼
る
呼
称
は
や
が
て
現
実
性
を

失

っ
て
単
な
る
形
骸
と
化
し
、
挿
図
３
に
み
る
如
き
呼
称
を
生
じ

た
も
の
と
考
え
る
。
番
所
虎
之
間
は
中
之
間
奥
の
、
後
世
俗
に
祈

構
之
間
と
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
当
り
、
大
廣
間
中
に
あ
る

虎
之
間
座
敷
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

二
丸
造
営
に
と
も
な
い
、
従
来
本
丸
で
行
な
わ
れ
て
い
た
主
要

儀
式
は
佛
儀
を
遺
す
の
み
で
完
全
に
二
九
に
移
り
、
大
廣
間
は
直

接
に
は
藩
主
初
入
部
の
時
に
限
り
利
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
剛
。

従

っ
て
虎
之
間
も
や
が
て
祈
構
之
間

へ
と
大
き
く
変
質
し
た
も
の

で
あ

ろ
う
。

挿図7 仙台城本丸大広間西画姿図 (尊王事蹟附図)スケッチ



懸

　

造

　

り

か
っ
て
は
大
廣
間
東
南
部
よ
り
御
座
間
等
の
奥

へ
の
連
絡
廊
下
が
あ

っ
た
が
、
藩
主
常
住
の
空
間
は
同
じ
く
二
九
に
移
り
、
初
入
部
の
際
も

主
君
は
玄
関
よ
り
入
っ
て
大
廣
間
の
上
段
に
着
し
て
祝
儀
を
行
な
い
、

そ
の
後
直
ち
に
二
九
に
入
る
を
式
と
し
た
か
ら
、
奥
部
と
の
直
接
の
連

絡
路
を
必
要
と
せ
ず
、
や
が
て
こ
の
廊
下
は
破
却
撤
去
さ
れ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
肯
山
公
造
制
図
に
は
こ
れ
が
存
在
し
、
後
世
図
に
は
こ
れ

を
欠
く
の
は
そ
の
現
わ
れ
と
み
た
い
。
大
廣
間
と
遠
侍
関
係
の
建
物
以

外
に
は
命
脈
を
保

っ
た
の
は
お
そ
ら
く
先
述
の
懸
造
り
ぐ
ら
い
で
あ
る

う
。
こ
＜
は
遊
宴
場
と
し
て
後
世
に
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
た
。

(1)註

挿図8 仙台城本丸大広問西面姿図 (仙台城沿革附図)

政
宗
君
治
家
記
録
引
証
記
　
慶
長
十
五
年
の
條

「
此
年
御
城
大
店
問
咎
作
成
竪
長
十
七
間
半
杖
十
三
聞
半
北
へ
三
問

二
鼠
間
半
南

へ
七
聞
半

二
六
問
之
出
あ
り
奉
行
波
邊
近
内
油
井
菩
助
大
工
棟
梁
梅
村
彦
作
喉
醸

親
彦
右
術
門
絆
州

二
上
り
共
頃
天
下
無
双
之
匠
人
刑
部
左
衛
門
卜
云
者
ヲ
雇
来
テ

令
得
指
図
卜
也
画
正
佐
久
問
左
京
同
奉
行
茂
庭
利
兵
衛
東
山
式
部
」

大
熊
曹
邦
氏

「
豊
公
乗
楽
第
の
大
廣
問
」

昭
和

一
五
年
建
築
史
二
巻

一
琥

挿
図
１
は
前
局

「
仙
台
藩
祖
尊
工
事
蹟
」
の
附
図
中

「
仙
台
城
旧
本
丸
屋
形
図

明
和
四
年
藤
博
米
原
木
縮
写
」
と
し
て
掲
載
せ
る
も
の

挿
図
２
は
前
掲

「
仙
台
城
の
建
築
」
中
に
お
い
て

「
御
木
九
御
屋
形
大
暑
之
図
明

和
四
年
藤
博
兼
写
」
と
し
て
掲
載
せ
る
も
の

挿
図
３
は
宮
城
県
立
図
書
舘
所
蔵
の

「
御
本
丸
御
家
作
御
絵
図
」

挿
図
４
は
斎
藤
報
恩
会
所
蔵
の

「
御
木
丸
大
廣
問
地
絵
図
」

原
本
は
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
。
従

っ
て
現
在
こ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
な
い

仙

　

台

　

城



(6) (5)l1311421

の
は
遺
憾
で
あ
る
。

安
永
四
年
　
安
倍
彦
右
衛
門
記
　
昭
和
四
年
可

「
仙
台
市
史
」
所
載

挿
図
７
は
前
掲

「
仙
台
藩
祖
尊
王
事
蹟
」
に
載
る
仙
台
城
御
木
殿
図

（出
所
不
明
）
の
ス
ケ
ッ
チ
。

挿
図
８
は
前
掲

「
仙
台
城
沿
革
」
に
載
る
仙
台
城
木
丸
大
広
間
図

（出
所
不
明
）
。

当
代
記
慶
長

一
九

・
八

・
二
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「
未
刻
関
東
江
戸
大
風
大
名
小
名
屋
形

一
宇
モ
不
全
其
内

二
顛
倒
之
屋
形
多
之
民
屋
以
下
可
察
之
伊
達
政
宗
松
平
筑
前
守
千
畳
敷
ノ
家
同
門
己
下
倒
況
哉
共
外
家
屋
不
可
勝

計
」

日
用
集
　
慶
長
二

。
一
〇

・
三
六

「
十
月
廿
六
日
早
朝
赴
大
崎
少
将
殿
大
閣
今
展
御
成
也
御
茶
過
於
廣
間
進
物
被
懸
御
目
也
御
小
袖
弐
十
被
献
大
閣

（紅
）
花
千
斤
宛
政
所
様
秀
頼
公
ノ
母
儀
光
忠

ノ
御

則

（
マ
ヽ
）
並
御
服
三
重
御
茶
湯
道
具

一
飾
献
秀
頼
公
共
後
於
御
書
鯰
雑
話
撃
問
所
記
於
御
前
讚
之
尤
御
感
也
」

伊
達
家
文
善
之
二
　
天
正

一
九

・
四

。
二
七
　
浅
野
長
吉
書
状
中

コ

、
御
作
事
営
秋
中
雲
所
可
被
仰
付
儀
肝
要
候
廣
間
之
俵
者
来
年
可
被
仰
付
候
事
」
廣
間
の
作
事
は
実
現
さ
れ
た
か
何
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
そ
の
計
画
が
行

な
わ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
な
お
文
禄
四
年
九
月
、
政
宗
は
乗
楽
よ
り
伏
見
に
屋
敷
を
移
す
。
同
文
禄
四

。
九

・
一
九
政
宗
書
状
に

「
此
地
へ
乗
楽
私
之
家
共
移
申

二
付

而

一
両
日
在
洛
仕
唯
今
下
向
仕
候
…
」
と
あ
る
。

伊
達
家
文
書
之
三
　
覚
永

一
三

・
六

・
二
三

「
伊
達
政
宗
葬
礼
次
第
書
」
に
よ
れ
ば
虎
之
間
衆
、
中
之
間
衆
、
次
之
間
衆
、
廣
間
衆
の
名
称
が
み
え
る
。
ま
た

「
伊
達
世
臣

家
譜
」
に
よ
れ
ば

「
薄
江
…
…
溝
江
初
称
官
川
姓
源
共
先
出
自
赤
松
家
以
宮
川
与
左
衛
円
次
男
溝
江
伝
左
衛
門
吉
清
為
祖
元
和
七
年
為
克
間
番
士
」

「
丹
野
…
…
元
和
四
年

十

一
月
免
組
為
廣
間
番
士
」
と
あ
り
、
元
和
頃
す
で
に
か
ｋ
る
番
衆
の
名
称
が
存
在
す
る
。

木
丸
に
お
い
て
は
大
廣
間
、
斎
間
と
呼
称
さ
れ
、
両
者
に
混
同
は
な
い
よ
う
に
計
ら
れ
て
い
る
。
二
九
に
お
い
て
は
小
廣
間
、
廣
間
と
呼
称
さ
れ
同
じ
く
混
同
は
な
い
。

遠
侍
的
廣
間
は
、
後
に
ひ
ろ
く
玄
関
寄
り
付
き
の
部
屋
名
と
し
て
一
般
化
す
る
。
さ
し
て
大
室
で
も
な
い
の
に
敢
え
て

「
廣
間
」
と
称
さ
れ
る
。
武
士
住
宅
の
玄
関
発
生
と

大
い
に
か
ヽ
わ
り
を
も
ち
、

（大
）
廣
間
と
色
代
、
遠
侍
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
派
生
し
た
言
葉
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
拙
稿

「
武
家
住
宅
に
於
け
る
玄
関
に
就
い
て
」

日
木
建
築
学
会
論
文
報
告
集
六
三
号
参
照

治
家
記
録
及
び
御
入
部
方
絵
図

（官
城
県
立
図
書
館
蔵
）
、
御
入
部
御
着
城
之
御
次
第

（登
米
伊
達
家
文
書
、
東
北
大
学
図
書
館
蔵
）
等

例
え
ば
肯
山
公
治
家
記
録
　
一死
禄
五

。
九

。
二
八

「
未
刻
木
丸

二
御
登
候
耐
津
国
民
部
御
先

二
伺
候
於
屋
形
上
段
哀
斗
纏
祝
セ
ラ
レ
懸
造

二
入
セ
ラ
ル
」
。

ま
た
前
掲
の
安
倍
彦
右
衛
円
記
に
よ
る
と
、
安
永
年
間
に
も
存
在
し

「
御
掛
作
り
長
サ
九
間
半
横
三
間
に
か
け
下
け
有
東
向
す
の
子
縁
引
通
し
有
ら
ん
か
ん
有
」
と
あ
っ
て

図
版
８９
中
の
か
け
づ
く
り
の
図
を
思
わ
せ
る
。
前
掲

「
仙
台
藩
祖
尊
工
事
蹟
」
の
附
図
中
の
か
け
づ
く
り
図
は
幕
末
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
綱
村
代
、
安
永
代
の
も
の

と
は
か
な
り
変
化
し
て
い
る
。



葬鷹肴用小大風上鎗茶納虎院

景
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覇 
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屋屋屋間間所屋所間屋戸間間

丸

の

建

築

豪
奢
を
誇
っ
た
本
丸
殿
舎
も
そ
の
利
用
期
間
は
政
宗

一
代
約
二
十
年
に
過
ぎ
ず
、
忠
宗
以
来
幕
末
に
至
る
ま
で
の
三
百
二
十
余
年
は
二

丸
が
政
廉
及
び
私
邸
の
中
心
で
、
近
世
的
城
廓
殿
舎
と
し
て
の
事
実
上
の
機
能
は
あ
げ
て
二
丸
に
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。
＝
一Ｈ

寛
永
十
三
年
襲
封
し
た
忠
宗
は
同
十
五
年
早
速
二
九
の
普
請
を
起
こ
し
た
。
正
保
年
間
絵
図
に
よ
る
と

「
東
西
百
七
十
二
間
　
南
北
百

十

一
間
　
本
丸
地
形
二
十
七
間
低
」
と
あ
り
、
廣
さ
約
二
万
坪
の
平
坦
な
矩
形
の
敷
地
で
あ
る
。

二
九
の
敷
地
は
後
に
は
更
に
北
方

（西
屋
敷
と
称
さ
れ
る
部
）
に
拡
張
さ
れ
る
が
、
当
初
に
お
け
る
総
面
積
は
本
丸
に
較
べ
て
と
く
に
廣

大
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

本
丸
敷
地
の
輪
廓
は
極
め
て
複
雑
で
、
か
つ
西
南
部
に
起
伏
が
あ
り
、
そ
の
立
地
条
件
か
ら
は
整
然
た
る
建
築
物
の
配
列
に
難
点
な
し

と
し
な
か
っ
た
。

従
っ
て
ほ
ゞ
矩
形
に
近
い
平
坦
な
地
形
は
強
い
魅
力
と
な
る
が
、
さ
ら
に
本
丸
よ
り
遥
か
に
低
く
、
城
下
と
の
連
絡
が
容
易
で
あ
る
こ
と

が
、
新
し
い
時
代
の
城
館
敷
地
の
条
件
と
し
何
よ
り
も
ま
し
て
望
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。

忠
宗
君
治
笈
記
録
引
証
記
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
焼
火
之
間
、
虎
之
間
、
納
戸
、
茶
道
部
屋
、
鎗
之
間
、
上
大
所
、
風
呂
屋
、
大
大
所
、
小

性
之
間
、
用
之
間
、
肴
部
屋
、
鷹
部
屋
、
年
一用
部
屋
が
寛
永
十
五
年
十
二
月
十
四
日
迄
に
、
次
い
で
御
座
間
、
御
寝
所
、
奥
方
御
寝
所
が

仙

台

城

の

建

築

(1)



歩舞 小大蔵奥御御

之 広書
夫

高寝座
手寝

間台間院門所所間

内

対

面

所

元 内新新数萬新新

冤暮舞偏目善3g
間所台間園堂間所

仙

　

台

　

城

同
十
六
年
三
月
二
十
八
日
に
上
棟
し
、
夏
に
同
十
六
年
五
月
よ
り
十
二
月
迄
の
間
に
蔵
、
大
手
門
、
大
書
院
、
小
庚
間
、
舞
台
、
歩
之
間

が
順
次
上
棟
し
た
。
政
宗
死
去
に
伴
う
若
林
城
経
営
廃
止
に
よ
り
、
そ
の
撤
去
建
築
の
部
材
が
こ
箕
に
運
ば
れ
て
転
生
し
た
と
も
云
わ
れ
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３

る
が
、
本
丸
建
築
の
中
に
も

一
部
二
丸
に
移
築
転
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
＼
に
い
う
大
手
門
は
前
述
の
如
く
、
こ

の
時
期
に
移
建
、
再
建
、
も
し
く
は
新
築
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
二
丸
詰
の
門
の
誤
り
な
る
や
さ
だ
か
で
は
な
い
。

同
十
六
年
六
月
に
は
や
く
も
移
徒
の
祝
儀
を
行
い
、
同
十
七
年
の
元
日
儀
式
は
二
丸
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
本
丸
で
の
諸
規
式
は
心
経

会
、
繊
法
、
護
摩
供
等
の
仏
儀
を
残
し
て
こ
と
ご
と
く
二
丸
に
移
行
す
る
。即
ち
こ
れ
よ
り
二
丸
が
事
実
上
の
仙
台
城
の
中
心
と
な
っ
た
。

二
九
殿
舎
に
関
す
る
古
絵
図
が
現
存
し
、
そ
の
数
例
は
す
で
に
紹
介
も
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
幕
末
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
示
す
内
容
は
と
も
に
文
化
元
年
二
九
殿
舎
焼
失
後
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
化
元
年
の
火
災
を
前
後
に
し
て
、
二
九
殿
舎
の
構

成
に
大
き
な
違
い
の
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
前
後
の
絵
図
の
比
較
や
、
儀
式
帳
な
ど
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
直

ち
に
創
建
期
も
し
く
は
初
期
の
様
子
ま
で
窺
知
し
よ
う
と
試
み
る
の
は
甚
だ
危
険
で
あ
る
。
治
家
記
録
に
よ
っ
て
も
綱
村
時
代
に
大
き
な

改
造
の
事
実
が
み
ら
れ
る
し
、
寛
永
の
引
証
記
中
の
大
書
院
は
後
世
図
に
は
な
く
、
後
世
図
に
み
え
る
内
対
面
所
の
如
き
は
引
証
記
中
に

見
当
ら
な
い
。

即
ち
創
建
期
の
殿
舎
構
成
と
後
世
図
と
の
間
に
か
な
り
の
変
革
が
予
想
さ
れ
る
し
、
ま
た
そ
れ
な
ら
後
世
図
に
示
さ
れ
る
殿
舎
構
成
が
定

っ
た
の
は
何
時
で
あ
る
の
か
改
め
て
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

治
家
記
録
に
よ
る
と
、
綱
村
代
、
と
く
に
元
禄
初
年
を
中
心
と
し
て

一
連
の
新
築
工
事
の
行
な
わ
れ
た
事
実
が
あ
る
。
例
え
ば
元
禄
三

年
に
新
造
御
休
息
所

へ
の
移
御
、
同
四
年
に
新
造
御
座
間
へ
の
移
御
、
高
善
堂
の
移
知
、
数
寄
屋
、
国
の
新
築
、
ま
た
同
三
年
迄
に
新
焼

火
即
、
同
七
年
に
は
新
舞
台
、
新
座
敷
が
出
揃
、
同
八
年
に
は
新
座
敷
を
内
対
面
所
と
称
脚
、
他
方
書
院
の
語
お
よ
び
そ
の
用
例
が
見
え

な
く
な
る
の
が
天
和
二
年
以
降
で
、
従
っ
て
こ
の
元
禄
初
年
を
前
後
と
し
て
書
院
が
失
わ
れ
、
新
た
に
寝
所
、
休
息
所
、
御
座
間
、
内
対

面
所
が
出
来
、
ま
た
新
た
に
焼
火
間
が
出
来
る
こ
と
に
よ
り
従
来
の
焼
火
間
を
元
焼
火
間
と
称
し
て
い
る
な
ど
構
成
面
に
お
け
る
移
動
が



馬書

場

座

敷院

指
摘
で
き
る
。
こ
の
改
造
以
後
に
お
い
て
も
多
少
の
改
変
、
修
覆
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
主
に
奥
方
関
係
の
作
事
が
多
く
、
表
向
き
に

お
い
て
は
そ
の
構
成
を
変
え
る
よ
う
な
大
改
造
の
事
実
は
な
い
。

こ
こ
で
ま
ず

一
つ
の
二
九
指
図

（
図
版
９‐
）
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
後
世
図
と
較
べ
て
か
な
り
古
い
時
期
の

も
の
と
考
え
る
。
東
面
詰
之
門
を
入

っ
た
玄
関
の
右
脇
き
に
従
之
間
が
、
玄
関
に
つ
づ
い
て
中
之
間
、
次
之
間
、
廣
間
よ
り
成
る

一
棟
が

あ
り
、
こ
の
奥
に
虎
之
間
、
客
之
間
、
小
贋
間
、
書
院
が
階
段
状
に
連
り
、
客
之
間
の
奥
、
書
院
ゐ
北
裏
に
焼
火
間
、　
そ

の
奥
に
御
座

間
、
寝
所
が
続
く
。
焼
火
間
と
御
座
間
の
間
に
小
姓
衆
之
間
、
小
姓
衆
之
間
の
裏
に
風
呂
屋
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
背
後
に
納
戸
、

上
大
所
、
大
大
所
、
肴
部
屋
等
が
配
置
さ
れ
る
。
西
南
の

一
角
に
数
寄
屋
関
係
の
建
物
が
あ
る
。
こ
の
図
面
の
示
す
建
物
名
と
寛
永
代
引

証
記
の
述
べ
る
建
物
名
と
は
よ
く

一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
奥
部
の
記
入
は
な
い
が
、
後
世
図
に
み
る
よ
う
な
復
雑
さ
が
な
く
極
め
て
単

純
な
構
成
配
列
を
示
し
、
よ
く
初
期
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
。

二
九
の
初
期
の
建
物
名
、
部
屋
名
を
治
家
記
録
で
調
べ
て
み
る
と
、
寛
永
代
に
は
ま
ず
書
院
、
御
座
間
、
小
廣
間
、
数

寄

屋
、　
錬

ノ

間
、
正
保
年
中
に
は
焼
火
間
、
番
所
、
談
合
ノ
間
、
用
ノ
間
が
加
わ
り
、
万
治
年
中
に
は
さ
ら
に
小
姓
衆
ノ
間
、
物
書
部
屋
、
虎
ノ
間
、

夜
居
ノ
間
、
廣
間
等
が
加
わ
る
。
延
宝
年
中
に
は
客
ノ
間
、
中
ノ
間
、
次
ノ
間
、
學
問
所
、
小
書
院
、
虎
ノ
間
押
込
、
連
歌
ノ
間
、
書
院

勝
手
ノ
間
、
御
座
間
寄
場
、
御
寝
所
、
小
廣
間
裏
座
敷
、
書
院
裡
座
敷
、
伺
公
ノ
間
、
桐
堂
等
が
、
そ
し
て
天
和
、
貞
享
年
間
に
は
対
面

所
、
奉
行
ノ
間
、
馬
場
座
敷
、
大
所
、
国
、
時
計
ノ
間
、
小
庚
間
勝
手
座
敷
、
鑑
板
廊
下
、
内
舞
台
、
御
座
間
園
、
因
縁
殿
等
が
加
わ
っ

て
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
同

一
の
建
物
で
別
呼
称
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
先
述
の
二
九
指
図
に
示
さ
れ
た
部
屋
名
は
大
体
延
宝
以
前
に
出
揃

っ
て
い
る
。
こ
の
指
図
の
作
成
年
代
の
確
か
な
こ

と
は
分
ら
な
い
が
、
書
院
が
存
在
し
内
対
面
所
が
な
い
点
か
ら
、
元
禄
を
中
心
と
し
た
改
造
よ
り
以
前
の
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

書
院
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
天
和
三
年
以
降
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
に
は
小
廣
間
脇
に
馬
場
座
敷
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
馬
場
座

仙

台

城

の

建

築
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問 問

仙

台
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築

敷
の
語
及
び
用
例
は
天
和
元
年
に
す
で
に
現
わ
れ
て
い
刹
。
こ
の
指
図
に
は
未
だ
馬
場
座
敷
が
見
え
て
い
な
い
し
、
ま
た
虎
之
間
の
向
い

に
押
込
み
も
な
い
。
虎
之
間
押
込
の
語
及
び
用
例
は
延
宝
三
年
に
は
み
ら
れ
細
。
學
問
所

（小
書
院
と
も
呼
ぶ
）
も
延
宝
三
年
十

一
月
に

は
す
で
に
経
営
成
っ
て
い
た
脚
ヽ
こ
の
図
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

従

っ
て
こ
の
図
の
内
容
は
天
和
以
後
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
寛
永
か
ら
延
宝
頃
に
か
け
て
の
、
二
九
初
期
の
殿
舎
の
状
態
を
伝
え
る

も
の
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
そ
の
時
に
気
付
く
こ
と
は
引
証
記
に
云
う
鎗
之
間
、
用
之
間
の
語
が
こ
の
図
に
は
な
く
、
ま
た
逆
に
こ
の

図
に
示
さ
れ
た
中
之
間
、
次
之
間
、
廣
間
及
び
客
之
間
が
引
証
記
中
に
見
当
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
鎗
之
間
の
語
は
治
家
記
録
中
に
も
見
出

す
こ
と
が
出
茶
な
い
。
と
す
れ
ば
引
証
記
に
云
う
鎗
之
間
は

一
般
に
は
別
の
呼
称
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

指
図
中
に
示
さ
れ
る
客
之
間
が
引
証
記
中
に
無
い
の
は
、
党
永
の
創
建
時
に
は
未
だ
客
之
間
が
計
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

の

治
友
記
録
で
客
之
間
の
用
例
が
見
え
る
の
は
延
宝
三
年
で
あ
る
が
、
創
建
当
初
よ
り
す
で
に
虎
之
間
、
小
廣
間
、
焼
火
間
が
あ
る
に
か
＼

わ
ら
ず
、
客
之
間
を
欠
い
た
時
は
、
客
之
間
の
占
め
る
位
置
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
諸
建
物
と
の
相
互
の
連
絡
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
二
丸

表
の
構
成
は
成
り
立
た
ぬ
で
あ
ろ
う
。
客
之
間
は
当
初
よ
り
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
れ
を
引
証
記
中
に
探

す

な

ら

ば
、
鎗
之
間
か
用
之
間
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

引
証
記
に
云
う
用
之
間
の
語
は
治
友
記
録
に
も
散
見
し
、
正
保
二
年
に
す
で
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
。
そ
れ
は
上

・
中

・
下

の
三
間
販
り
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
客
之
間
は
上

。
下
の
二
間
取
り
で
あ
る
し
、
客
之
間
と
用
之
間
と
は
同
時
の
使
用
例

伽

が
あ
る
の
で
両
者
は
別
の
建
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
指
図
に
示
さ
れ
た
客
之
間
は
引
証
記
の
用
之
間
で
は
な
く
、
比

定
す
る
な
ら
ば
鎗
之
間
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
み
る
。
そ
の
時
に
は
残
り
の
中
之
間
、
次
之
間
、
贋
間
が
、
同
じ
く
三
間
よ
り
な
る
用
之

間
に
当
る
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
用
例
の
点
で
も
大
変
近
い
性
質
を
感
じ
さ
せ
る
け
れ
ど
も
、
番
所
＝
用
之
間
の
関
係
は
概

念
的
に
は
認
め
か
ね
る
も
の
を
も
柳
。
な
お
今
後
の
考
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
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忠
宗
君
治
家
記
録
引
証
記
　
寛
永
十
五
年
同
十
六
年
條

茂
庭
家
記
録
　
良
元
君
六
　
寛
永
十
六
年
條

（市
史
資
料
篇
）

本
丸
の
博
多
間
は
正
保
年
間
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
義
山
公
治
家
記
録
正
保

一
・
一
〇

。
一
四

「此
日
御
木
丸
障
多
間

二
於
テ
御
祝
後
饗
宴
ア
リ
」

義
山
公
治
家
記
録

貞
山
公
、
義
山
公
、
雄
山
公
、
肯
山
公
治
家
記
録

藩
主
初
入
部
の
時
に
限
っ
て
、
ま
ず
本
丸
大
廣
間
上
段
に
着
座
し
て
興
斗
の
祝
俵
を
行
な
い
、
そ
れ
が
終
え
て
か
ら
二
丸
に
入
る
の
が
常
例
で
あ

っ
た
。
初
入
部
以
外
の
入

国
時
は
直
ち
に
二
九
に
入
っ
た

（治
家
記
録
及
び
御
入
部
方
絵
図
、
御
着
城
之
御
次
第
等
に
よ
る
）

前
掲

「
仙
台
藩
祖
尊
王
嘉
蹟
」
以
下

「仙
台
の
市
街
及
び
土
木
建
築
」
に
至
る
諸
氏
の
諸
考
に
二
丸
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

仙
台
城
享
和
二
年
御
家
作
御
絵
図
写

（宮
城
県
立
図
書
館

・
図
版
９２
に
示
す
）

仙
台
城
文
化
元
年
御
造
営
御
絵
図
写

（宮
城
県
立
図
書
館
蔵
）

御
二
丸
御
城
中
並
御
中
奥
下
水
抜
簿
御
絵
図

（小
倉
強
氏

・
仙
台
城
の
建
築
所
収

。
図
版
９４
に
示
す
）

御
二
九
御
家
作
水
萩
御
絵
図

（斎
藤
報
恩
会
蔵

。
図
版
９３
に
示
す
）
及
び
席
絵
図

（登
米
伊
達
家
文
書
）

肯
山
公
治
家
記
録
　
一死
禄
三

。
一
〇

・
三
二

同
　
　
　
　
　
　
　
一正
禄
四

・
四

・
二

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

・
一
一
。
一
一
「御
持
佛
堂
木
造
始
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一万
禄
三

。
一
一
。
一
三

「
御
持
佛
堂
鋤
初
ア
リ
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

。
一
一
。
一
六

「御
持
体
堂
地
鎮
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

。
一
・
八

「
萬
善
堂
柱
立
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一万
禄
四

。
四

・
二
六

「萬
善
堂
安
鎮
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一万
禄
四

・
四

。
二
七

「
御
堂
御
遷
座
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
三

・
二
六

「数
寄
屋
造
畢
ノ
賀
錢
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
四

。
三
〇

「
新
造
ノ
園
開
ア
リ
」

元
禄
三
年
す
で
に
新
焼
火
間
は
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

青
山
公
治
家
記
録
　
一万
禄
三

・
一
二

。
一
三
の
条
に

「
如
下
刻
於
御
新
宅
焼
火
問
大
島
良
設
講
論
語
」
と
あ
る
。

新
宅

（新
体
息
所
の
こ
と
）
に
も
焼
火
間
が
流
設
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
以
後
焼
火
間
は
ニ
ケ
所
あ
る
こ
と
に
な
る
。
は
じ
め
は
従
来
の
焼
火
間
を
元
焼

仙

　

台

　

城



火
間
と
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が

（元
禄
四

。
一
。
二
六
）
、
や
が
て
元
禄
五
年
に
な
る
と
元
焼
火
間
、
新
焼
火
間
と
は
っ
き
り
区
別
し
た
呼
称
を
用
い
る
。

肯
山
公
治
家
記
録
　
一死
禄
七

・
八

・
六

「
御
新
宅
今
日
地
鎮
執
行

二
就
テ
…
」
、
同
元
禄
七

・
八

。
一
一
「
新
舞
重
御
披

二
就
テ
如
刻
新
宅
座
敷
上
之
間

二
御
着
座
…
」
と

あ
り
、
元
禄
七
年
八
月
以
降
し
ば
し
ば
新
座
敷
の
語
が
あ
り
、
同
元
禄
七

・
九

・
二
八
の
記
事
に

「
白
河
主
殿
殿
井
常
番
ノ
一
家

一
族
衆

へ
料
理
フ
賜
ヒ
御
能
興
行
辰
下
刻
新
座
敷

二
御
出
主
殿
殿
於
二
之
間
拝
謁
於
裏
座
舗
上
之
間
御
能
舞
見
其
外
御
能
斉
見
命
セ
ラ
ル
輩

裏
座
敷
三
之
間
井
院
火
間
廊
下

二
於
テ
寿
見
巳
上
刻
能
始
ル
」
と
あ
る
。

舞
重
と
の
関
係
、
部
屋
の
構
成
か
ら
み
て
こ
れ
が
後
の
内
対
面
所
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
元
禄
九

・
一
二

・
二
九

「
今
晨
内
御
対
面
所
上
段
間
成
就
安
鎮
」
と
あ
る
か
ら
、
上
段
は
し
ば
ら
く
後
に
な
っ
て
成
就
し
、
こ
ゝ
に
内
対
面
所
が
完
成
し
た
と
み
ら
れ

る
。

肯
山
公
治
家
記
録
に
よ
れ
ば
元
禄
八
年
正
月
元
日
の
儀
式
よ
り
内
対
面
所
の
語
が
見
え
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
新
座
敷
の
語
を
用
い
、
元
禄
九
年
以
後
よ
り
内
対
面
所
の
語

を
正
式
に
採
用
し
て
い
る
。

な
お
以
上
の
改
造
の
事
情
に
つ
い
て
元
禄
三

・
一
一
・
二
二
の
綱
宗
よ
り
綱
村
あ
て
の
書
状

（伊
達
家
文
書
之
四
所
収
）
に
よ
っ
て
窺
い
得
る
。

「
然
者
先
達
休
所
出
来
押
付
取
付
之
家
共
作
り
申
候
当
年
出
来
仕
事
之
由
萬
善
堂
来
春
造
替
申
候
般
祖′、
郷
帷
細
軸
陀
雌
廉
面
か
離
馳
西二
ぷ
轍
‰
誰
郵
配
線
鵡
紛
輻
膊
組
と二
“

印
魏
漸
醐
耕
澄
励
か

つ之
仙
叫
桐
隣

去
十

一
日
手
釘
立
同
十
三
日
鍬
治
十
六
日
地
鎮
迄
首
尾
能
相
調
申
候
之
由
　
御
仮
殿
作
り
出
来
次
第
八
今
迄
之
萬
善
堂
移
し
候
而
右
之
家
並
只
今
迄
之
体
所
物
置
杯
こ
ほ
し

居
間
並
園
地
形
仕
来
春
迄
作
り
申
候
居
間
之
手
折
立
来
十
二
日
二
仕
筈
之
由
只
今
迄
之
居
問

ハ
其
儘
差
置
内
々
之
対
面
所

二
用
可
申
か
居
間
庭
之
内

二
可
致
か
来
春
之
様
子

次
第
可
為
之
由
書
付
計
に
て
合
点
参
か
ね
候
半
事
も
難
計
被
存
候
へ
共
地
鎮
之
作
法
も
有
之
事
故
様
子
書

二
も
被
申
越

二
付
申
遣
候
由
委
細
令
承
知
念
入
候
義
令
承
知
満
足

申
事
候
…
…
」

御
二
丸
御
指
図

（宮
城
県
立
図
書
館
蔵
）

例
え
ば
小
廣
間
Ｈ
対
面
所
、
撃
問
所
Ｈ
小
書
院
、

連
歌
ノ
間
Ｈ
伺
公
間

（＝
奉
行
ノ
間
か
）
、
和
堂
＝
因
縁
殿

口
　
一同
山
公
治
家
記
録
　
天
和

一
・
九

。
二
七
、
天
和

一
・
九

・
二
八
の
条
。

馬
場
座
敷
の
語
は
あ
る
い
は
当
時
別
の
呼
称
を
も

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
用
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
呼
称
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
位
置
に
座
敷
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

ω
　
同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
三

。
一
〇

・
二
一

⑬
　
同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
三

・
一
一
。
三

「
御
畢
問
所
ノ
タ
メ
経
営
ノ
小
書
院

二
於
テ
内
藤
閑
斉
二
中
庸
ヲ
講
セ
ツ
ム
」

l10ω
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同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
三

・
九

・
二
七

「
…
客
之
間
縁
側

二
当
番
ノ
脇
番
頭
松
本
内
蔵
助
玄
関
ヨ
リ
小
廣
間

二
御
入
ノ
間
間
所

二
於
テ
番
士
二
御
辞
ヲ
賜
フ
」

鎗
之
間
＝
番
所

（中
之
間
、
次
之
間
、
廣
間
）
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
時
は
客
之
間
に
相
当
す
る
も
の
を
発
見
出
来
ず
、
従

っ
て
客
之
間
は
創
建
期
に
こ
れ

を
欠
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

義
山
公
治
家
記
録
　
正
保
二

・
一
〇

・
二
六

例
え
ば
肯
山
公
治
家
記
録
、
元
禄
元
年
二
月
十
二
日
の
初
卯
具
足
餌
頂
戴
に
関
し
て

「
於
御
用
間
上
ノ
間
定
供
大
番
組
番
外
同
朋
頭
中
ノ
間
徒
組
頭
組
付
士
大
所
人
坊
主
頭
同
朋
笏
主
馬
方
下
ノ
間
足
軽
小
人
諸
職
人
駕
籠
ノ
者
等
頂
戴
」
と
あ
る
。

他
に
も
同
元
禄
四

・
二

。
一
一
に
用
之
間
の
上
座
敷
、
中
座
敷
、
下
座
敷
の
同
様
の
使
用
例
が
み
ら
れ
る
。

言
山
公
治
家
記
録
　
一死
禄
三

・
九

。
二
九

後
述

番
所
＝
鎗
之
間
の
方
が
む
し
ろ
可
能
か
。
註
⑪
参
照

小
廣
間
は
二
丸
の
中
心
と
な
る
建
物
で
、
上
段
、
次
之
間
、
三
之
間
と
鍵
形
に
績
き
、
畳
縁
が
め
ぐ
り
、
前
面
に
切
目
縁
が
付
く
。
上

段
、
次
之
間
、
そ
し
て
表
舞
台
が

一
直
線
上
に
あ
り
、
大
廣
間
の
古
式
に
対
し
新
形
式
の
座
敷
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
上
段
十
六
畳
、
次

之
間
は
柱
間
三
間
に
三
間

（実
長
四
間
四
方
）
の
三
十
二
畳
、
三
之
間
は
柱
間
三
間
に
七
間

（実
長
四
間
に
九
間
）
の
七
十
二
畳
、
縁
通

り
は
東
面
、
西
面
二
間
は
ヾ
、
南
面
、
北
面
二
間
半
は
ヾ
で
、
総
面
積

一
四
五
坪
、
大
廣
間
の
約
六
割
七
分
程
の
廣
さ
と
な
釈
。
本
丸
大

廣
間
に
比
べ
て
、
そ
の
間
取
り
が
単
純
化
さ
れ
、
規
模
が
縮
少
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
小
廣
間
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し

か
し
次
之
間
と
三
之
間
と
の
間
の
襖
を
取
り
梯
っ
て
使
用
す
る
と
す
れ
ば
百
二
十
畳
の
大
室
と
な
り
、　
一
空
間
の
規
模
と
し
て
は
大
庚
間

に
較
べ
て
特
に
お
と
る
も
の
で
は
な
い
。
客
之
間
を
加
え
て
考
え
れ
ば
優
に
大
廣
間
を
凌
駕
す
る
の
で
あ
る
。
寛
永
の
創
建
時
に
当
っ
て

鬱

引
証
記
は
小
廣
間
と
す
る
に
対
し
、
治
家
記
録
は
大
廣
間
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
治
家
記
録
の
誤
り
と
思
う
が
、
二
丸
居
館
を

仙

　

台

　

城
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虎 中 次 広 徒 書 善

之之之 之綴
間 間 間 間 間 手 院

燒  客

之

　

間

火

之

間

仙

台

城

の

建

築

鶴
立
の
屋
敷
と
し
て
取
り
扱
う
立
場
か
ら
は
そ
の
晴
れ
の
中
心
建
物
を
廣
間
、
も
し
く
は
大
廣
間
と
称
し
て
も
当
時
の
慣
例
か
ら
は

一
向

に
差
し
支
え
な
い
訳
で
あ
る
が
、
仙
台
城
総
体
と
し
て
み
る
と
き
、
す
で
に
本
丸
に
大
贋
間
が
存
在
す
る
の
で
、
敢
え
て
小
廣
間
と
称
し

て
区
別
し
た
も
の
で
あ
ろ
メ
。

一
屋
敷
内
に
大
廣
間
、
小
廣
間
と
廣
間
関
係
の
建
物
を
二
つ
持
つ
場
合
が
近
世
初
頭
の
大
大
名
邸
に
み
ら
れ
る
が
、
大
廣
間
の
建
築
が
遅

れ
る
か
、
何
等
か
の
理
由
で
こ
れ
を
久
く
場
合
に
小
廣
間
が
そ
の
機
能
を
兼
ね
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
当
初
か
ら
屋
敷
の
中
心
建
物
と
し

て
小
廣
間
を
設
置
す
る
例
は
余
り
み
ら
れ
ぬ
。

伊
達
家
に
お
い
て
は
、
寛
文
度
の
江
戸
上
屋
敷
に
お
い
て
も
中
心
建
物
が
小
廣
間
で
あ
り
、
こ
の
名
称
は
仙
台
城
、
江
戸
上
邸
と
も
に
後

世
ま
で
用
い
ら
れ
、
通
常
の
大
書
院
、
表
書
院
の
語
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
寛
永
以
後
に
お
い
て
は
主
要
中
心
建
物
を
常
に
小
廣
間
と
呼

称
す
る
の
が
伊
達
家
の
伝
統
と
な
っ
て
い
た
。

二
九
小
庚
間
は
寛
永
よ
り
幕
末
に
至
る
ま
で
、
途
中
に
焼
失
、
再
建
の
経
験
を
経
た
け
れ
ど
そ
の
間
取
り
は
全
く
変
化
し
て
い
な
い
。

書
院
は
上
之
間

（
三
間
に
五
間
、
三
十
畳
）
、
次
之
間

（
三
間
に
四
間
、
二
十
四
畳
）
、
周
国
に
縁
通
り
を
付
し
、
七
十
八
坪
の
廣
さ

を
も
つ
。
治
家
記
録
で
は
常
に
書
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
引
証
記
に
は
大
書
院
と
あ
る
。
書
院
の
裏
に
は
書
院
勝
手
が
付
い
て
い
た
。

玄
関
よ
り
小
廣
間
に
至
る
間
に
徒
之
間

（
四
〇

・
五
坪
）
、
廣
問

（
実
長
三
間
半
に
六
間
）、
次
之
間

（
三
間
半
に
四
間
）
、
中
之
間

（
三

間
半
に
七
間
。
中
之
間
、
次
之
間
、
広
間
は
合
し
て

一
棟
と
な
り
、
前
面
に
縁
側
、
後
面
に
そ
れ
ぞ
れ
夜
着
部
屋
を
有
し
、
総
面
積

一
二

三

・
五
坪
）
、
虎
之
間

（
三
間
に
七
間
、
縁
側
、
夜
着
部
屋
を
合
ん
で
四
二
坪
）
、
客
之
間

（鎗
之
間
か
。
六
間
半
に
十
五
間
）
が
介
在

す
る
が
、
こ
の
関
係
は
本
丸
の
場
合
と
同
巧
で
あ
る
。
客
之
間
部
分
が
加
わ
り
、
よ
り
延
長
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
相
違
を

見
出
す
。

客
之
間
は
上
、
下
の
二
室
、
総
面
積
九
七

・
五
坪
で
小
廣
間
に
つ
ぐ
規
模
を
も
つ
。
焼
火
之
間
も
上
、
下
の
二
間
よ
り
成

り
、

御

座

間
、
御
寝
所
は
と
も
に
上
段
形
式
で
あ
る
。
書
院
、
小
廣
間
に
は
附
書
院
、
床
之
間
が
み
え
る
。
客
之
間
、
焼
火
之
間
、
伺
公
之
間

（
運



御 御

寝 座

所 間

連 伺

歌 公

之 之

間 間

大 上  夜 夜 奉 舞

大大 昴星各星
所 所  屋 間 所 屋

歌
之
間
と
も
云
う
。
指
図
に
は
こ
の
部
屋
に
室
名
が
な
い
）
に
は
床
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
小
廣
間
、
書
院
と
共
に
焼
火
之
間
、
伺
公
之

間
、
客
之
間
は
比
較
的
上
位
の
座
敷
で
あ
る
こ
と
を
物
語
り
、
い
ず
れ
も
上
、
下
の
二
部
屋
よ
り
成

っ
て
い
て
他
室
と
の
格
の
差
を
窺
う

こ
と
が
出
来
る
。

遠
侍
、
客
之
間
、
小
廣
間
、
書
院
、
御
座
間
、
御
寝
所
は
創
立
期
の
二
九
殿
舎
構
成
の
い
わ
ば
骨
格
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

遠
待
よ
り
書
院
に
至
る
配
置
は
、
各
棟
の
線
を
変
互
に
水
平
、
垂
直
に
置
き
な
が
ら
、
東
北
よ
り
西
南
に
わ
た
っ
て
斜
の
方
向
に
、
す
な

わ
ち
雁
行
形
と
い
う
よ
り
階
段
状
に
連
績
し
、
配
列
上
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
も
か
＼
わ
ら
ず
客
之
間
の
、
床
の
間
を

背
に
し
た
上
、
下
の
線
、
小
廣
間
の
同
じ
く
上
、
下
の
線
、
豊
院
の
上
、
下
の
線
は
同

一
方
向
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。

客
之
間
の
南
面
、
小
廣
間
の
南
面
、
東
面
、
書
院
の
南
面
は
と
も
に
開
放
さ
れ
、
こ
の
部
に
は
腰
障
子
が
施
設
さ
れ
、
従

っ
て
採
光
上

も
有
利
で
あ
るｔ
。
小
廣
間
で
は
後
述
の
よ
う
に
座
敷
利
用
の
面
で
、
上
段
と
次
之
間
と
縁
通
り
に
よ
る
方
法
と
、
次
之
間
と
三
之
間
と
に

よ
る
方
法
と
、
二
通
り
が
指
摘
で
き
る
が
、
そ
の
配
置
と
間
販
り
が
巧
く
工
夫
さ
れ
、
採
光
上
で
も
不
利
と
な
ら
ぬ
。
ま
た
小
廣
間
の
上

段
と
次
之
間
と
を
結
ぶ
線
上
に
表
舞
墓
が
位
置
し
、
主
君
は
小
広
間
の
床
の
間
を
背
に
し
た
観
覧
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
小
広
間
と
客
之

間
で
舞
台
を
抱
き
、
そ
れ
ら
の
間
に
格
好
の
空
間
を
形
成
し
、
客
之
間
の
前
面
は
脇
正
面
と
し
て
利
用
さ
れ
う
る
な
ど
、
す
ぐ
れ
た
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
＼
で
は
本
丸
の
よ
う
に
大
廣
間
を
中
心
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
最
前
面
に
置
く
配
置
方
法
か
ら
離
れ
て
、
む
し
ろ
諸
建
築
の
相
互
関
係
が

重
視
さ
れ
〔
綜
合
に
よ
っ
て
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
と
、
使
用
上
の
便
利
さ
と
い
う
こ
と
が
強
く
表
面
に
出
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ

る
。
客
之
間
の
向
い
に
夜
居
之
間
、
裏
に
坊
主
部
屋
、
舞
台
楽
屋
脇
き
に
奉
行
休
息
所
が
あ
り
、
虎
之
間
、
中

之
間
、
次

之

間
、
廣
間

の
、
い
わ
ゅ
る
番
所
四
間
に
は
と
も
に
番
士
の
夜
勤
、
宿
直
の
た
め
の
夜
着
部
屋
が
備
え
付
け
て
あ
る
。

焼
火
之
間
の
奥
に
御
座
間
、
そ
の
奥
に
寝
所
が
績
く
。
寝
所
に
物
置
が
付
く
。
御
座
間
、
寝
所
の
附
近
に
風
呂
場
、
小
姓
衆
之
間
、
右
筆

部
屋
、
納
戸
が
配
置
し
、
こ
れ
に
上
台
所
、
さ
ら
に
大
台
所
が
連
接
す
る
。
上
台
所
に
は
上
段
部
が
あ
り
、
大
台
所
に
は
三
階
部
分
が
あ

仙

　

ム
ロ
　

城



惣
　
御

　
次

中 台 塀   ひ 鍍 数

之蟄地 忘之寄
日 関 門   り 間 屋

仙

台

城

の

建

築

る
。
上
台
所
に
接
し
て
菓
子
部
屋
、
肴
部
屋
、
酒
部
屋
、
八
百
屋
部
屋
、
物
置
等
が
附
属
す
る
。
大
台
所
と
坊
主
部
屋
と
の
中
間
に

↓
惣

御
次
」
と
称
す
る

一
棟
が
あ
る
。

敷
地
の
西
南
隅
や
＼
小
高
い
と
こ
ろ
に
蔵
が
配
さ
れ
、
御
座
間
前
庭
に
は
池
が
あ
り
、
前
庭
前
の
上
手
を
越
え
た
位
置
に
数
寄
屋
関
係
の

建
物
が
置
か
れ
、
数
寄
屋
、
鍍
之
間
、
数
寄
屋
台
所
を
備
え
、
御
座
間
、
書
院
か
ら
長
い
上
り
廊
下
に
よ
っ
て
連
絡
し
、
ま
た
二
丸
敷
地

の
正
面
南
よ
り
路
地
を
通
り
、

「
ひ
と
や
ど
り
」
を
経
て
同
じ
く
数
寄
屋
に
達
す
る
。
初
期
の
数
寄
屋
関
係
の
建
築
の
内
容
が
か
な
り
詳

し
く
知
ら
れ
る
。
数
寄
屋
関
係
の
建
物
は
お
そ
ら
く
柿
葺
き
か
草
葺
き
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ

の

も

ん

へ
い

いし

も

ん

正
面
の
詰
之
門
を
入
っ
て
や
＼
右
折
し
表
玄
関
に
到
る
が
、向
っ
て
左
側
の
塀
地
門
を
通
り
、舞
台
後
方
を
廻
っ
て
小
廣
間
、
書
院
に
達

す
る
径
路
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
詰
之
門
よ
り
右
手
の
厩
の
前
を
通
っ
て
台
所
玄
関
、
さ
ら
に
遠
侍
の
裏
手
、
台
所
、
惣
御
次
と
の
間
に

設
け
ら
れ
た
中
之
口
に
導
か
れ
る
。

北
側
北
門
の
線
と
、
以
上
の
諸
建
物
と
の
建
物
と
の
間
が
奥
向
建
物
の
存
在
す
る
敷
地
に
当
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
図
に
は

一
切

そ
こ
の
建
物
の
記
入
が
な
い
。
こ
の
北
門
の
線
が
ほ
ゞ
二
九
敷
地
の
北
限
と
見
徴
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
正
保
年
間
作
成
の
城
下
図
中
の
二

丸
敷
地
と
較
べ
て
納
得
出
来
る
。
即
ち
こ
れ
が
初
期
二
丸
敷
地
の
限
界
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

以
上
が
三
丸
初
期
殿
舎
の
大
様
で
あ
り
、
そ
の
後
元
禄
初
年
を
中
心
に
改
造
が
行
な
わ
れ
る
が
、
改
造
の
方
向
お
よ
び
そ
の
結
果
を
窺

わ
し
め
る
も
の
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
図
版
９０
、

９２
を
掲
げ
る
。
図
版
９０
は
さ
き
の
本
丸
の
部
分
図

（図
版
８９
）
と
同
じ
く
、
肯
山
公
造
制
木

写
之
碁
図
に
示
さ
れ
た
二
丸
部
分
図
で
あ
る
。
建
築
名
の
記
入
が
な
い
が
、
‐そ
の
前
後
の
図

（図
版
９‐
、

９２
）
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
建
物
名
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

二
九
指
図

（図
版
９‐
）
に
較
べ
て
、
す
で
に
御
座
間
、
寝
所
等
の
主
要
建
物
の
移
動
、
内
対
面
所
等
の
記
入
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、

も
し
現
状
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
元
禄
時
の
一
連
の
改
造
工
事
の
済
ん
だ
あ
と
の
も
の
で
、
少
く
と
も
元
禄
七
年
以
降
の
も

０

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
即
。
し
か
し
そ
の
時
期
に
は
書
院
は
使
用
さ
れ
な
い
状
態
、
も
し
く
は
破
却
除
去
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る



元書三因内

書綴盲縁彗
院手蔵殿所

に
か
＼
わ
ら
ず
こ
ゝ
に
は
未
だ
残
っ
て
い
る
し
、
ま
た
馬
場
座
敷
南
脇
の
馬
場
や
虎
之
間
押
込
み
な
ど
当
然
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
略
図
の
た
め
省
略
さ
れ
た
の
か
疑
間
の
点
が
多
い
。

い
ま
も
し
元
禄
の
改
造
を
前
に
し
た
計
画
図
と
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
諸
点
も
納
得
出
来
る
が
、
そ
の
場
合
、
天
和
元
年
記
録
に
見
え
る
馬

場
座
敷
が
、
そ
の
呼
称
の
点
で
誤
り
な
い
も
の
な
ら
ば
、
当
然
後
世
図
に
み
る
如
く
そ
の
脇
に
馬
場
を
施
設
し
て
い
た
も
の
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
馬
場
の
出
現
は
書
院
南
側
の
前
庭
を
い
た
く
狭
め
る
結
果
と
な
り
、
書
院
は
使
用
面
で
の
大
き
な
支
障
を
う
け
、
書
院
機
能

は
低
下
し
、
や
が
て
破
却
さ
れ
る
運
命
を
招
来
す
る
で
あ
ろ
う
。

治
家
記
録
に
お
い
て
、
天
和
三
年
以
後
書
院
の
語
及
び
使
用
例
が
な
く
な
る
事
実
か
ら
し
て
、
馬
場
の
出
現
と
書
院
の
消
失
と
は
互
に
無

縁
で
は
な
か
ら
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
図
に
書
院
が
な
お
存
在
し
、
馬
場
座
敷
に
相
当
す
る
座
敷
も
あ
り
な
が
ら
、
馬
場
が
未
だ
出
現
し
て
い
な
い
の
は
そ
の
意
味
で
矛

盾
せ
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
図
が
馬
場
の
設
置
の
未
だ
実
現
を
み
な
い
時
期
の
も
の
た
る
こ
と
を
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
馬
場

座
敷
な
る
呼
称
は
馬
場
の
実
現
に
よ
っ
て
始
め
て
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
座
敷
は
当
初
よ
り
純
粋
に
馬
術
の
閲
覧
所
と
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
い
だ
か
せ
る
で
あ
ろ
う
。

図
の
作
成
年
代
を
敢
え
て
推
測
す
れ
ば
、
従
っ
て
、
馬
場
座
敷
の
呼
称
の
成
立
し
な
い
、
即
ち
少
く
と
も
天
和
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
延
宝
以
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
も
ま
た
無
理
で
あ
ろ
う
。

さ
て
享
和
三
年
図

（図
版
９２
ｏ
二
九
の
文
化
焼
失
以
前
の
状
態
を
示
す
も
の
）
を
参
考
と
し
て
図
版
９０
を
図
版
９‐
と
比
較
し
て
み
る
と

き
、
従
来
倉
庫
類
の
置
か
れ
て
い
た
屋
敷
西
南
隅
の
地
ま
で
主
要
建
築
が
延
び
、
も
と
の
寝
所
の
地
に
新
し
い
御
座
間
が
、
そ
の
奥
に
新

た
に
寝
所
、
休
息
所
、
新
焼
火
之
間
が
営
ま
れ
、
そ
の
附
近
に
四
角
之
間
、
御
風
呂
場
、
御
物
置
、
調
合
之
間
が
施
設

さ
れ
、
ま

た
も

と
の
御
座
間
が
改
変
し
て
内
対
面
所
と
な
り
、
そ
の
前
面
に
内
舞
台
を
設
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
西
の
丘
陵
上
に
は
因
縁
殿
、
三

十
間
御
蔵
が
画
か
れ
て
い
る
。
書
院
は
や
が
て
消
失
し
て
、
も
と
の
書
院
勝
手
部
分
を
元
書
院
と
称
し
た
事
情
も
分
り
、
御
座
間
附
近
に

仙

台

城

の

建

築



萬
　
善

　
堂

舞彗

内  内

台  所

仙

台

城

の

建

築

高
善
堂
が
移
建
さ
れ
た
事
実
も
み
と
め
ら
れ
る
な
ど
か
な
り
大
規
模
な
変
化
の
あ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
小
廣
間
よ
り
表
の
部
分
に

は
全
く
異
状
が
な
い
。
図
版
９０
の
屋
敷
地
は
図
版
９‐
の
時
と
変
化
な
く
、
従
っ
て
表
部
分
の
拡
張
に
よ
っ
て
奥
部
分
は
さ
ら
に
狭
少
と
な

り
、
奥
御
座
間
、
奥
御
寝
所
の
他
は
僅
か
数
棟
の
長
局
が
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

綱
村
の
元
禄
代
に
図
版
９０
に
示
さ
れ
た
計
画
は
ほ
ヾ
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
頃
ま
で
に
は
二
丸
敷
地
そ
の
も
の
も
従

来
ょ
り
拡
張
し
、
北
に
隣
接
す
る
西
屋
敷
の
大
半
を
奥
部
の
敷
地
と
し
て
包
合
し
て
い
た
こ
と
が
諸
種
の
城
下
図
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
二
九
敷
地
の
点
か
ら
も
図
版
９０
が
元
禄
以
前
の
計
画
図
た
る
こ
と
に
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

拡
張
さ
れ
た
奥
部
の
敷
地
に
は
や
が
て
奥
関
係
の
諸
建
築
が
建
ち
並
び
、
次
第
に
整
備
さ
れ
て
図
版
９２
に
み
る
が
如
き
状
態
を
現
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
文
化
の
二
九
焼
失
以
前

に
お
い
て
、
大
奥
部

の
敷
地
は
ほ
ヾ
表
部

の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
規
模
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
。

な
お
参
考
の
た
め
に
図
版
９３
を
あ
げ
た
。
こ
れ
は
二
丸
焼
失
後
に
再
建
さ
れ
た
状
態
を
示
す
が
、
図
版
９２
と
較
べ
て
ヽ
大
奥
部

を
除

い

ω

て
は
全
く
と
云
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
移
動
が
な
く
、
従
っ
て
綱
村
代
の
一
連
の
改
造
工
事
後
は
主
要
座
敷
に
関
す
る
限
り
こ
れ
が
固
定
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
分
り
、
元
禄
の
改
造
は
二
丸
建
築
変
遷
の
上
で
極
め
て
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
書
院
の
消
失
に

代
っ
て
出
現
し
た
内
対
面
所
は
と
く
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

内
対
面
所
は
元
禄
九
年
上
段
の
工
事
を
竣
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
上
段
、
次
之
間
、
三
之
間
と
裏
の
座
敷
お
よ
び
附
属
し
た

内
舞
台
か
ら
成
り
、
全
体
で
約
八
十

一
坪
の
廣
さ
を
も
つ
。
上
段
、
次
之
間
、
三
之
間
、
舞
台
が

一
直
線
と
な
っ
て
い
る
の
も
新
し
い
形

式
で
あ
ろ
う
。
三
之
間
、
裏
座
敷
、
舞
台
部
が
ほ
ヾ
も
と
の
御
座
間
の
位
置
に
相
当
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
内
舞
台
の
完
成
は
元
禄
七
年
で
あ
る
が
、
内
舞
台
に
関
し
て
は
こ
れ
よ
り
さ
き
貞
享
二
年
に
す
で
に
内
舞
台
落
成
の
祝
儀
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
し
ば
し
ば
内
舞
台
能
が
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
位
置
は
明
ら
か
で
な
い
。
内
対
面
所
に
連
る
座
敷
舞
台
は
従
っ
て
こ

れ
と
は
別
の
も
の
で
、
内
対
面
所
造
営
に
と
も
な
い
、
従
来
の
内
舞
台
は
お
そ
ら
く
除
去
さ
れ
て
新
舞
台
へ
転
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



治
家
記
録
に

元
禄
七
年
八
月
十

一
日

「
新
舞
蔓
御
披

二
就
テ
如
刻
新
宅
座
敷
上
之
間
二
御
着
座
…
…
楽
屋
二
入
セ
ラ
″
節
於
新
廊
下
献
上
物
御
覧
」
、

つ
ヾ
い
て
同
九
月
二
十
八
日

「
白
河
主
殿
殿
井
首
番
ノ
一
家

一
族
衆

へ
料
理
フ
賜
ヒ
御
能
御
興
行
辰
下
刻
新
座
鋪

二
御
出
主
殿
殿
於
二
之

間
弄
謁
於
裏
座
敷
上
之
間
御
能
弄
見

一
家

一
族
衆
於
二
之
間
弄
謁
於
裏
座
敷
二
之
間
御
能
弄
見
其
外
御
能
弄
見
命
セ
ラ
″
輩
裏
座
鋪
三
之

間
井
焼
火
間
廊
下
三
於
テ
弄
見
巳
上
刻
能
始

′レ
」
と
あ
り
、
内
対
面
所
の
裏
座
敷
、
焼
火
之
間
廊
下
が
家
臣
達
の
見
所
と
な
る
。
こ
の
時

の
楽
屋
と
は
何
処
を
指
す
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
舞
台
、
走
掛
り
、
鏡
之
間
の
位
置
か
ら
考
え
て
、
後
に
い
わ
ゆ
る
六
間
御
屋
と
云
う
部

副
あ
た
り
が
そ
れ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
二
九
指
図

（図
版
９‐
）
、
御
二
丸
御
家
作
水
祓
御
絵
図

（図
版
９３
）
及
び
御
二
丸
城
中
並
御
中
奥
下
水
抜
溝
御
絵
図

（図
版
９４
）
等
に
よ
れ
ば
三
之
間
は
実
長
四
間
×

九
間
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
仙
台
城
文
化
元
年
御
造
営
御
絵
図
写
で
は
四
間
×
九
間
半
と
な
っ
て
い
る
。
御
入
部
方
絵
図

（宮
城
県
立
図
書
館
蔵
）
等
に
記
載
さ
れ
た
三

之
間
縁
通
り
の
畳
の
敷
き
方
か
ら
推
し
て
九
間
と
す
る
の
が
正
し
い
思
わ
れ
る
。

引
証
記
に
は

「
御
蔵
、
大
手
御
門
、
大
書
院
、
御
小
廣
間
、
御
舞
重
、
御
徒
之
間
、
右
御
家
同
十
六
年
五
月
十
六
日
よ
り
十
二
月
十
日
迄
ノ
内
御
棟
上
相
済
申
候
事
」
と
あ

る
が
、
治
家
記
録
の
寛
永

一
六

。
一
二

・
二
〇
の
条
に
は

「
五
月
十
六
日
ヨ
リ
今
日
マ
テ
御
蔵
、
大
手
御
門
、
大
書
院
、
大
廣
間
、
舞
室
、
御
歩
行
間
上
棟
ア
リ
」
と
あ
っ
て
、
小
廣
間
を
大
廣
間
と
す
る
。
そ
し
て
更
に
寛
永
年
中

は
大
廣
間
の
語
を
用
い
、
正
保
年
間
以
後
は
小
廣
間
の
語
を
用
い
て
い
る
。

他
に
遠
侍
、
番
所
の
部
屋
名
と
し
て
の
廣
間
が
あ
る
。

さ
き
に
木
丸
の
香
所
名
と
し
て
、
後
に
二
九
番
所
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
大
廣
間
、
小
廣
間
、
廣
間
と
区
別
し
そ
れ
ら
の
間
に
混
乱
の
な
い
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿

「寛
支
度
伊
達
家
江
戸
愛
宕
下
の
上
屋
敷
に
つ
い
て
」
昭
和
三
八
年
　
東
北
大
学
建
築
学
科
創
立
十
周
年
記
徐
誌

前
掲
諸
図
に
よ
る

前
掲
二
九
指
図

（図
版
９‐
）
に
よ
る

二
九
指
図
中
の
建
具
記
載
に
よ
る

二
九
で
は
脇
正
面
は
あ
る
が
後
正
面
は
な
い
。

江
戸
邸
で
は
伊
達
家
の
寛
文
度
愛
宕
下
上
屋
敷
、
延
宝
度
芝
上
屋
敷
と
も
に
後
正
面
を
施
設
し
て
い
る
。
愛
宕
下
上
邸
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
参
照
。
延
宝
度
の
芝
上
屋
敷

に
つ
い
て
は
肯
山
公
治
家
記
録
元
禄
七

・
三

・
二
三
の
条
に

「御
講
釈
御
舞
聞
ノ
賀
儀
奉
行
衆
及
詰
所
有
之
輩
諸
組
士
迄
料
理
ヲ
賜
ヒ
御
能
舞
見
フ
命
セ
ラ
ル
…
…
於
協
正

面
御
能
舞
見
於
認
所
料
理
之
鮒
フ
賜
フ
輩
…
…
於
後
正
面
御
能
奔
見
於
認
所
赤
飯
ヲ
賜
フ
輩
…
…
」

仙

　

台

　

城

建

　

築

(1)註(8)(7)(6)(5)(41



⑨
　
一
一九
指
図
中
の
建
物
は
大
別
し
て
青
と
赤
裾
と
二
様
の
色
分
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
屋
根
の
別
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
青
が
瓦
葦
を
、
赤
裾
が
柿
葦
か
か
や
葦
、
草
葦

を
あ
ら
わ
す
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
時
に

青
―
―
玄
関
、
徒
之
間
、
廣
間
、
次
之
間
、
中
之
間
、
虎
之
間
、
客
之
間
、
夜
居
之
間
、
楽
屋
、
楽
屋
重
所
等
主
と
し
て
表
側
の
諸
建
物
と
、
寝
所
、
物
置
、
風
呂
屋
、
祐

筆
部
屋
、
小
姓
衆
之
間
等
中
奥
部
の
一
部
と
、
数
寄
屋
へ
の
途
中
の
勝
手
道
具
置
所
、
勝
手
番
所
、
路
地
衆
番
所
。

赤
褐
―
―
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
。
即
ち
小
廣
間
、
表
舞
重
、
善
院
、
書
院
勝
手
、
連
歌
之
間
、
焼
火
之
間
、
御
座
間
、
上
大
所
、
大
台
所
、
惣
御
次
、
納
戸
、
妨
主
部
屋
、

菓
子
部
屋
、
肴
部
屋
、
酒
部
屋
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
結
ぶ
廊
下
、
数
寄
屋
、
鍍
之
間
、
数
寄
屋
台
所
、
ひ
と
や
と
り
、
厩
、
蔵
等
。

⑩
　
内
対
面
所
は
元
禄
七
年
す
で
に
新
座
敷
の
語
で
あ
ら
わ
れ
、
つ
い
で
元
禄
八
年
に
は
明
ら
か
に
内
対
面
所
と
称
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
九
年
末
の
上
段
成
就
を
も

っ
て
完
成
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
段
完
成
の
時
期
を
考
え
れ
ば
元
禄
十
年
以
降
と
な
る
。
前
章
註
０
参
照

延
宝
三
年
存
在
の
虎
之
間
押
込
み
の
記
入
が
な
い
。

ま
た
桐
堂
の
創
立
は
延
宝
三
年
十
二
月

（伊
達
家
文
書
之
四
、
萬
治
寛
文
延
宝
年
間
覚
書
お
よ
び
肯
山
公
治
家
記
録
）
で
あ
り
、
そ
の
後
暫
く
し
て
萬
善
堂
の
移
建
が
計
画

さ
れ
た
模
様
で
あ
る
が
、

（
元
禄
三

，
一
一
・
三
二
綱
宗
書
状
前
章
註
⑭
参
照
）
こ
の
図
に
は
後
世
図
と
比
較
し
て
、
す
で
に
高
善
堂
の
移
建
先
が
定

っ
て
お
り
、
計
画
図

と
す
る
も
延
宝
三
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

正
保
年
間
奥
州
仙
台
城
絵
図
、
寛
支
年
間
仙
台
城
下
絵
図
、
延
宝
年
間
仙
台
城
大
絵
図
、
天
和
年
間
仙
台
城
下
絵
図

（以
上
阿
刀
田
令
造
氏

「
仙
台
城
下
絵
図
の
研
究
」
所

載
）
及
び
元
禄
年
間
仙
台
城
下
五
蓬
掛
図

（
斉
藤
報
恩
会
蔵
）
等
。

寛
文
、
延
宝
年
間
図
で
は
西
屋
敷
の
西
南
部
に
お
い
て
二
丸
の
北
西
部
が
違
績
し
、
そ
の
他
は
土
塁
で
境
界
を
接
し
、
未
だ
完
全
に

一
体
化
し
て
い
な
い
。
天
和
、
元
禄
図

よ
り
以
後
の
も
の
で
は
境
界
線
が
消
失
し

一
敷
地
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

仙
台
嫉
享
和
三
年
御
家
作
御
絵
図
写

（官
城
県
立
図
書
館
蔵
）

御
二
丸
御
家
作
水
萩
御
絵
図

（
斉
藤
報
恩
会
蔵
）

こ
れ
は
仙
台
城
文
化
元
年
御
造
営
御
絵
図
写

（宮
城
県
立
図
書
館
蔵
）
や
御
二
九
御
城
中
並
御
中
奥
下
水
抜
溝
御
絵
図
嘉
永
六
年

（小
倉
強
氏

「
仙
台
城
の
建
築
」
所
収
図

版
９４
）
と
校
べ
て
表
部
に
お
い
て
全
く
差
異
を
見
出
せ
な
い
。

但
し
勝
手
式
台
北
部
に
設
け
ら
れ
た
御
座
間
、
御
休
所
を
含
む

一
劃
が
図
版
９３
の
み
に
み
ら
れ
る
が
他
図
に
は
な
い
。
萬
善
堂
の
位
置
も
図
版
９３
は
図
版
９０
、

９２
の
も
の
に

類
似
し
て
い
る
が
、
他
図
に
お
い
て
は
や
ヽ
西
方
に
位
置
し
て
い
る
点
が
異
る
。

ま
た
文
化
元
年
図
は
前
述
の
如
く
小
廣
間
三
之
間
の
実
長
四
間
×
九
間
を
四
間
×
九
間
半
と
す
る
点
で
他
と
異
る
。

細
部
に
お
い
て
は
多
少
の
変
異
が
指
摘
で
き
る
。

例
え
ば
元
書
院
と
六
間
座
敷
と
の
間
に
あ
っ
た
御
稽
古
所
が
図
版
９２
に
み
ら
れ
る
が
、
図
版
９３
に
は
な
い
。
ま
た
下
大
所
の
東
南
に
あ
る
納
戸
三
棟
が

一
棟
に
変
る
。

元
御
書
院

（実
は
元
の
書
院
勝
手
に
当
る
）
の
形
が
多
少
変
化
し
て
い
る
等
。

肯
山
公
治
家
記
録
　
一死
禄
九

。
一
二

・
二
九

同
　
　
　
　
　
　
貞
享
二

・
〓

一
二

一八

図
版
９０
で
は
こ
の
部
屋
が
上

・
下
の
二
座
敷
と
し
て
で
は
な
く

一
室
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
後
に
は
二
室
と
な
る
が
、
あ
る
い
は
当
初
は
こ
の
図
の
如
く

一
室
の
建

l10 11ete llD lo



御  小
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国
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表 内

対 対

面 面

所 所

物
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
建
物
か
ら
数
寄
屋
へ
の
廊
下
が
通
ず
る
。

東
西
の
長
さ
が
実
長
六
間
あ
る
た
め
に
六
間
屋
、
六
間
座
敷
の
名
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
禄
初
年
を
中
心
と
し
て
二
九
殿
舎
の
構
成
に
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
事
実
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
前
後
に
お
い
て
表
座
敷

の
用
の
面
で
い
か
な
る
相
違
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

年
始
御
礼
は
最
も
重
要
な
儀
式
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
本
丸
に
お
い
て
は
大
廣
間
、
二
丸
に
お
い
て
は
専
ら
小
廣
間
が
中

心
で
あ
っ
た

（表
２
参
照
）
。
御
座
間
で
連
枝
、
奉
行
、
近
習
と
共
に
祝
儀
が
行
な
わ
れ
、

つ
い
で

一
番
座
、
二
番
座
の
召
出
以
上
の
御

礼
は
小
庚
間
で
行
な
わ
れ
る
。
諸
役
人
、
大
番
組
以
下
の
諸
士
の
目
見
も
小
廣
間
で
あ
る
。

書
院
に
お
い
て
も

一
時
、
母
公
、
北
方
の
使
者
、　
一
門
衆
の
嗣
子
な
ど
の
御
礼
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
年
始
儀
式
と

し
て
は
い
わ
ば
従
属
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ょ
う
で
、
書
院
で
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

元
禄
改
造
後
は

一
時
中
心
が
内
対
面
所
に
移

っ
た
が
、
後
に
再
び
元
に
戻
り
、
幕
末
ま
で
変
ら
な
い
。

二
番
座
が
三
日
目
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
改
造
後
に
お
け
る
主
な
違
い
で
あ
っ
て
、
場
所
の
移
動
は
な
い
。

月
次
の
御
礼
も
ま
た
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
行
事
で
あ
っ
て
、
本
丸
で
は
大
庚
間
で
行
な
わ
れ
、
二
丸
に
移

っ
て
か
ら
は

一
時
書
院
が

そ
の
中
心
と
な
っ
た
が
、
綱
村
の
延
宝
六
年
頃
か
ら
全
く
小
廣
間
に
移
行
し
た

（表
３
参
照
）
。
元
禄
改
造
後
は
著
院
が
消
失
し
、
内
対

面
所
が
新
設
さ
れ
て
、
連
枝
、
奉
行
は
御
座
間
で
、　
一
門
衆
は
内
対
面
所
、
そ
れ
以
外
は
小
廣
間
と
に
分
け
ら
れ
る
。
な
お
天
和
元
年
頃

か
ら
対
面
所
の
呼
称
が
現
わ
れ
る
が
、
全
く
小
廣
間
と
同
じ
で
あ
る
。
狭
義
に
は
小
庚
間
の
う
ち
、
上
段
と
次
之
間
に
よ
っ
て
構
成
す
る

一
劃
を
呼
ぶ
場
合
が
多
い
。
内
対
面
所
が
出
来
て
か
ら
は

一
般
に
表
対
面
所
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。

仙

　

台

　

城

築
(3)



仙

台

城

の

建

築

◎

○

○

○

○

○

◎
　
◎

◎
　
◎

|

○

○

○

○

○

○

御
礼
の
場
合
、
小
廣
間

（表
対
面
所
）
は
上
段
と
次
之
間

（
下
段
と
も
云
う
）
さ
ら
に
は
そ
の
縁
通
り

（
こ
の
部
は
巾
二
間
の
畳
縁
）
と

を
上
、
下
の
軸
と
し
て

一
儀
場
と
し
て
用
い
る
時
と
、
次
之
間
と
三
之
間

（
こ
の
時
は
小
広
間
の
上
之
間
、
下
之
間
と
云
う
場
合

が
あ

る
）
を
上
、
下
軸
と
し
て

一
つ
の
式
場
と
し
て
使
う
時
と
が
あ
る
が
、
例
月
の
御
礼
の
と
き
は
、
例
え
ば

「
御
対
面
所

へ
御
出
…
…
上
段

二
御
着
座
当
番
井
在
府
ノ
一
家

一
族
衆
当
日
ノ
御
礼
畢
テ
間
ノ
棋
障
子
開
之
諸
役
人

一
同

二
御
礼
」
と
あ
る
よ
う
に
、　
一
家
、　
一
族
衆
の

御
礼
は
前
者
、
諸
役
人
の
御
礼
は
後
者
と
、
同
時
に
二
様
の
座
敷
利
用
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
が
定
型
化
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
要
儀
式
に
つ
い
て
、
元
禄
改
造
の
以
前
と
以
後
と
に
分
け
て
み
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
儀
式
は
伊
達
家
に
お

い
て
戦
園
大
名
時
代
よ
り
引
き
続
き
行
な
わ
れ
て
来
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
パ
、
改
造
後
永
く
内
対
面
所
に
移
行
し
た
も
の
が
な
い
の

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（初
卯
が

一
時
内
対
面
所
で
行
な
わ
れ
る
が
、
後
に
元
全
戻
る
）
。
伝
統
的
な
諸
儀
式
は
御
座
間
と
小
廣
間
を

軸
と
し
て
営
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

表 2 年始御礼と建物との関係

〔治家記録、仙台城年始入賀次第書による〕

天和 2。 1・ 1

元禄 10。 1・ 1

1・ 2

Ⅲ3

事保4・ Ⅲl

l・ 2

○

○

○

○

○

○

寺院衆は除く。

◎は一番座、二番座で年始御礼
の中心をなす。

乱 禄改造丞 御 座 間
1内

対面所
膿 焉謡屏)



書
院
は
も
と
も
と
儀
式
、
対
面
の
場
と
し
て
の
性
格
は
う
す
い
と
い
う
べ

対
面
で
は
な
く
、
饗
応
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
謡
初
は
、
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
も
書
院
で
行
な
わ
れ
、
諸
大
名
、

に
参
加
す
る
も
の
が
専
ら
自
次
の
家
臣
に
限
ら
れ
て
い
る
の
も
、
城
館
に

間
巾

一　

一　

一　

一

仙

　

台

　

城

建

　

築

く
、
謡
初
が
以
前
に
書
院
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
も
、
謡
初
が

旗
本
衆
を
招
請
し
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
仙
台
で
は
こ
の
謡
初

お
け
る
こ
の
種
の
儀
式
の
特
色
で
あ
る
。

表 3月 次 御 礼 と 建 物 と の 関 係

〔治家記録、御入部以後諸御規式並御参詣等之覚による〕

丸 1御 座 間 1書

慶長18(■・15)|

乱 禄改造品  1御
 座  間

1 
書

争こ力(20 ( 6・ 1)

明暦 3(2■ 5)

延宝 3 (10。 28)

延宝 6 ( 3・ 28)

ヲ(禾日 2 ( 2・ 28)

二
F]、 一家、一

一円、一家、

一F可 、一家、一

連枝

諸    士

惣    士

一門、一家、一族

一門、一家、一族

内 対 面 所
|

元禄 7(■・15)

享保 9(4・ 28)

雪三庭野 2 (11・ 28)

1褒蜃I温鳥

一家、一族、諸役人

詰所以上

一家、一族、諸役人

一家、一族、詰所以上諸役人

連枝 。奉行

連枝・奉行

連枝・奉行

奉行

表 4 主 な る年 中儀 式 と建 物 との 関係

〔肯 山 公 治 家 記 録 に よ る 〕

延 宝 4～ 8

(元禄改造前)

暉 び極稜争
卜

歌

寸

御座

甘
宿握 引欄鯉キ座
十引引日鯉

※ 元禄14・ 1・ 6は内対面所にて行なわれる
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天
和
三
年
よ
り
元
禄
六
年
に
至
る
間
は
、
書
院
が
な
く
な
り

（少
く
と
も
使
用
さ
れ
な
く
な
り
）
、
そ
し
て
内
対
面
所
は
未
だ
造
立
さ
れ

な
い
時
期
に
当
る
が
、
こ
の
時
に
は
玄
猪
は
御
座
間
で
行
な
わ
れ
た
が
、
謡
初
は
小
庚
間
で
行
な
わ
れ
た
。

講
釈
初
、
仕
舞
初
の
儀
は
新
設
の
内
対
面
所
、
内
舞
台

（内
対
面
所
の
前
面
に
接
績
す
る
座
敷
舞
台
）
と
共
に
新
た
に
加
り
、
以
後
二
九

に
於
て
恒
例
の
行
事
と
な
っ
た
事
も
注
目
に
値
し
よ
猟
。

つ
ぎ
に
饗
応
、
接
客
の
面
に
つ
い
て
み
る
と
、
鶴
界
領
の
上
使
の
応
対
は
、
寛
永
十
七
年
の
時
の
み
書
院
で
面
接
し
、
御
座
間
で
饗
し

て
い
る
が
、
以
後
寛
永
十
八
年
、
同
二
十
年
、
正
保
二
年
、
同
四
年
、
慶
安
二
年
等
の
例
で
は
い
ず
れ
も
小
廣
間
で
面
接
し

（鶴
を
小
廣

間
上
段
に
置
く
）
、
書
院
で
饗
応
し
、
表
で
能
、
数
寄
屋
で
茶
、
錬
之
間
に
出
て
帰
駕
と
い
う
順
序
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
奔
領
の

鶴
は
直
ち
に
家
臣
達
に
配
分
さ
れ
る
が
、

「
朝
御
弄
領
ノ
鶴
御
披
御

一
門
中
ハ
書
院

一
家

一
族
ノ
族
ハ
小
庚
間
御
家
老
及
ヒ
番
頭
御
相
伴

⑩

ノ
輩

ハ
御
談
合
ノ
間
焼
火
ノ
間
廊
下
惣
士

ノ、
御
用
ノ
間

二
於
テ
御
料
理
」
を
賜
り
、
饗
膳
の
場
と
し
て
、
書
院
は
最
上
位
の
使
わ
れ
方
を

示
す
。

延
宝
三
年
綱
村
入
園
の
際
に
、
父
君
、
母
公
よ
り
の
賀
使
は
書
院
で
弄
謁
し
、
焼
火
之
間
で
料
理
を
賜
り
、
稲
葉
氏

（
綱
村

夫

人

の
里

方
）
よ
り
の
使
者
は
書
院
で
界
謁
し
、
客
之
間
で
料
理
を
賜
り
、
そ
し
て
諸
大
名
よ
り
の
賀
使
は
す
べ
て
小
廣
間
で
接
見
し
、
客
之
間
で

料
理
を
う
け
て
い
る
。
即
ち
使
者
の
性
格
に
よ
り
、
接
見
の
場
所
、
饗
応
の
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
書
院
が
斯
く
界

謁
の
場
所
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
小
廣
間
に
較
べ
て
、
よ
り
内
向
き
の
性
質
を
も
つ
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

奉
行
職

（
家
老
職
）
を
命
ぜ
れ
る
時
、
命
ぜ
ら
れ
る
の
は
御
座
間
で
、
そ
の
御
礼
は
小
廣
間
で
行
い
、
そ
し
て
料
理
は
書
院
で
賜
る
。

元
禄
四
年
、
即
ち
書
院
も
内
対
面
所
も
と
も
に
な
い
時
期
に
、
田
村
右
京
大
夫
参
勤
に
就
い
て
挨
拶
の
た
め
登
城
し
た
際
は
、
右
京
大
夫

は
ま
ず
小
廣
間
に
着
座
し
、
次
い
で
御
座
間
に
請
じ
入
れ
ら
れ
て
面
接
し
、
か
つ
饗
を
享
け
て
い
る
。
新
た
に
内
対
面
所
が
出
来
た
後
の

元
禄
十
年
、
欽
牛
和
尚
登
城
し
、
内
対
面
所
で
暫
く
待

っ
て
か
ら
御
座
間
に
お
い
て
饗
応
さ
れ
た
。
八
重
姫
入
興
調
済
を
賀
す
る
た
め
、

元
禄
十

一
年
、
水
戸
家
よ
り
参
じ
た
使
者
は
、
ま
ず
客
之
間
に
案
内
さ
れ
、
表
対
面
所
で
接
見
し
、
国
状
を
述
べ
、
盃
を
賜

っ
て
い
細
。



燒

　
火
　
間

元
禄
十

一
年
八
月

「
公
去
年
御
能
命
セ
ラ
レ
且
御
能
界
見
／
賀
儀
ト
ン
テ
能
ア
リ

一
門

一
家

一
族
衆
諸
役
人
及
大
番
組
等

二
至
テ
拝
見
フ

命
セ
ラ
」
れ
た
時
は
、　
一
門
衆
、
同
子
息
、　
一
家
、　
一
族
衆
は
対
面
所

（
小
廣
間
）
、
家
老
衆
は
内
対
面
所
裏
座
敷
、
大
番
頭
は
元
焼
火

間
上
ノ
間
、
小
性
組
番
頭
以
下
江
戸
番
頭
、
出
入
司
は
同
下
ノ
間
、
芝
田
文
久
郎
は
焼
火
間

（
新
焼
火
間
）
、
小
性
組
小
共
見
習

・
〆
切

番
以
下
は
大
台
所
廊
下
に
於
て
料
理
を
頂
戴
し
て
い
る
。

小
廣
間
で

一
門
、　
一
家
、　
一
族
衆
筆
に
料
理
が
饗
せ
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
が
、
儀
式
を
伴
う
か
儀
式
的
性
格
の
強
い
場
合
が

多
い
。

ま
た
内
対
面
所
も
裏
座
敷
は
家
臣
、
寺
院
衆
の
料
理
の
場
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
焼
火
間
、
客
之
間
、
伺
公
間
等
も
、
身
分
に
應

り

じ
、
機
に
臨
ん
で
饗
応
の
場
所
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
比
し
、
書
院
は
常
時
饗
応
を
考
慮
に
入
れ
た
格
式
高
い
接
客
用
の
部
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
居
館
に
お
い
て
は
江
戸
藩
邸
な

ど
と
は
異
り
、
そ
の
性
格
上
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
家
臣
に
対
す
る
饗
応
の
例
は
比
較
的
多
い
が
、
客
人
来
訪
の
機
会
は
少
く
、
真
の
意

味
で
の
接
客
、
客

へ
の
饗
応
の
例
は
極
め
て
少
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

君
臣
の
間
に
行
な
わ
れ
る
、
奔
謁
、
命
令
、
御
礼
と
い
っ
た
行
為
は
最
も
頻
繁
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
年
始
、
月
次
の
御
礼
に
就

い
て
は
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
こ
れ
を
除
い
た
も
の
に
つ
き
、
改
造
前
後
に
分
け
て
み
た
も
の
が
表
５
で
あ
る
。

改
造
前
で
は
、
諸
大
名
の
使
者
、
公
儀
関
係
の
使
者
と
の
接
見
が
小
廣
間
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
使
者
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
の
使

者
の
性
質
か
ら
粧
し
て
、
小
廣
間
に
は
御
座
間
、
焼
火
間
、
書
院
に
較
べ
て
、
よ
り
対
外
的
、
公
式
的
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
る
。

御
礼
関
係
に
つ
い
て
は
、
奉
行
職
の
と
き
だ
け
が
小
庚
間
で
行
な
わ
れ
る
、^

一
門
、　
一
家
、　
一
族
の
継
目
御
礼
も
行
な
わ
れ
る
が
そ
の
例

数
が
極
め
て
少
く
、　
一
般
に
は
他
の
御
礼
は
焼
火
間
、
書
院
が
む
し
ろ
中
心
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
御
座
間
で
は
、
使
者
や
重
役
の
界
命

が
行
な
わ
れ
、
接
見
な
ら
び
に
御
礼
の
例
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
御
成
り
に
対
す
る
御
礼
は
、
ま
ゝ
御
座
間
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
専

ら
焼
火
間
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
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表 5接 見、拝 命、御 礼 と 建 物 と の 関 係

〔肯 山 公 治 家 記 録 に よ る 〕

1御 座 間 1燒 間
|

院
小   廣   間
(表 対 面 所 )

見

・
拝

延
宝
３

|○
父君、母公ノ使者

|○

伊達基実 (妹清姫ノ婿)

18夏客F母套ノ使者
○親戚大名ノ使者

○寺社、廟等ヘノ名代

○一門、 一家、 一族ノ
暇、参府

○幕府馬買衆
○公方ヘノ使者

禁中ヘノ使者

母方ノ使者日状フ述ブ

大名ノ使者

寺社、廟ヘノ名代
一門、 一家、 一族ノ体
暇、参府

○公方、公儀ヘノ使者フ命
ズ

○禁中ヘノ使者二善 フ授ク

○一門、一家、一族へ休暇
フ命ズ

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

フ
　
命

延
宝
８

（改
造
前
）

者

　

　

代

使

　

　

名

ノ
者

　

ノ
府

へ
使

者

へ
参

俵

ノ
使

等

族

公

名

ノ
廟

一

ヽ
大

へ
　

　ヽ
ヽ

方

戚

名

社

家

公

親

大

寺

一

〇

〇

〇

〇

〇

者使

者

ノ

使

方
ノ
北

へ
　
ヽ

俵

君

公

岡

府

ヽ

ヽ
参

方

君

門

公

父

武
不
　

ズ

体

ヽ
々
　

命

ニ

ズ

頭
頭
ズ

フ
等

命

番
組
命

増

老

ヲ
大
性

フ
加

若

方ヘノ使者

行
、

若老
、

”
柳

韓

呻

ヲ命ズ

公

奉
頭
断

所

一
暇

○

○
　
　
○

○

|○

近習、准一家ヲ命ズ

公方ヘノ使者ヲ命ズ

父君、母公へ返書フ命ズ

寺社、廟等へ名代フ命ズ

小性組頭、名掛組士頭 ヲ
命ズ

一門、一家、一族へ休暇
ヲ命ズノ御ネ

‖!警B‡ξ9々鵜礼
|°帯含景とと弓孫益彗〔

隠8至需撃空豪F生裂〉継目
ノ御礼

間 1 焼 火 間、元燒火間 1 内
|｀

(表

○大名ノ使者

○一家、一族嫡子参府

O詰所以上、徒小性頭、城
番支配等ノ家督、隠居、
初テノ御礼

○徴出ノ御礼

○組免許ノ御礼

O入院ノ御礼

所
|

一死
　

禄

　

９

一万
　
禄
　
１６

（改
造
後
）

接
見

・
拝
謁

者

。
役
目
等
ヲ
命
ズ

公方ヘノ使者ヲ命ズ
ヘノ使者フ命ズ

社、廟等ヘノ名代フ

ズ

○一家、一族二体暇ヲ命ズ

ラル御ネL

P写夢湯 梵
訟 誕

刺 |°轟終ち
g考杓亮

座、盃頂

礼

督命ゼラ′レ御拶柳
酢
家、初ヽ

一　
一
居

ｌｏ
ｐ

Д

鋼

―

○一家、一族体暇命ゼラル
御礼



改
造
後
は
御
座
間
と
内
対
面
所
と
に
こ
れ
ら
の
諸
行
為
が
集
中
さ
れ
、
秩
序
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
場
合
、
御
座
間
で
は
奉
行
、

若
老
等
の
重
職
、
お
よ
び
近
習
諸
役
の
御
礼
、
そ
し
て
内
対
面
所
で
は
そ
れ
以
外
の
表
諸
役
の
御
礼
と
い
う
よ
う
に
区
別
さ
れ
、
小
廣
間

で
は
役
目
の
御
礼
は
影
を
ひ
そ
め
る
。

一
門
、　
一
家
、　
一
族
等
大
身
侍
が
仙
台
へ
参
府
し
た
時
の
界
謁
や
、
在
所

へ
の
気
暇
の
命
令
を
受
け
る
時
、
そ
し
て
そ
の
御
礼
に
関
し
て

は
、　
一
門
衆
が
御
座
間
、　
一
家
、　
一
族
衆
が
内
対
面
所
と
、
こ
れ
も
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諸
大
名
よ
り
の
使
者
は
依
然
と
し
て

小
廣
間
で
接
見
す
る
が
、
公
儀
へ
の
使
者
は
御
座
間
、
内
対
面
所
で
昇
謁
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
公
儀
へ
の
使
者
は
自
家
の
家
中
よ

り
任
命
す
る
た
め
、
他
藩
よ
り
の
使
者
と
は
お
の
ず
か
ら
区
別
し
た
抜
い
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

焼
火
潤
は
改
造
前
に
は
そ
の
利
用
範
国
が
廣
か
っ
た
が
、
改
造
後
は
藩
主
が
親
し
く
出
座
し
て
使
者
や
家
士
に
接
す
る
場
所
で
は
な
く
な

る
の
も
大
き
な
変
化
と
云
え
よ
う
。
む
し
ろ
家
老
、
若
老
等
に
よ
る
主
君
の
命
令
伝
達
の
場
、
家
臣

へ
の
料
理
の
場
と
し
て
の
性
格
を
強

め
て
行
く
。

即
ち
二
九
に
於
て
は
ま
ず
書
院
の
重
要
性
が
薄
れ
、

つ
い
で
改
造
を
機
に
し
て
対
面
関
係
に
重
点
が
お
か
れ
、
対
面
関
係
の
強
化
、
格
式

化
、
秩
序
化
と
い
う
方
向
が
顕
著
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
重
要
な
儀
式
、
対
面
、
接
客
、
饗
応
、
御
礼
等
の
場
合
に
小
療
間

（表
対
面
所
）
、
書
院
、
内
対
面
所
、
御
座
間
等
が

そ
の
主
役
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
が
、
な
お
他
に
こ
れ
ら
の
補
助
的
な
役
目
を
持

っ
た
諸
部
屋
が
あ
る
。

焼
火
間
に
加
え
て
伺
公
間
、
客
之
間
が
こ
れ
で
、
上
之
間
、
下
之
間
よ
り
成
り
、
床
の
間
を
備
え
て
い
る
な
ど
、
上
位
の
部
屋
と
し
て
の

共
通
し
た
特
徴
を
持
つ
の
で
あ
る
。
と
も
に
父
君
、
母
公
、
北
方
、
嗣
君
を
始
め
諸
大
名
の
使
者
等
を
饗
す
る
時
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
面

で
は
極
め
て
類
似
し
た
性
格
を
示
す
。

三
者
の
使
者
饗
応
に
関
す
る
使
用
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
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客 何 燒

之 公 火

間 間 間

新 燒

兵火
間 間

仙

台

城

の

建

築

燒
　
　
　
火

宝 享 元 元 元 貞 天 延

暦 保 禄 禄 禄 享 和 宝

三 四 九 四 三 四 元 六

年 年 年 年 年 年 年 年

（青
山
公
、
獅
山
公
、
忠
山
公
治
家
記
録
に
よ
る
）

延
宝
三
年
の
例
で
は
伺
公
間
は
全
く
使
者
の
饗
応
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
父
君
、
母
公
、
北
方
、
嗣
君
等
の
使
者
に
限
っ
た
場
合
、
初

め
焼
火
間
か
伺
公
間
が
こ
れ
に
当
て
ら
れ
、
客
之
間
は
使
用
さ
れ
ず
、
元
禄
以
降
は
伺
公
間
も
用
い
ら
れ
ず
、
専
ら
焼
火
間

（元
禄
四
年

以
後
は
元
焼
火
間
と
称
す
る
）
に
限
ら
れ
る
。　
一
方
諸
大
名
の
使
者
に
つ
い
て
は
、
延
宝
の
頃
に
は
焼
火
間
の
例
も
あ
る
が
、
次
第
に
客

之
間
、
伺
公
間
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。

即
ち
元
禄
の
改
造
期
を
境
と
し
て
焼
火
間
、
伺
公
間
、
客
之
間
に
、
使
者
饗
応
の
面
で
変
動
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の

焼
火
間
は
、
使
者
饗
応
に
限
っ
て
云
え
ば
、
そ
の
ま
＼
元
焼
火
間
と
し
て
そ
の
機
能
を
存
績
さ
せ
、
新
焼
火
間
に
は
移
ら
な
か
っ
た
。

焼
火
間
、
伺
公
間
、
客
之
間
の
他
の
用
例
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
朝
表

二
於
テ
番
頭
日
付
ノ
輩
焼
火
間
二
於
テ
小
姓
組
右
筆
ノ
輩

二
御

鷹
ノ
鶴
料
理
フ
賜
フ
」
と
あ
っ
て
、
焼
火
間
は
客
之
間
、
伺
公
間
に
較
べ
て
そ
の
位
置
の
示
す
よ
う
に
、
よ
り
内
向
き
の
場
所

で
あ
っ

て
、
小
姓
組
、
右
筆
等
の
饗
応
に
使
用
さ
れ
る
。
高
治
二
年
綱
宗
入
國
祝
儀
の
際
は
、
祝
儀
そ
の
も
の
は
書
院
で
行
な
わ
れ
、
奉
行
衆
が

焼
火
間
で
料
理
を
賜
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
小
姓
組
は
小
姓
衆
ノ
間
で
、
右
筆
、
茶
道
の
輩
は
物
書
部
屋
で
料
理
を
う
け
、
大
番
組
以
下

○
父
君

・
母
公
ノ
使
者

○
宇
和
島
伊
達
家
ノ
使
者

○
父
君
、
北
方
ノ
使
者

○
父
君
ノ
使
者

Ｏ
嗣
若
、
北
方
ノ
使
者

Ｏ
嗣
君
ノ
使
者

客

　

　

　

　

之

Ｏ
伊
達
郡
福
島
代
官
ノ
使
者

○
稲
葉
家
ノ
使
者

○
水
戸
家

・
真
国
家
等
大
名
ノ
使
者

○
宇
和
島
伊
達
家
ノ
使
者

Ｏ
伊
達
数
馬
ノ
使
者

Ｏ
稲
葉
家
ノ
使
者

○
宇
和
島
伊
達
家
ノ
使
者



定
供
、
小
道
具
役
衆
ま
で
は
虎
之
間
で
、
御
納
戸
衆
等
は
夜
居
之
間
で
、
そ
し
て
歩
行
衆
、
鷹
師
衆
等
は
廣
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
料
理
を
賜

っ
て
い
る
。
家
士
に
対
す
る
饗
膳
の
場
合
は
、
焼
火
間
で
は
奉
行
衆
、
若
老
衆
、
近
習
関
係
諸
士
の
例
が
多
い
。

脂
軍
友
へ
の
献
上
物
は
、
例
え
ば
貞
享
四
年
の
巣
子
期
、
元
禄
三
年
の
黄
鶴
御
、
焼
火
間
で
覧
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
新
焼
火
間
が
出
来

る
と
、
徒
来
の
焼
火
間
は
元
焼
火
間
と
呼
ぶ
に
至
る
が
、
売
禄
五
年
に
は
燒
火
間
で
献
上
の
初
鱈
、
元
燒
火
間
で
献
上
の
鷹

を
覧

て

い

耕
。
こ
の
点
で
は
新
燒
火
間
も
旧
燒
火
間
も
全
く
同
様
の
使
わ
れ
方
を
示
す
。

貞
享
四
年
七
月
十
五
日

「
於
燒
火
間
上
将
監
殿
大
蔵
殿
数
馬
殿
兵
庫
殿

へ
新
米
フ
賜
フ
」
と
、
即
ち
燒
火
間
で
連
枝
衆
が
新
穀
を
賜
っ
て

い
る
が
、
新
燒
火
間
が
出
来
上
っ
て
か
ら
の
元
禄
五
年
の
七
月
十
五
日
に
は
、
元
御
座
間

（
や
が
て
こ
の
位
置
に
内
対
面
所
が
で
き
る
）

で
連
枝
、
宿
老
が
、
新
焼
火
間
で
若
老
、
若
老
並
、
出
入
司
、
小
姓
組
番
頭
等
が
、
そ
し
て
元
燒
火
間
で
郡
司
が
新
米
を
う
け
る
。

元
禄
九
年
に
は
新
燒
火
間
で
連
枝
、
奉
行
衆
以
下
出
入
司
、
若
老
、
若
老
並
、
小
姓
組
番
頭
等
が
、
元
焼
火
間
で
は
郡
司
が
新
穀
を
賜
っ

て
脚
る
。
新
穀
下
賜
の
儀
に
関
し
て
は
元
禄
改
造
期
を
覧
に
し
て
、
か
つ
て
の
燒
火
間
の
機
能
を
新
燒
火
間
に
移
し
た
よ
う
に
み
う
け
ら

れ
る
。

新
米
弄
賜
の
儀
は
伊
達
家
に
お
い
て
幕
末
ま
で
つ
ゞ
い
た
恒
例
の
行
事
で
も
あ
っ
た
。

初
卯
の
儀
式
は
小
廣
間

（表
対
面
所
）
が
中
心
の
儀
場
と
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
鯛
れ
た
が
、
そ
の
時
の
具
足
餅
を
家
中
に
分
配
す
る
の

を
例
と
し
、
元
禄
元
年

「
於
御
対
面
所
下
之
間
伊
達
脂
監
殿
大
蔵
殿
御
具
足
餅
御
酒
頂
戴
於
燒
火
間
諸
役
人
頂
戴
於
御
次
日
野
鉄
船
佐
藤

七
之
丞
頂
戴
於
大
所
小
姓
組
右
筆
茶
道
ノ
輩
頂
戴
於
御
用
間
上
間
定
供
大
番
組
番
外
同
朋
頭
中
ノ
間
徒
組
頭
組
付
士
大
所
人
坊
主
組
頭
同

働

朋
坊
主
馬
方
下
ノ
間
足
軽
小
人
諸
職
人
馬
販
駕
籠
ノ
者
等
頂
戴
」
と
、
即
ち
燒
火
間
で
は
諸
役
人
が
頂
戴
す
る
。
こ
の
関
係
は
元
禄
四
年

の
時
に
も
同
様
で
、
元
燒
火
間
で
奉
行
衆
若
老
以
下
諸
役
人
が
具
足
餅
を
頂
戴
し
て
い
て
、
新
燒
火
間
で
な
く
元
燒
火
間
に
受
け
継
が
れ

て
い
鞠
。
新
燒
火
間
は
藩
主
の
饗
鎖
の
場
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
元
燒
火
間
に
は
そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
。

要
す
る
に
焼
火
間
は
元
禄
改
造
後
に
は
藩
主
と
の
直
接
の
芥
謁
、
命
令
、
御
礼
等
は
全
く
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、
父
君
、
母
公
、
北
方
、

仙

台

城

の

建

築
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嗣
君
等
伊
達
家
個
人
の
使
者
や
家
士
に
対
す
る
饗
応
の
場
と
し
て
の
性
質
が
よ
り
強
く
な
っ
て
来
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

９

元
燒
火
間
は
元
禄
以
降
、
若
老
、
出
入
司
、
納
戸
奉
行
、
目
付
等
の
詰
所
で
も
あ
り
、
従

っ
て
こ
＼
で
は
奉
行
、
若
老
等
に
よ
る
君
命
の

ω

伝
達
が
行
な
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
元
禄
の
改
造
後
も
し
ば
ら
く
元
燒
火
間
は
上
、
下
の
二
間
よ
り
成

っ
て
い
た
が
、
後
に
改
め
て

一

部
屋
の
も
の
と
な
っ
た
。

新
旧
燒
火
間
を
通
し
て
云
え
る
こ
と
は
、
元
来
そ
の
位
置
が
御
座
間
、
休
息
所
に
近
い
た
め
か
、
そ
の
用
途
も
御
座
間
の
延
長
、
御
座
間

の
補
助
的
な
色
彩
の
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

し
こ
う
の
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん
が
の
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハヮ

伺
公
間
は
小
廣
間
の
裏
に
あ
っ
て
、
ま
た
連
歌
間
と
も
称
さ
れ
る
。
上
之
間
と
下
之
間
よ
り
成
り
、
上
之
間
を
と
く
に
連
歌
間
、
そ
の

場
合
下
之
間
を
伺
公
間
と
云
っ
て
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
。

連
歌
間
で
は
毎
年
正
月
七
日
の
恒
例
の
連
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
連
歌
間
の
呼
称
の
あ
る
所
以
で
あ
る
。

そ
の
時
こ
＼
で
連
歌
衆
に
料
理
が
饗
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た

「
奥
方
安
鎮
龍
宝
寺
執
行
因
テ
於
連
歌
間
料
理
」
と
、
寺
院
の
饗
応
に

用
い
ら
れ
て
い
る
し
、
元
禄
六
年
能
始
め
の
と
き
は
、　
一
門
衆
に
は
馬
場
座
敷
、
家
老
衆
に
は
元
燒
火
間
、
そ
し
て

一
家
、　
一
族
衆
に
こ

の
連
歌
間
で
料
理
を
賜

っ
て
い
る
。
伺
公
間
は
諸
士
の
詰
所
の

一
つ
で
あ
り
、
伺
公
間
詰
と
称
さ
れ
、
彼
等
の
家
督
、
継
目
御
礼
等
が
し

ば
し
ば
行
な
わ
れ
、
そ
の
廊
下
で
は
大
所
人
等
の
徴
出
御
礼
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

寺
社

へ
の
名
代
が
伺
公
間
で
界
謁
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
真
浄
殿

（籍
軍
家
の
位
牌
を
安
置
す
る
）
が
落
成
し
、
そ
の
名
代
と
造
営
奉

行
が
登
城
し
て
、
対
面
所
で
弄
謁
し
た
時
、
造
営
副
奉
行
が
伺
公
間
の
下
之
間
で
奔
謁
し
て
い
る
。
天
和
三
年
に
は

一
門
衆
の
在
所

へ
の

休
暇
が
御
座
間
で
出
さ
れ
、　
一
家
、　
一
族
衆
の
体
暇
は
こ
の
伺
公
間
で
賜
う
て
い
る
。

元
禄
三
年
九
月
日
光
普
請
成
就
の
賀
に
は
、　
一
門
、　
一
家
、　
一
族
衆

へ
は
小
庚
間
で
、　
一
家
、
準

一
笈
、　
一
族
衆
の
嗣
子
に
は
何
公
間
で

餅
及
び
料
理
が
出
さ
れ
た
。

天
和
二
年
よ
り
元
禄
三
年
に
至
る
間
は
、
書
院
も
内
対
面
所
も
と
も
に
な
い
時
期
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
伺
公
間
に
表
対
面



柳

　

之
　
聞

六

間

座

敷

所
の
補
助
的
な
も
し
く
は
後
の
内
対
面
所
に
近
い
用
法
の
あ
る
こ
と
も
う
な
ず
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

綱
村
入
部
後
の
延
宝
五
年
に

一
門
、　
一
家
、　
一
族
、
宿
老
、
奉
行
等
の
詰
所
を
規
定
し
た
が
、
そ
の
際
に

一
門
、　
一
笈
、
准

一
家
、　
一

族
は
小
廣
間
次
之
間
、
片
倉
小
十
郎
及
び
宿
老
は
小
廣
間
の
裏
座
敷
、
奉
行
衆
は
連
歌
間
と
し
脚
。
そ
し
て
伺
公
間
詰
、
燒
火
間
詰
、
配

膳
所
詰
等
々
元
禄
三
年
頃
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
役
目
、
出
自
、
功
績
に
従
い
君
命
に
よ
っ
て
部
屋
付
け
が
次
第
に
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
場
合

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑩

の
小
廣
間
裏
座
敷
と
は

「
覺
範
寺
名
代
帰
遠
藤
山
城
於
何
候
間
弄
謁
」
、

「
保
春
院
殿
御
代
参
販
小
梁
川
修
理
小
廣
間
裏
座
敷

二
於
テ
奔

謁
」
の
用
例
を
比
べ
て
、
伺
公
間
を
示
す
よ
う
に
も
う
け
と
れ
る
が
、　
一
般
に
は
小
贋
間
次
之
間
の
裏
縁
通
り

（後
世
俗
に
柳
之
間
と
称

す
る
）
と
み
る
方
が
無
難
で
あ
ろ
う
か
。

⑫

元
禄
初
年
に
二
九
大
改
造
が
あ
り
、
従
っ
て
詰
所
に
も
改
訂
が
行
な
わ
れ
た
。
即
ち
元
禄
五
年
、

一　
私
共
奉
行
衆
　
本
御
座
間
ノ
次
二
可
罷
在
由
被
仰
付
候
事

一　
若
年
寄
衆
　
　
本
燒
火
間
上
ノ
間
二
可
罷
在
事

一　
本
燒
火
間
　
　
下
之
間

二
出
入
司
、
御
納
戸
奉
行
、
御
目
付
可
罷
在
事

奉
行
衆
の
詰
所
は
連
歌
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
元
御
座
間
の
次
之
間
に
変
っ
た
。
こ
の
元
御
座
間
は
新
御
座
間
が
出
来
る
に
及
ん
で

や
が
て
内
対
面
所
と
し
て
新
出
発
す
る
が
、
そ
れ
か
ら
は
内
対
面
所
の
績
き
の
部
屋

（後
に
六
間
座
敷
と
称
さ
れ
る
）
が
奉
行
詰
所
と
な

玄

つ

。

元
禄
五
年
に
は
夏
に
元
燒
火
間
下
之
間
、
伺
公
間
上
之
間
、
同
下
之
間
、
同
縁
通
り
等
、
常
日
の
詰
所
お
よ
び
例
月
御
礼
等
の
詰
所
が
そ

④

れ
ぞ
れ
役
日
、
家
格
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
詰
所
に
も
元
禄
改
造
の
影
響
は
及
ん
で
お
り
、
家
士
の
秩
序
化
に
大
い
に
努
め
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
伺

公

間
、
元
燒

火

間
、
六
間
座
敷
等
は
時
に
よ
り
奉
行
、
若
老
等
の
詰
所
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
等
と
諸
役
人
、
諸
士
と
の
間
に
君
命
の
伝
達
等
が
行
な
わ
れ

て
い
た
し
、
ま
た
主
君
の
お
通
り
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詰
所
に
お
い
て
立
礼
目
見
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

仙

台

城

の

建
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客

　

之

　

間

仙

台
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の

建
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客
之
間
は
さ
き
に
鯛
れ
た
よ
う
に
、
諸
大
名
よ
り
の
使
者
を
饗
応
す
る
と
き
に
よ
く
用
い
ら
れ
、
ま
た
大
名
使
者
お
よ
び

一
門
衆
と
の

対
面
が
小
廣
間

（表
対
面
所
）
で
行
な
わ
れ
る
場
合
に
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
客
之
間
で
待
た
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
脚
。

初
卯
の
具
足
餅
頂
戴
の
際
に
は
し
ば
し
ば
対
面
所
や
燒
火
間
と
共
に
併
せ
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
に
は
例
え
ば
元
燒
火
間

で
は
奉

行

衆
、
諸
役
人
、
そ
し
て
客
之
間
で
は
大
番
頭
、
脇
番
頭
、
不
断
頭
、
給
主
頭
、
名
懸
頭
、
新
名
懸
頭
、
足
軽
頭
等
の
よ
う
に
、
家
士
の
役

柄
、
身
分
等
に
よ
っ
て
区
別
し
た
用
い
方
を
す
細
。

野
初
め
の
雉
の
料
理
を
惣
武
頭
中
に
客
之
間
で
振
舞
っ
て
い
細
。
組
頭
、
武
頭
の
用
例
が
多
く
、
燒
火
間
と
は
饗
応
を
う
け
る
家
臣
の
性

質
が
異
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

「
鉄
牛
和
肖
東
昌
寺
高
寿
寺
御
礼
ト
ン
テ
登
城
御
帰
城
ノ
翻
於
客
間
対
翔
」
、
「
於
客
之
間
極
楽
院
年
始
ノ
賀
儀
太
刀
目
録
弄
詠
脚
、
「
於

客
間
普
導
寺
十
帖

一
柄
献
上
入
院
ノ
御
綱
」
の
よ
ダ
に
寺
院
と
の
対
面
、
入
院
御
礼
に
も
ま
た
廣
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

明
歴
大
火
直
後
の
江
戸
浜
屋
敷
に
ま
ず
客
之
間
な
る
部
屋
名
が
み
ら
期
、　
つ
ヾ
い
て
寛
文
度
の
愛
宕
下
上
屋
敷
に
も
客
之
間
な
る
呼
称
の

部
屋
が
あ
っ
て
、
同
様
の
用
例
が
指
摘
で
き
細
。
客
之
間
と
い
う
呼
称
は
江
戸
邸
の
影
響
で
仙
台
城
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
江
戸
邸
に
お
い
て
も
慶
長
、
元
和
、
寛
永
代
の
上
邸
に
お
い
て
は
そ
の
名
を
発
見
で
き
な
脚
。
明
暦
大
火
後
に
は
じ
め
て
あ

ら
わ
れ
る
語
で
あ
り
、
従
っ
て
寛
永
の
二
九
造
営
期
の
引
証
記
中
に
こ
の
名
が
見
え
ず
、
後
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
の
も
う
な
ず
け
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

古
く
は
客
之
間
の
呼
称
を
用
い
ず
、
別
呼
称
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
こ
＼
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
客
之
間
に
お
け
る
特
色
あ
る
用

法
と
し
て
、　
一
門
衆
嗣
子
の
元
服
理
髪
の
儀
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
於
客
之
間
伊
達
安
藝
殿
長
男
伊
達
源
五
郎
殿
元
服
理
髪
大
條
監
物
公
御

書
院

二
御
出
初
冠
素
抱
界
謁
基
御
字
フ
賜
フ
御

一
字
及
ビ
兵
庫
ノ
名
目
録
柴
田
中
務
御
前
工
授
ク
公
御
手
自
賜
之
」
、

「
石
川
松
之
助
殿

伊
達
兵
力
殿
伊
達
孫
吉
殿
各
元
服
命
セ
ラ
ル
於
客
間
松
之
助
殿
更
理
髪
柴
田
源
四
郎
鞘
兵
力
殿
電
理
髪
柴
田
土
佐
蛸
孫
吉
殿
ハ
前
年
中
剃

セ
ラ
″
三
因
テ
無
此
式
」
。
こ
の
他
伊
達
卯
之
助
の
元
服

（元
禄
〓

。
十
二
・
十
四
ッ
、
伊
達
吉
之
助
の
元
服

（元
禄
十
五

・
九

・
一
）



夜

居

之

間

客
之
間
向
座
敷

客

之

間

押

込

進

物

部

屋

書

院

勝

手

一万
　
　
圭
白
　
　
障
一

ω

三
沢
門
弥
の
元
服

（宝
暦
八

。
六

。
九
）
等
い
ず
れ
も
客
之
間
に
お
い
て
そ
の
理
髪
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

客
之
間
の
向
い
に
あ
る
夜
居
之
間
は
ま
た
客
之
間
向
座
敷
、
客
之
間
押
込
み
と
も
云
わ
れ
る
が
、
寺
社
衆
、
医
師
等
の
御
礼
、
奔
謁
が

行
な
わ
れ
る
の
が
特
色
で
、
そ
の
例
を
二
、
三
し
め
す
と

「
於
夜
居
間
熊
野
本
宮
尾
崎
坊
札
巻
数
井
樽
肴
矢
根
百
本
献
上
井
医
師
ノ
嗣
子
於
間
所
諸
士
及
嗣
子
界
謁
ノ
輩
六
十
七
人
其
外
乱
舞
方

井
諸
職
人
奉
伏
謁
」

「
御
出
ノ
刻
客
之
間
向
座
鋪
栗
原
郡
三
迫
岩
箇
崎
黄
金
寺
牡
鹿
郡
門
腋
普
請
寺
各

一
束

一
柄
前

二
置
入
院
ノ
御
細
」

「
蓋
表

二
御
出
於
夜
居
間
鈴
木
道
竹
継
ロ
ノ
御
細
」

ま
た
饗
応
の
場
合
も

「
奥
方
安
鎮
龍
宝
寺
執
行
因
テ
於
連
歌
間
料
理
締
饗
応
役
和
田
織
部
於
夜
居
間
六
供
僧

二
料

理
締

フ
賜

和
」
、

「
公
新
造
ノ
御
座
間
二
御
出
電
安
鎮
御
奔
畢
テ
…
…
於
連
歌
間
龍
宝
寺

二
料
理
フ
賜
フ
中
嶋
伊
勢
展
待
於
夜
居
間
六
供
ノ
僧

二
賜
之
高
平

⑩

彦
兵
衛
展
待
」
。
即
ち
安
鎮
の
寺
院
が
連
歌
間
で
、
六
供
の
僧
が
夜
居
之
間
で
と
区
別
し
て
料
理
を
う
け
る
。
連
歌
間
よ
り

一
段
と
低
位

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た

「
於
夜
居
之
間
進
物
役
人
井

二
鷹
師
両
人
二
料
理
及
ヒ
白
銀
フ
賜
熟
」
、

「
進
物
副
役
人
加
藤
左
助

二
於
夜
居

間
料
理
フ
賜
フ
」
と
あ
っ
て
、
進
物
役
人
に
対
す
る
御
馳
走
が
夜
居
之
間
で
行
な
わ
れ
る
。
図
で
み
る
如
く
、
夜
居
之
間
に
隣
接
し
て
進

物
部
屋
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
進
物
役
の
役
所
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
使
用
例
が
夜
居
之
間
で
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

書
院
の
裏
に
あ
る
書
院
勝
手
座
敷
は

「
書
院
勝
手
ノ
間
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
書
院
裏
座
敷
と
あ
る
場
合
、
こ
＼
を
指
す
の
か
、
あ
る
い

は
書
院
北
側
の
縁
通
り
の
部
を
云
う
の
か
明
確
で
な
い
。

書
院
勝
手
で
は
儀
式
、
饗
銀
の
例
が
み
ら
れ
ず
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
知
り
難
い
。
書
院
が
破
却
消
失
し
て
か
ら
は
こ
＼
を
元
書
院
と

称
し
て
お
り
、
文
化
の
二
丸
燒
失
後
も
依
然
と
し
て
元
書
院
と
呼
ん
で
い
る
が
、
宇
義
の
示
す
ま
ゝ
元
の
書
院
と
み
る
の
は
誤
り
で
、
実

は
元
の
書
院
勝
手
に
当
る
の
で
あ
る
。

「
書
院

二
御
出
ノ
序
御
座
問
次
ノ
席
渋
川
助
大
夫
富
田
二
左
衛
門
各
嗣
子
書
院
勝
手
ノ
間
小
性
組
右
筆
ノ
嗣
子
七
人
各
太
刀
馬
代
フ
献
ン

仙

台

城

の

建

築
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界
謁
」
と
、
小
姓
組
、
右
筆
の
嗣
子
等
の
奔
謁
が
こ
＼
で
行
な
わ
れ
る
が
、　
一
般
に
は

「‐書
院
勝
手
座
敷

二
於
テ
品
川
小
性
組
斉
藤
作
右

衛
門
子
十
三
郎
…
…
家
督
ノ
御
礼
」
の
よ
う
に
品
川
小
姓
組

（綱
宗
隠
居
の
品
川
屋
敷
付
き
の
小
姓
組
）
の
嗣
子
の
家
督
お
よ
び
初
め
て

の
御
礼
等
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
異
で
あ
る
。

虎
之
間
、
中
之
間
、
次
之
間
、
廣
間
は
と
も
に
遠
侍
系
統
の
部
屋
で
、
大
番
士
の
番
所
四
間
を
構
成
す
る
。
例
え
ば
比
較
的
早
い
時
期

の
正
保
元
年
十
月
十
三
日

「
此
日
大
番
組
井
嫡
子
ノ
輩
及
ヒ
御
用
人
小
人
組
不
断
組
鷹
師
組
御
番
所
前
縁
頼

二
於
テ
御
通
リ
エ
御
目
見
」
、

同
年
十
月
十
四
日

「
此
日
御
本
丸
博
多
間

二
於
テ
御
祝
儀
饗
宴
ア
リ
…
…
二
九
御
番
所
前
縁
類

二
於
テ
給
主
組
名
懸
組
御
通
り
御
目
見
」

に
あ
る

「
番
所
」
と
は
こ
れ
ら
の
諸
部
屋
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
延
宝
三
年

「
御
帰
城
ノ
節
於
虎
之
間
武
頭
熊
谷
平
左
衛
門
直
治
…
…
弄
謁
江
戸
勤
番
罷
下
り
御
入
國
御
礼
同
所
縁
類

二
於
テ
相
州
大
山
寺
繁
昌
坊

夜
居
問
平
井
松
庵
山
元

一
雲
正
木
玄
興
客
之
間
下
座
常
州
龍
箇
崎
大
統
寺
虎
之
間
押
込
猿
楽
春
藤
源
七
幸
清
六
…
…
此
余
中
之
間
次
之

間
廣
間
等
ノ
縁
類

二
京
都
江
戸
ノ
市
人
或
ハ
エ
人
等
御
入
國
フ
賀
ン
奉
り
罷
下
各
献
物
奉
伏
謁
」

ま
た
同
年
十
二
月
二
十
六
日

「
書
院
勝
手
ノ
ニ
座
敷
於
テ
品
川
小
性
組
ノ
嗣
子

一
人
虎
之
間
武
頭
及
ビ
役
人
等
八
人
役
人
井
番
士
ノ
嗣
子
七
人
中
之
間
番
士
四
人
嗣

子
二
人
中
之
間
縁
頼
通
り
番
外
士
十
二
人
嗣
子

一
人
次
之
間
六
人
嗣
子
三
人
廣
間
八
人
嗣
子
七
人
各
太
刀
馬
代
献
上
昇
謁
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
＼
で
は
藩
主
の
外
出
及
び
帰
邸
の
際
の
、
通
り
目
見
や
立
礼
の
行
な
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
番
士
及
び
そ
の
嗣

子
は

一
般
に
そ
れ
ぞ
れ
の
器
所
で
、
武
頭
、
役
人
等
は
特
に
虎
之
間
に
於
て
、
ま
た
各
番
所
の
縁
通
り
で
番
外
士
、
小
人
組
、
不
断
組
、

鷹
師
組
、
給
主
組
、
名
懸
組
等
の
組
士
、
更
に
は
市
人
、
工
人
等
に
至
る
ま
で
斉
謁
す
る
。
市
人
、
工
人
等
い
わ
ゆ
る
凡
下
の
衆
は
伏
謁

と
い
う
形
を
と
る
。

と
ら
の
　
ま
む
か
い
ざ
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔Ｍ

虎
之
間
向
い
の
押
込
み
は
虎
之
間
向
座
敷
と
も
云
わ
れ
、　
一
門
衆
の
使
者
の
伏
謁
や
、
医
師
、
猿
楽
師
等
の
弄
謁
の
例
が
多
い
。

番
所
は
藩
主
の
出
入
の
際
必
ず
通
る
の
で
、
そ
の
際
の
斉
謁
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
ま
た
種
々
の
祝
儀
時
に
料
理
を
賜
る

場
所

と
も

な



用

　

之

　

間

る

。
高
治
二
年
五
月
十
五
日
の
綱
宗
入
國
の
祝
儀
は
書
院
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
料
理
が
、
燒
火
間
で
奉
行
衆
、
小
姓
衆
之
間
で
小
姓
組
、
物
書

部
屋
で
右
筆
、
茶
道
衆
、
台
所
番
頭
、
妨
主
頭
、
そ
し
て
虎
之
間
で
は
大
番
組
、
腰
物
奉
行
、
手
水
番
、
薬
込
、
定
供
、
小
道
具
役
衆
、

廣
間
で
は
台
所
衆
、
歩
行
衆
、
鷹
師
衆
が
賜
っ
て
い
る
。

笈
臣
饗
応
に
虎
之
間
、
廣
間
等
の
番
所
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
最
も
低
位
の
使
わ
れ
方
で
あ
る
と
考
え
る
。

用
之
間
は
絵
図
上
で
は
そ
の
位
置
が
判
然
と
し
な
い
が
名
称
は
す
で
に
早
く
か
ら
み
ら
れ
、
寛
永
以
来
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
用
例
は
治
家
記
録
に
よ
れ
ば
正
保
二
年
よ
り
み
ら
れ
る
。

「
朝
御
奔
領
ノ
鶴
御
披
御

一
門
中
ハ
響
院

一
家

一
族
ノ
族
ハ
小
庚
間
御

家
老
及
ビ
番
頭
御
相
伴
ノ
輩

ハ
御
談
合
ノ
間
燒
火
ノ
間
廊
下
惣
士
ハ
御
用
ノ
間

二
於
テ
御
料
理
」
を
賜
わ
る
。
そ
の
使
用

内
容

か
ら
み

て
、
書
院
、
小
廣
間
、
談
合
ノ
間
、
燒
火
間
よ
り
下
位
の
部
屋
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
さ
き
の
虎
之
間
、
廣
間
等
番
所
の
使
用
に
類

似
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
談
合
ノ
間
な
る
呼
称
は
後
に
み
ら
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
伺
公
間
の
こ
と
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

元
禄
元
年
の
初
卯
の
と
き

「
伊
達
脂
監
殿
大
蔵
殿
」
等
の
一
門
衆
は
対
面
所
の
下
之
間
で
、　
一‐日
野
鉄
船
佐
藤
七
之
巨
」
等
の
近
習
は
御

次

（御
座
間
の
次
之
間
な
ら
ん
）
で
、　
一‐小
性
組
右
筆
茶
道
ノ
輩
」
は
大
所
で
具
足
餅
と
酒
を
頂
戴
し
、
そ
の
時
に
用
之
間
の
上
ノ
間
で

「
定
供
大
番
組
番
外
同
朋
頭
」
が
、
用
之
間
の
中
ノ
間
で

「
徒
組
頭
組
付
士
大
所
人
坊
主
組
頭
同
朋
坊
主
馬
方
」
が
、
用
之
間
の
下
ノ
間

で

「
足
軽
小
人
諸
職
人
馬
販
駕
籠
ノ
者
等
」
が
そ
れ
ぞ
れ
具
足
餅
と
酒
を
享
さ
れ
た
。

つ
ま
り
用
之
間
は
上
、
中
、
下
の
三
間
よ
り
成
り
、
大
番
士
以
下
の
饗
応
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

元
禄
三
年
九
月
、
日
光
普
請
成
就
の
賀
儀
の
と
き
は
数
日
間
に
わ
た
っ
て
宴
席
が
設
け
ら
れ
諸
士
に
御
馳
走
が
給
さ
れ
た
が
、
用
之
間
で

は
ま
ず

「
大
番
組
井
次
医
師
」
、
つ
い
で

「
江
戸
番
組
留
守
番
組
定
供
出
入
司
以
下
評
定
所
役
人
ノ
嫡
子
大
番
組
六
番
ヨ
リ
十
番

迄
」

⑩

「
諸
色
小
奉
行
二
十
四
人
番
入
大
番
組
歩
小
性
組
共
二
七
十
人
」

「
諸
組
士
番
外
二
百
七
十
二
人
」
に
そ
れ
ぞ
れ
料
理
が
与
え
ら
れ
た
。

元
禄
四
年
初
卯
の
時
も
元
禄
元
年
の
場
合
と
同
様
で
、
用
之
間
の
上
座
敷
で
は
詰
合
の
奉
行
見
習
、
定
供
、
大
番
組
、
諸
役
人
、
同
朋
頭

仙

台

城

の

建

築
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台
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が
、
中
座
敷
で
は
番
外
、
徒
組
、
諸
組
付
、
大
所
人
、
坊
主
組
頭
、
同
朋
、
坊
主
、
馬
乗
が
、
下
座
敷
で
は
足
軽
、
小
人
、
諸
職
人
、
路

次
之
輩
、
馬
取
、
駕
籠
之
輩
が
具
足
餅
を
頂
戴
し
て
い
る
。

元
禄
六
年

一
月
二
十
五
日
、
伊
達
安
藝
を
饗
し
能
興
行
を
催
し
た
と
き
は

「
大
組
番
ノ
輩
井
奴
督
於
用
之
間
上
料
理
諦
組
付
ノ
輩
番
外
大

番
組
ノ
弟
次
男
等
於
同
所
下
間
諦
賜
之
」
と
、
即
ち
料
理
の
場
所
と
し
て
は
常
に
大
番
組
以
下
の
衆
に
用
い
ら
れ
、
燒
火
間
、
伺
公
間
、

客
之
間
等
よ
り
低
位
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

御
座
間
は
藩
主
の
表
の
居
間
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
使
者
や
家
臣
が
奔
謁
し
、
諸
種
の
役
職
を
直
接
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
そ
れ

に
対
す
る
御
礼
を
行
う
と
と
も
に
、
元
日
、
月
次
、
政
治
始
め
、
讀
書
始
め
、
玄
猪
、
歌
会
始
め
、
等
々
の
年
中
恒
例
儀
式
の
際
に
ま
ず

連
枝
、
近
習
と
共
に
こ
＼
で
祝
儀
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
′゙
ヽ
の
座
敷
に
出
座
す
る
慣
し
で
あ
る
。

そ
し
て
節
分
、
月
見
宴
、
誕
生
祝
い
、
あ
る
い
は
能
興
行
、
帰
國
祝
い
に
際
し
て
の
諸
祝
儀
も
い
ず
れ
も
御
座
間
で
と
り
行

な
わ
れ

る

が
、
こ
れ
ら
祝
儀
に
は
食
鎖
が
伴
い
、
連
枝
、
奉
行
、
近
習
等
が
侍
食
に
加
わ
る
の
が
常
で
あ
る
。

諸
所
か
ら
贈
ら
れ
た
り
、
諸
所
へ
献
上
し
た
り
す
る
重
回
切
の
茶
開
き
、
重
陽
内
書
の
弄
覧
、
諸
寺
院
、
父
母
、
端
方
等
よ
り
の
守
護
札

を
頂
戴
し
、
初
卯
の
聖
像
斉
礼
、
さ
ら
に
は
仕
舞
等
も
ま
た
こ
の
御
座
間
で
行
な
わ
れ
た
。
儀
式
、
婚
礼
、
法
事
、
能
興
行
そ
の
他
諸
種

の
行
事
が
調
済
し
た
時
に
、
連
枝
、
奉
行
が
そ
の
賀
詞
を
の
べ
る
の
も
御
座
間
で
あ
る
。

家
老
衆

（奉
行
衆
）
は
し
ば
′
＼
御
座
間
に
呼
ば
れ
て
高
般
の
相
談
を
う
け
る
。

表
に
出
る
時
、
表
よ
り
入
る
時
、
家
老
並
、
近
習
、
近
習
医
等
の
嗣
子
が
、
あ
る
い
は
御
座
間
縁
側
で
、
あ
る
い
は
御
座
間
の
次
之
間
、

寄
場
で
弄
謁
し
て
諸
種
の
御
礼
を
行
な
っ
脚
。

田
村
右
京
大
夫
、
鉄
牛
和
肖
の
よ
う
な
人
は
御
座
間
に
請
じ
入
れ
ら
れ
て
接
見
し
、
饗
応
を
う
け
て
い
る
。　
一
般
に
客
人
の
来
訪
す
る
機

会
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
種
の
客
人
は
本
来
書
院
に
お
い
て
饗
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
右
の
例
は
い
ず
れ
も
書
院
の
な
く
な
っ
て
い

る
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。　
一
門
衆
子
息
の
元
服
名
界
受
の
儀
、
聖
像
奔
礼
な
ど
も
従
来
は
書
院
で
行
な
わ
れ
て
い
た



馬

場

座

敷

の
が
、
御
座
間
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
、
書
院
消
失
と
共
に
書
院
機
能
が
御
座
間

へ
一
部
移
行
し
た
も
の

か
と
解
さ
れ
る
。

表
に
お
け
る
藩
主
の
就
寝
、
休
息
の
た
め
に
は
別
に
寝
所
、
休
息
所
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
い
わ
ば
私
室
に
相
当
し
、
そ
こ
か
ら
毎
日
御
座

間
に
出
座
す
る
の
で
あ
り
、
御
座
間
は
純
粋
に
私
的
な
部
屋
で
は
な
く
、
公
的
な
性
質
を
も
持

つ
の
で
あ
る
。

小
広
間
脇
の
馬
場
座
敷
は
規
模
は
小
さ
い
が
、
上
、
下
三
間
よ
り
成
る
。
寛
永
代
二
丸
造
営
の
当
初
に
は
そ
の
名
は
未
だ
見
え
て
い
な

す
で
に
述
べ
た
如
く
、
治
家
記
録
に
よ
れ
ば
書
院
の
語
及
び
用
例
は
天
和
二
年
頃
よ
り
み
ら
れ
な
く
な
り
、
逆
に
馬
場
座
敷
は
天
和
元
年

頃
よ
り
現
わ
れ
て
く
る
の
で
、
書
院
の
消
失
と
馬
場
の
出
現
、
馬
場
座
敷
の
呼
称
の
確
立
と
は
互
に
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え

ら

れ

る
。
天
和
元
年
九
月
二
十
七
日
、
綱
村
妹
夏
姫
婚
儀
が
馬
場
座
敷
で
行
な
わ
れ
、　
一‐夏
姫
御
方
今
日
伊
達
安
房
殿

へ
婚
礼

二
就
テ
伊
達
籍

監
殿
屋
敷

ヨ
リ
登
城
塀
地
門

ヨ
リ
馬
場
座
敷

二
入
ラ
セ
ラ
レ
御
祝
儀
ア
リ
…
…
夏
姫
御
方
客
之
間
重
縁
際

ョ
リ
乗
興
玄
関

へ
徒
組
昇
之
式

蔓

へ
…
…
」
と
の
記
事
が
見
え
る
が
、
馬
場
座
敷

へ
塀
地
門
を
経
て
入
っ
て
い
る
。

馬
場
座
敷
の
呼
称
の
生
ず
る
所
以
は
、
馬
場
に
お
け
る
馬
術
の
閲
覧
が
こ
の
座
敷
の
主
目
的
と
な
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

と
考

え

る

脚
、
実
際
は
種
々
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
籍
軍
家

へ
の
献
上
の
茶
の
試
即
、
近
臣
に
対
し
て
の
茶
の
饗
騨
、
家
臣
よ
り
の
茶
の
奉

饗
知
茶
事
に
関
す
る
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。

元
禄
初
年
二
九
の
大
改
造
後
は
新
築
の
数
寄
屋
、
国
等
に
専
ら
茶
事
が
移

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
こ
の
よ
う
な
例
が
な
く
な
る
。
御
座
間

⑩

の
国
の
普
請
中
は
藩
主
は
こ
＼
を
居
間
の
如
く
に
使
用
し
て
い
る
。

「
於
馬
御
覧
所
晩
於
脂
監
殿
侍
食
」
、

「
巴
刻
表

二
御
出
詰
所
ア
ル
諸
役
人
拝
謁
能
興
行
…
…
於
馬
場
座
舗
公
湯
漬
上
之
於
連
歌
間
御

一

門
衆
家
老
衆

へ
後
段
等
出
」
、

「
直

二
馬
場
座
敷

三
入
セ
ラ
ン
晩
飛
於
外
舞
蔓
慰
能
三
番
」
等
馬
場
座
敷
は
藩
主
の
食
膳
の
場
と
も
な
っ

御

た
し
、
「
将
監
殿
若
狭
殿
数
馬
殿
助
三
郎
殿
田
手
亥
之
助
殿
砂
金
臨
吉
亘
理
孫
吉

へ
御
能
拝
見
命
セ
ラ
ン
於
馬
場
座
敷
料
理
議
フ
賜
フ
」
、

仙

台

城

の

建

築



仙

台

城

の

建

築

「
能
始
メ
ア
リ
御

一
門
衆
及
在
府
ノ

一
家

一
族
衆
以
奉
書
登
城
見
物
詰
所
ア
ル
役
人
井
大
番
組
ノ
輩

二
拝
見
命
セ
ラ
ノレ
…
…
於
馬
場
座
鋪

御

一
門
衆
於
連
歌
間

一
友

一
族
衆
於
元
燒
火
間
家
老
衆
大
町
備
前
茂
庭
下
野
奥
山
長
十
郎
古
内
源
吉
料
理
締
フ
賜
刻

」
と
あ
る
よ
う
に
、

一
門
衆
に
対
し
こ
＼
で
料
理
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
慕
府
の
奥
州
馬
買
衆
に
料
理
を
享
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

藩
主
の
食
銀
と
い
＼
、
幕
府
の
役
人
に
対
す
る
馳
走
と
い
＼
、
は
た
よ
た
上
級
家
士
に
対
す
る
饗
応
と
い
ｋ
、
能
興
行
と
と
も
に
こ
の
座

敷
が
利
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
書
院
に
類
似
し
た
性
格
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
庚
間
前
に
表
の
能
舞
台
が
あ
り
、
小

庚
間
脇
に
馬
場
座
敷
が
あ
り
、
互
い
に
近
接
し
た
位
置
に
あ
る
た
め
に
も
よ
ろ
う
が
、
小
廣
間
の
奥
に
あ
っ
た
書
院
が
失
わ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
役
割
を

一
部
こ
の
馬
場
座
敷
が
受
け
つ
い
だ
も
の
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

客
之
間
、
燒
火
之
間

（
元
）
、
連
歌
間

（
伺
公
間
）
、
そ
し
て
新
設
の
馬
場
座
敷
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
部
屋
は
と
も
に
上
、
下
の
二

部
屋
よ
り
な
り
、
あ
る
い
は
床
の
間
を
備
え
て
い
て
、
形
の
上
か
ら
他
の
諸
部
屋
に
較
べ
て
上
位
の
部
屋
た
る
こ
と
を
思
わ
せ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
諸
部
屋
に
は
藩
主
が
直
接
出
座
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
他
の
部
屋
に
は
全
く
そ
の
例
が
な
く
、
そ
の
違
い
は
用
途
の
上

か
ら
も
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、　
一
見
復
雑
に
見
え
る
三
丸
の
殿
舎
も
、
個
々
の
建
物
の
間
取
り
構
成
は
上

。
下
の
関
係
を
強
調
し
て
表
現
さ
れ
、
主
要
建
築
相

互
は
階
段
的
に
曲
折
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
が
同
じ
く
線
的
な
繁
が
り
を
基
調
と
す
る
。
ま
た
諸
建
築
な
い
し
諸
部
屋
の
用
い
ら
れ
方
を

み
る
と
儀
式
、
対
面
、
饗
応
等
殆
ん
ど
藩
主
と
そ
の
家
臣
に
よ
っ
て
と
り
行
な
わ
れ
、
城
舘
に
お
け
る
諸
行
為
の
主
軸
と
な
っ
て
い
る
。

三
丸
殿
舎
の
構
成
も
個
々
の
建
築
の
間
取
り
も
全
く
こ
の
関
係
を
も
とヽ
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
元
禄
の
改
造
は
こ
れ
を
建
築
の
上
で

更
に
充
実
し
、
明
確
に
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

君
臣
間
の
御
礼
と
い
う
行
為
を
中
心
と
し
て
み
た
と
き
、
家
臣
の
身
分
、
格
式
、
役
柄
の
、
上
位
か
ら
下
位
に
応
じ
て
、
個
々
の
部
屋
、

建
物
に
お
け
る
御
礼
の
時
間
的
順
位
、
御
礼
形
式
の
軽
重
、
礼
席
の
上
下
は
勿
論
の
こ
と
、
行
為
の
場
所
自
体
も
、
御
座
間

↓

内

対

面

所
↓
小
廣
間
の
順
に
、
位
置
で
い
う
な
ら
内
か
ら
表

へ
の
順
に
段
階
的
に
秩
序
化
さ
れ
て
来
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
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肯
山
公
治
家
記
録
　
天
和

一
・
七

・
三
二

「辰
上
刻
御
対
面
所

二
御
出
御

一
門

一
家

一
族
衆
フ
饗
セ
ラ
″
小
療
間
上
ノ
間
ヨ
リ
下
ノ
間

二
至
り
両
類

二
着
座
一一蔀
紺
顛
柿
臨
能
七
番
…
…
」

こ
ゝ
で
云
う
上
ノ
間
、
下
プ
間
と
は
小
廣
間
上
段
、
次
之
間

（下
段
）
、
三
之
間
と
あ
る
次
之
間
、
三
之
間
を
指
す

例
え
ば
同
天
和

一
。
九

・
二
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

「
伊
達
安
房
殿
登
城
…
…
於
御
対
面
所
拝
謁
太
刀

一
腰

一
匹
譲
時
服
十
領
三
縫
二
荷
献
上
英
斗
出
…
…
安
房
殿
退
出
ノ
節
小
廣
間
上
卜
下
イ
聞
仕
切
際

マ
テ
公
御
出
修
理
伊

賀
長
門
山
城
玄
関
薄
縁

二
出
」

即
ち
小
廣
間
次
之
間

（下
段
）
に
於
て
拝
謁
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
を
特
に
対
面
所
と
し
て
い
る
。

同
元
禄
七

。
一
〇

。
一

輝
宗
代

（天
正

一
二
年
）
、
政
宗
代

（天
正

一
六
年
）
、
綱
村
代

（天
和
二
年
）
の
正
月
行
事
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
に
殆
ん
ど
変
化
が
な
く
、
伊
達
家
に
お
け

る
古
く
か
ら
の
恒
例
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

（天
正

一
二
年

一
二
月
「
正
月
仕
置
之
事
」
、
貞
山
公
治
家
記
録
、
肯
山
公
治
家
記
録
に
よ
る
）
。

正

月

恒

例

行

事

の

比

較

日
　

一　
輝
宗
代

（天
正

一
二
年
）

一　
政
宗
代

（天
正

一
臥
降
時

一　
綱
村
代

（天
和
二
年
）

障
螺
吹
始

・
鉄
胞
撃
始

野
始

連
歌

心
経
会

談
合
始

乱
舞
始

繊
法

法
問

護
摩

議
摩
結
腰

例
え
ば
肯
山
公
治
家
記
録

同

仙

　

台

　

城

天
和
二
。
一
。
一
四

貞
事
二
・
一
〇
・
二
四
、
元
禄
三
。
一
〇

・
六

の
　

建

　

築

買
始

。
書
始

野
始

連
歌

心
経
会

談
合
始

乱
舞
始

・
謡
始

繊
法

き
う
所
は
じ
め

護
摩

護
摩
結
願

野
始

連
歌

心
経
会

政
治
始

謡
始

繊
法

法
問

護
摩

護
摩
結
願
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同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
二
・
一
。
一
四
、
貞
享

一
。
一
。
一
四
、
元
禄

一
。
一
。
一
四
、
元
禄
四

。
一
。
一
四

講
釈
始
は
以
前
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
日
時
は
未
だ

一
月
に
恒
例
化
し
て
い
な
い
し
、
場
所
も
御
座
間
で
行
な
わ
れ
、
後
の
よ
う
に
内
対
面
所
に
固
定
化
し
て
い
な

か
っ
た
。
例
え
ば
元
禄
三
年
に
は
十

一
月
六
日
、
元
禄
四
年
に
は
四
月
二
日
に
、
御
座
間
も
し
く
は
新
御
座
間
で
講
釈
始
の
儀
が
行
な
わ
れ
た
。
よ
り
古
い
例
は
見
当
ら
ぬ
ｏ

義
山
公
治
家
記
録
　
寛
永

一
七

。
二

・
七
、
寛
永

一
八

・
一
一
・
五
、
寛
永
二
〇

・
一
〇

・
一
五
、
正
保
二

。
一
〇

・
三
一
、
正
保
四

。
一
二

。
一
、
慶
安
二

。
一
二
・
三

同
　
　
　
　
　
　
　
正
保
二

・
一
〇

・
三
六

肯
山
公
治
宍
記
録
　
延
宝
三
年
の
條

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
五

・
一
二

・
二
三
、
天
和
二

・
三

。
一
九
、
天
和
三

・
三

・
三
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
三

。
二
三

同
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
〇

・
一
二

一五

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
一
・
八

・
三

同
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
一
・
八

・
二
七

肯
山
公
治
家
記
録
中
に
も
頻
繁
に
み
ら
れ
る

義
山
公
治
家
記
録
　
正
保
四

・
六

。
一
六

雄
山
公
治
家
記
録
　
萬
治
二

・
五

。
一
五

肯
山
公
治
家
記
録
　
貞
享
四

・
五

・
二
七

同
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

。
九

・
三

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
五

・
九

・
二
九

「
燒
火
間

二
御
出
御
献
上
ノ
初
簿
御
覧
又
於
元
燒
火
間
御
献
上
ノ
鷹
御
覧
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
九

・
七

・
七

同
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
・
二

・
〓

一

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

上
二

・
一
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

。
四

。
一
一

「
於
新
宅
饗
撰
症
鮒
吸
物
肴
各
御
盃
フ
賜
ヒ
返
上
公
於
燒
火
間
御
銀
侍
食
佐
藤
七
之
丞
畢
テ
遠
藤
内
匠
津
国
民
部
佐
々
豊
前
富
田
壱
岐
遠
山
藤
帯
刀
富
塚
長
門

二
撰
フ
賜
フ

醐
蜘
於
元
焼
代
間
日
野
鉄
船
若
老
及
若
老
並
…
…
二
御
銀
ノ
餃
ヲ
賜
フ
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
五

・
八

・
三
二

同
右
　
即
ち

「
一
、
若
年
寄
衆
木
焼
天
間
上
ノ
間

工
可
罷
在
事

一
、
本
燒
火
之
間
下
之
間

二
出
入
司
御
納
戸
奉
行
御
日
付
可
罷
在
事
」

な
お
同
元
禄

一
一
・
八

・
二
七
に
も
元
燒
火
間
上
間
、
下
間
の
語
が
見
え
る
。

寛
永
の
引
証
記
中
に
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
み
え
な
い
。
ま
た
前
掲
二
丸
指
図
中

（図
版
９．
）
に
は
こ
の
部
の
間
取
り
は
示
さ
れ
て
い
る
が
名
称
が
欠
け
て
い
る
。
こ
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の
指
図
作
成
当
時
未
だ
こ
の
座
敷
の
正
式
名
が
明
確
に
定

っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
創
建
期
に
は
存
在
せ
ず
、
後
に
附
加
さ
れ
た
座
敷
で
あ
る
と
想

像
さ
れ
る
。
延
宝
三
年
に
は
す
で
に
連
歌
ノ
間
の
用
例
が
み
え
る
。

延
宝
年
間
連
歌
間
、
伺
公
間
の
両
呼
称
を
持

っ
て
い
て
両
者
間
に
と
く
に
差
果
は
な
い
。

肯
山
公
治
家
記
録
　
延
宝
六

・
三

・
二

一

「
父
君
ノ
御
使
者
小
荒
井
伊
右
衛
門
伺
公
間
下
ノ
間

二
於
テ
料
理
フ
賜
フ
」

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
五

・
六

。
一

「
御

一
門

一
家
準

一
家

一
族
衆
小
廣
問
次
ノ
間
片
倉
小
十
郎
宿
老
小
廣
間
裏
座
敷
御
奉
行
連
歌
間
各
詰
所
ヲ
命
セ
ラ
ル
」

例
え
ば
青
山
公
治
家
記
録
延
宝
四

・
一
・
六
、
貞
享

一
。
一
・
七
、
元
禄

一
。
一
・
七
、
元
禄
四

。
一
・
七
、
元
禄
六

。
一
・
七
、
元
禄

一
〇

。
一
・
七
、
元
禄

一
四

・

一
・
七
等
。
正
月
の
七
日
に
行
わ
れ
る
の
が

一
般
で
あ
っ
た
。

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
四

。
一
・
六

「
御
嘉
例
連
歌
ア
リ
…
…
御
連
衆

二
於
連
歌
間
料
理
ヲ
賜
フ
」

同
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
三

。
一
二

・
二
七

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
六

。
一
。
一
九

例
え
ば
同
延
宝
四

。
二
・
一
二令
「
今
朝
御
出
ノ
時
連
歌
之
間
廊
下

二
於
テ
瀬
川
伊
織
家
督
御
礼
」

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
七

・
五

・
一
三

「
伺
公
間
上
ノ
間

二
於
テ
古
内
造
酒
祐
養
子
左
大
夫
太
刀
目
録
献
上
舞
謁
」

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
二

・
三

。
一
一
「
連
歌
間
廊
下
大
所
人
…
…
各
新

二
徴
出
サ
ル
御
礼
目
録
献
上
舞
謁
」

元
禄
以
前
は
家
老

（奉
行
）
の
詰
所
で
も
あ
り

（註
⑬
参
照
）
、
従

っ
て

「
奉
行
ノ
間
」
と
も
称
さ
れ
た

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和

一
。
九

。
一
三

「
奉
行
ノ
間
廊
下

二
於
テ
大
所
人
久
保
田
甚
之
丞
継
目
御
礼
舞
謁
」

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
七

・
八

・
八

「
覺
範
寺
御
名
代
帰
遠
藤
山
城
於
伺
候
間
身
謁
」

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和

一
・
五

・
一

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
三

。
一
〇

。
一
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

・
九

。
一
八

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
五

ｏ
六

。
一
（註
⑬
参
照
）

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
七

・
八

・
八

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
七

・
一
〇

・
八

同
　
　
　
　
　
　
　
一万
禄
五

・
八

・
三
二

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
五

。
九

。
一
三

同
　
　
　
　
　
　
　
一正
禄

一
一
。
八

・
三

「
水
戸
宰
相
殿
少
篤
殿
ヨ
リ
八
重
姫
君
御
入
輿
調
済
賀
儀
ノ
使
者
安
藤
弥
左
衛
門
登
城
式
重

二
大
町
清
九
郎
若
年
寄
大
番
頭
申
次
役
中
之
間
上
縁
娘
通

二
奉
行
衆
出
客
之
間

二
香
曽
我
部
庄
兵
衛
案
内
ス
申
下
刻
御
対
面
所

二
御
出
膜
下
段

二
御
着
座
…
…
」

仙

台

城

の

建

築
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城

建

　

築

同
　
　
　
　
　
　
　
一万
禄
四

。
二

。
一
一

同
　
　
　
　
　
　
　
貞
事

一
。
一
。
六

「
御
野
始
ノ
雉
於
客
間
惣
武
頭
中

二
料
理
フ
賜
フ
如
例
」

同
　
　
一　
　
　
　
元
禄

一
〇

・
一
二
一五

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
二

・
二
・
六

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
二

・
八

寛
文
元
年
及
び
五
年
の
元
日
儀
式
に
関
し
客
間
縁
側
よ
り
廣
間
に
至
っ
て
、
同
許
の
一
永

。
一
族

・
着
座
の
輩
の
使
者
の
御
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
る

（肯
山
公
治
家
記
録
に

よ
る
）

前
掲
拙
稿

「寛
支
度
伊
達
家
江
戸
愛
宕
下
上
屋
敷
に
つ
い
て
」

拙
稿

「
伊
達
家
の
明
歴
大
火
以
前
の
桜
田
上
屋
敷
」

（未
発
表
）

肯
山
公
治
赤
記
録
　
延
宝
三

・
一
一
・
一
四

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
一
・
九

・
三
二

肯
山
公
、
徹
山
公
治
寡
記
録

同
元
禄
三

。
一
二

。
一
〓
一、
元
禄
三

。
一
二

・
一
六
、
元
禄
三

。
一
二
・
一
八
、
元
禄
三

・
一
二

・
二
七
、
元
禄
四

。
一
。
二
八
、
元
禄
四

・
五

・
三
等

例
え
ば
元
禄
三

。
一
二

。
二
三

「
於
虎
之
間
押
込
石
川
大
和
殿
使
者
木
宮
惣
右
衛
門
伊
達
安
房
殿
使
者
加
藤
忠
右
衛
門
伊
達
安
藝
殿
使
者
千
石
伝
兵
衛
伊
達
卯
之
助
殿
使
者

高
橋
弥
次
右
衛
門
伊
達
弾
正
殿
使
者
相
田
新
四
郎
三
沢
左
京
殿
使
者
鈴
木
喜
八
郎
伏
謁
右
帯
刀
奉
行
職
命
セ
ラ
レ
内
藤
壱
岐
月
番
加
判
免
許
セ
ラ
ル
ニ
就
キ
使
者
進

上
ナ

リ
」

元
禄
四

・
五

・
三

「申
上
刻
御
帰
於
虎
之
間
向
押
込
安
房
殿
清
冒
院
殿
使
者
伏
謁
」

前
掲
延
宝
三

・
一
〇

・
二

一
の
条
お
よ
び

元
禄
三

・
九

・
二
六

「於
虎
之
間
向
押
込
高
野
山
観
音
院
使
僧
宝
光
院
扇
子
箱
献
上
舞
謁
日
光
御
普
請
成
就

二
就
キ
御
祈
樗
ノ
札
井
十
帖

一
巻
献
上
」

元
禄
四

。
三

。
一
六

「
於
客
之
間
薬
木
寺
於
夜
居
間
平
泉
中
尊
寺
経
蔵
別
当
名
取
郡
岩
沼
郷
法
常
寺
於
虎
之
間
押
込
天
神
別
当
開
各
十
帖

一
柄
献
上
入
院
ノ
御
礼
」

同
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

。
一
一
二
一七

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
三

。
一
二

・
一

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
七

・
一
一
・
一
八

同 同
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

・
〓

一
二
一七

同
　
　
　
　
　
　
　
一正
禄
四

。
四

。
一

延
宝
三

・
一
〇

・
一
九

元
禄
三

。
一
一
二
一七

延
宝
三

。
一
二

・
一

延
宝
七

・
一
一
・
一
八

延
宝
三

。
一
〇

。
二
一

同
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入
院
御
礼
の
使
用
で
は
、
客
之
間
、
夜
居
間
、
虎
之
間
押
込
と
順
次
表
に
至

っ
て
低
位
の
用
い
ら
れ
方
を
す
る
。

元
禄
六

。
一
・
五

「
於
番
所
向
押
込
小
川
亥
宅
御
礼
阿
蘭
陀
膏
献
上
」

義
山
公
治
家
記
録
　
正
保
二

・
一
〇

・
二
六

肯
山
公
治
家
記
録
　
一万
禄

一
・
二
・
一
二

同
　
　
　
　
　
　
一万
禄
三

・
九

，
一
八
、
元
禄
三

・
九

・
二
五
、
元
禄
三

・
九

・
二
九

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
一
。
一
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

・
一
〇

。
一
八
、
元
禄
三

。
一
一
。
一
、
元
禄

一
三

。
一
〇

・
二
七

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

。
一
二

。
一
五
、
元
禄
三

・
一
二

。
二
三
、
元
禄
三

。
一
二

・
晦

同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
三

。
一
〇

・
二
三
、
廷
宝
三

。
一
二
・
一
、
延
宝
四

。
一
・
二
、
元
禄
三

。
九

・
二
五

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
三
・
二
三
、
元
禄

一
〇

・
一
・
二
五

同
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
・
二
上
ハ

「
於
馬
場
座
敷
馬
御
覧
」

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
六

。
一
五

「
晩
於
馬

！
場
座
鋪
馬
御
覧
」
■
　
　
イ

従

っ
て
元
禄
代
に
入
っ
て
が
ら
は
馬
場
も
施
設
済
み
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。

同
　
　
　
　
　
　
天
和

一
。
一
〇

・
一
〇

「
御
献
上
ノ
茶
御
試
晩
於
馬
場
座
敷
侍
食
伊
達
篤
監
殿
石
川
主
馬
殿
小
盟
川
修
理
黒
木
上
野
」

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
三

。
一
一
・
一
四

「晩
於
馬
場
座
敷
古
内
造
酒
祐
芝
田
文
之
允
鈴
木
謙
安

二
茶
フ
賜
フ
」

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
三

。
一
二
。
一

「
晩
於
馬
場
座
敷
橋
本
虎
林
日
野
鉄
船
渋
川
助
太
夫
福
井
玄
孝

二
茶
フ
賜
フ
」

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
三
。
一
一
。
一
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「
於
馬
場
座
敷
伊
達
左
衛
殿
口
切
ノ
茶
奉
饗
ア
リ
」

同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
三

，
一
一
・
一
八

「晩
於
馬
場
座
敷
柴
口
中
務
茶
フ
饗
シ
奉
ル
」

同
　
　
　
　
　
　
貞
亭

一
・
二
・
時

「
今
晩
於
馬
場
座
舗
遠
藤
内
匠
茶
ヲ
饗
ス
」

同
　
　
　
　
　
　
貞
事
四

・
五

・
二
九

「
御
簾
間
ノ
園
普
請
初
メ
エ
就
テ
馬
場
座
敷
御
出
己
刻
奉
行
衆
御
用
有
之
」

同
　
　
　
　
　
　
貞
事
四

・
六

・
六

ヽ

仙

　

台

　

城

建

　

築
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築

「
…
…
御
帰
城
御
座
間
普
請

号
就
テ
馬
御
覧
所

二
入
セ
ラ
ル
」

青
山
公
治
家
記
録
　
貞
享
四

・
五

・
二
八

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
四

・
四

。
一
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
二
・
二

・
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄
三

・
一
二

。
一
五

同
　
　
　
　
　
　
一死
禄
六

・
一
。
一
九

同
　
　
　
　
　
　
　
貞
享
四

・
八

・
二

一

「
門
奈
助
右
衛
門
殴
諏
訪
邊
喜
右
衛
門
殿
留
別
ト
ン
テ
登
城
…
…
於
御
対
面
所
公
御
接
見
料
理
出
土
器
酬
酢
ア
リ
鑽
ノ
畢
り
茶
フ
饗
セ
ラ
ル
於
馬
御
覧
所
吸
物
菓
子
出
畢
手

帰
舘
」

以
上
概
略
な
が
ら
仙
台
城
本
丸
及
び
二
九
の
建
築
の
配
置
と
構
成
、
個
々
の
間
販
り
と
そ
の
用
い
ら
れ
方
等
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
た
そ

れ
ら
の
変
化
の
実
情
や
そ
の
時
期
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
触
れ
た
積
り
で
あ
る
。

終
り
に
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
、
全
体
を
通
じ
て
の
城
舘
の
変
化
の
方
向
と
も
云
う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
結
び
と
し
た
い
。

戦
國
期
に
よ
う
や
く
生
育
し
つ
＼
あ
っ
た
、
儀
式

・
接
客

・
饗
応
等
の
諸
行
為
に
対
応
す
る
居
舘
の
構
成
法
を
素
地
と
し
て
、
そ
の
上

に
近
世
大
名
と
し
て
の
性
格
を
賦
興
し
な
が
ら
集
大
成
し
た
も
の
が
慶
長
年
間
に
お
け
る
政
宗
の
本
丸
居
舘
の
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
し
か
し
大
廣
間
の
実
現
は
単
に
戦
國

一
大
名
独
自
の
力
の
よ
く
な
し
得
る
こ
と
で
は
な
く
、
秀
吉
を
中
心
と
し
た
営
時
の
中
央

文
化
と
の
接
触
に
よ
る
、
領
國
を
越
え
た
廣
さ
で
の
経
験
の
上
で
始
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

乗
楽
、
伏
見
の
伊
達
邸
に
お
い
て
、
よ
り
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

「
廣
間
」
の
作
事
は
す
で
に
経
験
済
み
で
あ
っ
た
。
機
あ

ら
ば
領
國
に
お
い
て
、
さ
ら
に

「
大
庚
間
」
の
実
現
を
果
し
た
い
、
と
の
強
い
希
望
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

藩
創
業
と
し
て
仙
台
城
の
造
管
に
際
会
す
る
や
、
中
央
の
技
術
の
導
入
の
も
と
に

一
挙
に
こ
＼
に
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

∞ ω 働 898D81



遠
侍
、
台
所
、
そ
し
て
集
約
的
問
販
り
の
大
廣
間
等
だ
け
で
す
で
に
城
舘
の
諸
機
能
を
大
方
合
み
う
る
も
の
で
あ
る
に
も

か

＼
わ

ら

ず
、
別
に
多
く
の
公
的
、
私
的
施
設
を
配
し
た
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
丸
の
大
廣
間
が
、
や
が
て
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
丸
殿
舎
の
主
要
構
成
が
招
来
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
時
点
に

お
い
て
、
単
な
る
実
用
性
を
超
え
て
、
多
分
に
精
神
的
、
感
覚
的
な
効
果
を
大
廣
間
に
求
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

創
業
期
に
お
け
る
大
名
の
権
威
は
、
け
だ
し
視
覺
的
、
造
型
的
手
段
に
よ
っ
て
こ
そ
よ
く
示
し
う
る
。
大
廣
間
は
そ
の
格
好
の
象
徴
と
な

り
得
た
。
実
用
性
の
如
き
は
、
従

っ
て
始
め
か
ら
余
り
重
要
な
意
味
を
も
た
ず
、
二
義
的
に
止
ま
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
。

出
来
上

っ
た
本
丸
の
主
た
る
構
成
は
、
儀
式

・
接
見
を
主
と
す
る
大
廣
間
の
他
に
、
接
客

。
饗
応
に
重
点
の
お
か
れ
て
い
る
博
多
間

・

書
院
、
ま
た
藩
主
の
居
間

・
食
事
の
た
め
の
御
座
間

・
燒
火
間
、
そ
し
て
家
士
の
詰
所

・
番
所
た
る
速
侍
で
あ
る
が
、
な
お
城
塞
と
し
て

の
瞼
峻
、
復
雑
な
立
地
の
も
と
に
多
分
に
閉
鎖
的
な
構
え
を
と
る
。

大
廣
間
の
他
建
築
に
対
す
る
位
置
、
そ
の
規
模
の
圧
倒
的
優
越
性
、
そ
の
間
販
り
に
み
ら
れ
る
集
約
性
、
復
合
性
と
も
併
わ
せ
、
大
廣
間

中
心
の
権
威
主
義
的
、
武
威
主
義
的
傾
向
も
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
＼
に
慶
長
年
代
と
し
て
の
ま
た
限
界
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
批
判
の
上
に
、
よ
り
城
下
と
密
接
な
、
よ
り
開
放
的
な
平
坦
地
を
選
ん
で
計
画
さ
れ
た
の
が
忠
宗
に
よ
る
寛
永
の
二
九
建
築

で
あ
っ
た
。

大
廣
間
は
小
廣
間
と
な
っ
て
規
模
な
ら
び
に
平
面
構
成
を
単
純
化
し
、
遠
侍
と
の
間
に
新
た
に
客
之
間
を
設
け
、
詰
所
部
分
も
拡
大
し
、

従

っ
て
小
庚
間
は
相
対
的
に
位
置
が
後
退
し
、
諸
建
物
個
々
の
規
模
は
平
均
化
さ
れ
、
そ
の
間
取
り
も
平
明
と
な
り
、
建
物
相
互
間
の
連

絡
や
配
置
に
重
点
が
置
か
れ
る
な
ど
、
時
代
の
要
求
に
応
じ
た
実
用
本
位
の
合
理
化
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
大
廣
間
中
心
主
義
の
性
格
は

か
な
り
薄
れ
、
便
利
主
義
に
傾
い
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
表
向
き
の
主
た
る
構
成
は
小
廣
間
、
書
院
、
御
座
間
、
燒
火
間
、
そ
し
て
遠
侍
関
係
諸
部
屋
で
あ
る
こ
と
に
は
依
然
と
し
て

変
化
が
な
く
、
接
客
関
係
に
も
な
お
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

仙

台

城

の

建

築



仙

台

城

心

建

一ぃ築

こ
の
状
態
は
し
ば
ら
く
続
く
が
、
や
が
て
寛
文
事
件
を
経
た
綱
村
の
時
代
に
大
改
造
が
行
な
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
綱
村
の
時
代
は
藩
主
の
絶
体
権
が
強
化
さ
れ
、
藩
制
の
確
立
さ
れ
た
時
代
と
い
わ
れ
、
改
造
計
画
の
行
な
わ
れ
た
前
後
に
は
家
臣
の

幕
紋
の
制
恕
、
大
番
組
の
改
鯛
、　
一
門

・
一
家

。
一
族
衆
大
身
の
在
國
中
の
番
割
、
奉
行
職
以
下
諸
役
人
の
詰
所
の
確
立
、
諸
役
人
子
息

の
奔
謁
所
の
規
定く６，
ヽ
諸
士
番
所
の
格
付
けｔ７ナ
等
、
家
士
に
対
す
る
秩
序
化
に
大
き
な
関
心
と
努
力
が
梯
わ
れ
て
い
る
。

建
築
面
に
お
い
て
は
、
早
く
も
綱
村
初
入
部
の
延
宝
年
代
か
ら
城
舘
の
整
備
、
改
造
が
計
画
さ
れ
、
着
行
に
移
さ
れ
た
。
天
和
、
貞
享
を

経
て
次
第
に
こ
れ
が
進
行
、
実
現
し
て
行
く
が
、
と
く
に
日
光
普
請
が
済
ん
だ
元
禄
初
年
よ
り
本
格
的
工
事
が
進
捗
し
、
そ
し
て
完
了
す

る
の
で
あ
る
。

天
和
頃
か
ら
小
廣
間
が
対
面
所
と
呼
ば
れ
、
死
禄
の
改
造
に
よ
っ
て
さ
ら
に
内
対
面
所
が
加
わ
る
な
ど
、
そ
う
し
た
時
期
を
背
景
と
し
て

考
え
る
と
き
、
君
臣
関
係
を
主
軸
と
す
る
対
面
行
為
の
重
視
、
秩
序
化
の
具
体
的
な
現
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
。
　

ヽ

こ
の
こ
と
は
そ
の
前
後
に
お
け
る
諸
建
築
、
諸
部
屋
の
使
い
方
を
通
じ
て
確
か
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

改
造
を
契
機
と
し
て
書
院
が
失
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
な
お

一
門
等
門
閥
、
上
士
に
対
す
る
饗
鎖
な
ど
小
廣
間
脇
の
新
設
の
馬
場
座
敷
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
勢
は
す
で
に
独
立
の
書
院
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

元
来
大
名
の
居
舘
に
お
い
て
は
、
江
戸
藩
邸
と
は
異

っ
て
、
指
軍
の
お
成
り
を
始
め
、
上
使
、
公
儀
の
役
人
、
諸
大
名
、
旗
本
衆
等
い
わ

ば
身
分
的
に
み
て
対
等
か
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
人
達
と
の
交
渉
は
極
め
て
少
い
の
が
現
実
で
、
従

っ
て
彼
等
と
の
直
接
の
接
見
や
饗
応

の
機
会
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
と
云
っ
て
も
よ
い
。
ユ
つ
そ
の
可
能
性
す
ら
次
第
に
少
く
な
る
と
い
う
の
が
趨
勢
で
も
あ
っ
た
し
、
ま
た

一

門
等
の
販
り
扱
い
に
お
い
て
も
、
従
来
書
院
に
お
い
て
純
粋
に
客
人
扱
い
を
し
て
い
た
も
の
が
、
藩
主
権
力
の
強
化
に
と
も
な
い
、
家
臣

と
し
て
意
識
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従

っ
て
そ
の
接
客
専
用
座
敷
と
し
て
の
書
院
の
存
在
意
義
も
ま
た
失
わ
れ
る
に
至
っ
た

も
の
で
あ
ろ
メ
。

他
方
で
は
役
所
、
詰
所
部
分
の

一
層
の
細
分
化
、
序
列
化
が
進
行
し
て
い
る
。



と
も
か
く
こ
う
し
た
変
化
が
、
燒
失
後
の
復
興
の
如
き
外
的
要
因
に
よ
っ
て
止
む
な
く
結
果
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
改
造
と
い
う
形

で
押
し
進
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
か
え
っ
て
こ
の
時
期
の
積
極
的
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
世
細
部
に
お
け
る
多
少
の
変
動
は
あ
る
が
、
そ
の
主
た
る
構
成
が
固
定
し
、
諸
建
物
、
諸
部
屋
間
の
序
列
、
及
び
個
々
の
使
途
が
確
立

さ
れ
た
の
は
実
に
こ
の
時
期
で
あ
る
。

綱
村
時
代
の
改
造
の
も
つ
意
味
は
従
っ
て
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
仙
台
城
殿
舎
の
変
遷
の
上
で
特
筆
す
べ
き
こ
と

の
よ
う
に
思
す
。

註ω
　
政
宗
君
治
家
記
録
引
証
記
　
慶
長
十
五
年
の
係
。

木
丸
の
建
築
０
の
註
ω
参
照

②
　
青
山
公
治
家
記
録
　
延
宝
五

。
一
二

・
二
五

③
　
同
　
　
　
　
　
　
　
天
和
二
。
一
。
三
二

④
　
同
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
五

・
五

・
一
九

①
　
同
　
　
　
　
　
　
　
一万
禄
五

・
八

・
三
二

０
　
同
　
　
　
　
　
　
　
一死
禄

一
一
・
三

・
九

●
　
同
　
　
　
　
　
　
　
一万
禄

一
四

・
三

。
一
五

③
　
仙
台
城
二
九
に
お
い
て
は
接
客
行
為
と
そ
の
場
所
の
後
退
が
著
し
い
の
に
対
し
、
江
戸
上
邸
で
は
書
院
は
つ
い
に
消
失
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
に
自
書
院
が
加
わ
り
、
内
対

面
所
も
接
客
座
敷
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
に
至
る
な
ど
、
接
客
関
係
の
整
備
、
拡
充
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
の
は
対
照
的
で
あ
る
。

吉
村
時
代
に
至
っ
て
も
な
お

一
門
に
対
し

「
昔
之
様

ニ
ハ
無
之
候
得
共
今
以
テ
全
ク
御
普
代
衆
之
様

ニ
ハ
無
之
　
卜
臣
と
も
客
人
と
も
つ
か
盈
様
成
御
あ
ひ
志
ら
ゐ
二
而
候
」

（伊
達
家
文
書
之
六
）
と
云
わ
し
め
て

い
る
が
、
純
粋
の
客
人
扱
い
の
域
か
ら
は
す
で
に
脱
却
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

〔附
記
〕

本
稿
は
、
さ
き
の
拙
稿

「
仙
台
城
居
舘
の
変
遷
と
そ
の
意
義
」
（日
木
建
築
学
会
論
文
報
告
集
六
六
号
）
を
も
と
に
修
正
、補
充
、
加
筆
し
、
図
面
類
を
添
加
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
元
東
北
大
学
教
授
飯
田
須
賀
対
先
生
の
御
窓
版
に
冗
り
、
浅
学
を
顧
み
ず
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
が
、
稿
を
了
え
る
に
当
り
、
先
生
に
対
し
篤
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
図
面
、
資
料
の
問
覧
に
関
し
、
宮
城
県
立
図
書
舘
、
斉
藤
報
恩
会
の
方
々
に
は
長
い
間
特
別
の
御
使
宜
を
い
た
ヾ
き
ま
し
た
し
、
教
室
の
諸
兄
に
は
図
面
の
浄
写
な
ど

に
協
力
を
各
ま
し
た
。
併
せ
て
附
記
し
感
謝
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
和
四
十

一
年
五
月
）
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仙

台

城

の

美

術

佐 亀

藤 田

明 孜



仙

台

城

の

美

術

説

佐

藤

明

仙
台
城
の
美
術
を
問
題
と
す
る
時
、
主
要
な
問
題
と
な
る
も
の
は
、
本
丸
の
大
広
間
の
障
壁
画
と
、
二
の
丸
の
表
対
面
所
の
障
壁
画
で

あ
る
。
周
知
の
如
く
本
丸
は
明
治
四

。
五
年
の
頃
轟
く
販
毀
さ
れ
、
ま
た
二
の
丸
も
明
治
十
五
年
失
火
で
全
燒
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ

ら
仙
台
城
の
主
要
な
建
物
に
つ
い
て
は
若
千
の
記
録
が
遺

っ
て
い
る
し
、
ま
た
そ
の
障
壁
画
の

一
部
分
が
、
販
毀
し
や
失
火
の
際
に
持
ち

出
さ
れ
て
、
現
在
仙
台
市
博
物
館
を
は
じ
め
各
所
に
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
ま
で
、
仙
台
城
の
美
術
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

本

　
丸

　
大

　

広
　

間

本
丸
の
大
広
間
に
関
し
て
は
、
政
宗
公
治
家
記
録
慶
長
十
五
年
の
章
に

「
慶
長
十
五
年
　
此
年
仙
台
城
大
広
間
御
造
営
成
就
ヌ
。
縦
十
七
間
半
、
横
十
三
間
半
。
北
二
長
三
間
、
広
二
間
半
。
南

二
長

七
間

半
、
広
六
間
の
曲
屋
ア
リ
。
是
ヨ
リ
前
大
工
棟
梁
梅
村
彦
左
衛
門
家
次
フ
紀
州
〓
差
登
サ
ン
、
天
下
無
双
ノ
大
匠
刑
部
左
衛
門
国
次
ト

仙

台

城

の

美

術

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

８



仙

台

城

の

美

術

云
者
ヱ
屋
ヒ
来
テ
、
大
広
間
ノ
指
図
フ
致
サ
ン
ム
。
御
作
事
奉
行
渡
辺
近
内
諄
不
知
、
油
井
善
助
景
成
ナ
リ
。
御
張
付

ハ
佐
久
間
左
京

書
ヌ
。
其
奉
行
ハ
茂
庭
利
兵
衛
定
元
、
真
山
式
部
継
重
ナ
リ
。
御
造
畢
ノ
月
日
等
ハ
不
知
」

（貞
山
治
家
記
録
三
二
）

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
大
広
間
の
御
張
付
―
床
の
間
の
壁
画
や
襖
絵
の
制
作
の
責
任
者
は
佐
久
間
左
京
と
い
う
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
久
間
左
京
は
修
理
と
も
称
し
、
晩
年
は
剃
髪
し
て
常
隠
と
云
い
、
明
暦
三
年
十

一
月
二
九
日
、
七
十
七
才
を
以
て
、
若
林
の
別
竪
に

没
し
、
そ
の
墓
は
新
坂
通
荘
厳
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
政
宗
公
の
伏
見
滞
在
中
に
取
り
立
て
ら
れ
、
画
を
以
て
政
宗
に
仕
え
、
仙
台
藩
最

初
の
お
抱
え
絵
師
と
な
り
、
そ
の
子
孫
は
明
治
に
至
る
ま
で
代
々
そ
の
業
を
世
襲
し
た
の
で
あ
っ
た
。
佐
久
間
左
京
は
仙
台
城
大
広
間
の

張
付
だ
け
で
な
く
、
建
築
の
刑
部
左
衛
門
と
共
に
、
大
崎
八
幡
宮
や
松
島
瑞
厳
寺
の
造
営
に
も
当
っ
て
い
る
こ
と
は
棟
札
や
そ
の
他
の
記

録
で
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
幸
に
し
て
現
存
し
、
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
絵
画
は
仙
台
城
大
広
間
の
絵
画
を
考

察
す
る
上
に
よ
い
参
考
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
丸
大
広
間
の
張
付
が
ど
の
よ
う
な
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
た
か
ゞ
問
題
に
な
る
。
こ
れ

を
知
る
に
は
、
実
際
に
こ
れ
を
見
た
人
々
の
斉
見
記
の
よ
う
な
も
の
や
、
大
広
間
そ
の
も
の
の
図
面
等
に
嫁
る
他
は
な
い
。
幸
に
し
て
、

前
者
に
属
す
る
も
の
に
、
安
永
四
年
四
月
に
記
さ
れ
た
安
倍
彦
右
衛
門
の
御
本
丸
斉
見
覚
書
と
い
う
の
が
昭
和
四
年
刊
行
の
仙
台
市
史
に

載
っ
て
い
る
。

御
本
丸
界
見
覚
書
、
安
倍
彦
右
衛
門
記

一
、
上
上
段
の
間
六
畳
折
上
げ
格
天
丼
、
牡
丹
の
花
彫
も
の
有
、
高
一麗
縁
り
御
床
七
尺
斗
袋
棚
四
枚
あ
り
、
襖
絵
は
三
保

の
松

原

な

り
。
大
縁
り
小
縁
り
今
織
。
其
他
違
棚
有
、
金
渡
金
金
具
、
梅
に
鶯
の
絵
、
御
床
の
向
に
押
込
有
、
御
襖
の
絵
海
棠
也
。

一
、
上
段
の
間
十
八
畳
敷
、
格
天
丼
、
此
上
段
下
段
の
所
御
座
敷
に
釣
ぎ
有
り
、
大
床
有
り
、
御
床
御
張
付
松
に
連
雀
の
絵
、
上
下
袋

棚
有
、
其
脇
に
御
襖
有
り
、
牡
丹
に
金
難
、
裏
の
方
は
御
縁
通
り
な
り
。



一
、
上
段
の
間
の
南
に
み
ち
ょ
う
殿
有

（俗
に
く
ら
や
み
の
間
と
い
赤
）
、
此
内
は
惣
御
張
付
、
桜
の
花
に
似
て
唐
絵
な
り
、
御
襖
の

国
通
り
斗
見
得
て
闇
く
見
分
か
ぬ
事
。

一
、
上
段
の
下
御
座
敷
十
八
畳
。
此
南
に
四
畳
敷
有
り
、
御
襖
柳
の
絵
。
其
南
十
八
畳
、
松
に
鶴
の
絵
、
御
襖
立
。
其
下
西
の
方
に
十

八
畳
有
り
、
御
襖
松
に
鷹
の
鷺
を
捕
る
外
。
此
南
は
御
縁
通
り
な
り
。
御
縁
通
の
西
に
鷺
の
絵
（
板
襖
有
り
、
前
通
御
路
地
有
り
、

大
木
の
梅
松
有
。

一
、
右
の
東
に
御
座
敷
有
、
上
段
下
段
あ
り
、
上
は
六
畳
下
は
八
畳
、
御
床
は

一
間
半
、
御
張
付
に
て
雲
に
梅
の
花
の
様
な
る
唐
絵
な

ヶ
、
四
色
の
鳥
有
り
、
袋
棚
違
棚
有
、
此
絵
は
花
鳥
唐
絵
に
て
不
分
り
え
事
。
此
の
御
座
敷
の
向
に
御
縁
通
り
有
、
手
ま
り
花
に
紅

葉
の
絵
画
面
。

一
、
上
段
の
西
御
座
敷
有
三
十
二
畳
、
孔
雀
に
海
棠
の
絵
、
北
の
方
は
御
縁
通
り
也
、
此
西
杉
の
間
と
て
有
り
、
三
十
二
畳
、
御
張
付

御
襖
の
絵
は
杉
な
り
。

一
、
右
の
西
北
の
方
に
大
指
生
捕
柱
有
、
右
へ
並
び
て
虎
の
間
鹿
の
間
有
、
但
刻
限
遅
く
相
成
候
に
付
此
所
委
し
く
斉
見
不
レ
仕
候
に

付
略
す
。

一
、
御
掛
作
り
長
さ
九
間
半
、
横
三
間
に
か
け
下
げ
有
、
東
向
す
の
子
縁
引
通
し
有
、
ら
ん
か
ん
有
、
内
は
富
士
山
松
の
絵
な
り
、
御

床
御
張
付
水
に
藤
の
絵
。

右
御
張
付
は
惣
金
御
張
付
御
座
侯
事
。
右
の
所
斉
見
済
而
日
暮
門
よ
り
界
見
仕
侯
。
菊
の
御
紋
彫
物
す
さ
ま
じ
、
中
々
筆
に
及
不
レ
申

候
金
め
つ
き
か
な
具
有
、
其
脇
に
首
じ
つ
け
ん
の
間
と
て
有
。
御
縁
有
り
て
此
所
は
血
の
流
れ
候
様
に
み
ぞ
を
つ
け
候
も
の
也
、
此
辺

お
そ
く
成
候
ゆ
へ
委
く
書
留
不
レ
申
侯
事
。

安
永
四
年
四
月

こ
の

「
御
本
丸
界
見
覚
書
」
は
本
丸
全
体
で
は
な
く
て
、
本
丸
の
大
広
間
だ
け
の
奔
見
記
で
％
っ
て
、
時
刻
の
制
限
で
虎
の
間
や
、
鹿

仙

　

台

　

城

　

の
　

美

　

術



仙

台

城

の

美

術

の
間
を
界
見
せ
ず
、
ま
た
柳
の
間
に
続
く
芙
蓉
の
間
と
、
虎
の
間
に
続
く
紅
葉
の
間
を
見
逃
し
て
い
る
が
、
随
分
丁
寧
に
奔
見
し
、
克
明

に
記
録
し
て
い
て
、
全
体
的
に
見
て
、
大
い
に
信
頼
が
出
来
る
。

し
か
し
、
安
倍
彦
右
衛
門
の
覚
書
だ
け
で
は
、
大
広
間
の
間
販
り
な
ど
は
具
体
的
に
は
充
分
明
瞭
で
は
な
い
。
こ
の
間
販
り
を
知
る
に

は
図
面
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
幸
に
し
て
小
倉
強
氏
が
そ
の

「
仙
台
城
の
建
築
」
に
転
載
し
て
お
ら
れ
る
常
盤
雄
五
郎
氏
所
蔵
の

「
御

本
丸
大
広
間
地
絵
図
」
や
、
同
じ
く
小
倉
強
氏
が
昭
和
二
十
五
年
刊
行
仙
台
市
史
第
三
巻
に
引
用
し
て
お
ら
れ
る
茂
木
新
九
郎
写

「
御
本

九
千
畳
敷
之
図
」
の
よ
う
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
大
座
敷
の
平
面
図
で
あ
る
が
、
殊
に
後
者
は
間
販
り
の
上
に
、
床
の
間
や

襖
絵
の
画
題
が
書
き
込
ん
で
あ
る
の
で
、
前
記
の
界
見
覚
書
と
こ
の
千
畳
敷
之
図
の
書
き
込
み
と
を
組
み
合
せ
て
、
次
の
よ
う
な
表
を
つ

く
る
こ
と
が
出
来
る
。

仙

台
城
本

丸

大

広
間

障
壁

画

題

一
覧
表

名

（別
爾
）

安

倍

彦

右

衛

門

覚

書

茂

木

新

九

貞F

図

面

（（醸
醐｝艇瞭翻
松原

（押
込
の
御
換
）
海
棠

⌒

くく宅即イ
ら ら

す

板 約

敷 14
4 内

畳

上

段

の
、
間

（鳳

凰

の
間
）

間

（杉
の
間
）

御

　

張

曇

下 上
段 段

生|ど

（違
棚
）

（御
襖
）
牡
丹
に
金
難

（御
床
）
松
に
連
雀

孔
雀
に
海
実

（御
襖
）
杉

桜
の
花
に
似
て
唐
絵

（御
襖
）
柳

（
上
段
襖
）
桐
に
金
難

挙鰯
郡
籐
轟
監

（襖
）
桜

ニ
デ
ン
マ
リ

（壁
）
梅
孔
雀

銀
張
付
草
花
ヒ
ラ
キ
扇

金
張
付
　
柳

左
甚
五
貞B
彫
亥J

梅
月

芙

　

蓉
　
　
の
　
　
間

（茶
の
間
二

一　

銀

張

付

　

ア

フ

ヒ



裏
上
段
の
間
盆
謎
弓
叩

下 上
段 段

問
　
一　
　
　
１８
　
　
　
一

（御
襖
）
松
に
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（襖
）
松

二
鶴

間
　
一　
　
　
１８
　
　
　
一

（襖
）
松
に
鷹
の
鷺
を
捕
る
外

（襖
）
松

二
鷹

問

　

一
　

　

　

１６

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

（
板

戸

）

攘

二
兎

の
　

　

　

　

間

一　
　
　
４８
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（襖
〉
竹

二
虎

‐剤
「
―
―
―
―
―

剛

一　
　
　
４〇
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（襖
）
鹿
、
松
藤
、
鹿

銃

板

　
（広
縁
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（板
襖
）
手
ま
り
花
に
紅
業
両
面
、
鷺
　
一　
磐
ぉ
触

二ヽ
綽
等
増
跡
膊
ｒ

（鵬
　
附
　
］
）

一
（御
仄
）調
録
酷
獄
∝線
の絵

こ
の
表
に
よ
っ
て
、
俗
に
千
畳
敷
と
呼
ば
れ
て
い
た
凡
そ
三
百
畳
余
り
の
大
座
敷
が
ど
の
よ
う
な
間
か
ら
成
り
、
ど
の
よ
ダ
な
画
題
の

絵
画
で
装
飾
さ
れ
て
い
た
か
が
概
観
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
も
と
も
と
安
倍
彦
右
衛
門
お
見
覚
書
も
前
記
の
如
く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
し
、
茂
木
新
九
郎
写
図
面
も
平
面
図
に
画
題
を
書

き
込
ん
だ
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
部
屋
の
デ
テ
ー
ル
や
、
床
の
間
の
張
付
や
、
襖
絵
の
絵
画
の
様
式
な
ど
は
こ
れ
に
よ
っ
て
知
る

由
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
如
く
仙
台
城
本
九
大
広
間
と
同
じ
工
匠
、
同
じ
画
工
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
松
島
瑞
巌
寺
は
桃
山
式
の
い
わ
ゆ
る

御
殿
造
り
の
佛
殿
で
あ
っ
て
、
上
上
段
の
間
や
、
上
段
の
間
を
持
ち
、
広
縁
や
武
者
走
り
の
縁
側
を
備
え
、
建
築
の
デ
テ
ー
ル
や
、
襖
絵

の
絵
画
の
寸
法
や
装
飾
の
方
法
な
ど
、
大
広
間
と
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
平
面
図
を
比
較
し
た
だ
け
で
も
充
分

察
し
の
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
瑞
巌
寺
の
画
工
の
役
に
従
っ
た
画
工
の
名
も
、
佐
久
間
左
京
の
他
に
、
長
谷
川
等
胤
と
か
、
吉
備

幸
益
と
か
の
姓
名
が

「
古
画
備
考
」
に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
瑞
巌
寺
六
世
の
住
職
で
あ
っ
た
夢
幻
和
肖
の

「
松
島
諸
勝
記
」
に
は

仙

合

城

の

美

術



仙

台

城

の

美

術

「
蓋
殿
之
規
模
宏
博
、
六
経
寒
嶼
輪
突

一
新
焉
、
縦
於
十
四
間
芝
尺
、
横
於
二
十

一
間
四
尺
、
良
匠
名
工
屈
力
騨
慮
、
墓
下
糧
大
宝
構

也
、
障
壁
彩
飾
塗
金
間
碧
、
画
工
百
余
人
最
極
好
手
、
光
影
相
映
如
帝
綱
、
珠
咽
窓
彫
関
金
輔
王
鍍
、
爛
絢
骸
眸
、
不
良
筆
舌
之
所
及

也
、

（
下
略
）
」

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
佐
久
間
左
京
の
下
に
百
余
人
の
画
工
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
仙
台

城
大
広
間
の
場
合
に
も
、
前
記
の
画
工
を
は
じ
め
多
く
の
画
工
が
左
京
の
下
で
働
い
た
に
違
い
な
い
。
と
に
か
く
、
仙
台
城
本
丸
の
美
術

を
知
る
に
は
、
僅
か
数
年
後
に
完
成
し
た
瑞
巌
寺
の
絵
画
は
不
可
欠
の
参
考
資
料
と
な
る
。

か
く
の
如
く
、
仙
台
城
の
美
術
を
し
の
ぶ
に
は
、
絵
図
面
や
、
弄
見
覚
書
や
に
加
え
て
、
恐
ら
く
は
同
じ
画
工
の
手
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
瑞
巌
寺
の
絵
画
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
体
の
と
こ
ろ
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
美
術
の
調
査
や
、
研
究
は

美
術
品
そ
の
も
の
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
仙
台
城
の
大
広
間
の
絵
画
も
、
そ
の
様
式

や
、
そ
の
美
術
的
な
価
値
等
は
、
前
述
し
た
通
り
幸
に
し
て
残
存
し
て
い
る
作
品
に
関
す
る
綿
密
な
調
査
鑑
定
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
仙
台
城
大
広
間
の
遺
品
と
稀
さ
れ
て
い
る
絵
画
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

仙
台
市
博
物
館
蔵

（
伊
達
家
旧
蔵
）
六
曲
屏
風
二
双

（仙
台
市
博
物
館
伊
達
家
寄
贈
文
化
財
目
録
二
八
頁
参
照
）

松
島
博
物
館
蔵

（
伊
達
家
旧
蔵
）
六
曲
屏
風

一
双

仙
台
市
阿
部
礼
三
郎
氏
蔵
　
　
襖
絵
四
枚

此
等
の
遺
品
の
解
説
は
各
論
で
行
な
う
。

工

の

丸

表

対

面

所

次
に
二
の
丸
表
対
面
所
の
美
術
で
あ
る
が
、
仙
台
城
二
の
九
は
、
二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
に
よ
っ
て
、
寛
永
十
五
年
九
月

縄
張

り

が
行



な
わ
れ
、
同
十
六
年
末
に
は
ほ
ゞ
完
成
し
た
こ
と
は
治
家
記
録
等
で
明
ら
か
で
％
る
が
、
本
丸
の
大
広
間
式
居
館
に
比
し
て
、
や
＼
小
規

模
な
建
物
多
数
を
廊
下
で
連
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
宗
の
晩
年
隠
居
所
で
あ
っ
た
若
林
城
の
古
材
等
も
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
僅
に
表
御
門
対
面
所
の

一
廓
だ
け
は
一兵
華
の
風
を
誇

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
の
九
の
居
館
は
文
化
元
年
六
月

二
十
四
日
に
全
焼
し
、
翌
二
年
三
月
十
日
に
再
建
の
地
鎮
祭
を
行
な
い
、
四
年
余
の
年
月
を
費
し
て
、
文
化
六
年
四
月

一
日
完
成
し
て
い

る
。
し
か
も
、
こ
の
二
の
九
は
明
治
維
新
後
こ
こ
に
勤
政
藤
が
置
か
れ
、
夏
に
明
治
四
年
に
は
仙
台
鎮
台
が
置
か
れ
、
明
治
十
五
年
に
は

失
火
の
た
め
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
二
の
九
の
美
術
を
論
究
す
る
に
、も
、
や
は
り
種
々
の
記
録
や
、
絵
図
面
や
、
僅
か
に
残
存
す

る
遺
品
に
依

っ
て
、
全
体
を
偲
ぶ
他
は
な
い
。

さ
て
、
仙
台
城
二
の
九
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
矢
野
頴
蔵
著

「
尊
皇
事
蹟
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

二
　
の
　
九
　
大
　
略

〇
六
間
御
家
御
奉
行
衆
六
十
二
万
石
の
政
務
を
執
る
所
、
其
他
大
小
諸
役
の
詰
所
と
し
て
備
ら
ざ
る
な
し
。

○
表
御
門
対
面
所
、
封
内
の
門
閥
他
藩
よ
り
の
使
者
を
引
見
す
る
所
、
城
中
第

一
に
美
を
議
せ
り
。

○
松
の
間
、
七
十
二
畳
唐
紙
南
面
四
枚
、
松
に
牝
雉
、
西
十
四
枚
松
、
北
雄
雉
の
画
、
惣
金
地
東
洋
の
筆
。
金
色
翠
影
壮
厳
云
は
ん
方

な
し
、
城
中
第

一
晴
れ
の
間
所
重
大
な
る
儀
式
に
用
ら
る
。

○
柳
の
間
、
四
十
八
畳
、
柳

一
株
を
画
く
、
柳

一
葉
最
も
長
き
も
の
九
寸
あ
り
し
と
云
ふ
。
惣
金
張
り
付
け
東
洋
筆
、
剣
術
等
の
御
覧

所
に
用
ゆ
。

Ｏ
虎
の
間

○
中
の
間

○
御
次

○
御
広
間
、
皆
な
大
番
士
三
千
六
百
人
の
変
番
す
る
所
。

仙

台

城

の

美

術



仙

台

城

の

美

術

○
間
所
数
百
略
し
て
記
せ
ず
、
二
の
丸
総
家
作
、
式
蔓
方
面
約

一
丁
半
、
御
座
の
間
方
面
約
二
丁
、
要
す
る
に

一
丁
半
四
方
の
建
物
と

見
ば
可
な
り
、
屋
根
最
高
約
八
間
御
中
奥
等

一
々
記
し
難
し
。
」

こ
の
記
述
に
依
っ
て
、
文
化
年
間
再
建
後
の
二
の
九
の
大
略
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
殊
に
城
中
第

一
に
美
を
議
し
た
表
御
門
対
面
所
の

中
で
も
、
城
中
第

一
晴
れ
の
間
所
で
、
重
大
な
る
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
松
の
間
は
、
西
側
十
四
枚
の
松
の
絵
の
襖
、
南
面
四
枚
の
松
と
牝

雉
の
絵
、
北
面
は
同
じ
四
枚
の
雄
雉
の
絵
の
襖
絵
で
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
東
東
洋
の
筆
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
柳

の
間
も
同
じ
く
東
洋
の
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
柳
の
間
の
柳
の
襖
絵
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

一‐　
　
荒
　
川
　
洞
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

洞
月
は
本
姓
中
山
氏
岩
沼
邑
主
古
内
氏
の
臣
に
し
て
万
治
年
間
義
山
公
に
殉
ぜ
し
其
主
古
内
重
広
に
追
腹
を
な
し
た
る
中
山
藤
左
衛
門

の
孫
な
り
し
が
、
天
資
画
才
あ
り
藩
命
に
依
り
画
員
荒
川
氏
の
嗣
と
な
り
、
青
葉
城
御
二
の
丸
文
化
元
年
火
災
後
の
御
造
営
御
襖
柳
の

間
の
柳
は
洞
月
の
揮
麗
に
属
し
、
金
碧
設
色
核
燿
傘
目
独
得
匠
心
、
惜
哉
、
今
見
る
べ
き
な
し
。
文
化
五
年
五
月
二
日
卒
し
、
北
山
荘

厳
寺
に
葬
る
。
辞
世
の
句
に
国
く
風
去
り
て
露
も
踏
ま
ず
に
今
行
ぞ
。
」

（佐
沢
広
畔

「
風
流
余
韻
」
）

こ
の
記
述
に
従
う
と
、
洞
月
は
二
の
丸
再
建
完
成
の
前
年
に
歿
し
て
い
る
か
ら
、
柳
の
間
の
襖
は
最
晩
年
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
が
、
再
建
は
四
ケ
年
の
歳
月
を
要
し
た
か
ら
、
洞
月
の
生
前
に
こ
の
襖
絵
が
描
か
れ
た
こ
と
も
決
し
て
あ
り
得
ぬ
こ
と
で
は
な
い
。　
一

方
、
東
東
洋
は
伊
達
藩
領
栗
原
郡
若
柳
村
の
出
身
で
、
当
時
京
都
に
あ
っ
て
四
条
派
の
画
家
と
し
て
名
声
が
高
か
っ
た
か
ら
、
藩
が
二
の

九
の
再
建
に
当
っ
て
、
彼
を
招
い
て
、
松
の
間
や
、
柳
の
間
の
装
飾
に
当
ら
せ
た
こ
と
も
、
当
時
佐
久
間
左
京
の
家
系
の
佐
久
間
家
の
衰

微
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
既
に
文
化
二
年
、
文
化
三
年
の
正
月
に
席
画
を
君
侯
の
御
覧
に
入
れ
て
い
る
こ
と

（紹
山
公
治
家
記
録
）
、
ま

た
数
年
後
に
は
養
賢
堂
視
学
所
の
襖
絵
を
描
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
充
分
あ
り
得
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
柳
の
間
の
襖
が
東
洋

の
筆
で
あ
る
か
、
洞
月
の
筆
で
あ
る
か
は
他
の
確
実
な
資
料
で
も
発
見
さ
れ
ぬ
以
上
は
、
そ
の
襖
そ
の
も
の
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る



か
ら
、
確
定
し
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
如
く
二
の
丸
で
美
術
に
関
し
て
最
も
問
題
に
な
る
の
は
松
の
間
と
柳
の
間
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
二
の
九
の
ど
の
よ
う
な
位
置
に

位
す
る
部
屋
で
あ
っ
た
で
％
ろ
う
か
。
こ
の
事
は
二
の
九
の
絵
図
面
に
よ
っ
て
知
る
他
は
な
い
。
松
の
間
は
七
十
二
畳
の
部
屋
で
あ
っ
た

か
ら
、
坪
数
は
三
十
六
坪
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
三
十
六
坪
の
部
屋
は
、
縦
四
間
横
九
問
か
、
縦
三
間
横
十
二
間
か
の
部
屋
と
考
え
ら

れ
る
が
、
小
倉
強
氏
が
二
十
五
年
刊
仙
台
市
史
第
三
巻
に
附
録
と
し
て
複
製
せ
ら
れ
た
仙
台
城
二
の
九
図
に
依
‘っ
て
、
探
し
て
見
る
と
復

雑
な
構
成
に
な
る
二
の
九
の
建
築
群
の
う
ち
最
も
東
側
の
能
舞
台
を
前
に
す
る
御
上
段
の
間
、
御
次
の
間
に
続
く
二
の
丸
で
最
大
の
部
屋

が
縦
四
間
横
九
間
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、

「
松
の
間
」
の
記
入
は
な
い
が
、
そ
の
用
途
か
ら
考
え
て
も
、
い
わ
ゆ
る

「
松
の
間
」
に
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
体
っ
て
、
松
の
間
お
”位
置
、
′は

さ
、
襖
の
数
、
筆
者
が
東
洋
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
襖
絵
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
や
は
り
そ
の
襖
絵
そ
れ
自
体
に
即
し
て
で
な
け
れ
ば
充
分
に
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
仙
台
市
博
物
館
に
二
の
九
の
遺
品
で
、
東
洋
筆
と
稗
す
る

「
松
の
絵
屏
風
二
曲

一
双
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
伊
達
家
伝
来
で

は
な
い
か
ら
仙
台
市
博
物
館

「
伊
達
家
寄
贈
文
化
財
目
録
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
。

こ
の
屏
風
を
二
の
丸
松
の
間
の
襖
絵
の
遺
品
と
し
て
解
説
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

本
丸
御
殿

の
大
広
間
障
壁
画

亀

田

孜

大
広
間
は
明
治
初
年
ま
で
残
っ
て
い
た
の
に
、
そ
の
販
り
こ
わ
し
の
時
の
記
録
も
、
残
さ
れ
保
存
さ
れ
た
移
動
可
能
の
襖
絵
に
つ
い
て

仙

台

城

の

美

術



仙

台

城

の

美

術

っ
て
は
明
ら
か
に
し
に
く
ｋ
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
大
広
間
の
襖
や
板
戸
、
壁
貼
り
つ
け
の
絵
の
画
題
や
室
配

小
倉
先
生
の
論
文
に
詳
細
図
が
附
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
図
を
参
照
し
、
次
の
三
点
を
こ
の
関
係
絵
画
と
し
て
解

鳳

凰

図

屏

風
　
　
　
　
一
隻
　
　
（
図
版
第
４
）

紙
本
著
色
　
　
　
　
四
曲
屏
風

竪

一
六
〇

・
六
膨
　
　
　
横
三

一
九
膨

松
島
博
物
館
所
蔵
の
鳳
凰
図
四
曲
屏
風
は
、
伊
達
家
が
本
丸
大
広
間
の
上
段
の
間
の
張
り
附
絵
を
剥
し
て
屏
風
に
改
装
し
、
祝
言
の
時

の
立
廻
し
屏
風
に
用
い
た
と
い
う
。
上
段
の
間
は
公
卿
の
間
と
も
称
し
、
上
段
奥
床
の
壁
に
貼
り
つ
け
た
絵
は
広
さ
三
間
で
、

「
桐
に
鳳

凰
」
の
図
柄
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
の
四
曲
屏
風
で
は
横
巾
が
三

一
九
膨
で
、
右
端
の
雄
鳳
の
尾
羽
が
久
け
、
上
方
か
ら
桐
の
花
と

葉
と
が
そ
れ
と
わ
か
る
程
度
に
さ
し
出
て
い
る
の
を
み
る
と
、
大
床
張
り
附
絵
か
ら
主
要
部
を
切
り
と
っ
て
仕
立
て
た
と
い
う
の
は
信
用

し
て
よ
さ
そ
う
だ
。

三
寸
三
分
角
の
金
箔
貼
り
の
惣
金
地
に
雌
雄
の
鳳
凰
が
麹
を
ひ
ろ
げ
て
呼
應
し
て
い
る
動
き
の
あ
る
姿
を
以
て
、
図
を
組
み
立
て
ｋ
い

る
。
い
わ
ば
大
広
間
に
あ
る
十
三
室
の
各
種
画
題
を
描
い
た
障
壁
画
の
う
ち
の
大
画
面
と
な
る
肝
要
な
壁
画
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
な
室

割
り
に
な
る
瑞
巌
寺
方
丈
の
上
段
の
間
の
大
床
張
り
附
絵
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
上
に
桐
の
枝
が
あ
り
右
側
に
桐
の
幹
が

あ
ろ
う
。
構
図
の
中
央
は
中
は
ど
の
上
坂
に
草
花
で
あ
る
。
左
側
か
ら
海
棠
の
よ
う
な
花
枝
が
横
に
の
び
て
い
る
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
左
側

に
つ
ゞ
く
上
々
段
の
間
に
海
棠
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
と
画
意
に
お
い
て
連
絡
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

大
広
間
は
慶
長
十
五
年
の
完
成
で
画
工
は
佐
久
間
左
京
と

「
治
家
記
録
」
に
し
る
し
、
慶
長
十
二
年
竣
Ｉ
の
大
崎
八
幡
宮
も
同
じ
画
師

で
あ
る
。
瑞
巌
寺
方
丈
襖
絵
に
は
異
説
も
あ
る
が
、
慶
長
十
四
年
三
月
以
降
に
完
成
し
て
い
る
と
す
る
と
、
や
は
り
佐
久
間
左
京
が
主
だ

っ
た
画
師
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
障
壁
画
が
大
広
間
を
除
い
て
は
殆
ど
の
こ
さ
れ
て
い
て
、　
一
群
の
地
方
に
お
け
る
慶
長
絵
画
が
系
統
づ

の
事
情
も
、
い
ま
と
な

置
な
ど
に
つ
い
て
は
、

説
す
る
こ
と
く
し
た
。

ω
　
膝
島
博
物
館
藪



け
ら
れ
る
。
大
広
間
に
は
花
鳥
障
屏
画
が
主
体
に
な
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
み
る
と
、
大
広
間
で
は
従
来
の
社
殿
や

禅
宗
方
支
障
屏
画
に
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
、
武
笈
住
宅
の
障
壁
画
を
様
式
的
に
統

一
し
て
敷
設
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鳳
凰
図
で
は
線
拙
は
整
っ
て
密
に
な
り
彩
色
も
品
よ
く
つ
け
、
構
図
は
ひ
き
し
め
ら
れ
、
や
＼
様
式
化
し
た
図
配
り
で
画
面

を

ま

と

め

る
。
岩
を
描
く
に
も
小
さ
く
角
張
り
、
熱
を
簡
潔
に
整
理
す
る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
、
装
飾
的
な
画
面
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
政
宗
の
公
式

儀
礼
の
屋
形
に
立
て
廻
す
主
殿
障
壁
と
し
て
の
絵
画
を
充
分
に
考
慮
し
て
作
ら
れ
て
い
る
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
の
竹
図
に
し
て
も

断
片
的
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
様
式
化
で
は

一
歩
を
す
＼
め
て
い
る
。

②
　
後
藤
久
三
郎
氏
蔵
　
　
竹

図

屏

風
　
　
　
　
一
隻
　
　
（
図
版
第
６２
）

紙
本
著
色
　
　
　
　
一一曲
屏
風

竪

一
六
三

・
六
膨
　
　
　
横

一
六
〇
鹿

竹
林
の
絵
襖
を
二
枚
折
り
の
屏
風
に
改
装
し
た
も
の
で
、
当
初
は
捲
り
と
し
て
伝
え
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
三
寸
角
の
金
箔
を
貼
り
惣

金
地
と
し
て
濃
彩
色
で
描
い
て
い
る
。
右
側
の
一
曲
の
中
こ
ろ
右
端
に
近
く
引
手
金
具
を
つ
け
た
痕
が
み
え
る
。
同
様
に
左
側

の
に
も

左
端
に
あ
る
の
で
、
も
と
は
襖
絵
で
あ
っ
た
。
構
図
と
し
て
は
こ
の
二
曲
は
連
続
し
て
い
る
が
、
両
端
で
図
柄
が
的
確
に
連
続
し
な
い
の

は
、
こ
の
二
枚
が
引
き
違
い
に
敷
居
立
て
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
上
部
に
は
雲
形
を
胡
粉
で
縁
ど
り
し
て
墨
で
輪
郭
線
を
ひ
い
て
お
り
、

こ
れ
は
連
続
し
て
い
る
。
雲
の
扱
い
か
た
は
瑞
巌
寺
方
丈
襖
絵
に
似
て
い
る
。

竹
は
緑
青
を
厚
く
塗
り
、
葉
も
丁
寧
に
葉
脈
を
墨
で
描
き
中
心
を
金
泥
に
し
て
重
厚
な
仕
上
げ
で
あ
る
。
色
彩
が
落
ち
た
下
描
き
の
と
こ

ろ
に

「
ハ
」
と
い
う
字
が
三
十
四
個
所
ほ
ど
あ
り
、
ま
た

「
六
」
字
が
六
個
所
ほ
ど
残
っ
て
い
る
。

「
ハ
」
は
葉
で
あ
っ
て
、
竹
葉
が
茂

っ
て
い
る
の
を
下
書
き
し
て
あ
り
、
そ
の
間
の
生
地
と
区
別
す
る
為
の
名
ざ
し
で
あ
る
。　
コ
ハ
」
は
緑
青
を
塗
る
指
図
で
あ
り
、
ほ
か
の

例
と
し
て
は
、
数
は
少
い
が
、
瑞
巌
寺
方
丈
の
鷹
間
や
仏
間
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
彩
色
画
工
と
下
描
き
し
仕
上
げ
す
る
画
師

と
が
別
人
で
あ
り
、
障
壁
画
は

一
般
に
数
人
の
画
工
の
手
で
完
成
す
る
か
ら
当
然
の
こ
と
で
も
あ
る
。

仙

台

城

の

美

術



仙

台

城

の

美

術

こ
の
竹
図
は
瑞
巌
寺
方
丈
板
戸
絵
の
竹
の
よ
う
な
線
の
大
い
大
ま
か
さ
は
な
く
、
十
本
の
竹
幹
が
力
強
く
立
ち
並
び
奥
行
を
つ
け
て
い

る
が
、
金
地
の
上
に
は
落
葉
な
ど
は
描
か
ず
、
葉
は
す
べ
て
強
い
輪
郭
線
で
描
き
起
し
た
勾
勒
体
で
あ
り
、
隅
々
ま
で
同
様
筆
法
で
あ
っ

て
、
狩
野
派
の
院
体
漢
画
風
で
あ
る
。
僅
か
に
根
も
と
に
竹
根
が
節
を
く
ね
ら
せ
て
横
に
伸
び
、
菫
が
五
茎
ほ
ど
の
花
を
ひ
ら
い
て
い
る

の
で
地
面
を
暗
示
し
て
い
る
。
加
え
て
春
さ
き
の
情
趣
で
あ
る
。
こ
れ
は
竹
林
の
構
想
と
す
れ
ば
右
端
に
位
置
す
る
図
柄
で
あ
ろ
う
。
童

の
葉
や
竹
葉
の
線
が
き
は
手
慣
れ
て
い
て
、
桃
山
時
代
画
家
と
し
て
修
練
を
積
ん
で
い
る
作
で
あ
る
。

こ
の
二
枚
の
襖
絵
が
本
丸
御
殿
の
大
広
間
か
ら
明
治
の
取
り
こ
わ
し
の
際
に
持
出
さ
れ
た
と
す
る
と
、
竹
図
が
あ
る
の
は

「
竹
に
虎
」

の
間
で
あ
る
。
六
間
に
四
間
の
室
の
三
方
に
絵
襖
が
立
ち
、
半
間
二
枚
の
襖
と
し
て
は
、
東
側
の
室

「
鷹
の
間
」
と
の
間
の
板
敷
か
ら
入

る
通
路
に
立
つ
の
が
あ
る
。
構
図
か
ら
み
て
右
側
寄
り
の
絵
襖
で
あ
り
、
虎
が
描
か
れ
ぬ
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
板
敷
と
の
境
に
立
つ
一

間
板
戸
の
内
面
に
あ
る
、
内
襖
二
枚
に
該
当
す
る
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
こ
れ
な
ら
持
ち
運
び
も
容
易
で
あ
り
、
画
面
の
痛
み
か
ら
い

っ
て
開
閉
の
多
い
立
襖
で
あ
ろ
う
と
し
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
大
広
間
の
絵
襖
で
現
存
し
て
い
る
の
は
こ
れ
だ
け
だ
と
す
る
と
、
復
原
資

料
と
し
て
も
興
味
が
あ
る
。

０
　
仙
台
市
博
物
館
蔵

　

一届
面
図

屏

風

紙
本
著
色
　
　
　
　
　
一ハ
曲
屏
風

一
雙
　
　
（
図
版
第
６４
ヽ

６５
）

竪

一
五
八

・
五
彦
　
　
横
三
三
〇
膨

紙
本
著
色
　
　
　
　
　
一一曲
屏
風

一
雙
　
　
（
図
版
第
６３
）

竪

一
五
八

。
五
醇
　
　
横

一
五
四
膨

扇
面
を
散
し
描
き
し
た

一
群
の
壁
貼
り
附
絵
を
屏
風
に
改
装
し
た
と
思
わ
れ
る
絵
に
、
本
丸
使
用
と
い
う
伝
来
が
あ
る
。
屏
風
を
包
ん

で
い
る
渋
引
の
紙
に

「
御
本
丸
天
上
張
附
　
一扇
之
画
　
古
永
徳
筆
」
と
書
い
て
あ
り
、
六
曲
と
二
曲
と
の
四
枚
の
屏
風
の
本
紙
に
は
銀
の

小
箔
と
砂
子
と
を
蒔
い
て
革
花
を
描
き
、
そ
の
上
に
扇
面
を
図
し
た
同
類
屏
風
で
あ
る
。
昭
和
三
年
の
東
北
遺
物
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て



い
る
が
、
も
と
は
ま
く
り
だ
っ
た
の
を
適
当
に
図
組
み
し
て
改
装
し
た
も
の
ら
し
い
。
大
広
間
絵
図
面
で
は
天
丼
画
の
こ
と
は
記
し
て
い

な
い
し
、
ま
た
永
徳
筆
で
も
な
い
。
た
ゞ
銀
地
の
絵
と
し
て
は
上
段
と
裏
上
段
の
間
と
の
中
間
に
あ
る
御
帳
台
、
俗
に
武
者
隠
．し
に
あ
た

る
所
で
、
図
面
で
は
ク
ラ
ヌ
ミ
の
間
と
か
、
く
ら
や
み
御
座
敷
と
か
呼
ぶ
室
の
壁
面
に
銀
張
附
草
花
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
あ
る
。
ほ
か

に
葵
の
間
に
も
銀
張
附
が
あ
る
が
、
屏
風
の
は
う
す
紅
と
白
緑
と
二
色
の
唐
花
で
あ
っ
て
葵
で
は
な
い
。
安
永
四
年
安
倍
氏
の

「
御
本
丸

奔
見
記
」
で
は
櫻
の
花
に
似
て
唐
絵
で
あ
る
、
御
襖
の
日
か
ら
み
た
だ
け
で
よ
く
見
え
ぬ
と
記
し
、
茂
木
写
千
畳
敷
図
に

「
銀
ハ
リ
付
草

花
ヒ
ラ
キ
扇
」
と
書
入
れ
、
こ
の
両
記
録
を
併
せ
み
る
と
、
銀
地
唐
花
に
開
き
扇
を
描
い
た
こ
の
屏
風
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
蛇
足
な
が

ら
こ
の
屏
風
に
ど
う
壁
面
画
を
配
置
し
た
か
を
想
定
し
て
み
よ
う
。
上
段
の
間
の
方
か
ら
み
て
中
央
に
引
戸
が
あ
る
壁
面
は
二
間
半
で
、

矩
形
の
狭
い
方
は

一
間
余
で
あ
る
。
引
戸
か
ら
覗
い
て
奥
の
左
右
壁
に
あ
た
る
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
曲
屏
風
の
貼
り
附
絵
で
あ
る
。
二
間

半
の
奥
側
の
は
六
曲
屏
の
両
端
に
あ
る
四
扇
、　
一
双
を
合
せ
る
と
八
扇
分
の
壁
に
な
る
。
六
曲
扇
中
央
の
二
扇
は
銀
焼
け
が
黒
ず
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
引
戸
の
両
側
の
壁
貼
り
附
絵
で
あ
ろ
う
。
改
装
の
際
に
二
扇
で

一
群
の
構
図
を
適
当
に
配
図
し
た
も
の
ら
し
い
。

一局
面
屏
風
は
室
町
時
代
か
ら
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
扇
面
散
ら
し
の
よ
う
に
畳
み
扇
や
半
開
き
、
ま
た
は
倒
置
し
た
り
す
る
散
扇
の

面
白
さ
を
描
写
し
た
壁
貼
り
附
絵
が
、
慶
長
十
五
年
こ
ろ
の
座
敷
絵
に
あ
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
扇
を
開
い
た
の
は
十
七
面

半
開
は
十
面
、
畳
み
扇
は

一
本
で
す
べ
て
井
八
。
図
柄
で
は
桃
山
百
雙
に
あ
る

「
橋
と
蛇
籠
」

「
橋
と
水
車
」
や
、
大
井
川
紅
葉

・
吉
野

山
櫻

・
富
士
山
な
ど
の
名
所
絵
、
そ
れ
に
桐
に
鳳
凰

・
瓜

・
葡
萄
の
よ
う
に
大
崎
八
幡
の
壁
画
と
共
通
の
画
題
も
あ
る
。
簿
衣
と
杵
と
を

描
い
た
砧
図
に
色
彩
剥
落
の
あ
と
に
み
え
る

「
う
ら
」

「
お
も
て
」
と
い
う
衣
の
表
裏
を
指
示
し
た
字
が
あ
る
。
ま
た
鷹
図
に

「
水
」
字

が
藍
色
の
下
に
見
え
る
。
こ
れ
は
竹
図
屏
風
と
同
様
な
や
り
方
で
あ
る
。
総
体
に
扇
の
小
菊
と
か
秋
草
な
ど
の
小
品
画
に
は
鳳
凰
図
壁
貼

り
附
や
竹
図
襖
と
異
っ
た
画
趣
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
扇
面
画
家
の
な
か
に
は
狩
野
修
理
進
定
吉
ら
の
画
師
も
い
た
こ
と
を
考
慮
し

て
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

な
お
政
宗
自
書
の
和
歌
讃
の
第
図
貼
り
附
絵
四
枚
は
、
政
宗
屋
形
の
菊
御
座
の
間
に
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
晩
年
の
筆
蹟
で
も

仙

台

城

の

美

術



仙

台

城

の

美

術

あ
り
、
そ
の
確
証
が
な
い
ま
く
に
こ
＼
に
図
掲
せ
ず
後
考
に
ま
つ
こ
と
＼
し
た
。

一一　
二
の
丸
「松
の
間
」襖
絵
　
　
佐
　

十燃

明

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
の
二
の
九

「
松
の
間
」
の
遺
品
と
稀
さ
れ
る
二
曲
屏
風

一
双
は
図
版
第

５
図
の
如
き
も
の
で
、
そ
の
画
面
の
寸
法
は
各
曲
共
に
縦

一
・
六
七
房
、
横

一
。
二
八
五
メ
で

あ
っ
て
、
松
の
巨
樹
と
、
そ
の
枝
に
止
ま
つ
て
い
る
雉
を
金
地
に
極
彩
式
で
描
い
た
も
の
で
、

松
の
葉
の
部
分
な
ど
は
補
修
の
跡
が
著
し
い
が
、
雉
は
そ
の
羽
毛
な
ど
細
密
で
、
な
か
な
か
見

事
な
も
の
で
あ
る
。
屏
風
の
裏
側
に
次
の
様
な
貼
紙
が
あ
る
。

記

一　
此
屏
風
は
仙
台
城
二
の
九
松
の
間
の
襖
な
り

一一　
仙
台
城
は
伊
達
政
宗
の
築
か
る
＜
所
に
し
て
政
宗
公
の
嗣
子
忠
宗
公
は
二
の
九
に
殿
館

を
造
営
せ
ら
れ
寛
永
十
五
年
九
月
御
縄
張
翌
十
六
年
六
月
竣
功
爾
来
伊
達
氏
の
居
館
た
り

し
が
其
の
広
大
な
る
殿
館
中
に
松
の
間
あ
り
矢
野
頴
蔵
著
仙
台
藩
祖
尊
皇
事
蹟
附
録
に
日

く

「
松
の
間
七
十
二
畳
唐
紙
南
面
四
枚
松
に
化
雉
東
面
十
六
枚
松
北
面
雄
雉
の
画
東
洋
の

筆
金
色
翠
影
荘
厳
云
は
ん
方
な
し
城
中
第

一
の
晴
れ
の
間
所
重
大
な
る
儀
式
に
用
ら
る
」

と
此
屏
風
は
即

一
南
面
四
枚
松
に
牝
雉
」
の
唐
紙
な
り

〓
一　
仙
台
城
は
明
治
維
新
後
官
有
と
な
り
明
治
四
年
二
の
九
に
東
北
鎮
台
本
営
を
置
か
れ
明

一饉

一鷺



治
六
年
仙
台
鎮
台
本
営
と
改
称
せ
ら
れ
し
が
明
治
十
五
年
九
月
七
日
仙
台
鎮
台
本
営
火
災

に
躍
り
二
の
丸
の
伊
達
氏
累
代
の
殿
館
悉
く
灰
儘
に
帰
せ
り
此
屏
風
は
其
時
火
烙
の
中
よ

り
取
り
出
さ
れ
た
る
松
の
間
の
襖
に
し
て
鎮
台
よ
り
商
人
に
沸
下
ら
れ
仙
台
市
新
坂
通
細

谷
徳
治
は
剥
き
取
り
て
巻
か
れ
た
る
該
襖
絵
を
古
物
商
よ
り
買
販
り
損
所
を
修
理
し
て
之

を
現
在
の
二
枚
屏
風
二
張
に
改
造
し
て
所
有
し
あ
り
た
り
仙
台
旧
藩
士
の
来
観
し
て
往
事

を
追
懐
す
る
者
多
か
り
し

四
　
其
後
故
あ
つ
小
子
請
は
れ
て
之
を
買
受
け
宇
都
宮
市
の
住
居
に
蔵
し
置
き
大
東
亜
戦
争

中
敵
亜
米
利
加
空
軍
の
宇
都
宮
空
襲
に
も
他
に
疎
開
し
て
難
を
免
る
、
を
得
た
り
し
が
仙

台
市
も
亦
敵
空
軍
の
襲
災
に
罹
り
瑞
鳳
殿
及
城
門
等
数
多
焼
亡
し
て
伊
達
文
化
の
遺
財
残

存
す
る
も
の
実
に
少
く
な
り
殊
に
仙
台
城
に
属
す
る
も
の
は
今
や
稀
有
な
る
べ
し
と
思
は

る
、
に
至
れ
り
依
て
此
屏
風
を
私
有
し
て
仙
台
以
外
の
地
に
置
く
を
欲
せ
ず
仙
台
の
宝
と

し
て
永
く
茨
故
郷
の
史
料
に
供
し
度
く
意
に
仙
台
市
に
献
呈
す
る
も
の
な
り

昭
和
二
十
九
年
十
月

栃
木
県
宇
都
宮
市
四
条
町

一
三
五
八
番
地

星
　
　
　
野
　
　
　
胞
　
　
　
治

寄
贈
者
星
野
胞
治
氏
の
こ
の
文
章
に
は
、
先
ず
第

一
に
二
の
丸
が
文
化
年
間
に
焼
失
し
再
建

せ
ら
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
矢
野
顧
蔵
著
仙
台
藩
祖
尊
皇
事
蹟
附
録
の
引
用
の

部
分
で
も
、
松
の
間
襖

「
東
面
十
六
枚
松
」
は

一‐西
十
四
枚
松
」
が
正
し
く
、

「
北
面
雄
雉
の

画
」
は

「
北
雄
雉
の
画
」
が
正
し
く
、
引
用
が
正
確
で
は
な
い
が
、
第
三
項
の
記
述
は
い
か
に

仙

台

城

の

美

術



仙

台

城

の

美

あ
り
、
そ
の
確
証
が
な
い
ま
＼
に
こ
＜

術に
図
掲
せ
ず
後
考
に
ま
つ
こ
と
＼
し
た
。

一一　
二
の
丸
「
松
の
間
」襖
絵

佐

藤

明

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
の
二
の
九

一
松
の
間
」
の
遺
品
と
稀
さ
れ
る
二
曲
屏
風

一
双
は
図
版
第

５
図
の
如
き
も
の
で
、
そ
の
画
面
の
寸
法
は
各
曲
共
に
縦

一
・
六
七
房
、
横

一
。
二
八
五
房
で

あ
っ
て
、
松
の
巨
樹
と
、
そ
の
枝
に
止
ま
つ
て
い
る
雉
を
金
地
に
極
彩
式
で
描
い
た
も
の
で
、

松
の
葉
の
部
分
な
ど
は
補
修
の
跡
が
著
し
い
が
、
雉
は
そ
の
羽
毛
な
ど
細
密
で
、
な
か
な
か
見

事
な
も
の
で
あ
る
。
屏
風
の
裏
側
に
次
の
様
な
貼
紙
が
あ
る
。

記

一　
此
屏
風
は
仙
台
城
二
の
丸
松
の
間
の
襖
な
り

一一　
仙
台
城
は
伊
達
政
宗
の
築
か
る
＼
所
に
し
て
政
宗
公
の
嗣
子
忠
宗
公
は
二
の
丸
に
殿
館

を
造
営
せ
ら
れ
寛
永
十
五
年
九
月
御
縄
張
翌
十
六
年
六
月
竣
功
爾
来
伊
達
氏
の
居
館
た
り

し
が
其
の
広
大
な
る
殿
館
中
に
松
の
間
あ
り
矢
野
顧
蔵
著
仙
台
藩
祖
尊
皇
事
蹟
附
録
に
日

く

「
松
の
間
七
十
二
畳
唐
紙
南
面
四
枚
松
に
化
雉
東
面
十
六
枚
松
北
面
雄
雉
の
画
東
洋
の

筆
金
色
翠
影
荘
厳
云
は
ん
方
な
し
城
中
第

一
の
時
れ
の
間
所
重
大
な
る
儀
式
に
用
ら
る
」

と
此
屏
風
は
即

「
南
面
四
枚
松
に
牝
雉
」
の
唐
紙
な
り

〓
一　
仙
台
城
は
明
治
維
新
後
官
有
と
な
り
明
治
四
年
二
の
九
に
東
北
鎮
台
本
営
を
置
か
れ
明

治
六
年
仙
台
鎮
台
本
営
と
改
称
せ
ら
れ
し
が
明
治
十
五
年
九
月
七
日
仙
台
鎮
台
本
営
火
災

に
罹
り
二
の
丸
の
伊
達
氏
累
代
の
殿
館
悉
く
灰
儘
に
帰
せ
り
此
屏
風
は
其
時
火
烙
の
中
よ

り
取
り
出
さ
れ
た
る
松
の
間
の
襖
に
し
て
鎮
台
よ
り
商
人
に
排
下
ら
れ
仙
台
市
新
坂
通
細

谷
徳
治
は
剥
き
取
り
て
巻
か
れ
た
る
該
襖
絵
を
古
物
商
よ
り
買
販
り
損
所
を
修
理
し
て
之

を
現
在
の
二
枚
屏
風
二
張
に
改
造
し
て
所
有
し
あ
り
た
り
仙
台
旧
藩
士
の
来
観
し
て
往
事

を
追
懐
す
る
者
多
か
り
し

四
　
其
後
故
あ
り
小
子
請
は
れ
て
之
を
買
受
け
宇
都
宮
市
の
住
居
に
蔵
し
置
き
大
東
亜
戦
争

中
敵
亜
米
利
加
空
軍
の
宇
都
宮
空
襲
に
も
他
に
疎
開
し
て
難
を
免
る
、
を
得
た
り
し
が
仙

台
市
も
亦
敵
空
軍
の
襲
災
に
罹
り
瑞
鳳
殿
及
城
門
等
数
多
焼
亡
し
て
伊
達
文
化
の
遺
財
残

存
す
る
も
の
実
に
少
く
な
り
殊
に
仙
台
城
に
属
す
る
も
の
は
今
や
稀
有
な
る
べ
し
と
思
は

る
、
に
至
れ
り
依
て
此
屏
風
を
私
有
し
て
仙
台
以
外
の
地
に
置
く
を
欲
せ
ず
仙
台
の
宝
と

し
て
永
く
我
故
郷
の
史
料
に
供
し
度
く
販
に
仙
台
市
に
献
呈
す
る
も
の
な
り

昭
和
二
十
九
年
十
月

栃
木
県
宇
都
宮
市
四
条
町

一
三
五
八
番
地

星
　
　
　
野
　
　
　
胞
　
　
　
治

寄
贈
者
星
野
胞
治
氏
の
こ
の
文
章
に
は
、
先
ず
第

一
に
二
の
丸
が
文
化
年
間
に
焼
失
し
再
建

せ
ら
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
矢
野
顧
蔵
著
仙
台
藩
祖
尊
皇
事
蹟
附
録
の
引
用
の

部
分
で
も
、
松
の
間
襖

「
東
面
十
六
枚
松
」
は

一‐西
十
四
枚
松
」
が
正
し
く
、

「
北
面
雄
雉
の

画
」
は

「
北
雄
雉
の
画
」
が
正
し
く
、
引
用
が
正
確
で
は
な
い
が
、
第
三
項
の
記
述
は
い
か
に

仙

台

城

の

美

術



仙

台

城

の

美

術

も
真
実
ら
し
く
、
仙
台
旧
藩
士
が
こ
の
屏
風
を
見
て
、
往
事
を
追
懐
し
た
と
あ
る
か
ら
に
は
、
明
治
十
五
年
全
焼
前
の
二
の
丸
の
姿
を
見

知
つ
て
い
た
人
々
が
こ
れ
を
松
の
間
の
襖
と
認
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
屏
風
の
絵
そ
の
も
の
を
見
る
と
、
そ
れ
を
描
い
た
と
い
わ
れ
る
四
條
派
の
東
洋
の
画
風
と
は
か
な
り
違
っ
た
所
が
あ

り
、
む
し
ろ
狩
野
派
の
装
飾
回
風
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
松
の
間
の
襖
が
東
岸
筆
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
ま
＼
信
ず
る
以
上
、
こ
の
屏
風
を
そ

の
残
け
つ
と
考
え
る
こ
と
は
や
Ｉ
た
め
ら
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
屏
風
を
考
え
る
上
に
新
し
い
資
料
が
出
現
し
た
。
其
は
挿
絵

（婉１
・ｏ３
頁
下
段
）
の
如
き
も
の
で
、
美
濃
紙
六
枚
を
横

な
が
に
継
ぎ
合
せ
、
巨
大
な
松
樹

一
株
を
描
き
、
最
も
右
側
の
枝
上
に

一
羽
の
雄
雉
を
止
ま
ら
せ
、
そ
の
斜
め
左
下
の
地
上
に
雌
雉
を
遊

ば
せ
て
い
る
。
そ
し
て
十
本
の
縦
の
墨
線
で
十
二
の
部
分
に
区
切
ら
れ
、
最
右
端
と
最
左
端
は
や
ゝ
狭
く
な
っ
て
い
て
、
な
お
伸
び
て
い

た
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
は
右
端
の
松
の
枝
の
先
端
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
糊
が
利

か
な
く
な
っ
て
、
離
れ
て
失
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
十
二
に
区
切
ら
れ
た
巨
松
と
雉
の
絵
は
十
二
と
い
う
数
か
ら
し
て
、
六
曲
屏
風

一
双
の
見
販
図
と
考
え
易
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は

殊
に
左
側
の
屏
風
半
双
が
巨
幹
の
中
途
か
ら
始
ま
る
構
図
に
な
っ
て
、
六
山
屏
風
と
し
て
は
お
か
し
い
。
こ
の
巨
大
な
大
構
図
を

一
連
の

襖
絵
と
考
え
る
と
、
そ
う
い
う
襖
絵
が
用
い
ら
れ
た
部
屋
は
仙
台
附
近
で
は
仙
台
城
を
除
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
仙
台
市
博

物
館
の
二
の
九
松
の
間
の
襖
で
あ
っ
た
と
稀
せ
ら
れ
る
三
曲
屏
風

一
双
と
、
こ
の
粉
本
の
最
右
方
の
部
分
を
比
較
す
る
と
、
誰
も
が
両
者

の
近
似
性
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
、
こ
の
粉
本
が
松
の
間
の
西
側
の
十
四
枚
松
の
絵
の
襖
の
ヌ
ケ
ッ
チ
だ
と
す
る
と
、
こ
の
博
物

舘
蔵
の
二
曲
屏
風
も
、
旧
蔵
者
の
記
述
の
如
く
、
正
に
二
の
丸
松
の
間
の
襖
の
遺
物
を
、
屏
風
に
直
し
た
も
の
に
違
い
な
い
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
画
風
が
東
洋
の
画
風
ら
し
く
な
い
こ
と
は
、
東
洋
の
構
図
に
基
き
そ
の
監
督
の
下
に
、
多
数
の
画
工
が
共
同
で
制
作
し
た
も

の
と
考
え
れ
ば
理
解
出
来
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

こ
の
粉
本
は
私
が
私
の
恩
師
故
阿
郡
次
郎
教
授
の
集
蒐
せ
ら
れ
た
仙
台
関
係
美
術
資
料
の
中
に
発
見
し
、
未
亡
人
の
好
意
に
よ
っ
て
こ



こ
に
発
表
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
先
生
が
故

一
條
十
郎
氏
の
遺
族
か
ら
入
手
さ
れ
た
粉
本
類
文
書
類
の
中
に
入
っ
て
い
た
も
の
で

あ
り
、　
一
條
家
に
関
係
あ
る
絵
に
堪
能
な
人
物
が
、
松
の
間
の
現
場
で
、
そ
の
襖
絵
の
大
構
図
を
ヌ
ケ
ッ
チ
し
た
見
販
図
と
考
え
る
他
な

く
、
そ
の
人
物
と
し
て
は

一
條
家
に
来
泊
し
た
高
久
語
崖
に
師
事
し
、
九
皐
と
号
し
た
こ
と
の
あ
る

一
條
正
直

（
十
郎
の
父
、
明
治
二
十

一
年
歿
、
享
年
八
十
四
才
）
な
ど
は
、
そ
う
い
う
機
会
を
持
ち
得
た
人
物
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
推

定

に
過
ぎ
な

い
。と

に
か
く
、
こ
の
粉
本
の
出
現
に
依
っ
て
、
両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
、
屏
風
は
随
分
補
修
が
甚
し
く
、
襖
絵
の
上
方
も
下
方
も
い
く

ら
か
切
り
つ
め
ら
れ
、
巨
幹
の
部
分
に
は
、
外
の
部
分
か
ら
葉
群
を
持
っ
て
来
て
、
屏
風

一
双
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
し
、
粉
本
に
あ
る
唯
雉
は
画
面
か
ら
販
り
除
か
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
、
屏
風
が
こ
の
粉
本
の
示
す
大
構
図
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
屏
風
は
松
の
間
の
西
側
の
十
四
枚
の
襖
絵
の

一
部

で
あ
る
か
ら
、
寄
贈
者
星
野
胞
治
氏
が

「
此
屏
風
は
即

『
南
面
四
枚
松
に
化
雉
』
の
唐
紙
な
り
」
と
記
し
て
い
る
の
は
間
違
い
と
断
ぜ
ざ

る
を
得
な
い
。

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
粉
本
が
果
し
て
二
の
九
松
の
間
の
襖
絵
の
メ
ケ
ッ
チ
で
あ
る
か
は
別
に
確
証
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
勿
論
ま

だ
断
定
は
出
来
な
い
。
今
は
し
ば
ら
く
、
屏
風
と
こ
の
ヌ
ケ
ッ
チ
の
近
似
性
に
注
目
す
る
に
と
ど
め
る
外
は
な
い
。

仙

台

城

の

美

術
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仙

台

城

の
年

中

行

事

正

一死
　
日
　
番
頭
格
以
上
の
士
は
君
公
に
拝
賀
の
た
め
二
日
に
分
れ
て
総
登
城
す
る
。
元
日
に
出
る
を

一
番
座
、
二
日
に
出
る
を
二
器
座
と

称
し
た
。
大
番
士
は
番
頭
格
以
外
、
玄
関
で
記
帳
す
る
だ
け
で
あ
る
。
元
旦
、
君
公
は
早
朝
奥
対
面
所
で
典

医
、
茶

道
、

同

朋
、
右
筆
等
側
近
の
者
か
ら
小
性
頭
の
披
露
で
賀
辞
を
う
け
会
釈
あ
り
、
明
半
時

（
あ
け
は
ん
ど
き
、
午
前
六
時
）
染
小
袖
、

麻
上
下
の
通
常
礼
服
で
国
老
を
随
え
表
対
面
所
に
出
座
、　
一
門
九
人
に
会
釈
あ
り
、　
一
門
衆
は
君
公
左
右
に
千
高
が
け
に
着
座

す
る
。
次
に

一
家
十
七
人
、　
一
族
二
十
二
人
、
宿
老
三
人
、
大
刀
上
九
人
、　
一
番
座
召
出
が

一
人
ず
つ
進
ん
で
国
老
の
披
露
で

太
刀
目
録
を
献
上
、
終
っ
た
者
は
次
々
に
左
右
に
退
き
着
座
す
る
。
次
に
土
器
を
の
せ
た
三
宝
を
君
公
に
進
め
小
性
が
酌
を
と

る
。
終
っ
て
銚
子
を
君
公
の
座
か
ら
三
畳
目
に
置
き
、　
一
門
首
席
の
士
が
土
器
を
い
た
ゞ
く
、
こ
の
時
肴
を
供
す
る
。
こ
の
上

器
を
君
公
に
返
上
し
た
後
、　
一
門
の
士
が
同
様
に
次
々
に
土
器
を
頂
載
す
る
。　
一
家
衆
は
五
畳
目
で
土
器
を
頂
戴
、　
一
族
は
敷

居
の
外

一
畳
目
、
太
刀
上
は
三
畳
目
で
頂
戴
す
る
。
以
下
名
代
や
番
頭
格
は
九
畳
目
、
十
五
畳
目
と
な
っ
て
い
る
。
二
日
は
同

様

一
門
二
人
、
準

一
笈
八
人
、
着
座
三
十
人
、
二
番
座
召
出
、
そ
の
他
番
頭
格
以
上
の
太
刀
目
録
献
上
、
土
器
頂
戴
が
行
わ
れ

る
。
太
刀
目
録
は
五
百
女
位
で
五
、
六
日
後
に
勘
定
所
へ
届
け
る
の
で
あ
る
。
お
流
れ
頂
戴
の
肴
と
い
う
の
は
烹
雑
羮

（ぼ
う

仙

台

城

の

年

中

行

事



一
一
　

日

〓
一　
日

仙

台

城

の

年

中

行
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ぞ
う
か
ん
）
と
い
っ
て
矢
野
顕
蔵
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
径
四
寸
ば
か
り
の
上
器
に
畠
芋
の
皮
を
六
角
に
は
い
だ
も
の
を
畳
み
上

げ
、
上
に
三
寸
四
方
ほ
ど
の
紅
白
の
餅
を
置
き
、
そ
れ
に
干
錫
を
こ
ま
か
く
切
っ
た
も
の
を
の
せ
、
こ
れ
を
三
宝
に
そ
な
え
、

君
公
が
食
う
ま
ね
を
し
て
順
次
家
臣
に
賜
う
と
あ
っ
て
宝
藤
羮
の
字
を
あ
て
＼
い
る
が
、
こ
れ
は
民
間
の
お
手
か
け
、
士
分
の

家
で
、

「
い
た
ゞ
き
」
と
称
す
る
も
の
に
当
る
。
浜
萩
に
は
台
所
頭
高
橋
来
の
談
と
し
て
雑
煮
の
こ
と
だ
と
記
し
て
あ
る
。

讀
書
始
、
君
公
元
旦
の
行
事
で
あ
る
。

鉄
砲
撃
始
、
陣
貝
吹
始

二
番
座
登
城
拝
賀
。

買
初
め
　
輝
宗
、
政
宗
の
こ
ろ
は
家
来
を
町
に
や
っ
て
銭
を
持
た
せ
米
、
塩
、
飴
お
こ
し
、
米
を
買
わ
せ
た
。

御
野
初
　
オ
ノ
ソ
メ
、
君
公
在
国
の
年
に
行
わ
れ
た
。
戦
陣
に
準
ず
る
行
事
で
、　
一
門
、　
一
家
、　
一
族
等
の
重
臣
は
狩
場
の
装

‐
束
で
騎
馬
、
武
装
し
た
家
来
を
従
が
え
寅
の
刻

（午
前
四
時
）
所
定
の
扇
坂
か
ら
大
手
門
前
を
東
へ
大
橋
阿
元
ま
で
の
位
置

に
集
結
す
る
。
君
公
は
こ
れ
も
狩
場
の
装
束
で
馬
に
騎
し
、
伊
達
家
重
代
の
槍
、
馬
標
、
旗
峨
を
立
て
弓
銃
槍
の
諸
隊
を
従

が
え
儀
衛
は
五
百
名
内
外
、
卯
の
刻

（午
前
六
時
）
陣
貝
を
合
図
に
行
進
を
開
始
、
大
町
を
真
直
ぐ
に
塩
釜
街
道
の
案
内
に

向
う
。
松
原
に
お
恨
屋
が
あ
っ
て
御
竜

（
お
た
つ
）
と
称
す
る
。
君
公
は
こ
＼
で
道
路
を
前
に
床
九
に
腰
を
下
ろ
し
使
番
を

し
て
先
陣
役
の
片
倉
小
十
郎
に
出
動
を
命
ず
る
。
よ
っ
て
片
倉
氏
軍
勢
を
先
鋒
と
し
て

一
門
、　
一
家
以
下
し
ゆ
く
し
ゆ
く
と

君
公
の
前
を
馬
上
礼
を
し
な
が
ら
通
過
し
閲
兵
を
う
け
る
。
こ
れ
を

一
騎
打
ち
と
い
う
。
こ
れ
が
終
る
と
旗
元
足
軽
の
銃
隊

が
空
砲
を
斉
射
、
陣
貝
を
七
五
三
に
吹
き
鳴
ら
し
、
君
公
以
下
全
隊
は
岩
切
に
向
っ
て
前
進
す
る
。
君
公
は
岩
切
の
諏
訪
ノ

森
の
高
地
に
馬
標
を
立
て
＼
本
陣
と
し
、
こ
ｋ
か
ら
諸
隊
列
兵
の
雉
子
狩
り
を
見
る
。
こ
の
諏
訪
の
森
を

一
番
御
竜
と
し
て

旗
懺
を
立
て
る
御
竜
が
合
せ
て
十

一
ケ
所
あ
る
。

岩
切
　
諏
訪
ノ
森
　
　
一
番
御
竜
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台
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十

一
番

雉
子
を
追
う
者
は
組
士
と
足
軽
で
、
そ
の
人
員
は
凡
そ
二
千
名
を
分
け
て
三
十

一
隊
と
し
総
指
揮
官
を
山
奉
行
と
称
し
、
そ

の
下
に
使
番
二
名
が
い
て
博
令
を
勤
め
る
。
各
組
と
も
持
ち
場
が
あ
っ
て
十

一
の
御
竜
場
に
ひ
る
が
え
る
紅
白
の
峨
を
目
が

け
て
雉
を
追
い
、
補
え
た
な
ら
首
を
取
る
。
こ
れ
を
抜
き
鳥
と
い
っ
て
最
初
に
首
を
献
じ
た
者
を
戦
場
の
一
番
首
に
擬
し
て

銀
銭
三
枚
、
二
番
二
枚
、
三
番

一
枚
を
賞
賜
す
る
。
以
上
を
追
鳥
狩
と
称
し
今
市
橋
ま
で
追
っ
て
冠
川
の
線
で
終
了
す
る
。

君
公
は
松
森
城
跡
の
候
営
に
移
り
、
戦
勝
に
擬
す
る
祝
の
吉
例
が
あ
っ
て
、
獲
た
雉
を
雑
煮
と
し
二
汁
五
菜
の
酒
宴
を
開
き

国
老
、
宿
老
に
侍
食
を
命
じ
、
お
供
の
奴
臣
に
も
酒
肴
が
出
る
。
終
っ
て
引
揚
げ
の
陣
貝
を
吹
か
せ
七
北
田
へ
出
て
奥
州
街

道
を
城
下
に
入
っ
て
北

一
番
丁
、
片
平
丁
か
ら
中
ノ
瀬
橋
を
渡
り
筋
違
橋
か
ら
扇
坂
の
錫
手
回
新
御
門
を
経
て
帰
城
す
る
。

御
座
之
間
で
当
日
の
山
奉
行
に
羽
織
を
賜
い
、
重
臣
の
お
祝
い
言
上
を
う
け
た
後
、
山
奉
行
を
名
代
と
し
て
莉
堂
に
無
事
終

了
を
奉
告
さ
せ
る
。

仙

台

城

の

年

中

行

事
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日
　
御
茶
挽
き
　
年
男
が
勤
め
る
。

日
　
寺
院
登
城
拝
賀
　
君
公
は
染
小
袖
、
添
上
下
、
国
老
を
先
立
ち
と
し
て
表
対
面
所
に
出
座
、
寺
院
住
職
は
五
ツ
時

（
八
時
）
ま

で
表
対
面
所
敷
居
外
に
控
え
、
国
老
の
披
露
で
順
々
に
十
帖

一
本
を
献
上
、
左
右
に
着
座
す
る
。　
一
門
格
寺
院
は
敷
居
外
三

畳
目
で
拝
礼
、
君
公
か
ら
会
釈
が
あ
る
。
次
に
着
座
格
寺
院
は
五
畳
目
、
召
出
格
寺
院
は
九
畳
目
で
拝
礼
す
る
。

日
　
七
種
連
歌
　
ナ
ナ
ク
サ
レ
ン
ガ
、
連
歌
之
間
で
行
わ
れ
連
歌
家
業
の
猪
苗
代
家
が
奉
仕
す
る
。

日
　
御
所
的
　
ゴ
シ
ヨ
マ
ト
、
城
中
の
的
場
で
夜
間
行
わ
れ
、
弓
術
奴
業
の
家
と
稽
古
人
十
名
が
毎
年
正
月
二
日
に
指
命
が
あ
っ
て

出
仕
す
る
。
十
五
間
的
を
射
る
。
破
魔
矢
の
意
に
基
づ
く
行
事
で
あ
る
。

心
経
会
　
シ
ン
ギ
ヨ
ウ
エ
、　
一
門
格
東
昌
寺
以
下
出
仕
。

一
日
　
談
合
始
　
君
公
の
政
治
始
め
で
表
対
面
所
に
出
座
す
る
。

御
兵
具
蔵
鏡
開
き

講
釈
始
　
君
公
初
め
て
儒
臣
か
ら
講
釈
を
聴
く
。

十
四
日
　
謡
始
　
ウ
タ
イ
ソ
メ
、
夜
、
二
之
丸
表
舞
台
で
行
わ
れ
金
春
流
の
桜
井
家
、
喜
多
流
の
小
野
家
の
両
乱
舞
頭
、
脇
の
春
藤
流
長

命
家
、
大
鼓
の
白
極
家
、
大
鼓
の
福
井
家
、
笛
の
白
岩
家
、
小
鼓
の
宇
治
家
以
下
が
出
仕
し
、
君
公
は

一
門
、
国
老
以
下
重

臣
が
左
右
に
列
座
す
る
う
ち
に
出
座
す
る
。
こ
の
謡
始
に
は
必
ず
岩
ケ
崎
邑
主
友
格

一
家
四
千
五
百
石
の
中
村
家
と
栗
原
郡

川
口
千
八
百
石
の
宿
老
遠
藤
家
が
出
仕
す
る
。
三
宝
に
英
斗
と
土
器
二
つ
を
の
せ
た
も
の
と
、
こ
れ
も
三
宝
に
蒸
し
た
発
を

の
せ
た
も
の
を
吸
物
と
と
も
に
君
前
に
並
ら
べ
、
側
近
に
宿
老
遠
藤
氏
が
侍
座
す
る
。
君
公
先
ず
土
器
を
と
っ
て
酒
を
酌
さ

せ
て
呑
み
そ
れ
を
中
村
氏
に
さ
す
。
中
村
氏
は
豫
め
火
打
ち
袋
の
巾
着
を
懐
中
し
、
君
公
へ
土
器
を
献
ず
る
と
き
鯉
の
頭
に

添
え
て
巾
着
を
献
ず
る
。
君
公
は
そ
れ
を
受
け
て
別
の
巾
着
を
と
り
出
し
て
肴
の
代
り
に
中
村
氏
に
取
ら
せ
土
器
を
さ
し
て

自
か
ら
酌
を
と
っ
て
酒
を
つ
ぐ
。
七
献
九
献
過
ぎ
て
飯
を
出
し
宿
老
遠
藤
氏
が
折
昆
布
を
引
く
時
、
大
夫
が
高
砂
を
謡
い
始

十 八  七 五  四



め
狸
々
を
切
り
と
す
る
五
番
立
て
の
能
が
行
わ
れ
る
。
年
に
よ
っ
て
は
舞
囃
し
や
謡
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
。
前
記
の
嘉
例
を

巾
着
引
き
と
称
す
る
。
こ
れ
は
政
宗
の
父
公
輝
宗
の
時
代
、
元
亀
元
年
四
月
四
日
、
宿
老
牧
野
弾
正
久
仲
が
米
沢
の
舘
山
城

を
不
意
に
襲
い
輝
宗
を
亡
ぼ
そ
う
と
し
て
小
松
城
に
反
乱
を
企
て
た
が
遠
藤
氏
の
祖
、
遠
藤
山
城
基
信
と
中
村
氏
の
祖
、
新

日
遠
江
景
綱
の
操
転
に
よ
っ
て
鎮
圧
し
た
。
こ
の
時
、
周
囲
を
警
戒
し
て
密
書
を
火
打
袋
の
巾
着
に
か
く
し
て
君
公
と
受
授

し
た
こ
と
に
始
ま
る
も
の
で
、
幕
末
ま
で
嘉
例
と
し
て
行
わ
れ
た
。

十
八
日
　
俄
法
　
ゼ
ン
ポ
ウ
、
年
頭
の
祈
構
で

一
門
格
寺
院
以
下
住
職
が
登
城
し
て
行
わ
れ
、
君
公
か
ら
引
出
物
と
し
て
十
帖

一
本
が
出

る
。
終
っ
て
五
番
立
て
の
能
の
饗
応
が
あ
る
。
切
り
能
は
毎
年
海
人
に
決
ま
っ
て
い
て
切
り
の
謡
い
に
な
る
の
を
切
っ
か
け

に
列
席
の
住
職
た
ち
は
皆
わ
れ
勝
ち
に
退
場
す
る
。
こ
れ
を
逃
げ
僧
立
ち
と
称
し
た
。

二
十
日
　
十
日
灸
　
ハ
ツ
カ
キ
ユ
ウ

十
二
日
　
護
摩
供
　
こ
の
日
か
ら
祈
儒
寺
の
真
言
宗
竜
宝
寺
法
印
が
登
城
し
て
七
日
間
行
わ
れ
二
十
八
日
を
結
願
と
す
る
。
豫
め
蝋
燭
百

丁
が
渡
さ
れ
、
護
摩
木
は
年
内
の
十
二
月
二
十
七
日
根
白
石
村
の
御
門
松
百
姓
八
人
が
門
松
と
い
っ
し
ょ
に
馬
で
二
駄
四
百

七
十
本
を
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

月

上
丁
日
　
釈
菜
　
セ
キ
サ
イ
、
藩
学
養
賢
堂
の
孔
子
廟
の
祭
で
二
月
と
八
月
の
初
め
の
丁

（
ひ
の
と
）
の
日
に
行
わ
れ
、
君
公
が
こ
れ
に

臨
む
。

初
　
卯
　
具
足
開
き
　
表
対
面
所
に
伊
達
家
歴
代
使
用
の
甲
冑
、
武
具
を
飾
り
具
足
の
餅
を
供
え
る
。
政
宗
着
用
の
三
日
月
の
前
立
の
兜

と
黒
塗
胴
の
具
足
を
は
じ
め
歴
代
君
公
の
甲
冑

一
領
は
必
ず
飾
る
定
め
で
、
対
面
所
の
前
庭
に
は
馬
標
、
旗
懺
、
行
列
の
道

具
の
重
器
を
立
て
る
の
が
例
で
、
祝
儀
に
登
城
し
た
諸
臣
に
雪
菜
清
汁
の
雑
煮
と
酒
、
餅
を
賜
う
。
君
公
に
長
柄
の
酒
を
酌

仙

台

城

の

年

中

行

事
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す
る
者
の
作
法
を
犬
つ
く
ば
い
と
称
し
た
。

〓
一　
日
　
上
巳
節
供
　
五
節
供
の
一
で
番
頭
以
上
祝
儀
の
た
め
登
城
す
る
。

雛
祭
　
中
奥
で
は
豪
華
な
雛
壇
を
飾
り
、
上
南
以
下
御
殿
女
中
が
参
加
し
て
雛
拝
見
が
行
わ
れ
た
。

十
五
日
　
馬
屋
祭
　
マ
ヤ
マ
ツ
リ
、
追
廻
し
の
本
丸
崖
下
に
あ
る
五
島
の
墓
の
祭
日
で
あ
る
。
五
島
は
後
藤
肥
前
信
康
が
献
上
し
た
名
馬

で
、
元
和
元
年
大
坂
夏
陣
に
政
宗
が
出
陣
す
る
時
、
五
島
は
年
老
い
て
長
途
の
戦
に
は
乗
用
不
可
能
だ
っ
た
の
で
、
政
宗
は

五
島
を
愛
撫
し
て
留
守
を
命
じ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
回
惜
し
く
思
っ
て
本
丸
の
厩
か
ら
駈
け
出
し
崖
か
ら
落
ち
て
死
ん
だ
と

い
う
。
墓
を
ゴ
ト

（
五
島
）

ハ
カ
さ
ん
と
称
し
て
小
児
の
馬
牌
風
に
霊
験
が
あ
る
と
い
う
俗
信
が
あ
っ
た
。
馬
屋
祭
に
は
猿

引
丁
の
山
工
権
現
別
当
村
上
清
太
夫
が
子
猿
を
肩
に
の
せ
五
島
の
墓
に
詣
で
、
そ
れ
よ
り
追
回
の
三
厩
と
称
す
る
南
厩
、
中

厩
、
北
厩
を
回
り
、
二
之
丸
厩
に
も
召
さ
れ
、
子
猿
を
馬
の
背
に
乗
せ
る
と
、
立
て
髪
に
飛
び
つ
き
、
耳
を
引
き
、
尻
尾
に

つ
か
ま
り
な
ど
す
る
。
最
後
に
別
当
が
幣
束
を
と
っ
て
馬
の
除
災
の
た
め
呪
文
を
と
な
え
る
。

遠
矢
、
流
鏑
馬
　
ト
ウ
ヤ
、
ヤ
ブ
サ
メ
、
こ
の
月
、
椙
ケ
岡
で
行
わ
れ
君
公
の
見
分
が
あ
る
。

四

江
戸
参
勤
と
入
国
　
た
い
て
い
は
、
こ
の
月
で
、
参
勤
発
駕
の
前
に
家
老
を
下
河
原

（今
の
新
河
原
町
）
の
旅
立
明
神
に
道
中

無
事
祈
願
の
た
め
代
参
さ
せ
、
笠
と
杖
を
奉
納
す
る
例
で
あ
っ
た
。
行
列
の
供
揃
い
人
員
は
幕
末
ま
で
略
す
事
が
な
く
女
久

三
年
二
月
十
三
代
慶
邦
が
朝
命
で
上
洛
し
た
時
の
儀
衛
は
二
千
三
百
余
名
で
あ
っ
た
。
特
に
継
封
最
初
の
入
国
は
人
員
も
多

か
っ
た
。
寛
女
事
件
が
終
っ
て
綱
村
が
十
七
才
で
初
入
郡
し
た
時
は
三
千
四
百
八
十
余
名
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
常
時
三
千



名
近
く

一
日
の
道
中
費
が
千
両
を
要
し
、
道
中
十
日
で

一
万
両
と
い
わ
れ
た
。
仙
台
城
発
駕
は
七
ツ
立
ち
と
い
っ
て
午
前
四

時
、
朝
食
を
と
ら
ず
に
出
発
し
、
先
供
の
鋏
箱
持
ち
が
中
田
の
駅
に
達
し
た
時
、
全
隊
そ
の
場
で
行
進
を
停
止
す
る
。
こ
の

時
、
君
公
の
位
置
は
五
軒
茶
屋
で
、
君
公
は
河
岸
の
赤
壁
楼
が
朝
食
の
場
所
に
な
り
、
他
は
沿
道
の
民
家
に
は
い
る
。
入
国

の
時
は
帰
城
時
刻
が
暗
く
な
ら
ぬ
よ
う
に
配
慮
し
岩
沼
辺
に
泊
る
。
笈
老
は
長
町
ま
で
出
迎
え
る
。
参
勤
入
国
と
も
に
城
下

沿
道
の
店
は
休
業
す
る
定
め
で
町
中
堀
は
蓋
を
し
、
道
路
に
撒
き
砂
を
す
る
。
店
は
休
ん
で
馬
】大
声
を
下
ろ
さ
ず
、
店
内
を

片
着
け
て
屏
風
を
立
て
る
。
た
だ
し
暖
簾
を
か
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

五

月

五
　
日
　
瑞
午
節
供
　
五
節
供
の

一
で
、
番
頭
格
以
上
は
麻
上
下
、
無
紋
白
惟
で
登
城
す
る
。

賊
見
　
城
下
町
人
町
の
家
々
に
は
藩
命
で
峨
を
立
て
さ
せ
る
。
戦
時
に
こ
れ
を
徴
集
し
て
作
戦
上
の
偽
装
に
供
す
る
た
め
で
あ

っ
た
の
で
町
々
は
競
っ
て
職
を
立
て
た
。
君
公
は
表
対
面
所
で
諸
臣
の
賀
辞
を
う
け
た
後
、
基
食
を
す
ま
し
て
か
ら
本
九
の

崖
端
に
舞
台
式
に
作
ら
れ
て
あ
る
御
崖
作
家

（
お
が
け
づ
く
り
や
）
に
臨
ん
で
城
下
の
峨
見
を
し
た
。
幕
末
に
大
人
が
国
元

勝
手
を
許
さ
れ
て
か
ら
は
夫
人
も
同
伴
し
た
。
当
日
崖
下
の
追
廻
馬
場
で
は
馬
上
侍
が
背
に
長
い
絹
を
つ
け
地
上
を
引
き
ず

ら
な
い
よ
う
に
馬
を
駈
け
さ
せ
る
絹
引
き
を
慎
じ
君
公
は
崖
作
家
か
ら
見
分
し
た
。

月

朔
　
日
　
歯
固
め
　
歯
を
丈
夫
に
す
る
事
は
長
命
を
意
味
す
る
た
め
の
行
事
で
、
歯
固
め
の
朔
日
と
称
し
、
城
中
台
所
で
正
月
の
鏡
餅
を

寒
の
水
に
い
れ
て
密
封
し
、
こ
の
日
君
公
に
進
め
る
。

十
六
日
　
嘉
祥
　
カ
ジ
ョ
ウ
、
嘉
定
と
も
書
く
。
女
房
言
葉
で
は
カ
ツ
ウ
、
カ
ヅ
ウ
と
い
う
。
十
六
個
の
餅
ま
た
は
菓
子
を
神
に
供
え
、

仙

台

城

の

年

中

行

事
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同
時
に
た
べ
る
と
夏
の
病
魔
を
払
う
と
い
う
。
カ
ツ
ゥ
は
勝
つ
に
通
じ
武
家
に
重
ん
じ
ら
れ
た
行
事
で
、
城
中
勤
務
の
諸
臣

や
中
奥
の
女
中
に
餅
を
振
舞
っ
た
。

晦
　
日
　
名
越
の
萩
い
　
ナ
ゴ
ン
ノ
ハ
フ
イ
、
名
越
は
夏
越
の
こ
と
で
あ
る
。
城
中
で
も
白
紙
を
切
り
ぬ
い
た
形
代
の
撫
物
を
川
へ
流
し

て
萩
い
を
し
た
。

七

七
　
日
　
七
夕
　
五
節
供
の
一
で
器
頭
以
上
が
祝
儀
に
登
城
す
る
。

十
　
日
　
一
宮
社
参
　
君
公
在
国
の
年
は
、
こ
の
日
、　
一
宮
塩
釜
大
明
神
の
祭
に
つ
き
参
詣
す
る
。

十
三
日
　
土
用
干
し
　
一一日
か
ら
こ
の
日
ま
で
行
わ
れ
、
特
に
重
器
は
国
老
が
立
会
っ
た
。

十
四
日
　
松
火
　
マ
ツ
ど
、
慶
長
十

一
年
六
月
政
宗
第

一
女
五
郎
八

（
い
ろ
は
）
姫
が
江
戸
か
ら
下
向
し
た
時
、
政
宗
は
城

下

の
士
屋

敷
、
町
屋
に
残
ら
ず
灯
籠
を
か
ゝ
げ
さ
せ
、
本
丸
隅
櫓
の
上
か
ら
見
物
さ
せ
た
。
慶
長
十
三
年
に
は
触
れ
を
出
し
て
盆
中
松

火
を
焚
か
せ
、
戦
没
し
た
家
臣
の
供
養
の
た
め
七
月
十
六
日
夜
、
大
手
の
前
に
大
か
ゞ
り
火
を
焚
か
し
め
た
。
歴
代
の
君
公

は
十
五
日
夕
方
か
ら
本
丸
崖
端
の
御
崖
作
家
に
臨
み
、
城
下
の
松
火
を
眺
め
る
慣
例
で
、
幕
末
に
は
大
人
も
見
物
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

火
見
せ
馬
　
盆
中
の
三
日
間
は
若
い
馬
上
侍
が
五
、
六
十
人

一
団
と
な
り
、
三
つ
の
組
が
三
日
間
に
日
を
定
め
追

廻
厩

か
ら

馬
を
牽
き
出
し
て
勢
揃
い
を
し
た
後
、
馬
乗
り
袴
に
馬
上
提
灯
を
腰
に
さ
し
、
大
町
か
ら
河
原
町
ま
で
盆
火
の
燃
え
さ
か
る

間
を
乗
り
ま
わ
し
て
戦
の
時
、
馬
が
火
に
驚
か
な
い
訓
練
を
し
た
。

水
馬
見
分
　
ヌ
イ
バ
ケ
ン
ブ
ン
、
広
瀬
川
で
家
臣
の
水
馬
を
君
公
が
見
分
す
る
行
事
。

水
練
見
分
　
小
人
組
が
広
瀬
川
の
茶
屋
町
下
賢
渕
で
水
練
を
行
い
、
君
公
の
見
分
を
う
け
る
。



川
狩
　
君
公
の
川
狩
は
広
瀬
川
の
大
橋
か
ら
上
流
の
森
合
ま
で
の
間
で
、
六
月
か
ら
今
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
君
公
は
川
襦
祥

に
脇
指
を
さ
し
草
軽
を
は
き
、
鮎
の
鵜
縄
、
毒
も
み
、
投
綱
な
ど
を
し
た
。

八

朔
　
日
　
八
朔
　
ハ
ツ
サ
ク
、
三
朔
日
の

一
で
番
頭
格
以
上
祝
儀
の
た
め
登
城
、
こ
の
日
か
ら
城
中
袷
を
着
る
ざ

鈴
虫
献
上
　
こ
の
日
を
以
て
将
軍
家
へ
宮
城
野
原
の
鈴
虫
を
献
上
す
る
。
こ
れ
が
終
ら
な
い
内
は

一
般
に
鈴
虫
を
捕
る
こ
と
を

禁
じ
た
。

宮
城
野
お
成
り
　
萩
の
花
盛
り
に
君
公
、
夫
人
、
姫
が
宮
城
野
で
花
を
眺
め
鈴
虫
を
聴
く
行
事
が
あ
っ
た
。
野
の
東

側

野
守

ム
大
田
氏
）
屋
敷
丙
卜
原
に
面
し
て
五
問
四
方
ば
か
り
の
壇
が
築
か
れ
鈴
虫
壇
と
称
し
て
休
息
の
場
所
と
な
っ
た
。

十
五
日
　
仲
秋
名
月
　
名
月
の
祝
と
‐称
し
た
。
二
代
忠
宗
の
時
か
ら
侍
臣
に
詩
歌
を
献
ず
る
例
を
開
い
た
。

九

月

九
　
日
　
董
陽
　
チ
ョ
ウ
ヨ
ウ
、
五
節
供
の

一
で
俗
に
菊
の
節
供
と
い
う
。
番
頭
格
以
上
賀
儀
の
た
め
登
城
す
る
。
こ
の
日
か
ら
城
中
綿

入
着
用
を
許
さ
れ
る
。

十
三
日
　
十
三
夜
　
こ
の
日
も
名
月
の
祝
と
称
す
る
。

十
七
日
　
東
照
宮
社
参
　
祭
神
東
照
公
命
日
は
四
月
十
七
日
で
あ
る
が
、
忠
宗
は
承
応
三
年
三
月
東
照
宮
落
慶
の
際
、
大
祭
を
九
月
十
七

日
に
定
め
た
。
こ
の
日
、
藩
命
に
よ
り
全
城
下
町
人
町
か
ら
渡
し
物

（祭
花
車
）
を
出
す
こ
と
が
明
暦
元
年
第

一
回
の
祭
礼

か
ら
始
っ
た
が
地
方
か
ら
見
物
に
来
る
者
の
た
め
四
月
の
農
繁
期
を
避
け
、
稲
刈
り
の
終
っ
た
九
月
に
定
め
た
も

の
で
あ

る
。
君
公
在
国
の
年
は
未
明
七
ツ

（午
前
四
時
）
前
に
供
揃
い
、
君
公
は
衣
冠
の
装
束
で
親
拝
す
る
。
出
仕
の
家
臣
は
染
小

仙
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袖
麻
上
下
を
着
る
。
社
参
終
了
後
、
君
公
は
国
分
町
西
側
の
外
人
屋

（
ガ
イ
ジ
ン
ヤ
、
検
断
米
川
氏
屋
敷
、
奥
筋
諸
侯
の
江

戸
参
勤
の
旅
宿
）
に
入
り
、
裏
付
麻
上
下
に
着
替
え
、
渡
し
物
を
見
分
し
神
興
渡
御
を
拝
す
る
。
侍
臣

一
同
に
赤
飯
と
精
進

料
理
を
給
す
る
。
終
っ
て
夕
刻
君
公
は
直
垂

（
ひ
た
た
れ
）
に
改
め
再
び
東
照
宮
に
社
参
帰
城
す
る
。
着
城
後
奉
行
以
下
に

神
供
の
鋳
餅
を
給
す
る
。

杉
山
台
の
花
火
見
分
　
日
は

一
定
し
て
い
な
い
が
九
月
に
行
わ
れ
る
。
杉
山
台
ノ
原
で
砲
術
家
業
の
士
が
昼
間
は
狼
姻
、
夜
間

は
花
火
を
打
ち
揚
げ
、
君
公
が
臨
場
す
る
。

野
仕
合
　
九
月
頃
、
紹
ケ
岡
ま
た
は
宮
城
野
原
八
幡
森
の
前
で
行
わ
れ
君
公
の
見
分
を
受
け
る
。
刀
槍
二
手
に
分
か
れ
、
防
具

の
面
類
の
額
に
堤
焼
の
土
鈴
を
下
げ
打
ち
落
さ
れ
た
者
は
退
き
、
最
後
に
残
っ
た
人
数
に
よ
り
勝
敗
を
決
定
す
る
。
君
公
は

宮
城
野
原
の
際
は
野
守
屋
敷
に
休
息
し
尽
食
後
再
び
仕
合
を
見
て
帰
城
す
る
。

茸
狩
り
　
幕
末
に
は
君
公
は
登
米
伊
達
氏
の
別
荘
天
遊
館
の
あ
っ
た
向
小
田
原
松
林
山
で
松
葺
を
と
り
、
姫
や
側
室
は
郷
六
屋

敷

へ
行
く
例
で
あ
っ
た
。

十

朔
　
日
　
刈
上
祝
　
カ
リ
ア
ゲ
イ
フ
イ
、
新
米
を
餅
に
つ
い
て
親
し
い
家
に
贈
り
又
は
振
舞
う
こ
と
を
刈
上
げ
振
舞
と
い
う
。
城
中
に
も

こ
の
祝
が
あ
っ
て
君
公
へ
宮
城
郡
国
分
荒
井
村
か
ら
新
米
の
餅
を
献
上
し
た
。

初
　
亥
　
玄
姥
　
亥
の
子
と
称
し
、
城
中
で
も
亥
の
子
餅
を
つ
い
て
祝
い
が
あ
っ
た
。

二
十
日
　
夷
子
講
　
エ
ビ
ヌ
コ
ウ
、
城
中
に
も
祝
い
が
あ
る
。
こ
の
日
か
ら
足
袋
が
許
さ
れ
る
。

十



遠
馬
　
ト
オ
バ
、
君
公
が
郊
外
へ
遠
乗
り
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
山
ノ
寺
、
岩
切
、
笠
嶋
な
ど
に
出
か
け
る
。

雉
£
屋
　
キ
ジ
ト
ヤ
、
郊
外
の
山
に
稲
む
ら
の
よ
う
な
小
屋
を
作
り
、
そ
の
中
に
は
い
っ
て
雉
を
待
つ
こ
と
を
ト
ヤ
マ
チ
と
称

し
、
キ
ジ
オ
ギ

（雉
笛
）
を
使
っ
て
雉
を
誘
い
出
し
鉄
砲
で
撃
つ
の
で
あ
る
が
時
刻
に
よ
っ
て
朝
鳥
屋
、
夕
£
屋
と
い
う
。

幕
末
の
こ
ろ
十
二
代
斉
邦
、
十
三
代
慶
邦
は
、
燕
沢
の
安
養
寺
沢
琢
田
、
堤
下
へ
よ
く
出
か
け
た
。
お
供
は
国
老
二
人
、
小

性
頭
、
旗
本
頭
、
膳
番
各

一
人
、
台
所
役
人
二
人
、
鳥
屋
頭
以
下
五
人
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
雉
う
ち
は
十

一
月
か
ら
十
二
月

に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

お
山
追
い
　
政
宗
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
た
鹿
猪
の
巻
狩
で
あ
る
。
鹿
猪
は
士
民
が
捕
獲
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
が
、
田
畑
を
そ
れ

ら
の
獣
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
と
、
平
時
に
戦
斗
訓
練
を
実
施
す
る
二
つ
の
目
的
を
持
ち
、
狩
猟
期
は
君
公
在
国
の
年
の
十

一
月
中
旬
か
ら
三
月
上
旬
ま
で
の
間
に
二
回
乃
至
三
回
、
君
公
出
動
し
て
行
わ
れ
た
。
政
宗
、
忠
宗
時
代
は
主
と
し
て
遠
島

と
称
さ
れ
た
牡
鹿
半
島
方
面
で
一
週
間
位
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
五
代
吉
村
以
後
は
城
下
郊
外
の
山
野
を
猟
場
と
し
た
。
出

動
人
員
は
士
分
以
下
三
千
名
乃
至
四
千
名
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
十
二
月
十
九
日
、
七
代
重

村
が
仙
台
郊
外
の
葛
岡
権
現
森
で
行
な
っ
た
時
の
出
動
人
員
と
組
織
を
示
す
と
、
総
員
三
八
〇
四
名
、
こ
れ
を
東
西
各

一
五

隊
に
分
け
、
総
指
揮
官
を
お
山
の
大
将
と
称
し
、
そ
の
下
に
勢
子
奉
行
九
二
人
、
徒
目
付
三
〇
人
、
大
鼓
打
三
〇
人
、
帳
付

八
人
、
組
士
五
六
九
人
、
旗
元
足
軽
六
五
人
、
並
足
軽
五
三
〇
人
、
勢
子
二
三
〇
〇
人
、
抜
卒

一
二
〇
人
、
太
鼓
持

六
〇

人
、
他
に
軍
師
、
螺
役
若
干
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
君
公
の
本
陳
を
御
龍
と
称
し
、
そ
の
下
に
竹
矢
来
を
結
い
姥
鹿
を
追
い

入
れ
、
君
公
が
鉄
砲
で
手
撃
し
、
そ
の
他
を
家
臣
が
獲
る
。
日
付
は
勇
敢
な
者
、
臆
病
な
者
を
監
視
し
、
鹿
猪
を
撃
ち
留
め

た
者
の
姓
名
と
と
も
に
帳
付
に
記
入
さ
せ
、
後
日
そ
の
賞
罰
が
行
わ
れ
た
。
猟
場
は
城
下
周
辺
の
御
裏
林
、
越
路
山
、
御
竜

沢
、
芦
ノ
ロ
、
金
剛
沢
、
堂
ケ
沢
、
佐
保
山
、
権
現
森
、
横
向
山
、
吉
成
山
、
中
山
、
鶴
ケ
谷
で
あ
っ
た
が
、
仙
台
城
か
ら

半
径
四
キ
ロ
以
内
、
主
と
し
て
城
背
で
行
わ
れ
た
御
山
追
の
獲
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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五
代
吉
村

享
保

一一
五

一
六

元
女
　
一死

，
　

　

二三

・寛
保
　
一死二三

六
代
宗
村

延
事

の

年

中

行
一
事

一一
三一二

一
六

一
九三

一
九

一
九

一
一

一
八

一
八二

四
九
頭

八

一
頭

一
一
頭

四

一
頭

六
〇
頭

〓
西

頭

六
二
頭

八
三
頭

六
九
頭

七
七
頭

六
〇
頭

七
四
頭

四
九
薔
甲

四
六
頭

一
九
一頭

六
九
頭

四  三

一 三 二 三 二 四 三 二

寛
延

七
代
重
村

一死

　

一

二十一一
　

一

一万

　

一

佐
保
山

佐
保
山

芦
ノ
回

芦
ノ
ロ

佐
保
山

佐
保
山

一戸
ノ
ロ

佐
保
山

芦
′
日

芦
′
口

峯戸
ノ
ロ

一佐
保
山

金
剛
沢

佐
保
山

一戸
ノ
ロ

拳戸
ノ
一日

猪
鹿
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明
和
　
一死
　
一
一一
　

一
〓
一　
　
佐
保
山
　
　
　
　
　
　
九
〇
頭

五
　
一
一
　

一
九
　
　
佐
保
山
　
　
　
　
　
　
九
二
頭

七
　
一
一
　

二
五

　

芦
ノ
ロ
　
　
　
　
　
七
二
頭

　

狼

一
頭

安
永
　
五
　
一
一一
　
一
五
　
　
金
剛
沢
　
　
　
　
　
　
六
六
頭

以
後
こ
の
城
背
地
帯
で
は
八
代
斉
村
が
天
明
五
年
御
裏
林
で
一
回
、
十

一
代
斉
義
が
女
政
年
中
に
越
路
山
で
三
回
、
御
竜
沢
で

一
回
、

十
二
代
斉
邦
は
文
政
十
二
年
か
ら
天
保
十
二
年
ま
で
越
路
山
で
六
回
、
堂
ケ
沢
で
一
回
、
十
三
代
慶
邦
は
嘉
永
二
年
か
ら
元
治
元
年
ま

で
越
路
山
で
五
回
、
御
裏
林
で
二
回
出
猟
し
た
が
獲
物
の
数
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
稀
に
お
山
追
に
参
加
し
た
家
臣
の
記
録
に
散
見

す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
二
、
三
頭
か
ら
七
、
八
頭
で
猪
鹿
は
漸
次
絶
滅

‐を
た
ど
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
が
、
戦
時
に
対
す
る
訓
練
で
あ

る
た
め
出
動
人
員
は
旧
来
と
変
っ
て
い
な
い
。

鶴
の
お
早
や
　
仙
台
か
ら
最
も
近
い
丹
頂
鶴
の
渡
来
地
は
七
郷
の
荒
井
で
、
鶴
の
下
り
る
所
を
鶴
代

（
つ
る
じ
ろ
）
と
い
う
。

ロ
ロ
役
が
馬
で
城
中
へ
急
報
す
る
と
、
君
公
は
馬
で
急
行
し
城
下
端
れ
で
お
供
を
残
し
て
馬
上
侍
だ
け
を
徒
が
え
て
鶴
代
へ

急
ぐ
。
こ
れ
を
鶴
の
お
早
や
と
称
し
た
。
鶴
は
鷹
で
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
り
鉄
砲
で
撃
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。

十

旬
　
初
鱈
献
上
　
一二
陸
海
岸
で
初
漁
の
年
販
魚
の
鱈
を
籍
軍
家
に
献
上
す
る
。

日
　
針
供
養
　
中
奥
御
殿
の
女
の
行
事
で
、
小
豆
汁
に
こ
ん
に
ゃ
く
、
豆
腐
、
大
根
等
六
色
の
も
の
を
煮
た
汁
を
食
う
。
こ
れ
を
ム

ジ
ツ
汁
と
称
し
無
実
の
罪
を
除
く
た
め
と
い
わ
れ
る
。

十
三
日
　
煤
掃
き

初
　
旬
　
寒
鳴
出
馬
　
早
い
年
は
十

一
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
る
。
袋
原
辺
を
振
り
出
し
に
君
公
が
七
日
位
綬
屋
や
肝
入
屋
敷
に
泊
り
を
重

仙

台

城

の

年

中

行

事

八 初



仙

台

城

の

年

中

行

事

ね
て
鴨
、
ケ
トリ
な
ど
を
狩
り
蒲
崎
で
終
り
、
竹
的
神
社
に
社
参
し
て
帰
城
す
る
。

旬
　
寒
暑
の
見
舞
　
年
二
回
寒
暑
に
君
公
か
ら

一
門
な
ど
に
書
状
で
見
舞
を
出
し
、
こ
れ
に
添
え
て
物
を
賜
う
。

分
　
一豆
ば
や
し
　
一豆
ま
き
の
こ
と
で
、
年
男
が
勤
め
る
。
入
、
九
才
の
子
供
で
御
試
め
し
と
称
す
る
資
格
審
査
が
あ
っ
て
両
親
健
在

が
條
件
で
あ
る
。　
一
人
は
国
表
、　
一
人
は
江
戸
藩
邸
で
勤
め
る
。
侍
鳥
帽
子
に
素
抱
を
着
け
、
豆
を
い
れ
た

〓
一
宝

を

か
＼

え
、
明
き
の
方
に
向
か
っ
て

『
福
は
内
、
福
は
内
、
鬼
は
外
、
鬼
は
外
、
天
打
つ
、
地
打
つ
、
四
方
打
つ
、
鬼
の
目
玉
ぶ
っ

つ
ぶ
せ
」
と
い
う
。
こ
の
声
が
君
公
の
お
耳
に
達
し
た
際
は
褒
美
が
出
る
。
年
男
の
勤
め
ぶ
り
が
良
い
時
は
そ
の
ま
＼
見
小

性
に
登
用
さ
れ
た
。

廿
九
日
　
松
飾
り
　
根
白
石
村
で
持
高
十

一
貫
百
九
十
二
文
を
所
有
す
る
八
人
の
百
姓
か
ら
年
々
門
松
を
仙
台
城
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
を
御
門
松
百
姓
と
称
し
郡
役
諸
税
を
免
除
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
組
頭
を
勤
め
た
鷲
尾
氏
の
寛
文
十
年
の

記
録
に
よ
る
と
、
門
松
四
十
二
門
、
五
階
松
、
新
柱
八
十
四
本
、
長
さ

一
丈

一
尺
、
鬼
打
ち
木

三
百
五
十
二
枚
、

長

さ

〓
一

尺
、
巾
五
寸
、
年
重
ね
の
年
は
門
松
五
門
、
新
柱
十
本
、
鬼
打
ち
木
三
十
枚
、
祝
儀
の
賜
金
は

一
分
判
七
切
、
年
重
ね
の
際

は

一
割
増
と
あ
る
。
こ
れ
を
十
二
月
二
十
七
日
に
城
へ
納
め
、
二
十
九
日
に
立
て
る
。

年
棚
　
表
対
面
所
に
棒
を
貫
門
の
よ
う
に
立
て
横
木
に
塩
鮭

一
本
、
雉

一
羽
、
錫

一
把
を
品
り
下
げ
、
傍
に
伏
せ
臼
に
注
連
飾

り
を
巻
き
、
上
に
鏡
餅
を
供
え
、
菰
か
ぶ
り
の
四
斗
樽
を
置
く
。

城
中
の
用
日

出
入
司
用
日
　
　
一一日
　
　
五
日
　
　
入
酢
　
　
十
二
日
　
　
十
八
日
　
　
十
三
日
　
　
十
六
日
　
　
十
八
日

蔵

販

納

日
　
　
一一日
　
　
一ハ
日
　
　
十
六
日
　
　
十

一
日
　
　
十
三
日
　
　
十
七
日

蔵
　
渡
　
日
　
　
一二
日
　
　
七
日
　
　
十

一
日
　
　
十
二
日
　
　
十
五
日
　
　
十
八
日

評
　
定
　
日
　
　
一二
日
　
　
九
日
　
　
十
九
日
　
　
十
五
日

節 下



詮
　
議
　
日
　
　
一一日
　
　
五
日
　
　
一ハ
日
　
　
七
日
　
　
八
日
　
　
十

一
日
　
　
十
六
日
　
　
十
八
日
　
　
十

一
日
　
　
十
二
日

十
三
日
　
　
十
七
日
　
　
甘
九
日

城
中
の
休
日

朔
日
　
　
四
日
　
　
十
三
日
　
　
十
五
日
　
　
一一十
日
　
　
一一十
四
日
　
　
一一十
六
日
　
　
晦
日

五
節
供
　
　
初
午
　
　
嘉
祥
　
　
彼
岸
中
日
　
　
盆
中
　
　
冬
至
　
　
立
春

評
定
日
の
内
三
月
十
九
日
道
祖
神
祭
、
七
月
九
日
塩
釜
神
社
祭
、
初
卯
、
庚
申
、
甲
子
に
あ
た
る
日
は
休
日
と
な
る
。

〔
参
考
文
献
〕

伊
達
家
文
書
第

一
巻

義
山
公
、
獅
山
公
、
忠
山
公
各
治
家
記
録

六
代
治
家
記
録

城
中
年
中
行
事

（
写
本
）
常
盤
雄
五
郎
氏
蔵

御
目
付
年
中
行
事

（写
本
）
三
原
良
吉
蔵

御
小
人
目
付
行
事

（写
本
）
三
原
良
吉
蔵

登
米
伊
達
家
御
制
令
秘
書

（写
本
）
米
谷
健

一
郎
氏
蔵

落
合
時
住
手
記
小
性
勤
方
覚

（落
合
氏
蔵
）

浜
田
景
長
手
記
涙
の
た
ね

（浜
田
善
雄
氏
蔵
）

菅
野
屋
卯
兵
衛
御
用
留

（写
本
）
菅
野
氏
蔵

伊
達
家
史
雑
稿

（伊
連
邦
宗
編
著
）

仙
台
風
俗
志

（鈴
木
省
三
著
）

仙

台

城

の

年

中

行

事



仙

台

城

の

年

中

行

事

仙
台
祭
資
料

（仙
台
郷
上
研
究
会
編
）

績
刊
仙
台
叢
書
第

一
巻
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津

―
―
と
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に
兵
用
地
誌

・
石
垣

・
刻
印

・
湧
水
を
中
心
と
し
て
―
―

生



仙
台
城

の
地

形
・地
質

―
―

と
く
に
兵
用
地
誌

・
石
垣

・
刻
印

・
湧
水
を
中
心
と
し
て

―
―

第

二
早

総
　
　
　
説

【

は

じ

め

に

仙
台
城
は
稀
に
み
る
天
瞼
の
要
害
と
し
て
し
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
階
段
状
に
発
達
し
て
い
る
自
然
地
形
を
う
ま
く
利
用
し
て

い
る
な

ど
、
地
形
地
質
学
的
に
も
興
味
深
い
問
題
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
仙
台
城
を
と
り
か
こ
む
水
系
の
水
源
、
用
水
な
ど
の
水
理
地
質
学
の
問

題
や
、
築
城
を
中
心
と
し
た
地
盤
強
度
、
城
壁
石
垣
の
石
材
の
種
類
、
産
地
、
運
搬
方
法
な
ど
の
上
木
地
質
学
的
な
こ
と
な
ど
も
再
吟
味

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
の
調
査
要
点
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
　
地
形
学
的
事
項

イ
　
地
形
の
な
り
た
ち
と
本
丸
、
二
の
九
、
三
の
丸
の
位
置

口
　
外
堀

（濠
）
の
水
系
と
そ
の
水
源

ハ
　
天
瞼
の
要
素
と
な
っ
た
広
瀬
川
の
変
遷
と
竜
ノ
回
峡
谷
の
成
因

二
　
広
瀬
川
―
竜

（方
位
の
辰
の
意
）
ノ
ロ
間
の
空
谷
を
利
用
し
た
堀
切

（隆
）

ホ
　
仙
台
城
背
後
の
地
形
と
間
道
の
″
―
ト

仙

台

城

の

地

形

・
地

質



仙

台

城

の

地

形

。
地

質

２
　
土
木
地
質
学
的
事
項

イ
　
仙
台
城
周
辺
の
地
質
と
築
城
か
ら
み
た
地
盤
強
度

口
　
城
壁
石
垣
の
石
材
の
種
類
、
産
地
、
運
搬
系
統

・
方
法

ハ
　
本
丸
、
二
の
九
、
三
の
九
の
用
水
の
水
源
と
そ
の
水
理
地
質

要
す
る
に
こ
の
報
告
書
は
、
仙
台
城
の
立
地
条
件
を
兵
用
地
誌

・
軍
用
地
質
学
の
立
場
か
ら
み
た
も
の
の

一
部
を
収
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
藩
政
時
代
の
絵
図
を
参
考
に
し
な
が
ら
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
を
主
と
し
て
い
る
の
で
、
従
来
の
考
察
と

一
致
し
な
い
点
も
あ

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
、
石
垣
保
護
対
策
に
も
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
。
現
地
調
査
は
東
北
大
学
教
養
部
地

学
研
究
グ
ル
ー
プ
の
協
力
の
も
と
に
行
な
っ
た
も
の
で
、
野
外

・
室
内
作
業
を
通
じ
て
、
い
く
つ
か
の
新
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

を
特
記
し
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
。

一一　
築
城
を
容
易
に
し
た
地
形
地
質
の
あ
ら
ま
し

１
　
地
　
　
形

築
城
の
原
則
と
し
て
は
、
守
る
に
易
く
攻
め
る
に
難
い
条
件
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、　
一
面
、
構
築
の
難
易
や
経
済
上
の
問
題

も

一
つ
の
要
素
に
な
っ
て
い
た
。
帰
す
る
と
こ
ろ
、
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
自
然
地
形
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
、
生
活
や
防
備

（
水

濠
）
に
久
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
資
源
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
城
の
構
築
に
必
要
な
資
材

（木
材
、
石
材
）
の
入
手
が
容
易
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
仙
台
城
を
再
吟
味
し
て
み
る
と
、
ま
ず
第

一
に
気
の
つ
く
こ
と
は
広
瀬
川
の
急
崖
や
竜
ノ
ロ
峡
谷
が
城
郭
の
三

方

（北

。
東

。
南
）
を
囲
ん
で
、
天
瞼
の
要
害
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
側
に
は
広
瀬
川
に
流
入
す
る
谷
や
低
湿
地
が
あ
っ
て
外

堀
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
仙
台
城
の
外
堀
に
あ
た
る
長
沼
や
五
色
沼
は
、
当
時
の
谷

・
低
湿
地
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
本
丸
西
方
背
後
の
間
道
ぞ
い
に
は
、
こ
の
″
―
卜
を
横
切
る
五
本
の
谷
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
本
は

一
の
堀
切

（隆
）



二
の
堀
切
、
三
の
堀
切
と
し
て
切
り
と
ら
れ
る
な
ど
、
自
然
の
地
形
を
利
用
し
た
効
率
の
よ
い
防
備
体
制
を
と
っ
て
い
た
。

こ
の
は
か
、
建
築
物
の
建
設
や
戦
闘
要
員
の
配
備
の
た
め
に
も
、
ま
た
敵
が
侵
入
し
て
き
た
場
合
の
戦
い
の
た
め
に
も
平
地
が
適
当
に

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
仙
台
城
構
築
前
の
原
地
形
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
に
は
お
あ
つ
ら
え
む
き
の
段
丘
地
形

な

の

で
、
海
抜
一
一
五
十

一
四
〇
房
の
丘
陵
性
台
地
の
面
は
西
の
九

（
天
主

台
）
や
本
九
に
、
ま
た
海
抜
六

一
十
七
八
房
の
面
、
そ
の
下
の
四
〇
房

の
面
、
さ
ら
に
そ
の
下
の
三
〇
房
１
三
四
冴
の
河
岸
段
丘
面
は
三
段
の

平
坦
面
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
地
形
を
い
か

し
て

二

の

九
、
三
の
九
、
追
廻
馬
場
に
利
用
さ
れ
た
。
段
丘
地
形
は
広
瀬
川
ぞ
い

に
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
小
範
囲
に
立
体
的
な
面

（
段

丘
面
）
と
崖

（
段
丘
崖
）
が
適
当
な
割
合
で
配
列
さ
れ
て
い
る
所
は
仙

台
城
周
辺
以
外
に
求
め
が
た
い
。
政
宗
の
築
城
前
に
国
分
氏
は
青
葉
ケ

崎
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
の

一
帯
に
千
代
城
を
構
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
こ
の
段
丘
地
形
は
、
古
く
か
ら
城
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

要
す
る
に
仙
含
城
は
こ
の
よ
う
に
自
然
の
地
形
を
う
ま
く
利
用
し
て

山
城
を
構
築
し
た
も
の
で
、
築
城
に
必
要
な
土
地
造
成
や
防
備
上
の
付

帯
工
事
は
、
か
な
り
能
率
的
、
経
済
的
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
城
の
構
成
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
万

一
撤
退
を
必
要
と
す
る
と
き
に
は
、

仙

台

城

の

地

形

・
地

質

婦
女
子
を
合
め
た
全
員
が
安
全
に
退
却
で
き
る
間
道

第 1図 自然地形を利用した仙台城の構成模式図
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仙

台

城

の

地

形

。
地

質

径
路

（
虎
口
）
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の
点
で
も
仙
台
城
は
背
後
地
の
地
形
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
城
の
西
方
に
は
毛
ミ
ｏ
ナ
ラ
な
ど
の
密

林
に
被
わ
れ
た
丘
陵
性
台
地
が
つ
づ
い
て
い
て
、
間
道
を
つ
く
る
の
に
好
都
合
な
地
形
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
″
―
卜
の
現
状
は
か
な
り

開
発
変
形
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
面
影
は
そ
の
一
部
に
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

２

土

木

地

質

仙
台
城
を
土
木
地
質
的
に
み
る
と
、
本
丸
の
位
置
し
て
い
た
丘
陵
性
台
地
や
、
二
の
九

・
三
の
九
が
あ
っ
た
段
丘
面
下
に
は
、
礫
を
主

と
し
た
砂
礫
層
が
分
布
し
た
こ
と
が
幸
し
て
、
整
地
作
業
が
容
易
で
あ
っ
た
ほ
か
、
構
造
物
の
建
設
に
対
し
て
は
安
定
し
た
地
盤
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
こ
の
砂
傑
層
の
う
ち
、
地
表
下

一
ｉ
二
房
の
部
分
は
軟
弱
な
ロ
ー
ム
層
を
主
と
し
て
い
る
の
で
、
歎
弱
層
の
切
り
販
り

が
不
十
分
の
場
合
に
は
長
雨

・
地
震
な
ど
に
よ
る
不
等
沈
下
、
ひ
い
て
は
建
物
の
傾
き
や
亀
裂
を
生
じ
や
す
い
結
果
に
な
る
。
仙
台
城
の

城
壁
石
垣
や
隅
櫓
な
ど
が
、
藩
政
時
代
に
お
こ
っ
た
三
回
の
地
震

（
正
保

・
寛
文

。
天
保
）
で
か
な
り
の
損
害
を
被
っ
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
本
九

・
二
の
丸
の
建
物
、
城
壁
な
ど
の
基
礎
地
盤
に
つ
い
て
は
、
土
木
地
質
的
な
問
題
を
残
し
て
い
る
。

仙
台
城
は
湧
水

・
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
点
で
も
特
徴
が
あ
っ
て
、
平
時
は
も
ち
ろ
ん
、
籠
城
時
に
も
用
水
を
ま
か
な
う
に
十
分
な

湧
出
量
を
も
っ
て
い
て
、
外
堀
の
水
源
は
沢
の
湧
水
を
流
入
さ
せ
て
作
っ
た
中
鳴
池
の
余
水
で
あ
る
こ
と
も
仙
台
城
の
特
色
で
あ
る
。
ま

た
二
の
丸
の
中
鳴
池
や
三
の
九
周
辺
の
外
堀
り
は
井
戸
の
地
下
水
を
人
工
的
に
養
う
う
え
に
か
な
り
効
果
的
で
あ
っ
た
点
な
ど
科
学
的
な

配
慮
も
な
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
仙
台
城
内
外
か
ら
湧
出
し
て
い
る
湧
水
は
か
な
り
減
水
し
て
は
い
る
が
、
当
時
は
こ
の
五
倍
程
度
の
湧

出
量
が
％
っ
て
、
外
堀
に
あ
た
る
五
色
沼
や
長
沼
を
養
っ
て
な
お
余
り
が
あ
っ
た
。
湧
水
は
減
少
し
た
と
い
う
も
の
の
、
現
在
、
丘
陵
性

台
地
に
生
活
し
て
い
る
農
民
の
貴
重
な
水
源
に
な
っ
て
い
る
。

仙
台
城
の
壁
の
石
垣
は
良
質
の
安
山
岩
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
産
地
が
仙
台
城
か
ら

一
〇
旗
の
範
囲
内
に
あ
っ
て
、
運
搬
に
便

利
で
あ
っ
た
こ
と
も
築
城
を
容
易
に
し
た
要
素
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
仙
台
城
の
位
置
は
陸
上

・
水
上
と
も
に
物
資
収
集
に
便
利
な
位
置
に
あ
る
ほ
か
、
城
下
町
を
眼
下
に
見
お
ろ
す
要
点
に
あ



つ
て
、
夕
日
に
輝
く
仙
台
城
の
偉
容
は
、
城
主
の
威
厳
を
士
民
に
示
す
点
で
も
効
果
的
な
地
形
と
背
景
と
を
も
っ
て
い
た
。

第
曇

地

形

学

的

事

項

一　
仙
台
の
地
形
の
な
り
た
ち

仙
台
城
の
建
物
や
石
組
み
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
階
段
状
の
地
形
は
、
第
四
紀
洪
積
世

（数
十
万
年
前
）
の
こ
ろ
に
形
成
さ
れ
た
段
丘

地
形
を
う
ま
く
利
用
し
た
も
の
で
、
そ
の
構
成
を
地
形
学
的
に
み
る
と
次
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

第

一
表

仙

台

城

の

構

成

と

地

形

学

的

区

分

西
　
　
　
　
丸
　

（天
主
台
）

木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

堀
　
　
　
　
　
　
、切
　

（濠
）

二
の
九
上
段

（御
宝
蔵
そ
の
他
）

二
　
　
　
　
の
　
　
　
　
九

〓
一　
　
の
　
　
丸
　

（東
丸
）

追
　
　
廻
　
　
馬
　
　
場

丘
（　
　
　
　
場

沼

　
（外
濠
）

七
〇

。
○
―
七
八

・
○
房

六

一
・
〇
―
六
四

・
○
房

四
〇

・
八
房

三
〇

・
○
―
三
四

。
Ｏ
材

ク″仙
台
台
の
原
段
丘

仙
台
上
町
段
丘

仙
台
中
町
段
丘

一
仙
台
下
町
段
丘

長 練

以
上
の
関
係
を
図
示
す
る
と
第
２
図
の
よ
う
に
な
り
、
四
段
の
段
丘
面
は
広
瀬
川
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
河
岸
段
丘
面
で
、
広
瀬
川
を

仙

台

城

の

地

形

。
地

質



仙

台

城

の

地

形

。
地

質

は
さ
ん
だ
仙
台
城
１
城
下
町
間
に
規
則
正
し
く
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
仙
台
城
の
城
下
町
は
、
広

瀬
川
が
残
し
た
四
段
の
平
面

（
段
丘
面
）
上
に
位
置
し
て
い

る
た
め
、
上
下
の
段
を
結
ぶ
に
は
こ
の
間
に
あ
る
崖

（
段
丘

崖
）
を
切
る
坂
道
を
つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
段
丘
崖
は
直
線
で
は
な
く
、
ゆ
る
や
か
に
屈
曲
し
た
線

上
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
い
つ
の
時
代
で
も
整
然
と
し
た

区
画
整
理

。
都
市
計
画
に
は
好
ま
し
く
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
る
。
藩
政
時
代
の
絵
図
を
み
る
と
、
碁
盤
目
状
の
町
割
り

を
し
た
城
下
町
の
所
々
に
ゆ
が
み

（
歪
）
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
段
丘
崖
の
形
や
、
広
瀬
川
河
岸
の
屈
曲
に
支
配
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
県
庁
前
１
斉
藤
報
恩
会
前
を
走
る
段

丘
崖
や
、
米
ケ
袋
上
町

。
中
町

。
下
町
を
く
ぎ
る
段
丘
屋
や

広
瀬
川
の
河
岸
の
形
な
ど
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。

一
方
、
仙
台
城
を
天
瞼
の
要
害
と
し
て
特
徴
づ
け
た
も
の

も
広
瀬
川
の
所
産
で
、
広
瀬
川
自
身
が
外
堀
と
し
て
の
役
割

を
は
た
し
て
い
る
ほ
か
、
仙
台
城
東
面
の
断
崖
や
竜
ノ
ロ
峡

谷
の
絶
壁
は
、
広
瀬
川
が
今
よ
り
も
西
に
よ
っ
て
流
れ
て
い

た
時
代
に
侵
食
作
用
で
け
ず
ら
れ
て
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

第 2図 仙 台 城 と 河 岸 段 丘 と の 関 係
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二
　
天
瞼
の
要
素
と
な
っ
た
広
瀬
川
の
変
遷
と
、

天
然
の
要
塞
を
形
づ
く
っ
て
い
る
仙
台
城
東
面
の
急
崖
は

広
瀬
川
の
側
侵
食
で
け
ず
ら
れ
た
も
の
で
、寛
文
四
年
全

六

六
四
）
の
地
図
で
は
、
こ
の
急
崖
の
直
下
を
広
瀬
川
の
蛇
行

部
が
流
れ
て
い
た
よ
う
に
画
か
れ
て
あ
る
。
正
保
三
年

（
一

六
四
六
）
や
寛
女
八
年

（
一
六
六
人
）
の
絵
図
で
も
ほ
ぼ
同

じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
や
＼
後
退
期
に
は
い
っ
た
点
も
み

ら
れ
る
。
こ
れ
が
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
に
な
る
と
、
急

崖
か
ら
か
な
り
離
れ
た
流
終
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

後
退
し
て
現
在
の
状
態
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
河
道
の
変

遷
は
当
時
の
地
殻
運
動
に
関
係
が
あ
っ
て
、
南
西
方
向
へ
の

傾
動
運
動
で
広
瀬
川
は
本
丸
東
面
の
急
崖
下
ま
で
追
い
こ
ま

れ
た
が
、
そ
の
後
の
青
葉
山

一
帯
に
お
こ
っ
た
隆
起
運
動
の

影
響
を
う
け
て
、
そ
の
周
辺
部
に
あ
た
る
広
頗
川
蛇
行
部
は

形
を
か
え
な
が
ら
東
に
後
退
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
隆

起
運
動
は
わ
ず
か
な
が
ら
現
在
も
進
行
し
て
い
て
、
青
葉
山

周
辺
に
お
こ
っ
て
い
る
地
造
り
は
、
こ
の
影
響
を
う
け
て
い

る
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
隆
起
運
動
は
筆
者
が
ボ

ー
リ
ン
グ
を
通
じ
て
研
究
し
た
青
葉
山

一
帯
に
分
布
し
て
い

仙

台

城

の

地

形

・
地

質

竜
ノ
ロ
峡
谷
の
成
因

韻
§

第 3図 竜 の 口 の 成 因

A 広瀬川の蛇行の側侵食でつくられた竜ノロ峡谷

刊
広臨馴初微噺両断

多
=夢
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０谷卵嚇翔醐岬石谷影ry(n地軽夢告赤昂百
年前)の

第 3図 日 仙台城の直下から後退しつつある
広瀬川の過去と現在
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仙

台

城

の

地

形

・
地

質

る
青
葉
山
模
層
の
分
布
や
傾
斜
な
ど
か
ら
も
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（仙
台
都
市
地
盤
図
に
発
表
予
定
）

青
葉
城
南
面
の
絶
壁
に
な
っ
て
い
る
竜
ノ
回
峡
谷
は
政
宗

築
城
の
か
な
り
以
前

（約
五
万
年
前
）
に
生
じ
た
も
の
で
あ

る
。
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
広
瀬
川
は
段
丘
面
を
残
し
な

が
ら
し
だ
い
に
南
西
方
向
に
移
動
し
た
が
、
そ
の
極
限
に
達

し
た
こ
ろ
に
蛇
行
部
の
西
端
が
旧
竜
ノ
ロ
の
谷

を

両
断

し

た
。
し
た
が
っ
て
谷
の
上
流
部
は
広
瀬
川
と
の
落
差
が
大
き

く
な
っ
た
た
め
に
谷
底
を
深
く
掘
り
下
げ
る
下
刻
作
用
が
進

み
、
深
い
峡
谷
に
な
っ
た
。
下
流
部
は
水
深

を
失
っ
た
た

め
空
谷
の
化
石
谷
と
な
っ
て
、
現
在
の
大
窪
谷
地
の
町
の
中

を
流
れ
て
い
る
小
川
や
沼
に
、
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い

ヱつ
。本

丸
に
接
し
た
竜
ノ
ロ
峡
谷
の
最
深
部
の
現
状
は
六
五
冴

で
あ
る
が
、
藩
政
時
代
の
記
録
で
同

一
地
点
と
思
わ
れ
る
個

所
を
調
べ
て
み
る
と
約
九
房
の
差
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
測

量
の
誤
差
も
考
え
ら
れ
る
が
、
広
瀬
川
の
後
退
に
結
び
つ
け

て
考
え
て
み
る
と
政
宗
時
代
か
ら
の
下
刻
作
用
は
少
な
く
も

五
房
程
度
は
進
ん
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

(3)後 退しつつある広瀬川の現状 と

仙台城の関係

(2)正保(164)～ 享保(1740)時代仙台
城直下を流れていた広瀬川

、ヽ、



〓
一　
外
堀

（濠
）
の
水
系
と
そ
の
水
源

仙
台
城
の
西
北
側
か
ら
南
に
か
け
て
大
き
く
蛇
行
し
て
い
る
広
瀬
川
と
、
城
の
南
側
を
深
く
切
っ
て
い
る
竜
ノ
ロ
峡
谷
と
は
、
と
も
に

仙
台
城
の
天
然
の
外
堀
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
人
工
的
な
掘
削
を
必
要
と
す
る
内
堀
は
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
の
好
条
件
に
あ
っ
た
。
し

か
し
城
の
防
備
を
い
っ
そ
う
堅
固
に
す
る
た
め
に
、
か
つ
て
広
瀬
川
が
三
の
丸
直
下
を
流
れ
て
い
た
時
代
に
淵
と
し
て
残
さ
れ
た
低
湿
地

を
う
ま
く
利
用
し
て
、
内
堀
式
の
も
の
を
掘

っ
た
。
こ
れ
が
長
沼
で
、
三
の
丸
の
北
側
と
東
側
を
か
ぎ
形
に
囲
ん
で
い
る
。
長
沼
は
仙
台

城
の
構
成
か
ら
は
外
堀
と
し
て
み
つ
か
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
長
沼
は
水
量
に
点
ま
れ
、
防
備
の
面
は
も
ち
ろ
ん
、
城
の
景
観
を

一
段

と
ひ
か
ら
せ
る
点
か
ら
も
有
意
義
な
存
在
で
あ
っ
た
。
現
在
は
変
形
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
土
砂
の
流
入
が
は
げ
し
い
た
め
、
当
時
の
面

影
は
か
な
り
う
す
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
藩
政
時
代
の
絵
図
に
の
っ
て
い
る
長
沼
と
現
状
と
を
比
較
す
る
と
第
４
図
の
よ
う
な
関
係
に

な
る
。
当
時
の
長
沼
の
水
深
は
三
ｒ
五
間

（
四

・
五
冴
）
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
長
沼
北
端
で
は
○
―
五
膨
、
南
進
す
る
に
つ
れ
て

深
く
な
り
、
最
深
部

（
長
沼
南
端
附
近
）
で
も
八
五
彦
で
、
築
城
当
時
か
ら
今
日
ま
で
約
三

・
四
五
材
の
上
砂
が
流
入
し
た

こ
と

に
な

る
。
こ
の
堆
砂
量
の
大
部
分
は
米
軍
が
中
嶋
池
を
う
め
た
終
戦
後
か
ら
の
量
で
、
終
戦
前
後
を
通
じ
て
採
掘
さ
れ
た
上
流
亜
炭
坑
か
ら
の

上
砂
流
入
量
も
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
外
堀
の
現
状
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
中
嶋
池
を
復
旧
す
る
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
う
え
中
嶋
池
に
流
入
す
る
深
沢
や
本
沢
の
湧
水
群
を
保
護
す
る
対
策
を
た
て
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

外
堀
に
流
入
す
る
水
系
は
第
４
図
に
示
し
た
二
本
の
沢

（
深
沢

・
本
沢
）
で
あ
る
が
、
そ
の
水
源
は
湧
水
で
あ
る
点
が
大
き
な
特
徴
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
水
源
か
ら
流
入
す
る
水
量
と
水
温
の
関
係
を
測
定
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
昭

和
四
〇
年

一
一
月

一
ケ
月
間
、
測
定
者
奥
津
外
四
名
）

沢
　
名
　
　
　
　
水
　
皇里
（材
／
日
）
　
　
　
　
水
温

　

（
℃
）

深
　
　
　
沢
　
　
　
　
エハ
○
―

一
〇
六
　
　
　
九

・
三
１

一
二

・
五

（平
均

一
〇

。
九
）

本
　
　
　
沢
　
　
　
一
一
八
―
二

一
四
　
　
　
七

・
ニ
ー
　
九

・
五

（平
均
八

・
五
）

仙

台

城

の

地

形

・
地

質



地
　
形

・
地

質

一
七
八
１
三

一
七
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
　
　
均

第
２
表
　
仙
台
付
近
の
地
質
層
序
か
ら
み
た
仙
台
城
の
地
盤

・
地
下
水

一
二
九

」
の

翔
建

勒
基

期
一
地
盤

二

の

九

井

戸

水

脈

木

丸

建

物

基
礎

地
盤

御

清

水

。
本

丸

井

戸

本

丸

石
・垣
基

礎
地
盤

（亜

　

灰

　

坑

　

道
）

木

丸
鵠

面

急

崖

″

竜

ノ

ロ
谷

底

・
澱

橋

牛

　

　

越

　

　

橋

城

壁

石

垣

の

石

材

第

四

紀

洪

積

世

紀

中

新

世

こ
の
測
定
結
果
で
は
中
鳴
池
に
注
ぐ
二
本
の
沢
の
流
入
量
の
平
均
日
量
は

一
二
九
立
方
材

（
ト
ン
）
に
な
る
。
し
か
ｔ
沢
の
水
源
に
な

っ
て
い
る
湧
水
群
の
湧
出
量
は
時
季
的
の
変
化
が
あ
る
の
で
、
こ
の
値
を
年
間
平
均
量
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
の
計
算
か
ら
得

ら
れ
る
年
平
均
地
下
水
量
か
ら
み
る
と
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
値
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

（湧
泉
の
湧
出
量
の
年
変
化
は
第
３
章

・

六
の
水
理
地
質
の
項
に
あ
り
）
。

年
間
降
水
量

（仙
台
）
　

　

一
、
三
三
〇
炉

地
下
浸
透
率
　
　
一二
〇
％
Ｔ

集

水

面

積
　
　
深
沢
　
　
　
七
八
、　
〓
一
五
平
方
房

本
沢
　
　
一
八
三
、　
一
〇
〇
　
ク

と
し
て
地
下
水
包
蔵
量
を
求
め
る
と

深
沢
　
　
　
七
九

，
／
日

合

仙

計  
台

城

の

名 三亀竜封ヒ広八大  青  中智
上仙

取
滝 ノ

 得
木年  葉  こ三μ食

層
尋

岡

口

 侯

山寺  山

   三
礫

群 岩層層層岩層層  層   層

紀

鮮

新

世
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本
沢
　
　
一
八
五
ガ
／
日

合
計
　
　
一〓
ハ
四
ク

ま
た

一
一
月
の
降
水
量
は
六
二
・
三
け
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
地
下
水
量
を
求
め
る
と

深
沢
　
　
　
四
八

・
八
ダ
／
日

本
沢
　
　
一
一
五
ク

合
計
　
　
‘〓
全
一Ｔ

〓
一
ク

こ
の
計
算
値
の
日
量

一
六
三
立
方
冴
は
実
測
値
の
一
二
九
立
方
冴
に
近
い
値
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
浸
透
率
や
蒸
発
量
を
計
算

に
い
れ
て
い
な
い
点
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
当
時
長
沼
を
か
ん
養
し
て
い
た
流
入
量
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
が
問
題
に
な
る
が
、
五
色
沼
に
流
入
し
て
い
る
総
量

（深
沢
＋

本
沢
＋
下
水
量
）
は
十

一
月
の
測
定
で
は
七
五
二
・
四
立
方
冴
で
、
さ
ら
に
五
色
沼
か
ら
長
沼
へ
の
流
入
量
は

一
、　
〓
〓
三
二

一立
方
冴

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
測
定
値
か
ら
判
断
す
る
と
、
長
沼
に
満
々
た
る
水
を
た
た
え
る
必
要
水
量
は
少
な
く
も
日
量

一
、
○
○
○
立
方
房

は
必
要
で
、
下
水
量
の
少
な
い
当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
が
湧
水
量
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
量
は
現
在
の
湧
泉
群
の
湧
出
量
の
約
五
倍

で
、
仙
台
城
の
背
後
地
全
山
が
密
林
に
被
わ
れ
た
当
時
と
し
て
は
、
こ
の
程
度
の
湧
出
は
当
然
で
、
現
在
八
〇
才
台
の
老
人
が
記
憶
し
て

い
る
深
沢
の
水
源
、
御
清
水

（
お
す
ず
）
の
湧
出
量
も
現
在
の
三
―
五
倍
と
の
こ
と
で
、
筆
者
の
推
察
と
合
致
す
る
も
の
が
あ
る
。

な
お
深
沢
と
本
沢
と
の
水
温
で
は
二
℃
程
度
の
差
が
あ
る
が
、
深
沢
の
水
温
が
高
い
の
は
沢
水
の
大
部
分
が
湧
泉
で
お
る
た
め
で
、
年

間
の
温
度
変
化
が
き
わ
め
て
少
な
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
本
沢
は
流
路
が
長
い
た
め
、
表
上
下
か
ら
し
み
出
て
く
る
浸
透
水
が
か
な
り

の
割
合
を
し
め
て
い
る
の
で
、
外
気
温
の
影
響
を
う
け
や
す
く
、
夏
季
は
高
め
の
冬
季
は
低
め
の
水
温
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

四
　
広
瀬
川
―
竜
ノ
ロ
間
の
空
谷
を
利
用
し
た
堀
切

（隆
）

仙
台
城
西
丸
西
方
は
ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
も
つ
た
海
抜

一
五
〇
房
程
度
の
丘
陵
が
つ
づ
い
て
い
る
関
係
で
、
防
備
上
の
弱
点
に
な
っ
て

仙

台

城

の

地

形

・
地

質



仙

台

城

の

地

形

・
地

質

い
た
。
そ
れ
で
自
然
の
地
形
を
利
用
し
た
堀
切
を
設
け
た
こ
と
が
当
時
の
絵
図
に
残
っ
て
い
る
。
享
保
十
年
城
堀
凌
伺
の
絵
図
に
の
っ
て

い
る
堀
切

（隆
）
は
御
清
水
の
西
方
に
大
き
く

一
本
だ
け
が
画
か
れ
て
い
る
。
安
政
三
１
六
年
の
絵
図
で
は

一
。
二
・
三
の
三
本
の
堀
切

が
え
が
か
れ
て
い
る
。

（第
５
図
参
照
）

こ
れ
ら
の
堀
切
の
あ
と
を
現
地
形
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
第
４
図
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
堀
切
は
い
ず
れ
も
広
瀬
川
か
ら
派
生
し
て
い
る
三
本
の
谷
と
、
こ
れ
に
対
応
し
た
位
置
に
あ
る
竜
ノ
回
の
小
谷
を
結
ん
だ
も
の
で
、
現

在
の
仙
台
城
か
ら
青
葉
山
ゴ
″
フ
場
に
通
ず
る
道
路
を
切
っ
て
そ
の
両
側
に
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
道
路
は
こ
れ
ら
の
堀
切
を
う

め
て
造
っ
た
た
め
、
堀
切
の
部
分
だ
け
や
や
低
く
な
っ
て
い
て
、
地
形
も
不
自
然
な
く
ば
み
に
な
っ
て
い
る
。

絵
図
に
示
さ
れ
て
い
る
堀
切
の
位
置
を
み
る
と
、
竜
ノ
ロ
峡
谷
の
分
岐
点
か
ら
北
に
派
生
し
て
い
る
沢
の
延
長
線
に
あ
る
沢
が
第
三
の

堀
切
り
の
位
置
で
、
こ
れ
か
ら
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
尾
根
ご
し
に
第
二
の
堀
切
と
第

一
の
堀
切
と
が
平
行
し
て
な
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
画
か

れ
て
い
る
。
現
地
の
地
形
か
ら
推
察
し
た
堀
切
間
の
距
離
は
、
第

一
―
第
二
堀
切
間
は
約

一
二
〇
冴
、
第
ニ
ー
第
三
堀
切
間
は
約

一
四
五

房
に
な
っ
て
い
る
。
絵
図
に
示
さ
れ
て
い
る
第

一
―
第
三
堀
切
間
の
距
離
は
二
三
〇
冴
内
外
で
数
字
的
に
は

一
致
し
な
い
が
、
絵
図
の
北

西
隅
に
位
置
し
て
い
る
関
係
で
、
か
な
り
粗
雑
に
画
か
れ
て
い
る
点
が
原
因
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

主
　
仙
台
城
背
後
の
地
形
と
間
道
の
ル
ー
ト

城
の
構
成
と
し
て
間
道

（立
退
口
）
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
記
録
が
乏
し
い
の
で
、
兵
用
地
誌
的
に

考
察
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
仙
台
城
も
同
様
で
あ
る
が
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
政
宗
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
米
沢

・
山
形
方
面
に
連
絡
路

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
連
絡
路
と
し
て
は
関
山

・
二
口
雀
谷
峠
に
通
ず
る
街
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
街
道
へ
の
連
絡
拠
点
と

な
り
う
る
地
形
を
考
え
て
み
る
と
綱
木
を
含
む
折
立

・
郷
六

一
帯
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

仙
台
城
か
ら
折
立

・
郷
六
へ
通
ず
る
ル
ー
ト
と
し
て
は
次
の
三
コ
ー
ヌ
が
考
え
ら
れ
る
。

ω
　
本
丸
埋
門
ま
た
は
二
の
丸
残
月
亭
付
近
か
ら
出
て
尾
根
づ
た
い
に
郷
六
へ





⑪
　
埋
門
か
ら
竜
ノ
ロ

（立
退
口
）
に
お
り
て
、
現
在
の
ゴ
ル
フ
場
を
へ
て
郷
六
ヘ

い
　
亀
岡
御
殿
付
近
か
ら
広
瀬
川
ぞ
い
に
郷
六
ヘ

第

一
の
尾
根
づ
た
い
の
コ
ー
ヌ
は
婦
女
子
を
含
め
た
全
員
が
安
全
に
退
却
可
能
な
地
形
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
好
都
合
な
こ
と
は
本

丸
か
ら
も
二
の
丸
か
ら
も
連
絡
が
で
き
る
う
え
、
尾
根

一
帯
は
毛
ミ
・
ク
リ

・
ナ
ラ
な
ど
の
巨
木
で
被
わ
れ
た
原
始
林
的
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
も
間
道
の
好
条
件
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
間
道
の
南
側
は
竜
ノ
ロ
峡
谷
で
、
北
側
は
広
頗
川
の
急
崖
で
守
ら
れ
て
い

る
の
で
、
側
面
か
ら
の
攻
撃
に
も
安
全
な
″
―
卜
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
大
密
林
の
木
の
伐
採
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
密

林
に
は
人
食
い
大
蛇
が
住
ん
で
い
る
か
ら
立
ち
よ
ら
な
い
よ
う
に
と
村
人
の
出
入
を
禁
じ
て
い
た
。

第
二
の
コ
ー
ヌ
は
従
来
も

一
つ
の
間
道
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
日
本
城
郭
全
集
第
九
巻

（東
北
北
海
道
編
）
の
中
で
井
上

宗
和
氏
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
郷
六
御
殿
は
仙
台
城
の
詰
の
城
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
万

一
、
仙
台
城
が
苦
戦
し
た
場
合
は
、
本
丸
の
埋
門
よ
り
竜
の
日

沢

（
立
退
口
）
を
へ
て
、
郷
六
に
達
す
る
手
筈
に
な
っ
て
い
た
…
…
云
々
」

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
竜
ノ
ロ
峡
谷
に
お
り
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
第
４
図
に
示
し
た
第
二
堀
切
付
近

の
点
線
路
か
ら
下
り
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
か
な
り
の
難
コ
ー
ヌ
で
あ
る
。
ま
た
ず
い
道
と
い
う
考
え
も
で
て
く
る
が
現
在
の
と
こ
ろ
で

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
東
北
大
工
学
部
機
械
系
建
物
の
西
の
沢
で
、
地
表
下
２
冴
の
所
に

一
つ
の
ず
い
道
が
発
見

（千
葉
清
太
郎

氏
）
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
も
の
か
、
工
兵
隊
の
坑
道
戦
練
習
用
に
掘
っ
た
も
の
か
の
解
決
は
つ
い
て
い
な
い
。
ず
い
道
は
高
さ
三
冴

×
幅
三

・
六
冴
で
、
方
向
は
西
南
で
あ
る
。
ま
た
応
用
理
学
建
物
の
根
切
工
事
の
際
に
も
小
規
模
な
空
洞
が
発
見
さ
れ
た
。

第
三
の
ル
ー
ト
は
難
コ
ー
ヌ
の
一
つ
で
、
単
身
の
歩
行
は
で
き
る
が
、
集
団
の
行
動
は
困
難
な
の
で
特
殊
な
場
合
の
ほ
か
は
利
用
さ
れ

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第

一
の
尾
根
づ
た
い
の
コ
ー
メ
は
郷
六
方
面
だ
け
で
な
く
、
大
梅
寺
に
も
、
ま
た
佐
保
山
を
通
じ
て
茂
庭
方
面
に
出
る
こ
と
も
容
易
な

仙

台

城

の

地

形

・
地

質



仙

台

城

の

地

形

・
地

質

コ
ー
メ
な
の
で
、
こ
れ
が
代
表
的
な
間
道
的
連
絡
路
に
な
っ

二
の
九
西
の
残
月
亨
１
御
休
所

（御
茶
屋
）
を
結
ぶ
通
路
、

て
い
る
通
路
も
間
道
に
関
係
を
も
つ
迷
彩
的
な
存
在
で
あ
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
分
岐
延
長
し

た
か
も
し
れ
な
い
。

第
垂

早

土

木

地

質

学

的

事

項

一　
仙
台
城
周
辺
の
地
盤
と
築
城
か
ら
み
た
地
盤
強
度

地
盤
を
大
別
す
る
と
上
層
と
岩
盤
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
仙
台
城
の
地
盤
を
み
る
と
、
表

層
は
粘
土
、
ロ
ー
ム
、
砂
礫
か
ら
な
る
土
層
で
被
わ
れ
、
そ
の
下
の
基
盤
岩
は
亜
炭
層
を
は

さ
む
凝
灰
岩
―
泥
岩
類
で
代
表
さ
れ
る
軟
岩
が
き
て
い
る
。

こ
の
地
盤
を
地
質
層
序

・
地
質
時
代
か
ら
み
る
と
第
２
表

（
一
三
二
頁
）
の
よ
う
な
関
係

に
な
っ
て
い
て
、
地
質
断
面
図
で
示
す
と
、
第
６
図
に
示
し
た
順
序
で
か
さ
な
っ
て
い
る
。

こ
の
図
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
仙
台
城
は
広
瀬
川
の
侵
食

。
堆
積
作
用
で
で
き
た
自
然
地

形
を
利
用
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
本
丸

。
二
の
丸

。
三
の
丸
の
建
物
の
基
礎
地
盤
は
段

丘
礫
層

（第
四
紀
洪
積
世
）
で
、
城
壁
石
組
の
基
盤
は
大
年
寺
層
の
軟
岩

（第
三
紀
鮮
新
世

の
環
灰
質
泥
岩
―
砂
岩
）
に
な
っ
て
い
る
。

本
丸
基
礎
地
盤
の
地
質
構
造
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
か
っ
た
が
、
宮
城
神
社
ツ
ヌ
ト

第 6図 仙 台 城 の 地 盤 と そ の 地 質 層 序

一
ノ
堀
切

東組帷曝壕／験斯

Ｗ
Ａ

三 二こ浅賞夕 。 三́ 警雲上 解 至 貰仄彗更
囃 二 麟暦路
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仙

台

城

の

地

形

。
地

質

第7図 木丸建物・城壁石垣基礎地盤と亜炭坑造深度を示す断面図
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仙

台

城

の

地

形

・
地

質

ハ
ウ
ヌ
建
設
設
計
段
階
で
、
城
壁
保
護
の
立
場
か
ら
そ
の
詳
細
を
知
る
必
要
が
お
こ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ニ
本

（施
主
宮
城
神
社
）
と
手
掘

四
個
所

（施
主
仙
台
市
建
設
局
）
の
結
果
か
ら
い
く
つ
か
の
新
事
実
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に
し
て
地
下

構
造
を
組
み
立
て
て
み
る
と
、
第
７
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

①
　
本
丸
の
平
ら
な
面

（海
抜

一
一
〇
冴
）
は
人
工
的
に
整
地
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
整
地
前
の
原
地
形
は
西
の
丸

（海
抜

一
三
〇

房
）
に
つ
づ
い
て
い
た
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
地
で
、
海
抜
高
度
は

一
一
五
１

一
二
五
房
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
青
葉
山
段
丘
礫
層
の
層
序
や
厚

さ
か
ら
推
察
で
き
る
も
の
で
、
青
葉
山
周
辺
で
の
段
丘
礫
層
下
の
着
岩
深
度
は
地
表
下
四

・
五
―
八

・
五
冴
に
な
っ
て
い
る
。
仙
台
城
周

辺
で
の
段
丘
篠
層
の
厚
さ
は

一
〇
―
二
〇
冴
が
標
準
な
の
で
、
少
な
く
も
五
―

一
〇
材
の
切
販
工
事
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考

え

ら

れ

る
。
こ
の
推
察
で
ゆ
く
と
大
番
士
土
手
の
う
ち
、
南
方
に
残
っ
て
い
る
土
手
は
整
地
前
の
地
形
を
利
用
し
て
つ
く
っ
た
も
の
と
も
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
整
地
作
業
の
残
土
の
う
ち
、
礫
質
の
部
分
は
城
壁
裏
ご
め
材
料
や
通
路
の
盛
上
に
利
用
さ
れ
た
が
、
大
部
分
は
前

面
の
急
崖
下
に
捨
て
た
。
現
在
急
崖
下
に
で
き
た
崖
錐
は
こ
の
残
土
と
風
化
物
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
　
城
壁
石
垣
は
丘
陵
周
辺
の
斜
面
の

一
部
を
切
っ
て
構
築
し
た
も
の
で
、
城
壁
に
そ
っ
た
道
路
も
切
頭
、
盛
土
工
事
で
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
切
販
工
事
前
の
原
地
形
は
道
路
ぞ
い
の
深
沢
右
岸
の
斜
面
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
斜
面
は
本
丸
の
面
近
く
ま
で

つ
づ
い
た
。

以
上
の
べ
た
原
地
形
を
考
え
な
が
ら
城
壁
周
辺
の
地
山
の
分
布
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
道
路
に
そ
っ
た
城
壁
石
垣
基
礎
は
地
山
の
部
分

を
か
な
り
切
り
と
っ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
例
と
し
て
本
丸
南
側
の
城
壁
付
近
を
南
北
方
向
に
切
っ
て
み
る
と
第
７
図
に
示

し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ｍ
　
城
壁
石
垣
の
難
題
は
石
垣
に
そ
っ
た
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
石
組
み
背
後
の
第

一
層
は
石
材
加
工
時
の
砕
石
を
三
〇
彦
の
厚

さ
に
、
そ
の
背
後
の
第
二
層
に
は
広
瀬
川
の
河
原
か
ら
運
搬
し
た
と
思
わ
れ
る
玉
石
を
六
〇
膨
の
厚
さ
に
つ
め
て
、
と
も
に
排
水
し
や
す



い
よ
う
に
工
大
し
て
あ
る
。
第
三
の
材
料
に
は
本
丸
を
整
地
し
た
と
き
の
礫
ま
じ
り
粘
上
を
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
盛
上
の
厚
さ
は
七

冴
で
あ
る
。
第
二
層
の
玉
石
や
第
三
層
礫
ま
じ
り
粘
土
層
中
に
は
、
皿
の
破
片
、
鉄
輪
、
瓦
の
破
片
、
木
の
根
の
断
片
が
点
在
し
て
い
る

点
か
ら
判
断
す
る
と
、
地
震
の
崩
か
い
の
た
び
ご
と
に
積
み
か
え
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ｉＶ
　
石
垣
の
基
礎
の
根
入
深
度
や
地
盤
の
状
況
を
み
る
た
め
に
二
個
所
の
掘
さ
く
を
試
み
た
が
、
そ
の
結
果
は
第
９
図
に
示
し
た
ょ
う

た を 礎 み 到 い 基 し 質 上 な
よ は と て 達 な 礎 い 泥 の 構
う か 同

｀
し い を て 岩 深 造

に つ 程 石 た で 掘 石
V度 に

二 て 度 垣 た
｀ つ 組 を に な

五 い の の め 石 た み 二 あ つ

|る 大 基 掘 垣 例 を 冴 つ て
三 が き 礎 さ の で の 内 て い
五

｀
さ の く 前 は せ 外

｀ て

膨 そ の う 不 面 一 た ま お
｀

の の 角 ち 能 に 。 も で そ 城
大 他 石

｀
に 敷 八 の 掘 ら 盤

玉 の を 隅 な い 冴 と り く 石
石 部 石 に つ て 掘 思 下 軟 垣
を 分 垣 当 た あ り わ げ 岩 の
石 で 前 る

° つ 下 れ
｀

ハ 基
垣 は 面 要 以 た げ る そ 大 礎
に 第 に 所 上 大 て °

の 年 は
そ 8敷 に の き も 石 上 寺 一
つ 図 い は 二 い 着 垣 に 層 ・
て に て 石 例 角 岩 の 玉 の 二
配 示 安 垣 か 石 し 隅 石 凝 房
置 し 定 基 ら に て の を 灰 以
し`
       第8図 本丸石垣基礎の断面図

大
玉
石
間
に
は

一
五
十
二
五
膨
の
玉
石
や
小
礫
を
充
て
ん
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

硝
　
本
丸
の
地
盤
の
表
層
は

一
般
に
軟
弱
で
、
こ
の
こ
と
は
宮
城
神
社
社
務
所
の
建
物
の
一
部
が
新
築
後
部
分
的
の
沈
下
、
亀
裂
な
ど

の
変
状

（
昭
荊
三
五
年

一
月
１
六
月
）
が
お
こ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

地
盤
の
強
度
を
知
る
た
め
に
行
な
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、
地
表
の
粘
土
―
ロ
ー
ム
層
の
Ｎ
値
は
三
―
七
で
、
礫
ま
じ

仙

台

城

の

地

形

・
地

質

城

壁

石

垣



仙

台

城

の

地

形

・
地

質

り
の
部
分
で
も

一
五
内
外
で
あ
る
。
し
か
し
地
表
下
五
１
六
冴
以
下
に
は
粗
砂
利
式
の
粘
土
ま
じ
り
砂
礫
層
が
あ
っ
て
、
Ｎ
値
は
三
０
１

五
〇
の
安
定
し
た
地
盤
に
な
っ
て
い
る
。
本
丸
の
基
盤
岩

（
亜
炭
層
を
は
さ
む
疫
灰
岩
）
ま
で
の
着
岩
深
度
は
八

・
二
１
入

。
五
冴
で
、

こ
の
軟
岩
は
い
く
ぶ
ん
風
化
し
て
い
て
、
Ｎ
値
は
二
五
内
外
に
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
将
来
本
丸
建
物
の
復
旧
な
ど
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、
直
接
基
礎
よ
り
も
ク

イ
基
礎
が
安
定
で
、
ク
イ
の
支
持
層
を
砂
慄
層
に
求
め
る
場
合
の
ク
イ
長
は
六
冴
程

度
で
、
基
盤
岩
の
場
合
は
九
冴
内
外
に
な
る
。
な
お
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
あ
ら
わ
れ

た
各
層
の
支
持
力
は
、
表
層
の
粘
土
層
で
は
四
―
八
サ
／
材
、
中
層
の
粘
土
ま
じ
り
砂

礫
層
で
は
二
五
―
三
〇
サ
／
″
、
基
盤
岩
の
風
化
帯
で
二
０
１
二
五
チ
／
材
で
あ
る
が
、

未
風
化
の
基
盤
岩
で
は
三
五
―
五
〇
サ
／
π
程
度
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

師
　
工
の
丸
の
地
盤
も
本
丸
と
ほ
ぼ
共
通
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
東
北
大
記

念
講
堂
の
地
盤
調
査
か
ら
判
断
す
る
と
第
９
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
表
層
の
粘
土
層

の
厚
さ
は
三
１
五
冴
で
下
部
は
砂
質
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
下
の
砂
礫
層

の
厚

さ

は
五
ｉ
六
冴
で
、
地
表
下

一
〇
房
付
近
ま
で
つ
づ
き
、
そ
の
下
に
は
基
盤
岩
の
軟
岩

（
竜
ノ
ロ
層
の
砂
岩

。
泥
岩
）
が
分
布
し
て
い
る
。
以
上
の
地
層
の
支
持
力
を
み
る

と
、
表
層
の
粘
土

・
砂
層

（
Ｎ
値
四
―
七
）
以
外
は
本
丸
の
そ
れ
よ
り
も
強
く
、
砂

礫
層
の
Ｎ
値
は
三
四
記
五
〇
以
上
の
値
で
、
か
な
り
締
ま
っ
た
粗
砂
利
に
な
っ
て
い

る
。
基
盤
岩
の
軟
岩
類
は
新
鮮
未
風
化
で
、
Ｎ
値
は
五
〇
以
上
で
多
２
１

多
・７
と
す

ぐ
れ
た
支
持
層
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
二
の
九
は
本
丸
よ
り
も
条
件

の
よ
い
地
盤
構
造
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
丸
よ
り
も
二
の
九
を
重
視
し
て
規
模
の
大

第 9図 二 の 丸 地 盤 の 地 質 断 面 図



き
い
建
物
を
た
て
た
こ
と
は
、
地
盤
の
点
か
ら
も
う
な
ず
け
る
も
の

な
お
、
二
の
丸
敷
地
内
の
砂
孫
層
の
上
面
は
全
般
的
に
み
る
と
北

た
当
時
の
広
瀬
川
の
流
れ
の
方
向
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

が
あ
る
。

か
ら
南
に
ゆ
る
く
傾
斜
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
段
丘
篠
層
が
堆
積
し

第10図 本丸城壁石垣石材 (両輝石安山岩)の顕微鏡写真
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仙

台

城

の

地

形

・
地

質

二
　
城
壁
石
垣
の
石
材
の
種
類

・
産
地
と
運
搬
経
路

仙
台
城
城
壁
の
石
垣
の
石
材
は
安
山
岩
で
、
毛
の
産
地
は
仙
台
城
か
ら
近
距
離
に
あ
る
山
屋
敷
周
辺
で
あ
っ
た
こ
と
は
古
く
か
ら
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
は
こ
の
問
題
に
興
味
を
も
っ
て
、
地
形
地
質
的
に
調
査
し
て
み
た
。
本
格
的
な
解
決
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な

い
が
、　
一
応
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑪
　
石
材
の
種
類
は
安
山
岩
で
、
仙
台
付
近
の
地
質
層
序

で
い
う
三
滝
安
山
岩

（第
三
紀
鮮
新
世
）
に
属

す

る
も

の

で
、
正
し
く
い
え
ば
両
輝
石
安
山
岩
と
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
安
山
岩
の
特
徴
の
一
つ
は
風
化
す
る
と
玉
ね
ぎ
の
皮
を

む
く
よ
う
に
脱
落
す
る
こ
と
で
、
大
手
門
や
清
水
門
の
石
垣

の
石
材
に
も
、
こ
の
玉
ね
ぎ
状
の
風
化
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
参
考
ま
で
に
石
材
に
使
わ
れ
た
安
山
岩
の
顕
微
鏡
写

真
を
第
１０
図
に
示
し
た
が
、
そ
の
特
徴
は
山
屋
敷
周
辺
に
分

布
し
て
い
る
三
滝
安
山
岩
の
も
の
と
全
く
同

一
で
あ
る
。

⑬
　
石
材
の
産
地
は
三
滝
安
山
岩
の
典
型
的
な
分
布
図
で

あ
る
三
滝
―
山
屋
敷
周
辺
で
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
が
、
築
城
用
石
材
の
主
産
地
を
岩
石
学

の
立
場

か

ら
、
ま
た
古
老

（
黒
田
八
兵
衛

一
六
代
目
の
石
材
店
主
黒
田

虎
治
氏
七

一
才
）
の
言
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
次
の
四
地

点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（第
１１
図
）

第11図 築城用石材の産地とその運搬経路

均



い
オ
オ

（
大
）

ヘ
グ
山
　
現
在
の
八
幡
住
宅
か
ら
仙
台
市
上
水
道
配
水
池
付
近
に
か
け
た

一
帯

ω

ハ
ナ
コ
ヌ
リ
　
仙
台
女
子
商
業
高
校
付
近
踏
切
か
ら
約
八
〇
〇
冴
山
形
よ
り
の
石
山
で
、
仙
山
線
で
三
分
さ
れ
て
い
る
。

い
国
見
峠
　
現
在
の
米
軍
無
線
ア
ン
テ
ナ
東
側

一
帯

口
大
石
ケ
原
　
国
見
峠
西
南
面
の
安
山
岩

（
お
も
に
転
石
分
布
地
）

オ
オ
ヘ
タ
地
区
は
仙
台
城
に
最
も
近
い
安
山
岩
分
布
地
で
、
本
丸
か
ら
直
線
距
離
で
約
三
巌
の
所
に
あ
る
。
こ
の
地
区
に
は
築
城
当
時

に
切
り
出
し
た
と
思
わ
れ
る
安
山
岩
の
破
片

（
石
屋
仲
間
で
い
う
コ
ッ
パ
石
）
が
か
な
り
の
範
囲
に
厚
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
を

二
〇
年
前
に
整
地
し
て
家
を
た
て
た
桜
井
亀
代
治
氏

（
荒
巻
弘
法
山

一
）
の
話
に
よ
る
と
、
多
数
の
コ
ッ
パ
石
と
と
も
に
寛
文
年
間
の
古

銭
が
出
上
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
オ
ヘ
タ
地
区
か
ら
の
石
材
は
貯
水
池
前
を
通

っ
て
い
る
急
坂
の
ウ
ナ
リ
坂

（
現
在
の
ウ
ナ
ギ
坂
）

か
ら
運
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ハ
ナ
コ
ス
リ
地
区
も
代
表
的
な
安
山
岩
分
布
地
で
、
現
在
仙
山
線
の
両
側
に
五
ケ
所
の
採
石
場
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
ニ
ケ
所
は
四
〇

年
前
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
か
な
り
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
地
区
か
ら
切
り
出
し
た
石
材
は
地
形
的
に
最

も
便
利
な
ア
カ
ガ
ン

（
赤
岩
）
沢
か
ら
広
瀬
川
ぞ
い
に
搬
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

国
見
峠
地
区
も
パ
コ
ダ
塔
―
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
所
在
地
中
心
に
良
質
の
安
山
岩
を
産
出
し
た
点
で
有
名
で
、
石
質
が
堅
硬
で
あ
る
た

め
近
年
ま
で
石
仏
用
と
し
て
切
り
出
さ
れ
て
い
た
。
仙
台
城
城
壁
の
石
質
か
ら
み
る
と
、
こ
の
地
区
の
安
山
岩
が
相
当
量
使
わ
れ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
搬
出
路
は
オ
オ
ヘ
グ
地
区
に
通
ず
る
道
が
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
石
ケ
原
地
区
は
巨
大
な
転
石
の
分
布
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
野
面

（
の
ず
ら
）
積
み
に
使
わ
れ
た
転
石
の

一
部
は
こ
こ
か
ら

運
び
出
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
広
瀬
川
の
郷
六
―
放
山

（
は
な
れ
や
ま
）

一
帯
か
ら
も
安
山
岩
の
転
石
を
搬
出
し
た
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
地
帯
の
転
石
は
角
ば
っ
て
い
て
野
面
用
と
し
て
は
む
し
ろ
大
石
ケ
原
の
転
石
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

的
　
石
材
の
運
搬
経
路
に
は
道
路
や
沢
が
利
用
さ
れ
る
が
、
各
産
地
か
ら
の
石
材
は
現
在
の
牛
越
橋
下
流
の
左
岸
河
原
に
あ
っ
た
講
武

仙

台

城

の

地

形

・
地

質



仙

台

城

の

地

形

・
地

質

所
付
近
に
集
積
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
広
瀬
川
に
河
床
路
を
つ
く
っ
て
対
岸
に
渡
し
、
亀
岡
か
ら
流
入
し
て
い
る
マ
ブ
チ
沢
に
そ
っ
て
運
搬
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
沢
は
現
在
深
い
沢
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
近
年
に
な
っ
て
川
内
三
十
人
町
の
坂
の
勾
配
を
ゆ
る

く
す
る
た
め
に
盛
土
し
た
た
め
で
、
当
時
は
沢
に
そ
っ
て
搬
出
し
や
す
い
地
形
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

運
搬
経
路
は
第

一
一
図
に
示
し
た
よ
う
に
二
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
オ
オ
ヘ
タ
。
国
見

。
大
石
ケ
原
地
区
な
ど
か
ら
搬
出
す
る
ル
ー
ト
で
、
ウ
ナ
リ
坂
や
ニ
フ
ト
リ
沢
か
ら
滝
前
丁
を
通
り
、
広
瀬

川
ぞ
い
に
集
積
所
に
集
め
ら
れ
、
こ
こ
で
再
加
工
さ
れ
た
。

も
う

一
つ
は
ハ
ナ
コ
ヌ
リ
地
区
か
ら
の
も
の
で
、
ア
カ
ガ
ン
沢
―

ヒ
ジ
リ

（
聖
）
沢
か
ら
広
瀬
川
に
出
て
、

運
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
当
時
の
広
頼
川
の
流
路
を
絵
図
で
み
る
と
、
現
在
の
牛
越
橋
の
上
流
の
蛇
行

部
は
現
在
よ
り
も
か
な
り
南
に
寄

っ
て
い
て
、
三
居
沢
発
電
所
の
裏
側
を
流
れ
て
い
た
よ
う
に
画

か

れ

て
い

る
。
お
そ
ら
く
そ
の
後
の
地
造
り
で
大
量
の
上
砂
が
押
し
出
し
、
し
だ
い
に
北
寄
り
の
流
路
を
と
る
よ
う
に
な

っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
再
考
を
要
す
る
の
は
牛
越
橋
の
存
否
の
問
題
で
あ
る
が
、
当
時
の
絵
図
に
は
な
く
、
渡
河
地

点
に
石
を
積
ん
で
つ
く
っ
た
河
床
路

（第
１２
図
）
を
牛
に
引
か
せ
て
渡

っ
た
と
い
う
意
味
か
ら
で
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
巨
大
な
石
材
の
運
搬
に
た
え
る
木
橋
を
つ
く
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
点
か
ら
も
橋
の
存
在
は
む

し
ろ
否
定
的
で
あ
る
。
も
し
あ
わ
た
と
す
れ
ば
人
や
牛
だ
け
が
渡
り
う
る
仮
橋
的
な
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。

ぐ‐Ｖ
　
石
材
の
運
搬
の
方
法
に
は
地
車

（
じ
ぐ
る
ま
）
と
修
羅

（
し
ゅ
ら
）
と
が
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

地
車
は
三
―
四
輪
の
車
で
、
仙
台
で
は
三
輪
の
も
の
を
荷
車
、
四
輪

（前
輪
小
、
後
輪
大
）
の
も
の
を
荷
馬

河
原
に
そ
っ
て
集
石
場
に

車
と
よ
ん
で
い
る
。
当
時
の
石
運
搬
用
の
も
の
は
現
在
使
用
さ
れ
る
ヽ
の
よ
り
も
車
台
が
低
く
重
量
に
た
え
う
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

第12図 石材渡河ぜ搬に利用されたと思われる河床路の一例

河川の砂礫



た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
車
は
牛
に
ひ
か
せ
た
ら
し
い
が
、
巨
大
な
石
材
で
は
数
頭
の
牛
と
多
人
数
の
人
力
と
が
併
用
さ
れ
た

よ
う

で
あ

る
。修

羅
は
ク
リ

・
マ
ツ
な
ど
で
作
っ
た
丈
夫
な
台
枠
で
、
荷
車
の
車
輪
の
な
い
も
の
で

一
種
の
ソ
リ
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
利
用
法
は
路

面
に
コ
ロ

（
転
木
）
を
し
き
、
そ
の
上
に
修
羅
を
乗
せ
て
コ
ロ
を
こ
ろ
が
し
な
が
ら
重
い
石
を
運
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
地
車
と
同
じ
く
人

や
牛
で
引
く
が
、
坂
道
な
ど
が
急
な
と
き
は
、
人
間
が
後
か
ら
木
デ
コ
と
よ
ぶ
支
柱
を
斜
め
に
つ
け
て
押
・し
・あ
げ
る
の
が
普
通
で
、　
一
種

の
ブ
レ
ー
キ
の
作
用
を
す
る
テ
コ
応
用
の
道
具
も
併
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
大
石
の
巻
き
あ
げ
に
は
現
在
で
も
土
木
工

事
に
使
わ
れ
て
い
る
カ
グ
ラ
サ
ン

（
絞
車
）
や
滑
車
な
ど
も
利
用
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
大
量
の
石
材
運
搬
に
は
人
海
戦
術
に
た
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、　
一
台
の
修
羅
や
地
車
に
数
十
人
―
数
百
人
の
人

が
綱
を
つ
け
て
引
く
こ
と
な
ど
な
ど
く
ぁ
り
ふ
れ
た
風
景
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〓
一　
築
城
に
使
用
し
た
石
材
の
数
量

仙
台
城
に
は
城
壁
汚
垣

・
敷
石

・
土
台
石
な
ど
多
量
の
安
山
岩
が
使
わ
れ
た
が
、
最
も
多
く
使
用
さ
れ
た
の
は
石
垣
で
あ
る
。
仙
台
城

の
石
材
総
量
を
概
算
す
る
た
め
に
、
代
表
的
な
城
壁
石
垣
を
中
心
に
そ
の
個
数
と
重
量
の
お
よ
そ
を
し
ら
べ
て
み
る
と
次

の
よ
う

に
な

る
。
石
組
み
の
様
式
は
野
面

（
の
ず
ら
）
積
み
、
打
込
は
ぎ
、
切
込
は
ぎ
の
三
種
に
大
別
で
き
る
が
、
次
の
文
で
は
そ
れ
ぞ
れ

（
野
）
、

（
打
）
、

（
切
）
と
し
て
示
し
て
あ
る
。

大
手
門
北
壁

（
切
）
　

一
三
一七
個

（
最
大

一
・
九
三
四
×
Ｏ

ｏ
九
四
五
冴
）

寅
の
門
西
壁

（
切
）
　

一
七
〇
個

（
最
大

一
・
一
五
×
○

・
七
〇
房
）

ク
　
　
東
壁

（
野
）
　

一
〇
〇
個

本
丸

（
東
端
の
四
面
）

（
切
）
　

一
六
六
〇
個

（最
大

一
。
一
五
×
〇

・
九
〇
房
）

ク
　

（
中
央
の
二
面
）

（
切
）
　

一一〇
八
〇
個

仙

台

城

の

地

形

。
地

質

145



仙

台

城

の

地

形

・
地

ケ
　

（
鳥
居
束
の
二
面
）

（
切
）

ク
　

（蔦
居
西
の
二
面
）

（
切
）

三
の
九
入
回

（
野
）
三
〇
〇
個

清
水
門
南
壁

（
野
）
八
八
個

（
径
○

合
　
計
　
　
　
　
一ハ
、　
三
〓
一個

質七
四
二
個

（
最
大

一
・
七
〇
×
○

・
八
五
冴
）

八
四
五
個

（
最
大
○

。
九
〇
×
○

・
八
〇
冴
）

・
六
〇
×
○

・
四
〇
房
）

以
上
の
石
垣
の
ほ
か
に
本
九
西
壁
の
切
込
は
ぎ
、
野
面
積
み
や
清
水
門
つ
き
あ
た
り
の
野
面
積
み
な
ど
を
合
め
る
と
約

一
万
個
の
石
材

が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
重
量
を
全
表
面
積

（
約
五
、
四
八
七
平
方
房
）
、
奥
ゆ
き

一
冴
、
比
重

二

・
六
と
仮
定
し
て
求
め
る
と
、
そ
の
全
重
量
は

一
四
、
二
七

一
ント
に
な
る
。

こ
の
数
値
か
ら
判
断
す
る
と
、
実
際
に
使
わ
れ
た
石
材
の
重
量
は
約

一
万

ント
を
　
　
型

く
だ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
石
材
の
産
地
か
ら
運
ん
で
き
た
量
は
、
実
際
に
使
　
　
陣

わ
れ
る
石
材
の
重
量
の

一
・
五
倍
程
度
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
約
　
　
鮪城

二
万

ント
の
石
材
を
お
も
に
人
海
戦
術
で
運
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
機
械
力
の
発
達
　
　
鋤

し
た
今
日
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
石
材
を
運
ぶ
と
す
れ
ば
、
五

ント
積
ダ
ン
プ
で
も
　
　
蜘

延
べ
四
、
○
○
○
台
を
必
要
と
す
る
が
、
仙
台
城
の
石
垣
を
み
る
た
び
に
、
権
　
　
期

力
の
偉
大
さ
と
土
木
技
術
の
巧
み
さ
を
感
じ
と
る
の
は
筆
者

一
人
だ
け
で
は
あ

る
ま

い
。

四
　
城
壁
石
垣
の
勾
配
と
は
ら
み
の
現
状

仙
台
城
城
壁
石
垣
を
石
組
み
の
方
法
か
ら
区
別
す
る
と
野
ず
ら

（面
）
、
打
込
は
ぎ
、
切
込
は
ぎ
の
三
種
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
の
ベ

① 野づら
③ 打込はぎ
◎ 切込はぎ

甥 貧誠I

解41奄霧
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受  に 石 け 垣 し  が わ   示 一 仙  ま 周  た
け 船 (iD垣 ｀

と V(i)多
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の
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入
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や
清
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門
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台

城

の

地

形
。
地

質

さ
く
な
る
利
点
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
地
盤
の
弱
い
所
で
も
、
勾
配
を
ゆ
る
く
す

る
こ
と
で
か
な
り
の
安
定
性
を
も
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

隅
角
の
石
垣
の
部
分
に
は
算
木
積
と
よ
ば
れ

る
石
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
第

・５
図
に
示
し
た
よ
う
に
大
き
な
角
石
を
変
互
に

組
み
合
わ
せ
て
、
荷
重
が
平
均
に
か
か
る
よ
う

に
、
上
下
の
石
の
接
触
面
を
で
き
る
だ
け
大
き

く
し
て
肩
垣
全
体
を
強
固
に
す
る
効
果
を
ね
ら

っ
て
い
る
。
肩
垣
の
変
状
を
み
る
と
、
こ
の
算

木
積
の
部
分
に
は
全
く
変
状
は
み

ら

れ

な

い

で
、
こ
れ
以
外
の
石
垣
の
上
部
と
下
部
に
、
は

ら
み
が
み
ら
れ
る
。
本
丸
の
例
で
は
地
面
に
接

し
て
い
る
所
か
ら
上
方
三
―
四
冴
に
か
け
て
変

状
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る

（第
１６
図
）
。

ω
　
切
込
は
ぎ
の
石
垣
の
特
徴
は
扇
の
勾
配

（
寺
勾
配

。
縄
勾
配
と
も
い
う
）
と
よ
ば
れ
る

曲
線
美
を
も

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

第15図 本 丸 石 垣 の 隅 角 の 勾 配 lAlと 算 木 積 lBlの 一 例
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｀     1  ヤこ る イよ 害」 一  五  禾け

四 示
°
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動
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塗
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５

４

３

２
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ご 下  も

第16図 本丸城壁石垣の勾配と変状 (は らみ)の一例  と  音日 の

に  か  で
一  ら あ
尺 上  る

^ 菩ド  °

約 に 本
○ か 丸
。 け の
三 て 参
冴 次 道V 

第 に
の に そ

a 推定による築城当時
の石垣の線

b 現在の石垣の線形

dSと
ザ説尋勢

は
こ鰐

面
認 尼 だ

の天端どの直線,E離  勾  な  石

配 る 垣
を  よ の
と う 勾
る な 配
と 勾  を
さ 配  測



仙

台

城

の

地

形
・
地

さ
え
て

い
る
。

⑪
　
は
ら
み
と
地
下
水
と
の
関
係
は

予
想
し
た
ほ
ど
で
は
な
く
、
裏
ご
め
は

コ
ッ
パ
の
裏
に
さ
ら
に
川
か
ら
運
ん
だ

と
思
わ
れ
る
玉
石
を
つ
め
た
二
重
構
造

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
排
水
は
理
想
的

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
玉
石
の

裏
に
は
整
地
の
と
き
の
残
土
と
思
わ
れ

る
礫
ま
じ
り
粘
土
層
が
充
て
ん
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
粘
上
が
玉
石
の
中
に

流
入
し
て
不
透
水
層
を
つ
く
っ
た
場
合

は
、
そ
の
付
近
に
地
下
水
が
よ
ど
む
こ

と
に
な
る
の
で
、
石
垣
の
は
ら
み
を
助

長
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

鋤
　
は
ら
み
と
亜
炭
先
道
と
の
関
係

も
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
が

市
公
園
課
か
ら
の
依
頼
で
、
亜
炭
坑
道

の
位
置

・
深
度
と
地
上
構
造
物
と
の
関

係
を
示
し
た
の
が
第
１７
図
で
、
坑
道
の

質
第17図 仙 台 城 直 下 を 走 る 亜 炭 坑 道 位 置
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第18図 刻 印 の 代 表 的 な 類 型 (種 類 )の 形 と 大 き さ
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深
度
と
石
垣
の
基
礎
と
の
関
係
を
あ
ら

わ
し
た
の
が
第
７
図
で
あ
る
。

向
山
―
八
木
山
地
区
で
亜
炭
坑
道
に

よ
る
鉱
害
が
お
こ
っ
て
い
る
例
を
み
る

と
、
坑

道

ｉ

地
表
間

の
地
層
の
厚
さ

（
カ
ブ
リ
）
が
四
冴
以
下
の
場
合
は
確

実
に
か
ん
没

・
沈
下
が
お
こ
り
、
七
―

一
〇
冴
内
外
で
も
お
こ
り
う
る
可
能
性

を
も

っ
て
い
る
。　
こ
れ

以
上
の
深
度

で
、
カ
プ
リ
が
第
三
紀
層

の
凝

灰

岩

類
の
場
合
に
は
安
全
と
み
ら
れ
て
い
た

が
、
地
表
や
坑
回
近
く
を
重
車
両
が
ひ

ん
ば
ん
に
通
る
今
日
で
は
、
か
な
り
条

件
が
ち
が
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
点
か
ら
判
断
す
る
と
、
将
来
仙
台
城

直
下
Ｒ
周
辺
を
ず
い
道
で
抜
く
市
道
が

通
る
よ
う
な
計
画
が
あ
っ
た
場

合

に

は
、
石
垣
保
護
の
う
え
か
ら
も
十
分
の

警
戒
と
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

第 19図 の 石 垣 の 部 分 A～ H

十
Hす H■

B(十 字 紋 二 つ)



第 19図  刻 印 の 種 類 と 分 布 位 置
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仙

台

城

の

地

形

・
地

質

五

本

丸

城

壁

石

垣
万

刻

印

城
壁
の
石
垣
に
は
そ
の
城
固
有
の
刻
印
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。
近
畿

。
中
部
地
方
の
城
で
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
関
東

・
東
北
で
は
少

な
い
傾
向
を
も

っ
て
い
る
。

仙
台
城
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
本
丸
に
だ
け
刻
印
が
あ
る
が
、
他
の
部
分
に
は
み
あ
た
ら
な
い
。

刻
印
の
分
布
位
置
を
み
る
と
、
石
垣
の
下
半
分
の
大
き
い
石
に
き
ざ
ま
れ
、
大
部
分
が
現
地
表
上
三
房
の
範
囲
内
に
分
布
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
判
明
し
た
刻
印
の
分
布
と
種
類
の
関
係
は
第
１９
図
に
示
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
本
丸
参
道
に

そ
っ
た
高
い
石
垣

（
１９
図
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
下
半
分
に
多
く
、
井
げ
た
に
類
し
た
も
の
が
か
な
り
の
割
合
を
し
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
鳥
居
か
ら
西
の
低
い
石

垣
に
は
個
体
数
も
種
類
も
少
な
い
。

刻
印
の
分
布
に
整
然
と
し
た
配
列
が

み
ら
れ
な
い
の
は
、
地
震
時
の
崩
か
い

ご
と
に
石
垣
が
組
み
か
え
ら
れ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。
現
参
道
の
崖
２
届
の
と

こ
ろ
に
、
組
み
残
し
の
石
が
点
在
し
て

い
る
が
、
こ
の
中
に
も
井
げ
た
の
刻
印

の
久
け
た
も
の
が

一
個
だ
け
含
ま
れ
て

い
る
。

刻
印
の
種
類
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い

が
、
大
き
く
分
類
す

る

と
＃

（
井

げ

第20図 代表的な刻印の類型 (種類)その1～ 5

その1 二重#形 (外 15× 15ο%内 4× 4じ″)
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た
）

・
十

（
十
文
字
）

。
○

（
円
）

・
△

（
三

角
）

。
そ
の
他
の
五
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
形
か
ら
細
分
す
る
と
井
げ
た
は

一
重
の
も
の
ｏ
二
重
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
ほ

か
に
、
菱
形
に
近
い
も
の
と
の
三
種
が
あ
る
。

ま
た
三
角
に
も

一
重
の
ほ
か
に
二
重
に
な
っ
て

い
る
も
の
、
横
向
き

。
下
向
き
の
も
の
、
さ
ら

に

一
本
の
横
線
で
切
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ど
五

種
が
み
ら
れ
る
。
十
文
字
と
円
形
の
形
は
大
小

の
差
は
あ
る
が
変
形
の
も
の
は
な
い
。
そ
の
他

の
中
で
珍
し
い
の
は
今
の
字
を
逆
に
し
た
形
に

近
い
も
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
Ｇ
地
点
に

た
だ

一
個
だ
け
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
人
の
下

に
テ
を
書
い
た
屋
号
と
も
解
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
二
の
字
に
近
い
も
の
、
田
の
字
を
思
わ
せ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
が
刻
印
と
し
て
は
正
確

さ
を
か
い
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
形
の
上
か
ら
の
分
類
で
は

一
一
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
不
明
確
な
も
の
を
合

め
る
と

一
三
種
に
近
い
種
類
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
崩
か
い
ご
と
に
組
み
か
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
井
げ
た
に
近
い

菱
形
は
正
し
い
位
置
に
復
元
す
れ
ば
井
げ
た
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
角
の
横
向
き

。
下
向
き

ｏ
逆
三
角
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
井
げ
た
の
中
に

一
本
が
認
め
ら
れ
る
も
の
、
三
角
の
中
に
横
線

一
本
あ
る
も
の
な
ど
は
未
完
成
の
刻
印
で
な

い
と
す
れ
ば
刻
印
の
種
類
と
し
て
あ
つ
か
う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

仙

台

城

の

地

形

。
地

質

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＾

第20図その2 逆三角形 (30× 20× 20θ″)



仙

台

城

の

地

形

・
地

質

刻
印
の
大
小
は
井
げ
た

。
三
角

。
十
文
字

・

円
形
に
認
め
ら
れ
、
ほ
ぼ
三
段
階
に
大
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

井
印
で
は

一
辺
の
長
さ
が
三
〇
―
二
五
醇
あ
る

の
が
大
、　
三

一１

一
三
膨
の
も
の
が
中
、　
一
〇

醇
程
度
の
も
の
は
小
と
三
段
階
に
し
る
さ
れ
て

い
る
。
現
在
＃

（
菱
形
）
の
よ
う
に
み
え
る
も

の
も
、
や
は
り
同
程
度
の
三
段
階
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
石
垣
が
組
み
か
え
ら

れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

十
印
で
は
大
形
の
も
の
は

一
五
彦
、
中
形
六

ｉ

一
〇
膨
、
小
形
の
も
の
は
五
醇
の
三
種
に
大

別
で
き
る
。
形
の
よ
い
も
の
で
は
縦

・
横
の
長

さ
は
等
し
い
が
、
中
形
の
も
の
に
は
ニ
ー
三
膨
程
度
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
長
さ
の
差
の
も
つ
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
石
工
の
組

別
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

△
印
で
は
正
し
い
位
置
に
あ
る
も
の
は
少
な
く
、
▽
の
逆
三
角
や
「
の
横
向
き
三
角
が
多
い
。
こ
れ
ら
を
同

一
の
も
の
と

し
て

み

る

と
、
二
〇
―
三
〇
巌
の
大
形
、
八
ｉ

一
二
彦
の
中
形
、
三
―
五
膨
の
小
形
の
三
種
に
大
別
で
き
る
。
と
も
に
正
三
角
形
で
は
な
い
が
二
等

辺
三
角
形
に
な
っ
て
い
て
、
大
形
の
も
の
で
は
底
辺
が
斜
辺
よ
り

一
〇
膨
、
小
形
の
も
の
で
は
二
彦
程
度
長
く
な
っ
て
い
る
。

○
印
で
は
大
小
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
部
分
が
直
径
五
醇
の
円
に
な
っ
て
い
る
。
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刻
印
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
石
工
頭
の
屋
号
と
い
う
線
が
強

い
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
＃
印
が
あ
る
が
、
こ
の
屋
号
は
現
在
ま
で
引
き
つ
が
れ
、
石
工
頭
黒
田
八
兵
術
氏
の
十
四
代
の
子
孫

の
黒
田
虎
治
石
材
店
の
屋
号
に
な
っ
て
い
る
。

築
城
当
時
の
石
工
に
は
黒
田
氏
の
ほ
か
、
辻
本
七
郎
兵
衛
、
鹿
野
清
左
衛
門
、
能
島
与
右
衡
門
の
三
氏
が
あ
る
が
、
こ
の
屋
号
と
仙
台
城

の
刻
印
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。

前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
刻
印
の
分
布

・
種
類
か
ら
み
る
と
＃
印
が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、
黒
田
組
の
勢
力
が
大
で
あ
っ
た

こ

と
が

う
な
ず
け
る
。
ま
た
＃
印
に
は
大
小

が

あ

る

ほ
か
、
二
琶
一に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
み
る
と
、
石
工
頭
の
下
に
は
い
く
つ

か
の
組
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

築
城
完
成
当
時
の
刻
印
の
分
布
は
、
お
そ
ら

く
整
然
と
し
て
い
て
石
工
の
組
分
担
を
よ
く
示

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地
震
の
崩
か
い
毎

に
組
み
か
え
ら
れ
た
た
め
、
現
在
の
よ
う
な
分

布
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
未
解
決
の
点
が
多
い
刻
印
に

つ
い
て
は
今
後
の
研
究
調
査
に
ま
つ
こ
と
に
し

た
い
。

仙

台

城

の

地

形

・
地

質

第2n図その4 0(円 )形



仙

台

城

の

地

形

・
地

質

工〈
　
仙
台
城
の
水
理
地
質
と
給
水
対
策

仙
台
城
の
巧
み
な
地
下
水
利
用
の
し
く
み

仙
台
城
の
よ
う
な
海
抜

一
一
七
冴

（
仙
台
市
街
地
よ
り
も
約
七
〇
―
八
〇
冴
高
い
）
の
高
台
に
あ
る
山
城
で
は
、
水
堀
や
飲
料
水
な
ど

の
給
水
に
は
万
全
の
策
が
と
ら
れ
他
の
城
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

④
水
の
供
給
源
を
す
べ
て
湧
水
と
地
下
水
に
た
よ
っ
て
い
た
。

く口，
地
下
水
を
人
工
的
に
養
え
る
よ
う
に
池
の
配
置
を
考
え
て
い
た
。

築
城
に
あ
た
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
を
吟
味
し
た
こ
と
は
み
あ
げ
た
も
の
で
、
ま
ず
本
丸
裏
の
谷
に
湧
出
し
て

い
る

″御

清

水
″

（
お
す
ず
）
の
水
を
本
丸
の
貯
水
槽
に
引

い
て
利
用
し
た
。
こ
の
余
水
は
谷

（
大
深
沢
）

ぞ
い
に
流
下
し
て
二
の
九
に
あ
る
中
嶋
池
に
注

ぐ
よ
う
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
池
の
余
水
は

外
堀

（
長
沼
）
や
首
洗
い
の
池
に
も
流
入
す
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
階
段

的
に
数
多
く
の
貯
水
池
を
つ
く
っ
た
こ
と
は
、

降
雨
量
の
少
な
い
季
節
に
か
な
り
効
果
的
に
作

用
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
二
の
丸
の
井
戸

水
は
中
嶋
池
か
ら
、
三
の
丸
周
辺
の
武
家
屋
敷

の
井
戸
水
は
長
沼
か
ら
の
浸
透
水
で
養
わ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
関
係
を
表
示
す
る
と
下
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
構
想
は
近
代
に
も
生
き
て
い
て
、
ア
メ
リ
ヵ
で
大
規
模
に
行
な

わ
れ
て
い
る
地
下
水
か
ん
養
対
策
と
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

河
川
の
流
路
を
か
え
な
が
ら
途
中
に
数
多
く
の
巨
大
な
人
造
湖
を
つ
く

り
、
上
流
に
源
を
発
し
た
河
川
水
が
河
日
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
、
か

な
り
の
量
が
地
下
に
浸
透
す
る
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

北
欧
で
は
河
川
水
を
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
人
造
湖
に
注
ぎ
、
前
者
と
同

様
の
効
果
を
ね
ら
つ
て
い
る
。

仙

台

城

の

水

源

と

水

系

築
城
の
常
と
し
て
、
ろ
う
城
時
の
用
水
源
の
確
保
が
重

視

さ

れ

た

が
、
こ
れ
に
は
海
抜

一
一
〇
冴
の
谷
に
湧
出
し
て
い
る
泉
が
重
要
な
役

割
り
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
湧
水
は

″
お
す
ず
″
と
呼
ば
れ
、
こ
れ

を
見
お
ろ
す
地
点
に
本
丸
の
水
の
手
格

が
あ
つ
て
常
時
警
戒

し
て

い

た
。
こ
の
ほ
か
本
丸
内
に
は
手
掘
井
戸
三
本
、
二
の
九
に
は
手
掘
井
戸

五
本
、
二
の
九
北
側
に
つ
づ
く
西
屋
敷
に
三
本
と
合
計

一
〇
本
の
井
戸
が
給
水
源
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
三
の
九

（
東
丸
）
と
よ
ば

れ
る
蔵
屋
敷
に
は
湧
泉
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
接
し
た
門
を
清
水
門
と
よ
ん
で
い
た
。
こ
の
泉
は
水
量

・
水
質
と
も
に
恵
ま
れ
て
い
た
た
め

飲
用
の
ほ
か
に
酒
造
用
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

（第
２３
図
）

水
系
と
し
て
は
三
本
の
谷
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
湧
水
が
水
源
に
な
っ
て
い
て
、
常
に
は
ぼ

一
定
し
た
水
温

（
一
一
―

一
三
℃
）
の
沢

水
が
流
れ
て
い
る
点
が

一
つ
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
水
系
は
防
備
上
か
ら
も
大
切
な
存
在
に
な
っ
て
い
て
、
本
丸

。
二
の
九
の
西

仙

台

城

の

地

形

・
地

質

長 沼 (外堀)<_首洗いの池

が
武 家 屋 敷 井 戸



仙

台

城

の

地

形

・
地

質

の
防
備
線
に
あ
た
る
本
沢
の
三
本
の
支
流
は
、

さ
ら
に
人
工
的
に
切
り
下
げ
ら
れ
て
、　
一
の
堀

切

（
隆
）
二
の
堀
切
、
三
の
堀
切
と
呼
ば
れ
て

い
た
。

第

一
の
水
系
で
あ
る
深
沢

（
大
深
沢
と
も
い

う
）
は
本
丸
の
西
側
の
高
台

（
西
の
九
）
の
背

後
を
走
っ
て
い
て
、
水
源
は

″
お
す
ず
″
そ
の

ほ
か
の
小
湧
水
群
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
二
の
水
系
は
本
沢
で
、
東
北
大
植
物
園
の

中
央
部
に
三
本
の
支
流
が
分
布
し
、
各
支
流
の

上
流
林
に
は
湧
泉
群
が
み
ら
れ
る
。
現
在
は
亜

炭
廃
先
か
ら
の
湧
水
も
水
源
に
な
っ
て
い
て
、

以
上
の
深
沢
と
本
沢
と
と
も
に
中
鳴
池
に
流
入

し
て
い
る
ｃ

第
三
の
水
系
は
裏
沢
で
、
二
の
丸
に
接
し
た

西
屋
敷

（
現
在
の
川
内
公
務
員
住
宅
）

の
北
側

を
切
っ
て
い
る
。
当
時
は
上
流
の
湧
泉
群

（
現
在
は
亜
炭
廃
坑
か
ら
の
湧
水
）
か
ら
の
沢
水
を
導
い
て
、
裏
池
と
よ
ば
れ
る
池
二
面
に
貯

え
、
そ
の
余
水
は
自
然
の
水
系
を
利
用
し
た
外
堀
的
の
裏
沢
下
流
に
流
し
て
い
た
。

以
上
の
湧
水
に
源
を
発
す
る
沢
を
せ
き
止
め
て
作
っ
た
中
嶋
池
や
裏
池
な
ど
は
、
と
も
に
地
下
水
の
水
脈
に
な
っ
て
い
る
。
段
丘
礫
層

第21図 正保 2・ 3年製作奥理I仙台城絵図をもとにした御清水手掘井戸分布図
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の
基
底
近
く
ま
で
掘
ら
れ
て
い
る
の
で
、
礫
層
か
ら
浸
透
し
た
地
下
水
は
、
井
戸
水
を
豊
富
に
す
る
の
に
か
な

り
役
だ

っ
た
っ

本

丸

湧

水

の

水

理

地

質

仙
台
城
の
本
丸
は
海
抜

一
一
七
房
の
高
所
に
あ
る
た
め
、
給
水
に
つ
い
て
は
二
段
が
ま
え
の
方

法

が

と

ら

れ
、
主
水
源
は
湧
泉
で
あ
る
が
、
補
助
的
に
は
手
掘
井
戸
の
自
由
地
下
水
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

本
九
の
西
側
に
当
る
台
地
背
後
に
は
、
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
深
沢
が
あ
る
が
、
そ
の
上
流
部
の
山
か
げ
に
湧
泉

群
が
港
在
し
て
い
た
。
こ
れ
が
本
丸
の
命
脈
を
に
ぎ
る
給
水
源

″お
す
ず
″
で
あ
っ
た
。
こ
の
湧
泉
か
ら
自
然

流
下
で
城
壁
直
下
の
貯
水
槽
ま
で
導
い
て
い
た
。
こ
の
貯
水
槽
は
三

・
六
房
角
、
深
さ

一
。
五
房

の
石

積

み

で
、
底
と
外
側
を
粘
上
で
回
め
て
漏
水
を
防
い
で
い
た
。

湧
水
点
は
礫
層

（
青
葉
山
層
）
と
基
盤
岩

（
大
年
寺
層
）
と
の
境
界
線
上
に
あ
っ
て
、
孫
層
の
う
ち
の
礫
混

り
の
砂
層
の
部
分
か
ら
湧
出
し
て
い
る
。
仙
台
城
が
位
置
し
て
い
る
青
葉
山

一
帯
は

一
〇
―
二
五
冴
の
厚
さ
を

も
っ
て
い
る
青
葉
山
礫
層
の
典
型
的
な
分
布
地
帯
で
あ
る
た
め
、
雨
水
は
こ
の
礫
層
を
浸
透
し
て
自
由
地
下
水

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
礫
層
と
基
盤
と
の
境
界
面
は
西
か
ら
仙
台
城
に
向
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る

関
係
で
、
仙
台
城
背
後
の
沢
で
は
、
こ
の
地
下
水
脈
は
沢
底
近
く
で
露
出
す
る
よ
う
に
な
り
地
下
水
は
湧
泉
の

形
で
湧
き
で
る
こ
と
に
な
る
。

（
第
２４
図
）

こ
の
湧
泉
の
現
在

（
昭
三
九

・
五
―
四
〇

・
四
）
の
湧
出
量
は
毎
分
三

。
六
―
三
三
泌
で
、
最
低
値
は
五
月

末
、
最
高
値
は

一
〇
月
中
旬
に
あ
ら
わ
れ
、
平
均
値
は
毎
分

一
五

。
九
用
と
な
る
。

（
第
２３
図
）
こ
の
湧
出
量

は
降
雨
量
に
支
配
さ
れ
る
が
、
そ
の
傾
向
は
次
に
の
べ
る
三
の
丸
湧
泉
と
同
じ
で
あ
る
。
　
″
お
す
ず
ク
の
湧
出

量
は
年
々
減
少
す
る
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
表
部
が
か
な
り
開
拓
さ
れ
た
こ
と
と
、
深
井
戸
の

仙

台

城

の

地

形

・
地

質

ゴルフ場道路 、 雨水

御
清
水

貯
水
槽
ｒ
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仙

台

城

の

地

形

・
地

質

増
加
に
つ
れ
て
深
層
地
下
水
面
が
低
下
し
た
こ
と
、
湧
水
の

供
給
源
の
自
由
地
下
水
が
亜
炭
坑
内
に
逃
げ
る
こ
と
な
ど
が

原
因
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
藩
政
時
代
の
湧
出
量
を
集
水

面
積
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
現
在

の
三
倍
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
古
老
の
言
に
よ
っ

て
も
明
治
末
期
の
湧
出
量
は
す
で
に
現
在
の
三
倍
で
あ
っ
た

と
い
う
。

″お
す
ず
″
の
水
温
は

一
一
―

一
三
℃
と
ほ
ぼ

一
定
し
た

値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
湧
出
点
付
近
の
青
葉
山
礫
層
の

厚
さ
が

一
五
―
二
〇
冴
あ
る
た
め
、
恒
温
層
に
近
い
深
度
を

自
由
地
下
水
が
流
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（
恒
温
層

と
は
年
間
地
温
が

一
定
の
層
で
、
仙
台
で
は
そ
の
深
度
は
約

一
三
冴
、
地
温
は

一
三

。
五
℃
）

三
の
丸
の
湧
水
の
水
理
地
質
は

″お
す
ず
″
と
共
通
し
た

も
の
が
あ
る
が
、
ち
が
っ
て
い
る
点
は
段
丘
礫
層
の
厚
さ
が

ニ
ー
三
房
で
う
す
い
こ
と
と
、
基
盤
岩
は
広
瀬
川
凝
灰
岩
で

あ
る
点
と
で
あ
る
。

湧
出
量
は
平
均
毎
分
八

・
五
泌
で
、
最
高
は
九
月
上
旬
の

毎
分

一
〇
脳
、
最
低
は
六
月
上
旬
の
毎
分
八

・
四
泌
で
、

湧水量
〃/min

第23図 御清水の湧水量の変化と降水量の関係
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″
お
す
ず
″
に
く
ら
べ
る
と
安
定
し
た
湧
出
量
を
示
し
て
い
る
。　
こ
れ
は
地
形
の
差
に
よ
る
も
の
で
、

″
お
す
ず
″
は
谷
底
に
近
い
所
に
湧
出
点
が
あ
る
の
に
対
し
て
、　
三
の
九
湧
泉
は
段
丘
崖
の
途
中
に
あ

っ
て
、
雨
水
が
集
中
し
に
く
い
地
形
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
　
″
お
す
ず
″
を
水
源
と
す
る
沢
水
が
供
給

源
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
湧
出
量
は
雨
量
に
よ
っ
て
い
く
ぶ
ん
影
響
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

（
第
２３
図
）

ｎ
　
八
―

一
〇
月
の
前
半
の
雨
量
の
多
い
時
季
に
は
湧
出
量
が
多
く
九
粥
以
上
に
な
っ
て
い
て
、　
一

二
月
中
旬
ま
で
湧
出
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
雨
量
の
少
な
い

一
〇
月
後
半
―
五
月
は
三

・

五
泌
以
下
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
傾
向
は
七
月
下
旬
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
と
に

一
０
１

一
二

月
の
雨
量
が
少
な
い

（
週
間
市
量

一
〇
―
三
〇
≫
）
期
間
が
三
ケ
月
続
い
て
い
る
点
が
強
く
影
響

し
て
い
る
。

●
　
一
日
の
雨
量
が
三
〇
濠
以
上
の
と
き
は
、
翌
日
か
ら
湧
出
量
が
六
１
入
％

（
○

・
五
ｉ
Ｏ

・
六

屏
）
増
加
す
る
。
六
月

一
〇
日
の
例
を
と
る
と
、
九
日
に
六
六

。
六
け
の
降
雨
量
が
あ
っ
た
が
、

前
回
の
拠
定
日
本
月
三
日
に
く
ら
べ
る
と
○

・
五
泌
増
の
入

。
六
泌
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

一
月

一
三
日
の
例
で
は
、
五
日
前
の
八
日
に
六
四

・
六
腕
の
雨
が
降

っ
た
が
、
前
回
よ
り
も
○

・
六
脳

増
し
の
九

・
四
泌
に
な
っ
て
い
る
。

水
温
を
見
る
と
、
最
高

一
四
℃
、
最
低

一
〇
℃
で
、
そ
の
較
差
は
四
℃
、
平
均

一
一
・
三
℃
の

値
を
示
し
て
い
る
が

（第
２３
図
）

″
お
す
ず
″
に
く
ら
べ
る
と
較
差
が
大
き
い
。
こ
れ
は
段
丘
礫

層
が
薄
い

（
ニ
ー
三
房
）
こ
と
に
原
因
し
て
い
て
、
地
下
水
の
流
路
に
な
っ
て
い
る
深
度
二
ｉ
三

冴
の
地
温
と
共
通
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
気
温
と
地
温

・
水
温
の
最
高

。
最
低
を
同

一
深
度
に

仙

台

城

の

地

形

。
地

質

現
（教鏡郷
屋敷
▼

段
丘
礫
層

第24図 ため池によるこの丸地下水かん養の構想
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仙

台

城

の

地

形

・
地

質

つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
湧
泉
の
水
温
の
時
間
的
な
ず
れ
は
約
二
〇
日
で
あ
る
が
、
深
度
二
房
の
地
温
の
そ
れ
は
約

一
ケ
月
で
あ

る
。
深
度
二
冴
の
仙
台
で
の
地
温
の
最
高
は
九
月

一
〇
―
三
〇
日
の
期
間
中
で

一
九

。
一
℃
を
、
最
低
は
三
月

一
〇
―

三

一
日
に

入

。
一
℃
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
温
と
湧
泉
の
水
温
と
の
値
に
は
差
が
認
め
ら
れ
、
最
高
の
値
で
は
、
水
温
の
ほ
う
が
五
℃
だ
け

低
温
に
な
る
。
こ
れ
は
三
の
丸
湧
泉
の
背
後
約
二
〇
〇
冴
を
通
る
深
沢
の
沢
水
も

一
つ
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ

の
沢
水
の
水
源
は
湧
水

（
一
一
―

一
三
℃
）
で
あ
る
た
め
、
沢
水
の
水
温
も
ほ
ぼ
安
定
し
た
水
温
に
な
っ
て
い
て
、
湧
水
の
水
温
よ

り
も
二
℃
内
外
の
範
囲
で
上
下
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
水
量

。
水
質
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
三
の
九
湧
泉
の
供
給
源
は
深
沢
の
湧

水
で
、
雨
水
の
浸
透
は
水
量

・
水
温
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
と
み
て
よ
い
。

工

の

九

浅

井

戸

の

水

理

地

質

本
丸
浅
井
戸
は
補
助
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
二
本
の
浅
井
戸
が
掘
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
の
丸
は
湧
泉

か
な
い
た
め
、
本
格
的
に
浅
井
戸
が
掘
ら
れ
、
二
の
九
構
内
に
は
八
本
の
浅
井
戸
が
掘
ら
れ
て
い
た
。

二
の
九
の
浅
井
戸
の
深
度
は
三
１
五
冴
と
推
定
さ
れ
る
が
、
三
冴
内
外
の
段
丘
礫
層
と
基
盤
岩
の
広
瀬
川
疫
灰
岩
と
の
境
界
面
上
が
自

由
地
下
水
帯
水
層
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
下
水
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
井
戸
は
現
存
し
な
い
が
、
最
近
二
の
丸

南
側
の
川
内
地
区
で
行
な
っ
た
日
径

一
・
二
冴
、
深
度
五
房
の
手
掘
井
戸
の
試
験
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
そ
の
水
量
は
四
―
六
材
／
日
程
度

と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
水
量
は
降
雨
量
に
支
配
さ
れ
る
の
で
、
当
時
は
こ
れ
を
調
整
す
る
た
め
に
、
二
の
丸
周
辺
に
た
め
池
を
配
し
て
地

下
水
か
ん
養
の
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
代
表
は
二
の
丸
南
側
に
あ
る
中
鳴
池
で
、
こ
の
た
め
池
は
二
の
九
の
面
よ
り
や
や
高
い
位
置

に
あ
る
こ
と
と
、
段
丘
礫
層
下
の
基
盤
ま
で
掘
っ
て
貯
水
し
た
た
め
、
池
か
ら
浸
透
し
た
地
下
水
は
基
盤
岩
上
の
段
丘
礫
層
中
を
流
れ
、

井
戸
水
の
か
ん
養
に
効
果
が
あ
っ
た
。

（第
２４
図
）
中
嶋
池
の
貯
水
量
は
約
三
万
材
で
、
流
入
す
る
沢
水
は
現
在
は

一
一
八
１

二

一
四

材
／
日
で
、
余
水
の
大
部
分
は
外
堀
り
の
長
沼
へ
、　
一
部
は
二
の
九
の
池
や
大
手
門
下
の
首
洗
い
の
池
な
ど
に
流
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に

二
の
丸
北
側
に
も
同
じ
構
想
で
作
ら
れ
た
裏
池
が
あ
る
が
、
こ
の
沢
へ
の
現
在
の
流
入
量
は
六
〇
―

一
〇
六
″
／
日
程
度
で
あ
る
。



以
上
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
地
下
水
か
ん
養
対
策
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
番
士
三
千
六
百
人
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
、　
一
人
当

り

一
〇
泌
の
給
水
量
と
し
て
も
三
六
ガ
／
日
必
要
な
わ
け
で
、
こ
れ
を
五
本
の
手
堀
井
戸
で
補
な
っ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
二
の
九
に
接
し

た
西
屋
敷
の
三
本
の
井
戸
は
補
助
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

参
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文
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台
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地
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八
―
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六
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頁
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一
年

（
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六
）

９
、
奥
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春
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仙
台
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葉
城
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水
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地
下
水
）
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水
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地
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、
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地
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水
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０
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四
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台

城

一
帯

の
鳥

相

陸
　
奥
　
雄



仙

台

城

跡

一
帯

の
島

相

仙
台
城
跡

一
帯
、
特
に
現
在
の
東
北
大
学
理
学
部
附
属
青
葉
山
植
物
園
に
は
毛
ミ

＞
ヴ
唐
∽
恥守
Ｂ
仲

の
自
然
林
が
よ
く
残
存
さ
れ
、
イ

ヌ

ブ

ナ

珂
碑
瞼
協

す

も
ｏ
Ｄ
Ｆ
仲

、

ミ

ズ

ナ

ラ

Ｄ

鰈
Ｒ

ω
協

日

ｏ
い
ｍ
ｏ
Ｐ中８

、

ク

リ

ｏ
協

す

Ｂ

ω

Ｒ

ｇ

路

碑

と

共

に

み

ご

と

な

森

林

を

形

成

し
、
鳥
類
の
生
息
、
繁
殖
に
好
適
な
環
境
を
な
し
て
い
る
。

市
街
地
を
間
近
か
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
美
し
い
森
林
を
も
ち
、
か
な
り
に
豊
富
な
Ｐ
相
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
特
異
的
な
も
の
と
い
っ

て

よ
い
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
は
伊
達
政
宗
の
築
城
以
来
、
い
わ
ゆ
る
御
裏
林
に
つ
ゞ
く
地
域
と
共
に
よ
く
そ
の
自
然
が
保
護
さ
れ
て
今
日
に
至

っ
た
こ
と
に
よ

る
が
、
現
在
で
は
御
裏
林
地
域
は
完
全
に
そ
の
自
然
の
姿
を
失
い
、
こ
の
植
物
園
地
帯
だ
け
が
そ
の
面
影
を
残
し
、
か
ろ
う
じ
て
鳥
類
の

す
み
か
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
昔
、
藩
政
時
代
に
は
、
こ
の
地
域
か
ら
御
裏
林
に
つ
ゞ
い
て
、
大
型
の
哺
乳
動
物
、
す
な
わ
ち
野
鹿

（
猪
鹿
）
の
生
息
が
多
数
み

ら
れ
た
こ
と
は
本
誌
三
原
良
吉
氏
の
記
述
に
も
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

現
在
の
青
葉
山

一
帯
に
は
ン
カ
の
生
息
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
が
、
リ
ヌ
∽
①
坤景
協

く
畠
∞
営
″
の
生
息
は
確
実
で
、
ノ
ゥ
サ
ギ

Ｆ
①
０
５

成
Ｂ
磁
協

は
か
な
り
に
多
い
。

£
類
は
仙
台
附
近
で
は
き
わ
め
て
豊
富
な
地
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
小
笠
原
岳
は

一
九
六
〇
年
以
来
東
北
大
学
青
葉
山
植
物
園

を
中
心
と
し
て
０
類
を
調
査
し
て
い
る

（
東
北
大
学
理
科
報
告
、
生
物
学
、
第
三
十
巻
、
五
十
七
―
六
十
五
頁
、　
一
九
六
四
）
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
仙
台
城
跡

一
帯
の
鳥
相
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
地
帯
で
確
認
さ
れ
た
０
の
種
類
は
つ
ぎ
の
表
に
示
す
よ
う
に
七
十

一
種
に
達
す
る
。

そ
の
中
五
十
種
は
燕
雀
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

仙

台

城

一

帯

の

鳥

相



燕雀ロ カラス科

Cο″υ″s,¢ク肪,,tr"ぢ ,′ T夕ο″θttS'S BOnaparte(Japanese Jungle crOw)ハ シ ブ トノデラス

Cο″υ力s σο″ο″¢0万?ガα力s Eversman(Eastem Carrion― Crow)ハ シボ ソガ ラス

Q燿 ″ψ た ,り ,″″S′ψ Ottθ′ Parrot(Japanese Blue一 Magpie)オ ナ ガ                仙

G″″″,″ sF′ ,″′α万″s′α夕οttθ夕S Temminck and Schlegel(JapaneSe Jay)カ ケス          台

城
ムクドリ科           ・

Sサク″″2s θ力♂″♂ε♂″S Temminck(Grey Starling)ム クドリ
                            帯

Sサ″″″,,sサ″″″ケ″ク 瘍́,好ψ♂ηS'S (Forster) (Red― checked Starlet)コ ムクドリ                の

キンパラ科                              鳥

P,ss″ 物οガ′″″ssクサク″所″s Stejeneger(Japanese Tree― Sparrow)ス ズメ            相

ア トリ科

Cοθじοサカ″クsルs θοじθOサ″″ク″sサοsブψο万初S Temminck and Schle静 1(Japanese Hawfinch)シ メ

Eοタカο″α ♂́″Sο ″
'サ

α夕♂″sοη,サ,(Tem宜IinCk and Schiegel) (Japanese Grosbeak)ィ ヵル

C力 ,ο″づss,″ぢσα η万″ο″(Te■lininck and Schlegel) (SmaH Japanese Greenfinch)コ カワラヒフ

Cα″J♂″,ts s,カ クs(Lin取り  (SiSkin)マ ヒワ

Cα″′♂″力s/力切聖修α/力″″¢α (Linnる )(MCaiy RedpoH)ベ ニ ヒ ヮ

う″αFパ s,う ,″θクs `α″g″ ,″ο

'¢

″サus(re■uninck and Schlegel)

(Japanese Long_tailed Rose― Finch)ベ ニマシヨ

Fウ″′カクJα タノ″″カク
',g″'s,tυ

ヮ″歩″,s Lafresnaye(JapaneSe Bunfinch)ゥ ソ

E"う¢万2,ψο
'θ

εί力♂カ タ″Sο″αザクTemminck(Japanese Bunting)ア オジ

2ηう?万2,湧 0,′¢sθ ,ο,s,s BOnaparte(JapaneSe Meadow Bunting)ホ ォジロ

E初ル万2,″″sサん
''α

ιj,sθ

'α

 PortenkO(Kamchatkan Rustic Bunting)ヵ シラダカ

セキ レイ科

力助ガ′じ,'J,α Jう♂
'″

g?″s Gloger(Japinese Pied Wagtail)ハ クセキ レイ

νοサ♂じ,JJα g7,″,'s Sharpe(」apanese Wagtail)セ グロセキレイ

νο力θ,J力 ,″″¢αじ,ψ
'卿

(SG.Gmelin)(Eastex■ Grey Wagtail)キ セキレイ

メジロ科

Zο sサヮ″ο″s´σψρう″οS,′ψοガθα Temminck and Schlegel(Japanese White― Eye)メ ジン

ロジュウカラ科

S力′♂♂%″ψρ♂♂力ο″
'ο

♂″s,s Buturlin(HOnsha Nuthatch)コ ジュウカラ

ツジュウカラ科

PF711s″ ガο″″力ο″Temminck and Schlegel(Japanese Great― Tit)シ ジュウカラ



P′″クsυ′万″sυ′万″s Temminck and Schlegel(Varied Tit)ャ マガラ

P,″
"s,′

″θ●クゲJ7,S″ Sオ/i,2s Hemmayr(Japanese Willow― Tit)コ ガラ

P′″クs ,ど¢′力s,力″づs HcHmayr(Japanese Coal― Tit)ヒ ガラ

仙    A♂『
舟力α,οsじα″J,ど,s″ ,υ″g,ど″s(Temminck and Schlegel)(」 apanese Long_tailed Tit)ェ ナガ

台           
モズ科

城    Lコ
η力S ttψ力α′″S防 砂力α″S Temminck and SchlegeI(Bul卜 headed Shrike)モ ズ

_   L効 ヵsサ ,どガ″″s Drapiez(ThiCk― billed Shrike)チ ゴモズ

帯             
ヒヨ ドリ科

の      rr7夕
s妙 ?ι¢s αttα″抱 ιぢS'初 ,ク抱

"s(Temminck) (BroWn_eared B■

lbul)ヒ ヨ ド リ

鳥          サ ンシ ョウクイ科

相    勇 万σttσο
'″

S tts♂ ″s力υα万″ι″S(Raffles)(A_Shy minivet)サ ンシ ョウクイ

ヒタキ科

勇 妙S砂力οη9,サ抱♂α″力ι,αサ抱σ,″Jtr勉 (Eyton)(」 apanese Paradise Flycatcher)サ ンコウチ ョウ

亜嘉sじゲθαP,JαιぢЮSサ7is物肋 sι/is Raffles(Sumatran BЮ wn Flycatcher)コ サメビタキ

″協誠 θα夕α″,κゲSS力α″,κゲssゲ″α Temminck(Natissus Flycatcher)キ ビタキ

M"sctθα夕αり,″ο靱¢Jα″αり,%Oηつ力″α Temminck(Japanese Blue Flycatcher)オ オル リ

ウグイス科

R9g"パ 宅g″ J夕s′α夕ο″?η Sゲs Blakiston(Japanese Goldcrest)キ クイタダキ

P'叱′J70sθψ %S οθσカヴカJガS θοЮ″αサ″S(Temminck and Schlegel)(Temminck's Crowned

Willow―Warbler)セ ンダイムツクイ

Cθ

"ヵ
′妙力ο″θ σαガα″S(Temminck and Schlegel) (Japanese Bush― Warbler)ゥ グイス

y/的ルη,ST夕,塑
'ι

ψS ST″ α″ケθψS SWinhoe(Short― tailed Bush― Warbler)ャ ブサメ

4θ ttσ砂力,′″S,靱″Ji″ ασヮ″sο万¢″ナαJケs(Temminck and Schlegel)(Eastern Grett Reed一 Warbleっ

オオ ヨンキ リ

ツグ ミ科

Tク″J″s,α夕初,どο胞婢 ″ゲ肋 η力α初,(Golden Mountain Thrush)ト ラツグ ミ

T2″″sθ,″ゲsθ,″ゲs Temminck(Japanese Grey Thrush)ク ロツグ ミ

T″″溶 ″α夕切,″″ゲ0″″0靱2s Temminck(Dasky Thrush)ッ グ ミ

P力ο夕ηゲσ″ηs,″抱物 s,″抱″″S(Pallas)(Daurian Redstart)ジ ョウビタキ

E″ヶ力αθ″sり
"吻

掏否 り
'″

″2S(Panas) (Japanese Bush)ル リビタキ

ミツサザイ科

T/9gJοヵιοsナ抱ダο力才οSズ″妨 g,サ″s Temminck(JapaneSe Wren)ミ ツサザイ

ツハメ科

rr″ク″Jo ttsι ぢσα g″ιι
"々

ガた SCOpon (Eastern House― Swallow)ツ タミメ

つヮJic力 ο″″″ケ″α
'α

iノタクS (BOnapaie) (Japanese House Manin)ィ ヮツノミメ
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雨燕 ロ   アマツパメ科

ム,クS,α,力θクSカク幻
',9(Dornaniewski)(Kuroda's White―

mmped Swift)ァ マツバメ

怪鴫ロ   ヨタカ科

C臼″力脇猛g"sガ″
''θ

クs′οナαttα Tealininck and Schlegel(JapaneSe Jungle Nightiar)ョ タカ        仙

翡翠ロ   カワセミ科                              台

A乃?Jο ,サォカぢsう珍″gα乃″sA Gmelin(CoinmOn lndian Kingfisher)カ ワセミ               城

啄木鳥ロ  キツツキ科

鳥σ″s,″οttθη αttο ttθtt Temminck(Japanese Green Woodpecker)ア オグラ            帯

つ¢″,pθ9クοs初ガο″力ο″
'ο

ヮ″sゲs(Kuroda)(HonSha Great Spotted Woodpecker)ァ ヵゲラ     の

つ9η,抱σψοs考カクカ ″カカ″ (Kuroda)(HonSha Pigmy WOodpecker)コ グラ              鳥

相
社鴎ロ   ホ トトギス科

Cクι
"肋

sじ,ηο″クSサ 9'9ク ″0″クS Heine(Japanese Cuckoo)ヵ ッコウ

Cクσ″膝 s,サク盈Zι″S力οrsriι′力 Moore(Himalayan or Oriental Cuckoo)ツ ツドリ

Cクσガ″s´ο′ヶο牝″ ,テ″S,ο′ゲοσ砂″房熔 Lttham(Little Cuckoo)ホ トトギス

C,σ″′″sy墜平
"″

ダタηりιルη,s Grould(ChineSe Hawk― Cuckoo)ジ ュウイナ

臭鴎ロ   フクロウ科

Oιクs sσ ο夕sブα夕ο″たクS Teinminck and Schlegel(Japanese Scops Owl)コ ノハヅク

Nす″ο
"vク

サ″Jαια′吻
"″

んα (Temminck and Schlegeり  (BrOwn Havk― Owl)ア オノミヅク

Sι″″
"知

ガο″sケsみο″
'ο

鬱″s,s(Clark)(HO瓜 �d Ura1 0wl)フ クロウ

鷲鷹ロ   ハヤブサ科

nガ∽ ιガη″
"″

じ
"Jク

S力才¢餐ι力σサ″s Horsfield(Japanese Kestrel)チ ョゥゲンボウ

ワツタカ科

ar,Jυ ,s″柳 ηS Ji″θαι
"s(Gray)(Black―

eared Kite)ト ビ

藝鷺ロ   サギ科

Nj・じサカο筋
"り

σιケθο陶ァリθι力0瘤″Lin籠 (Night― Heron)ゴィサギ

鳩鶴ロ   ハ ト科

SITガω9Ji,ο /iοηサα′,sοル″ケαJぢs(Laham)(Eastern― Turtle―Dove)キ ジバ ト

孫ロ    シギ科       .

Sοο′ψ
'″

″″Sサ″ OJα ″クsオたOJα Lim6(WOOdCOck)ャ マ シ ギ

鶉鶏ロ   キジ科

Cοι″胸 力 θοι″翔力 ′α夕ο″″,Temminck and Schlegel(Japanese Quail)ウ ズ ラ

Bα初う
"sケ

σο力 ι力ο″πどθα″ο″,θぢc,(Temminck)(Chinese Bamboo Pairidge)コ ジ ュケイ

P力 ,sゲα″″s θO乃力た
'sサ

諺 ,々″ぢMOmiyama(Green Pheasant)キ ジ

P力 ,sぢ αη,s sO¢物切9夕物″送力 S'″ιぢ′Jα″S Gould(HOnsha Copper Pheasarlt)ャ マ ドリ
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以
上
の
う
ち
、
こ
の
地
域
に
普
通
に
み
ら
れ
る
主
な
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、

燕
雀
類
の
う
ち
、

ヒ
ョ
ド
リ

・
ゥ
グ
イ
ヌ
・
ン
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
・
エ
ナ
ガ
・
カ
ケ
ヌ
・
ホ
オ
ジ
ロ
は
四
季
を
通
じ
て
生
息
し
て
お
り

″留
鳥
〃
で
あ
る
。
こ

の
地
域
に
営
巣
し
て
繁
殖
し
て
い
る
。

季
節
的
に
こ
の
地
域
に
出
現
す
る

″漂
鳥
〃
の
中
で
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
キ
セ
キ
レ
イ

・
ヌ
ズ
メ
・

ム
ク
ド
リ

・
コ
カ
フ
ラ
ヒ
ワ
が
あ
る
。
そ
の
中
キ
セ
キ
レ
イ
と
コ
カ
フ
ラ
ヒ
ワ
は
森
林
地
域
で
繁
殖
し
て
い
る
。

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

・
ミ
ソ
サ
ザ
イ

・
ウ
ソ
・
ヤ
マ
ガ
ラ
・
コ
ガ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
ｏ
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
は
初
秋
か
ら
初
夏
の
間
に
か
け
て
姿
を

み
せ
る
。
毛
パ

・
ハ
ン
ブ
ト
ガ
ラ
ヌ
は
や
は
り
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
季
を
通
じ
て
生
息
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

渡
り
０
の
中
、
夏
鳥
と
し
て
は
コ
ム
ク
ド
リ

・
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
・
コ
サ
メ
ビ
グ
キ
ｏ
キ
ビ
タ
キ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ

ｏ
ア
カ
毛
ズ

・

ヤ
ブ
サ
メ
・
ク
ロ
ツ
グ
ミ
が
あ
り
、
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
あ
ら
わ
れ
こ
の
地
域
で
繁
殖
す
る
。

マ
ヒ
ワ
ｏ
ベ
ニ
マ
ン
コ
・
ツ
グ
ミ
は
冬
鳥
で
あ
り
、
十

一
月
す
ぎ
か
ら
三
月
に
か
け
て
み
ら
れ
る
。

燕
雀
類
以
外
に
夏
鳥
と
し
て
は
カ
ッ
コ
ウ
。
ツ
ツ
ド
リ

・
ホ
ト
ト
ギ
メ
・
ジ

ュ
ウ
イ
チ
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
ア
オ
グ
ラ
・
コ
グ
ラ
・
チ

ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
ｏ
ト
ビ

・
キ
ジ
バ
ト
・
ゥ
ズ
ラ
ｏ
コ
ジ

ュ
ケ
イ

・
キ
ジ

・
ヤ
マ
ド
リ
は
四
季
を
通
じ
て
生
息
し
、
そ
の
中
ア
オ
グ
ラ
・
コ

グ
ラ
・
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
・
ト
ビ

ｏ
キ
ジ
バ
ト
・
コ
ジ

ュ
ケ
イ

ｏ
キ
ジ
は
明
ら
か
に
こ
の
地
域
で
繁
殖
し
て
い
る
。

こ
の
中
、
キ
ジ
は
植
物
園
内
の
歩
道
に
す
ぐ
接
近
し
て
営
巣
し
て
い
る
の
が
よ
く
観
察
さ
れ
る
。

以
上
各
種
の
鳥
に
つ
い
て
、
園
内
に
出
現
す
る
期
間
を

一
括
し
て
図
示
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

仙

台

城

一

帯

の

鳥

相



種類 工   月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 12
ヒヨ ドリ
ウグイス

シジュウカラ
エナガ
カケス

ホオジロ

留

　

鳥

札
小

雀

類

ハシブ トガラス

セグロセキレイ

キセキレイ
スズメ
ムク ドリ
コカワラヒワ
ミソサザイ
ウ ソ

ヤマガラ
コガラ
ヒガラ
キクイタダキ

モ ズ

漂

′烏

コムク ドリ

サンコウチ ョウ
コサメビタキ

キビタキ

サンショウクイ

チゴモズ

ャブサメ

クロッグミ

夏

′弓

コンヽ

ワ

マ
ミ
ヽ

ヒ

ニ
グ

マ
ベ

ツ

一
　

一
　

一

冬

鳥

カッコウ
ツツ ドリ
ホ トトギス

ジュウイチ
アオゲラ
コゲラ
チ ョウゲンボウ
ト ビ

キジバ ト
ウズラ
コジュウチイ
キ ジ

ヤマ ドリ

の

そ

f也

仙

台

城

一

帯

の

鳥

相

Ｉ

仙
台
城
跡

一
帯
に
は
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
七
十

一
種
の
鳥
類
が
生
息
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
燕
雀
類
が
大
部

分
を
占
め
五
十
種
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
燕
雀
類
の
中
に
は
や
は
り
既
に
の
べ
た
よ
う
に
留
鳥
、
漂
£
、
夏
鳥
、
冬
鳥
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
季
節
的
に
ど
の
よ
う
に
変
動



し
て
０
相
を
形
成
し
て
い
る
か
に
つ

図
に
そ
れ
を
示
し
た
。

図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
も

い
て
検
討
し
て
み
る
。

種
類
数
の
多
い
の
は
四
月
で
、
以
　
上

後
次
第
に
減
少
し
八
月
こ
ろ
最
も

少
な
く
、
晩
秋
再
び
増
加
し
春
に

至

っ
て
い
る
。

留
鳥
は
六
種
類
で
あ
り
、
も
ち

ろ
ん
年
間
を
通
じ
て

か
わ

ら

な

い
。漂

Ｐ
は
六
―
八
月
に
か
け
て
最

少
と
な
り
、
晩
秋
に
か
け
て
増
加

し
、
冬
期
間
は
九
種

類

に
達

す

ス

υ

。

冬
０
は
十
月
か
ら
出
現
し
は
じ

め
四
月
に
こ
の
地
域
か
ら
去

っ
て

い
く
。

夏
鳥
は
冬
蔦
に
代
っ
て
五
月
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

あ
ら
わ
れ
は
じ
め
七
月
を
ピ
ー
ク
と
し
て
以
後
漸
滅
し
十
月
に
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

仙

台

城

一

帯

の

鳥

相

種
類
数



仙

台

城

一

帯

の

鳥

相

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
こ
の
地
域
で
は
、
六
―
八
月
に
わ
た
る
夏
期
鳥
相
と
、
十
月
か
ら
三
月
に
わ
た
る
冬
期
鳥
相
と
を
区
別
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
両
相
の
交
代
期
は
四

・
五
月
と
九
月
に
あ
ら
わ
れ
る
。

Ⅲ

こ
の
地
域
の
席
の
う
ち
、
チ
ョ
ウ
ダ
ン
ボ
ウ
は
珍
奇
な
も
の
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
蔦
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
、
伊
豆
七
島
、
対
島
、
種
子
島
に
分
布
す
る
が
、
主
と
し
て
本
州
で
繁
殖
す
る
。

夏
期
に
は
主
と
し
て
山
地
に
生
息
し
て
お
り
、
冬
期
に
な
る
と
平
地
に
も
出
現
し
、
農
耕
地
や
海
岸
の
干
扁
に
も
み
う
け
ら
れ
る
と
い

か
な
り
最
近
ま
で
国
内
で
の
繁
殖
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、　
一
九
三
四
年
六
月
山
形
県
下
で
巣
と
雛
と
が
、　
一
九
四
〇
年
に
下

村
に
よ
っ
て
長
野
県
下
で
巣
と
卵
と
が
発
見
さ
れ
た
。

つ
ゞ
い
て
、　
一
九
五
〇
年
紺
野
に
よ
っ
て
長
野
県
十
三
崖
で
二
〇
つ
が
い
が
繁
殖
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
、　
一
九
五
三
年
に
は
天
然
記

念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、　
一
九
五
五
年
日
向
に
よ
っ
て
、
山
梨
県
韮
崎
の
釜
無
川
及
び
塩
川
に
の
ぞ
む
鷹
の
巣
、
観
音
淵
、
鷹
岩
等
の
険
崖
で
チ
ョ
ウ
グ

ン
ボ
ウ
の
生
息
す
る
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
た
。

更
に
一
九
五
六
年
清
棲
は
栃
木
県
矢
板
市
に
お
い
て
常
川
に
臨
む
山
田
の
屏
風
岩
と
金
和
崎
の
険
崖
で
生
息
す
る
の
を
確
認

し
て

い

ヱ
０

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

´

こ
れ
ら
は
す
べ
て
川
に
の
ぞ
む
険
し
い
崖
で
そ
こ
の
岩
穴
に
営
巣
し
て
い
る
。

仙
台
城
跡
附
近
の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
は
竜
の
日
の
絶
壁
中
腹
に
営
巣
し
て
お
り
、　
一
九
六

一
年
四
月
初
旬
に
小
笠
原
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
。

当
時
は
六
個
の
巣
と
古
い
巣
二

・
三
個
が
確
認
さ
れ
た
。

V4



図
現
在
も
周
年
こ
の
地
域
に
出
現
し
、
繁
殖
を
続
け
て
い
る
。

今
後
と
も
絶
滅
を
き
た
さ
な
い
よ
う
保
護
を
は
か
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

版
　
説
　
明

（
す
べ
て
小
笠
原
岳
氏
撮
影
）

図
版
７８
　
上
‥
ン
ジ
ュ
ゥ
カ
フ

図
版
７９
　
■
‥
チ
ゴ
毛
ガ
、
給
餌
中
の
親
と
雛

図
版
８０
　
上
‥
エ
ナ
ガ
の
巣
　
　
　
　
中
‥
ウ
ダ
イ
ヌ
の
巣

図
版
８．
　
上
‥
林
中
の
キ
ジ

（雌
）
　
中
‥
ン
ャ
ガ
群
落
の
中
の
巣

（卵
）

図
版
８２
　
上
‥
巣
中
の
キ
ジ
卵

図
版
８３
　
上
‥
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
巣

‐
穴
の
あ
る
竜
の
日
沢
の
絶
壁

図
版
８４
　
樹
上
の
チ
ョ
ウ
ダ
ン
ボ
ウ
ニ
態

仙

台

城

一

帯

の

鳥

相

下
‥
懸
垂
し
て
枝
に
と
ま
っ
て
い
る
エ
ナ
ガ

下
―
キ
ク
イ
タ
ダ
キ

下
。，
ト
ビ
の
巣

下
‥
抱
卵
中
の
雌
キ
ジ

下
‥
孵
化
し
た
キ
ジ
の
雛

下
‥
絶
壁
に
あ
る
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
巣
穴
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御

裏

林

の

植

物

香



御
　
裏
　
林

仙
台
城
跡
背
後

（
西
方
）
の
地

（
現
在
東
北
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園
）
を
仙
台
の
人
々
は
昔
か
ら
御
裏
林
と
呼
ん
で
い
る
。
御
裏
林

は
城
の
賜
手
の
防
備
の
た
め
大
切
な
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
藩
祖
伊
達
政
宗
の
築
城
以
来
密
林
の
ま
＼
に
な
っ
て
い
た
が
、
維
新
以
後
は

陸
軍
用
地
と
な
り
み
だ
り
に
人
為
を
加
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
現
在
の
植
物
生
育
の
状
態
は
、
大
平
洋
側
に
お
け
る

温
帯
林
と
暖
帯
林
と
の
接
触
地
で
あ
る
仙
台
附
近
の
低
山
丘
陵
地
帯
の
植
物
界
の
人
為
の
加
わ
ら
な
い
自
然
状
態
を
ほ
ゞ
完
全
に
示
し
て

い
る
。
城
跡
の
森
林
や
そ
の
下
草
が
破
壊
さ
れ
ず
に
残

っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
大
都
市
に
近
接
し
て
こ
の
よ

う
な
地
域
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
現
在
で
は
全
く
稀
有
の
こ
と
と
云
え
る
。

こ
の
地
は
海
抜
六
〇
房
か
ら

一
四
六
冴
に
及
ぶ
丘
陵
地
帯
で
、
束
は
深
沢
の
谷
を
は
さ
ん
で
旧
本
丸
に
相
対
し
、
北
は
直
接
旧
二
の
丸

に
援
し
、
西
は
旧
陸
軍
工
兵
作
業
場
の
平
坦
地
に
つ
ゞ
き
、
南
は
断
崖
絶
壁
と
な
っ
て
龍
ノ
国
沢
の
深
い
渓
谷
に
臨
み
、
現
在
の
八
木
山

地
帯
に
相
対
し
て
い
る
。
地
積
は
凡
そ
四
八

ヘ
ク
タ
ー
″

（
約

一
四
五
、
○
○
○
坪
）
に
及
ぶ
。

本
地
域
内
に
は
高
等
植
物

（
羊
歯
植
物
及
び
種
子
植
物
）
の
み
で
も
六
六
六
種
が
自
生
し
て
い
て
、
そ
の
種
類
の
豊
富
な
こ
と
は
こ
の

地
方
と
し
て
は
稀
に
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
積
の
大
部
分
を
占
め
し
か
も
美
林
を
な
し
て
い
る
優
占
樹
種
は
毛
ミ
で
あ
る
。
こ
れ
は
か

つ
て
当
地
方
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
、

毛
ミ
の
北
限
地
帯
の
大
森
林
が
伐
採
よ
り
ま
ぬ
か
れ
て
今
日
に
残

っ
た
貴
重
な
記
念
物
で
あ
る
。
大

木
も
あ
り
又
稚
樹
に
富
み
、
明
ら
か
に
天
然
更
新
を
示
し
て
い
る
。
毛
ミ
の
大
平
洋
側
に
お
け
る
分
布
北
限
は
岩
手
県
南
部
に
あ
る
が
、

森
林
を
形
成
し
よ
く
天
然
更
新
を
示
す
の
は
少
く
と
も
大
平
洋
側
内
陸
に
お
い
て
は
御
裏
林
を
以
っ
て
北
限
と
す
る
。
毛
ミ
の
下
層
で
最

も
著
し
い
の
は
ヌ
ズ
タ
ケ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
比
較
的
疎
生
し
て
い
る
数
ケ
所
の
地
点
に
、
例
年
ヒ
メ
ノ
ヤ
ガ
ラ
、
ム
ョ
ゥ
ラ
ン
等
の
腐

生
ラ
ン
科
植
物
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
は
全
国
的
に
も
産
地
が
少
い
稀
有
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
地
域
は
正
に
分
布
の
北
限
も
し
く
は
そ

れ
に
近
い
産
地
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
地
域
内
の
毛
ミ
に
着
生
し
て
生
育
す
る
カ
ヤ
ラ
ン
、
ベ
ニ
カ
ヤ
ラ
ン
等
の
着
生
蘭
に
つ
い
て
も
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同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
又
、
あ
ま
り
産
地
の
知
ら
れ
て
い
な
い
ユ
ウ
ン
ュ
ン
ラ
ン
が
極
め
て
豊
富
に
産
す
る
事
実
を
あ
わ
せ
考
え
る
と

木
地
域
が
こ
れ
ら
の
ラ
ン
科
植
物
の
発
生
、
分
布
等
に
関
し
て
学
術
上
重
要
な
意
義
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
又
、
シ
ラ
カ
ン
、

ア
ラ
カ
ン
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
ン
、
ン
ロ
ダ
毛
、　
ユ
ズ
リ
ハ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
イ
イ
ギ
リ
、
毛
チ
ノ
キ
、
ヵ
ラ
ヌ
ず
ン
シ
ョ
ウ
、
ア
カ
メ
ガ
ン
フ

等
の
暖
地
性
樹
種
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
地
域
を
も
っ
て
大
平
洋
側
内
陸
に
お
け
る
生
育
北
限
地
と
見
な
し
得
る
貴
重
な
存
在
で

あ
る
。
更
に
、
毛
ミ
を
主
体
と
す
る
本
地
域
は
当
然
そ
の
所
産
植
物
の
大
部
分
は
表
日
本
植
物
区
系
要
素
と
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ

る

が
、
更
に
近
接
す
る
裏
日
本
植
物
区
系
か
ら
本
州
脊
梁
山
脈
を
越
え
て
の
侵
入
要
素
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
ノレ
バ
ヵ

ク
ミ
ノ
ヌ
ノ
キ
、
ナ
ガ
ハ
ン
ヌ
ミ
ツ
、
ヒ
ロ
ハ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ゥ
等
に
そ
の
例
を
見
る
。
又
、
ブ
ナ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、　
サ
ラ
サ
ド

ウ
ダ

ン
、
ン
ロ
ヤ
ン
オ
、
マ
イ
ヅ

ノレ
ソ
ゥ
等
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
背
後
の
よ
り
高
い
山
地
植
生
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
本

地
域
の
別
の
特
殊
性
を
示
す
も
の
と
し
て
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
本
地
域
内
の
随
所
に
仙
台
を
原
産
地
と
す
る
セ
ン
ダ

イ
ザ
サ
、
ヌ
エ
コ
ザ
サ
、
ヒ
ロ
ハ
ア
ズ
マ
ザ
サ
等
の
サ
サ
類
が
相
当
多
量
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
真
の
原
産
地
で
あ
る
隣
接
の
亀
岡

山
が
住
宅
地
新
設
工
事
、
道
路
工
事
等
に
よ
り
急
速
に
破
壊
さ
れ
つ
＼
あ
る
現
在
こ
れ
ら
の
サ
サ
類
は
極
め
て
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
本
地
域
の
持
つ
植
物
学
上
の
重
要
意
義
、
そ
の
貴
重
さ
に
つ
い
て
は
何
人
も
否
定
し
得
な
い
所
と
思
わ
れ
る
。
所
が

そ
の
位
置
が
市
街
地
に
近
接
し
、
研
究
と
教
育
の
上
か
ら
至
便
で
あ
る
と
い
う
優
れ
た
点
も
あ
る
反
面
、
人
口
四
十
九
万
を
擁
す
る
仙
台

市
街
を
間
近
か
に
ひ
か
え
て
い
る
た
め
人
為
に
よ
る
破
壊
を
受
け
る
危
険
も
ま
た
大
き
い
。
今
や
観
光
施
設
等
の
た
め
自
然
破
壊
を
意
に

介
せ
ぬ
風
潮
顕
著
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
対
し
ま
す
ま
す
保
護
の
手
の
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
希
う
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ

ス

つ

。

御
裏
林
の
植
物
に
つ
い
て
は
、
藻
類
・菌
類
・地
衣
類
の
調
査
は
ま
だ
終

っ
て
い
な
い
が
、
苔
辞
類
及
び
高
等
植
物
に
つ
い
て
の
調
査
は

一
応
完
了
し
て
い
る
。
以
下
参
考
の
た
め
本
地
域
所
産
の
苔
時
類

（
一
三
七
種
）
及
び
高
等
植
物

（
六
六
六
種
）
の
目
録
を
掲
げ
る
。
苔

鮮
類
は
服
部
植
物
研
究
所
の
水
谷
工
美
博
士
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
高
等
植
物
は
東
北
大
学
の
菅
谷
貞
男

・
相
馬
寛
吉
両
博
士
並

び
に
筆
者
の
共
同
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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御 裏 林 植 物 日 録

BRYOPHYTA 苔時植物

m3PATIα u 苔類

BLEPHAROSTOWttTACEAE マツバウロコゴ打科

l  Blepharostoma rninus Horikawa チャボマツ′ミゴヶ

LEHDOZIACEAE ムチゴケ科

2 Bazzania alblcans Stephani シロムチゴケ

3.KLTZia makinoana(Stephani)Grolle スギ′ミゴヶ

4 Lepidozia vi●・ea Stephani ェダゥロコゴケ

CALYPOGEIACEAE ッキ スキゴケ科

5,Calypoc口 a arguta Montagne et Nees チャボホラゴケモ ドキ

6 C.tOSana(Stephani)Stephani トサホラゴケモ ドキ

7.Matacalypogeia o9difolia(Stephani)InOue セ ンダイホラゴケモ ドキ

JUNGERMANNIACEAE ッボ ミゴケ科

8 Junger― nnia inflca(Mitten)SteOhani ォォホゥキゴヶ

9     Var,。 Valhiね (Amakawa)Amakawa ハィ ッボ ミゴケ

lo, Nardia sieboldil(Sande Lacoste)Stephani ァヵゥロコゴケ

SCAPANACEAE ヒシャクゴケ科

11.DiplophyIIum serrulatum(K Mueller)Stephani ノヨギ リフタニウロコゴケ

PLAGIOCHILACEAE ハネ ゴ分科

12. PedhophyIIun trnncat碗 ■ (Stephani)Inoue ヒナウロコゴケ

LOPHOCOLEACEAE トサヵゴヶ科

13. Chiloscytt polyanutus(Linn)COrda フジゥロコゴヶ

14 Htt beSCherellei(Steohani)HattOri ォォゥロコゴヶ

15 LophOcoiea mina Nees ヒメ トサカゴケ

CEPHALOZIACEAE ャノミネ ゴケ科

16. Alobiella parvifolL Stephani コ′くノツツバナ ゴケ

星標 (*)をつけたのは外来植物である。



17  Cephalo撼a bittspidata(Lim■ )Dumortier subsp oiaj・・uerttis(Stephani)HattOri

ヤマ トヤバネ ゴケ

18 0dOntoschi朝購 denBdatum(Nees)Dumortier フジゴケ

RADULA∝ AE ヶ ビラゴケ季「

19 RaduL cyamensも Stephani ヒメケビラゴケ

PORELLACEAE クラマゴケそ ドキ季十

20,POrё!!a uloJピ Ila(Stephani)HattOri チヂ ミカヤ ゴケ

FRULLANIA∝ AE ャスデゴヶ千キ

21 F「 ullarlia Jョponica Sande Lacoste アヵャスデ ゴヶ

22 F,muscicola 5tephani ヵラヤスデゴケ

23  F.ta―rるol(Linn)Dumortier subsp man‖ iata(Reinwardt,Blume et Nees)

Kamintura ェダウチャスデゴケ

LEJEUNEACEAE クサ リゴケ科

24 COb!eiemea iaponiCa(sChiffner)MiZutani ャマ トヨウジ ョウゴケ

25 Jubula jaFmica SteoLni ヒメウルシゴケ

26.Leleuneaぉ poniCa Mitten ャマ トコミミゴケ

27 L.p― tifcmis Taylor コクサ リゴケ

28 Ptychcco!強 nippanicus Hattori ヒメ ミノ リゴケ

FOSSOMBROMA∝ AE ゥロコゼニゴケ科

29 FossonOhia,aponica Schiffner ウロコゼニゴヶ

BLASIACEAE ゥスバゼニゴケ科

30 B!asia■Isilla Linnaeus ゥス′ミゼニゴヶ

PALLAVICINIA∝AE クモノスゴケ科

31 PallaViCinね longispina Stephani クモ ノスゴケ

MAKINOACEAE マキノゴケ科

32 Makhoa crispata(Stephani)Miyれ ∝ マキ ノゴケ

PELLIACEAE ミズゼニゴケ科

33 魚』ia LbbrOniam Raddi ホ ソバ ミズゼニゴケ

34 R neeslam(Gottsche)Limpricht エ ブミズゼニゴケ
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METZGERIACEAE フタマタゴケ科

35,MЫ 判研ia∝�ugatt Lindberg subsp tapOnica(HattOri)Kuwahara

ヤマ トフ//マ タゴケ

36.M・ fLEI・tiCu!osa(Dickson)Evans コモチフタマタゴケ

RICttRDIACEAE スジゴヶ科

37 Rね強rdia mttakeana Schiffner ミヤケテングサ ゴケ

38 R.pinguis(Linn)Gray コノミノ ミズゼニゴケ

39 R.,IanifloFa(説 ephani)HattOri ヒメテングサ ゴケ

40 Ro sinuata(Diclrson)TreViSan ハネスジゴケ

CONOCEPHAL恵�AE ジャゴヶ科

41 COnccephattm CcniCIIn(Lina.)Dumortier ジャ ゴヶ

42.C・ SupradecompositLBm(Lindberg)Stephani ヒメジャ ゴケ

RICCIACE煙  ゥキ ゴヶ科

43 Rtta hueheneFiana Lindenberg コハ グヶ ゴヶ

ANTHOCEROrA∝ AE ッノ ゴケ科

44 Phaecceros,aevis(Linn)PrOSkauer ナ メ リツノゴケ

MUSCI 鮮類

TETttЦPHIDACEAE ョッノミゴヶ科

45 Teとaphis peltucida nedwig ヨッバ ゴヶ

BUXBAUMIA∝ AE キセルゴケ科

46 Buxbaulmね minakatae Okamura クマノチ ョウジゴケ

DIPHYttIACEAE ィ クビゴヶ科

47 Dipwscium ttivittlium Mitten ィクビゴヶ

POLYrRICHACE“ 配  スギゴヶ科

48 Atrichum spiFW!0- (Cardot)MizuShima ケイ リンタチゴケ

49 A.undulattln(HedWig)BeauvOis var tIBdulatum ナ ミガタタチゴケ

50 POgonahlm inFlexulm(Lindberg)PariS ニワスギゴヶ

51 R spinlBIosum Mitten ハ ミズゴケ

52 POlytrichum COmmne Hedwig ゥマスギゴケ



HSSIDENrACEAE ホゥォゥゴケ科

53. FIssid― adel"inus Bescherelle コホゥォゥゴヶ

54.F.taxifollus Hedwig キャラボクゴケ

ARCHIDIACEAE ッチゴヶ科

55,Archidim“pOni― Bronerus ミヤ コノツチゴケ

DITRICHACEAE キ ンシゴケ牟「

56. Caatodon,wweus(Hedwig)Bridel ャノウエノアカゴケ

57.Ditrlch pallidum(Hedwig)Hampe キ ンシゴケ

DICRANACEAE シ ッポゴヶ科

58 Anisohecttm sqLEarrO―  (Starke)Lindberg ヒPハ ノススキ ゴケ

59 Brohera leana(Sull� ant)C,Mueller ッシゴヶ

60 DicPanelta heter朗朧lla(HedWig)Schinaper ススキ ゴヶ

61 Dicra― caesiu144 Mitten ァォン ッポゴケ

62. D.nipponense Bescherelle ォォシ ッポゴケ

63.Do scoprmm Hedwig ヵモジゴケ

LEUCOBRYA∝ AE シラガゴケ科

64.L― obrュ賄 bOWlngti Mitten ァラハンラガ ゴケ

65 L.neli」確renSe c.Mieller ホ ンバオキナゴケ

POTrIACEAE センボ ンゴケ科

66 Hyophila propagulifera Bronerus ハマキ ゴケ

67 WeissL controversa Hedwig ッチノウエノコゴケ

GRIMMIAα帥己 ギボゥシゴヶ科

68 Grimmと pilifera Beauvois ヶギボゥンゴケ

69  Rhacmiい 拍附l canescens(HedWig)Bridel Varす  oぃicDidB3(Wёber)SChiinper

スナ ゴケ

ERPODttACEAE ヒナノハイゴケ希「

70,Glyphomitriurn lwnⅢ _ (Mitten)CardOt サ ャ ゴケ

FUNARIACE蜆  ヒ ョゥタ ンゴケ科

71. Fularia hy9ometrica Hedwig ヒョゥタ ンゴケ
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BRYACEAE ヵサ ゴヶ科

72 Brtt argent― Hedwig ギ ンゴケ

73 鳳 pseu』atiquet噺 (Hedwig)SchWaegrichen ォォハ リガネ ゴケ

74 POhlia wah:energi二 Oveber et Mohr)Andrews チ ョウチ ンパ リガネ ゴケ

MNIⅢ儡 煙  チ ョウチ ンゴケ科

林
75 Mnttm cuspiぬ tum Hedwig ッボゴヶ

の      76 M・ f!ageliare Sullivant et Lesquereux ェ ゾチ ョゥチンゴケ

植       77 M・ :aevinerve Caコ dot ナメ リチ ョウチツゴケ

物      78 Mo maximovlCzii Lindberg 
ッルチ ョウチ ンゴケ

79 M・ microphyilttn Dozy et Molkenboer コバノチ ョウチ ンゴケ

80 M・ punctatm Hedwig ゥチヮチ ョウチンゴケ

81, M・ Vesicattm Bescherelle ォォバチ ョウチツゴケ

RHIZOGONIA∝AE ヒノキゴケ季「

82 RhizogOniunn dovamlm Sande Lacoste イタチノン ッポ

ツ IRr馳螂痕ACEAE タマゴケ科

83 Barttamia pamttrmis nedwig Var.cFと pa(We,er et MOhr)Bruch,

Schimper i Gumber タマ ゴケ

84 Phi!Cnotis ttcata(Hooker)Mitten ヵマサ ワゴケ

ORTHOrRICHACEAE タチ ヒダ ゴケ科

85 Macro● 3ma hymenOstomum(MOntagne)Grout ホ ソミノ ゴケ

86 Macromib・ iulm incln・ 側m(Lindberg)PariS ミノゴケ

87 0rthottiC舶隋 cOnsobrinum Cardot コダマ ゴケ

88.Ui。 ね iaponiCa(SulliVant d Lea■ IIereux)Mitten ェ ブキ ンモ ウ ゴケ

0し I山狂ACIA∝ AE マ ンネ ンゴケ科

89  Climacium dendFOideS(Hcdwig)Weber o Mohr フ ロゥ ソゥ

HEDWIGIACEAE ヒジキ ゴヶ科

90 HedWigia cIIiaね (Hedwig)BCauvOis ンロヒジキゴケ

CRYPHAEAttAE ッルゴケ科

91 Forsstroemia iaponiCa(Bescherelle)PariS イ トスズゴケ



�□TEORIACE煙  ハィ ヒモ ゴ打科

92. Meteorium helmhttdadB肺  (CardOt)Brotterus コハィ ヒモ ゴケ

NECKERA⑤弾d ヒラゴケ科

93 NeckeFa yettna Bescherelle ニ ゾヒラゴケ

LEMBOPHYLLACE煙  トラノオゴケ科

94 Dolichomitriopsis diversittmis(Mitten)Noguchi ョクサ ゴヶ

HOOKERIACEAE ァブラゴケ科

95 H∞ reria acutifclia Hooker ァブラゴケ

HYPOPrERYGIn_CEAE クジャクゴヶ科

96.Hypopteryg:田n tturiei Bescherelle クジャクゴヶ

THELIACEAE ヒゲゴヶ科

97. Fatriella tenuis(�litten)CardOt エダゥロコゴヶモ ドキ

FABRONIACEAE コゴメデケ科

98.  SChWetschkeopsis denticu!ata (SulIVant)BrOherus subsp iaponiCa

(BeSCherelle)IwよSuH ィ ヌケゴケ

LESKEACEAE ゥスグロゴケ科

99 oramwaea brachydictyon(CardOt)Noguchi ホ ソォヵムラゴケ

THUIDIAα弾岨  シノブゴケ科

100 BOulaya mittenil(BrOherus)CardOt チャボスズゴヶ

101 Hapbcladittn capiilatum(Mitten)BrOherus コノミノキ ヌゴケ

102 Ho Subl鮨 回烈m(CardOt)BrOherus ァサゴヶ

103 HaplohmeniЩm triste(CeSati)Kindberg ィ フィ トゴケ

104 HerpetineuHtt toca∝Ю (Sullivant et Lesquere■ x)CardOt ラセ ンゴケ

105。 Rauiella fJiiSa阻 (Paris)Reimers ノミンダイゴケ

106 Thuidium bipinlnatu!um Mitten チャボシノブゴケ

107 T.delicattlttm(Hedwig)Mitten コノミノエ ゾシノブゴケ

108 T.gLucinum(Mitten)Mitten ァォッノブゴケ

109 T・ tOyamae Noguchi トャマツノブゴケ
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BRACHYTHECIACEAE アォギヌゴケ科

■O BraChytheciulm hhanani(HOOker)Jaeger ナガヒツジゴケ

御      1・  巳 flagellare(HedWig)Jennings ハネヒツジゴケ

112. 巳 kLTOiShtt BesCherelle クロィンヒツジゴケ
裏

■3, 日.mariense Bescherelle ヒッジゴヶ

林
     114 日.pOpulettn(Hedwig)BruCh,Schi=nper et Gumber ァォギヌゴケ

の     115 巳 Salebosulm(Hoffman)Bruch′ Schimper et Gumber ヒロハフサゴケ

植      116 Bryhla novae― anguliac(Sull� ant et Lesquereux)Grout ャノネゴケ

物      117.ERrhynChium polyst檜
仙m(Mitten)PariS ツクツナギゴケ

118 E.ripario鵬  (Hedhtig)Richards ァォハイゴ打

■9. RhnOSh面 碑!lidifomm(Mitten)」aeger コカヤゴケ

ENTODONTACEAE ッャゴヶ科

120.modOn comressus C.Mueller ヒラツヤゴケ

121.Eo cwvatirameus Cardot マガ リツヤゴケ

122.E.rubiamms(Mitten)Jaeger et Sauerbeck ェダノヤゴケ

123.L Sullivantii(C,Mueller)Lindberg ホ ソミツヤゴケ

PLAGIOTHECIACEAE サナダゴケ科

124.Plagiothecium lowisetBm Lindberg ナガニノサナダゴケ

125. R「osealwn Bruch,SChimper et Gumber マルフサ ゴ打

126 R splendens Schimper ex Cardot ォォサナダゴケモ ドキ

SEMATOPHYLLACEAE ハ シボ ソゴケ科

127 BЮ therella胎用耐 (Duby)BrOherus ヵガ ミゴケ

128 B・ yokohamac(Brotherus)Brotherus ヶハイゴヶ

129 Clashyella k眼ねtatensis(BeSCherelle)IwatSuki コモチイ トゴケ

130 Heter軸肺 hattania― (GreviHe)Kindberg クサ ゴヶ

HYPNACEAEハ ィゴヶ科

131 Dolichotheca spinulosa(SulliVant et Lesquereux)IWatsuki ミチノクイチイゴケ

132 Hylywm pl― efOrmeヽVilson ハイゴヶ

133 LOFtery9mm pohliaca邸 窟 (SulliVant et Lesquereux)Mitten ァヵィチイ ゴケ



134 i・ turaceltn(Lindberg)Lindberg ックモハイゴケ

135    Var stabsilesiach CardOt ォォックモハイゴケ

136 TaxiphyIIttn tax}aPrl―  (Mitten)Fleischer キャラハ ゴケ

HYLOCOMIACEAE ヒョクゴヶ科

137 Hylocomiultl cavttdium Sande Lacoste フ トリュウビゴケ

PTERIDOPHYTA 羊歯植物

EQUISETACEAE トクサ科

138  Equ:setBm arvense Linnacus スギナ

LYCOPODIACEAE ヒヵゲノカズラ科

139 LycopOdiulm cLvattm Linnacus var`nipponicum Natai ヒヵゲノカズラ

140  L】 serrat,n Thunberg var. serrahμ n ホ ソノミノ トウイがう/バ

OPHIOGLOSSACEAE ハナヤス リ科

141 0pⅢ粥 10Salm vulgatum Linnaeus ヒロハハナヤス リ

142  SCeptridiuttn ternatum (Thunb)Lyon フュノタヽナワラビ

OSMUNM9弾 耐  ゼ ンマイ科

143  0-da iaponica Thunberg ゼ ンマイ

PTERIDACEAE ヮラビ科

144 Adiantu pedatum Linnaeus クジャクシダ

145 COniogramme intermedia Hieronyコ nus イ フガネゼ ンマイ

146 D― staedtia hittta(Sw)Mettenius ィ ヌシダ

147 D.Wilfadii(MOOre)Koidzumi ォゥレンシダ

148  Pteridttm aquilinum (Linn,)Kuhn var. latiusculum (Desv)Underwood フラビ

ASPIDIACEAE ォシダ科

149 Athyrttm Coni‖ :i(Fr et Sav)TagaWa ホ ソバッヶンダ

150  A.deltoidofrons Makino サ トメシダ

151 Ao iaponiCIBm(Thunb)COpeland ンケシダ

152  A.niponicum (Mett)Hance イ ヌフラビ

153 A.pycnosorum H Christ ミヤマシケシダ
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154 A.創μ則州gerWn(Mett.)OhWi キ ヨタキシダ

155 A.Vidalil(Fr et Sav.)Nakai ャマイ ヌフラビ

御       156      Var.Yamadae(Miyabe et Kudo)Miyabe et Tatewaki 
ェ デイ ヌワラビ

_     157 A.yokoscense(Fr.et Sav)H Christ ヘ ビノネ ゴザ

暴

158 Cyrtomium Ftttmei J Smih ヤブ ソテツ

林
    159,Dryopteris crassI陥8確 Nakai ォンダ

の      160,D.lacera(Thunb.)O.Kuntze クマフラビ

植      161 D,Sabaei(Fr,et Sav)C Christensen ミヤマイタチツダ

物     162 D.toltyoensis(MatSum)C,Christensen 
タニヘ ゴ

163 D.uniformO(Makino)MakinO ォ クマフラビ

164  LasL・ ea lapanica(Baker)cOpeland ハ リラげネ ワラビ

165 L.郎枠IPaertensiS(H Christ)Copeland オオバシ ョリマ

166 Leptagrama mollissima(Fisch)Ching ミゾシダ

167 Matteuccia or的 胤alis(HOOk)Trevisan ィヌガ ンツク

168  M・ SⅢJ簡oFteris(Linn,)TOdaro クサ ソテツ

169. OnoClea 99nsb‖b Linnacus var. l� errupta Maxiinowicz コゥヤヮラビ

170 聘 Opteris decwsive― pinnata(van Hall)Fる o ゲジゲジング

171,POlyStiChopsis Mttueliana(Maxim)Tagawa ナラインダ

172 P,StandiShii(MoOre)Tagawa リョウメンンダ

173  POlystichum rett・ oso一paleaceun(Kodama)TagaWa サヵゲイノデ

174      Var COraiense(H.Chr)Tagawa イ ヮシロイノデ

175,P・ Ltipteron(Kunze)Presl ジュウモ ンジンダ

BLECHNACEAE シシガシラ科

176 罰ruthioptatt nipanる a(Kunze)Naと ai シッガシラ

靱 ENIACEAE チャセンンダ科

177 Asplenium inci割晰 Thunberg トラノオンダ

POLYPODIACEAE ゥラボシ科

178  Crypsinus hasLtus(Thunb)COpeland ミツデウラボシ

179 LepL∝us OnOel(Fr.et Sav.)Ching ヒメノキンノブ



180 L.ThmbergiaPws(KaIIf)Ching ノキツ′ブ

SPERMATOPHYTA 種子植物

GYMNOSPERMAE 裸子植物

TAXACEAE ィチィ科

181 TOrreya nucifera(Linn.)Siё bOld et Zuccarini ヵャ

HNACEAEマ ツ科

182. Abies frma Siё b。 ld ct Zuccarini モ ミ

183 Rnus densif:ora Sieb01d et zuccarini ァヵマツ

TAXODIACEAE スギ科

184 CryptonerL iapOniCa(Linn fil.)D Don スギ

CtJPRESSACEAE ヒノキ科

185  Chamaecyparis Obttha(Sieb. ct Zucc )SiebOld et Zuccarini  ヒノキ

ANGIOSPERMAE 被子植物

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物

TYPHACEAE ガマ科

186. Typha latifolia Linnaeus ガマ

I      GRAMINttd ィネ科

187 Agropyron oiliare(Trin)Franchet var,minus(Miq。 )OhWi アオヵモジグサ

188 A.tsukushね 鵬 冷 (HOnda)ohWi Var.tansiens(Hack)OhWi カ モ ジ グ サ

189 れ

「

OStb exarata Trinius var Nukabo(Ohwi)T Koyama ヌカボ

*19o, A.palusb・ is HudsOn コヌカグサ

191, Alopecltus aequalis SObOlewski var,amtrens皓 (Komar)OhWi スズメノテ ッポウ

192 AruraxOn hispidus(Thunb)MakinO コブナグサ

193 Arulndinelia hirta(Thunb。 )C Tanaka var ci:iatt Koidzumi ゥスゲ トダンバ

194 B「 OHlus remOtⅢ Orus(Steud,)OhWi キ ッ ネ ガ ヤ

195 Brylkinia Schmidtii Ohwi ホ ガ ェ リガ ヤ

196 Ca!ama"。 stb EpigeiOs(Linn)Roth ャ マ ア ワ

197 C.PSewd。 _Phara卿散ぉ (Hallier fil.)Koeler ホ ッスガャ

198 CmbOpagon Gceringii(Steud.)A Camus ォガルカヤ
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199 Dacty]bg!onerata Linnae■ s ヵモガヤ

200  Deyeuxia hikonemsb(Fr et Sav)Keng ヒメノガ リヤス

御      201 D.sylvatba(DC)Kunth var bractttrioha(SCe■
d)Rendle ノガ リヤス

裏      202 D;gitaria留
おo謝」ens(■  E K)Henrard メヒンバ

203  D.Ischaemu酌  (S3hreb)Muehlenberg キタメとシ ミ́

林
204  D,violascens Link ァキメヒシバ

の    205 EcttnocHoa議 噂 _g司‖ (Linn)P Beauvds

植            var caunta(Roshev)Kitagawa ヶィヌビニ

物      206     Var praticola Ohwi ィ ヌビエ

207  Eragrostと ferruginea(Thunb)P Beauvois ヵ引ビクッ‐

208  E.vnulticaul:s Steudel ニヮホコリ

209  Festuca parvigluma Steudel  トボ |ン ガラ

210  F.rubra Linnaeus ォォゥラ/ノ ケグサ

2■  ISachne globosR(Thunb)O Kunt3e チゴザサ

212 Lolium nwltmttun Lamarck ネズ ミムギ

213 melica nutans Linnacus コメガヤ

214 MiCrostegiun ia,Onicum(Miq`)Koidzumi ササガヤ

215    Var hreale(OhWi)OhWi キタササガャ

216 M・ �mineum(Trin)A Camus ヒメアシボ ソ

217 M籠 留硫htt sicCharricrus(Maxim)Bentham ォギ

218 M・ Shttnsる Andesson ススキ

219 MIBehlenber」 a iaponiCa Steudel ネズ ミガヤ

220 0pliSmenus undwlathms(Arduino)Roemer et Schultes ヶチヂ ミザサ

221    Var.la脚 耐 cLIS(SPCeud)Koidzumi コ チ デ ミザ サ

222  Panicum biSB!cahJm Thunberg  ヌ カ キ ビ

223  Paspalum Thunbergii Kunth ス ズ メ ノ ヒ エ

224  P―iSetum alop― oides(Linn)Sprengel チヵランン`

225  Phalarb arundintt Linnacus  ク〕光ヨう/

226  Phleum Faten93 Linnaeus ォオアワガエ リ

189



227  賄 aglnites com― is Trinius var iowivalvis(Steud)MiOuel ョラ/

228 Ple“由lasttls Cttm(Fr tt Sav)Mよ inO アズマネザサ

229    Var gaCilる (MakinO)Nalal ナヨダケ

230 POa aCrolewoa Steudel ミデイチゴツナギ

231, P,atta Linnaeus スズメノカタビラ

*232, R pratensls Linnacus ナガハ グサ

233 Po SphonwbdeS Trinius ィテゴツナギ

234,Sasa l蕪建朗rens Koidzuini ョゥスノミザサ

235,S・ Sendalca Makino セ ンダイザサ

236 Si Veitchii(Carr.)Rehder クマザサ

237 Sasaelia Okadana(MakinO)MakinO ヒロハアズマザサ

238,S・ rarnosa(MakinO)MakinO ァズマザサ

239 S・ SirOyamensis(MakinO)Mよ hO シ ロヤマザサ

240 S Suwekoana(MakinO)MakinO スェコザサ

241 Sasar10rna purwrasCens(HaCk)Nakai スズタヶ

242 Setaria Faber■ Hermann ァキノエノコログサ

243. S・ glauca(Linn)P,Beauvois var.giauca キ ンエノコロ

244,   Var palhお―fusca(Schumach.)T Koyaコna コッブキ フエノコロ

245, S・ Viridis(Linn)P Beauvois ェノコログサ

慶6 Themeda,apOn曲 ■(Willd)C Tanaka メガルカヤ

247 Trisetum bifidu,m(Thunb)OhWi カニツリグサ

248  Zoida ia邸 胴おa Steudel シノミ

CYPERACEAE ヵャッリグサ科

249 Carex albata Boott ミノボロスゲ

250  C・ alternwora Franchet var alternif:ora ォラトイ トスゲ

251 Ci blephョricarpa Franchet var Ыepharlcarpa ショゥジョウスゲ

252 C・ Capillacea Boott ハ リガネスゲ

253.Co COnferufiOra Boot ミヤマシラスゲ

254, C・ COnica Boott ヒメカツスゲ
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255  C・ diSpalata Boott ヵサ スゲ

256  C.fOrficula Franchet et Savatier タニガ ヮスゲ

257 C・ gibbaヽVahlenberg マス クサ

258 Co incisa Boott //ニ スゲ

259 Co iSChnostaChya Steudel ジ ュズスゲ

260 C・ iapOmica Thunberg ヒゴクサ

261  C・ lanCeolata Boott ヒヵグス ゲ

262 C。 lasblepis Franch硯  ァズ マス ゲ

263 C.l〕ゆ chlora Bunge ァォスゲ

264,  C・ macFOg10ssa Franchet et Savatier  コジュズス ゲ

265  C,Maximowb』 i �liquel ゴゥ ソ

266 C・ MIyabei FranchO ビロゥ ドスゲ

267 C・ mollttula Boott ヒメシ ラスゲ

268 C.multiblia Ohwi ミヤマ カ ンスゲ

269 C・ Otaruensis Franchet ォ タルス ゲ

270, C,pOdOwna Franchet et Savatier タ ヌキ ラ ン

271  C Reinii Franchet  コヵ ンス ゲ

272 C PhiZopoda Maximowicz シ ラコス ゲ

273 α rugata OhwI クサ ス ゲ    .

274 C.Shimitensis Franchet ァズマナル コス ゲ

275 C・ SiSttosticta Hance タガネ ソウ

276  Cyperus brevifolius(Rottb)Hasskarl var leic:epis(Fr d Sav)T Koyama

ヒメ クグ

277  C・ Iria Linnaeus コゴメガ ヤ ツ リ

278 C.microirね Steudel ヵ ャ ッ リグサ

279, C・ nipponicus Franchet et Savatier ァォガ ャ ッ リ

280  Fimbristy!と dichotoma(Linn)Vahl テ ンツキ

281 F.subbbpicata Nees et Meyen ャマイ

282.Littartta microcephala(R.Br)Kunth ヒンジガ ヤ ツ リ



283  SChOenυ s F_臣gOn Roemer et Schuites  メグサ

284  SCirpys iunC。 醸as Roxburgh  ホ タルイ

285  Si lttBatttsふ 江ichaux subsp. Wichurai(BbCkeler)T Koyama var Wtthurai

アイバ ソウ

A亀盛CEAE サ トィモ科

286  Arisaema angustat璃蘭 Franchet et Savatier ホ ソノミテ ンプ
‐ツシ ョウ

287 A.monc耐り‖um Nakai ヒ トッパ テンナ ツシ ョウ

288 A.r碗畷山h(Engier)Nakai ヒロハテッナ ンシ ョウ

289 A.Tak9dai Makino ォォマ ムン グサ

290 A.Urashina Hara ゥラツマ ソウ

COMMELINACEAE ッュクサ科

291  COmmelina Comlnunis Linnaeus ッュクサ

JUN⑤牡CEAE ィグサ科

292.  Jpれ cus Secipiens (Buchen )Nakai  ィ

293  J・ diastrophanthus BIchenau  ヒロハノコウガイヤビキシ ョウ

294 J・ papil!osus Franchet et Savat er ァォ ョゥガイゼキシ ョウ

295  J・ tenuis Willdenow  ク引九ィ

296 Lttula captta伯 (Miq)Miquel スズメノヤ リ

297 L,plurlosa E Meyer var mョ crocarpa(BuChen)Ohwi ヌカボシ ソウ

298 L,rostrata Buchenau ミヤマヌカボシ ソウ

LILユACEAE ュ リ科

299  Cardiocrinum CordatЩ 俯 (Thunb)MakinO var Gttni(Fr Schm)Hara

オオウバユ ツ

300  DbpOruln sessile Don ホゥチャクソウ

301 Do sm‖ aclnum A.Gray チゴュ リ

302 Erythronttm iaponiCum Decaisne ヵヶクリ

303 He!oniopsls orientalis(Thunb)C Tanaka シ ョゥジョウ′ミヵマ

304  Hemerocallis fu!va(Linn)Linnaeus var Kwanso Regel ャブヵンブウ

305 H.Middrenttffii Trautvetter et Meyer var.esculenta(Koidz.)Ohwi ニ ッコウキスゲ
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306.  HOSta lancrblia (rhunb)Engler var. Thunttgiana Stearn  コノミギボゥシ

307 Lilivm auratum Lindley ャマユ リ

308, Liriott minc,(Maxim)MakinO ヒメヤブラン

309,Maianth― um dmatatum(WOOd)Nelson et Macbride マイズル ソウ

310   Metanarth●●iun■ luteo一viriSe Maximowicz  ノギラシ/

311 0phiOpogon iapOnicus(Linn fil.)Ker― Gawler ジャノヒゲ

312 0.planiscapus Nakai ォォバ ジャノヒゲ

313. Paris tatraFhylia A.Gray ックノミネ ソウ

314. Palygonatumね Icatum A Gray ナル コユ ヅ

315  R Iasianthunn Maximowicz  ミ ヤマナルココLリ

316 RchJea,apOnba(Thunb)Roth ォモ ト

317  SmIIax Chna Lintteus サル トリイ′ミラ

318 S nippOnica Miquel タチッォデ

319 S SiebOldi Miquel ャマガシ ュウ

320. Tricyrtts affinis Makino ャマジノホ トトギス

321  Trilliu,n apeta!o■ Makino ェ ンレイ ソウ

322 Veratrum MaacHi Regel var Farviflorum(Miq)Hara ァォャギ ソゥ

DIOSCOREACEAE ャマノイモ科

323. Dioscorea iapOnica Thunberg ャマノイモ

324  E TokOro Makino ォニ ドコロ

IRIDACEAE ァャメ科

325,Iris ens2伯 Thunberg var.spontョ nea(MakinO)Nakai ノハ ナシ ョゥブ

326  1・ graci:ipes A. Gray  ヒメシャガ

327 ]・ 漁poniCa Thunberg シャガ

ZINGIBERACEAE シ ョゥガ科

328  Zhgiber Mioga(Thunb.)Roscoe ミョウガ

ORCHIDACEAE ラン科

329. CeFhalanthera ttecta(Thunb)Blume ギ ンラン

330 C・ Iongibracteatt Bユume ササ′ミギンラン



331 C・ Subaphylla Miyabe et Kudo ュゥシ ュンラン

332  CFentaStra Variabitis(BIume)Nakai サイタ、イラン

333  Cymbidium GDeringii(Reichb.fil。 )Reichenbach fil. ン ュンラン

334  Epipactis papillosa Franchd et Savatier ェ ゾスズラツ

335 E,Thunbergil A Gray ヵキラン

336  Gョ strochilus Matsuran(Makino)Schlechter マツラン

337 Goodyera Schlechtendalと ma Reichenbach fil. ミヤマ ウズラ

338  rletaeria shikokiana(� lakino tt F, Maekawa)Tuyama  ヒメノヤガラ

339  Lecanorchis iaponiCa BIume  ムヨウラン

340  Liparis KraPTleri Franchet et Savatier  ジガ′ミチ ソゥ

341 L.Kumokiri F Maё kawa クモキ リソウ

342 L強歳#a iaponica Blume ヒメフタ′ミラン

343.Neo!indleya camtschatba(Cham)Nevskl ノビネチ ドリ

344, Orearchis patens(Lindl)Lindley コヶイラン

345  POgonia iapOnica Reichenbach fil   卜こ子ソウ

346 P・ minor(MakinO)MよinO ャマ トキ ソウ

347  Saro"hilus,aponiCus(Reichb fil)Mlquel ヵヤラン

348,Spiranthes sttnsis(Pers)Ames ネ ジ′ミナ

349 Tulotる ussuriensis(Reg)Hara トンボ ソウ

DICOTYLEDONEF週 双子葉植物

ARCHICHLAMYDEAE 離弁花類

醜 URURACEAE ドクダミ科

350  HOuttuynia cordata Thunberg ドクダミ

CHLORANrHACEAE セ ンリョウ科

351 ChiOranthus serratus(Thuib)Roemer d Schultes フタ リシズカ

352  Tricercangra iapOnica (Sieb)Nakai  ヒ トリ|ン ラてカ

解地 ICACEnd ャナギ科

353 POpulus Sieboldi Miquel ャマナラシ

354 Salix Bakko Kimura′ ミッョャナギ

御
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355, SG:!giana Seemen ヵヮャナギ

356,S gracIIIsula Miquel ネ コヤナギ

御      357 St hOnd∞ nsis Koidzumi ミチノクン ロヤナギ

裏      358.S.htegra Thunberg 
ィ ヌコリヤナギ

359 S.Relnil Franchet tt Savatier ミネヤナギ

林
360 So Sachalhensis Fr Schmidt ォノエヤナギ

の     361 S,X Sendatca Kimura セ ンダイヤナギ

植      362.S.Suttragi!is AnderssOn タチヤナギ

物     363 S・ Vulpina AnderssOn キ ッネヤナギ

JUGLANDACEAE クル ミ科

364  Jugians mBndshurica Maximowicz var sachalinensls(Miyabe et KudO)

Kitanura ォニグル ミ

BETULACEAE ヵバ ノキ科

365.  AInus hirs�a Turczaninow  ヶャマタヽ ンノキ

366    Var.slbHca(Fischer)C K Schneider ャマハンノキ

367  A.laponiCa(Thunb)観 eudel 夕ヽ ンノキ

368, Carpinus cordatt BIume サ ヮシノミ

369 C,apanぉa Blume クマツデ

370,α laXriora(siёb et zucc)BIume ァヵンデ

371 G TSChOnoskii Maximowicz ィ ヌシデ

372 Carylus Sieboldiana BIume ッノハシノミミ

373 0Stya japonica Sargent ァサ ダ

FAGACEAE ブナ科

374.  Castanea crenata Siё bold et Zuccarini  クリ

375 Cyclobalanopsis acuta(Thunb)OerStedt ァヵガン

376. Ci glauca(Thunb)Oerstedt ァラカシ

377.α myralnaefolと (Blume)Oerstedt シラカン

378 C Salicha(Bl■ me)Oerstedt ゥラジロガン

379. Fagus crenata Blume ブナ
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380  F.laponiCa Maxiinowicz イ ヌブナ

381 QVerCus mango〕 ica Fischer var.grosseseirata(Blume)Rehder et Wilson ミズナラ

382.Q・ 叡研,ata Thunberg ョナラ

ULMF_CEAE ニ レ科

383  Celとる sittnsls Persoon var iaponお a(PlanCh)Nakai ェノキ

384 Zelkova serrata(rhuib)MakinO ケヤキ

MO馳鋲旭AE クフ科

385  Broussoneua Kazho照 Siebold  コウゾ

386  Fatoua villosa (Thunb.)Nakai  クフクロ宏

387.  HJmulus,ap。 ■CVs Siebold i Zuccarini  ヵナムグラ

388  H,Lupulus Linnaeus varo cord干 olius(Miq)MaximOWiCz  ヵラハナ ンウ

389,MOrus bom"Cb Koidzumi ヤマグワ

URTlCACEAE イラクサ科

390 BoChmeria longも pおa Steudel ャブマオ

391  巳 spicata(Thunb)Thunberg コァヵ ソ

392.B・ tricwspと (HanCe)Makin。  ァヵソ

393       Var. uniCus,b Makino  クユナコアカ ソ

394. Elatostema involucratum Franchet(光 Savatier  ゥヮノミミ ツウ

395, Laportea buibifera(Sieb et zucc)Weddem ムカゴイラクサ

396. Nanocnide iapOnお a Blume ヵテンソウ

397. PI!Ca Hamaoi Makino  ミ
'だ

398 R mongoliCa Weddell ァオ ミズ

SANrTAL猟】AE ビャクダン科

399. BuCmeya ianceoiata(Sieb et Zucc)WIiquel ックノミネ

400 TheSium ch山 引情e Turczaninow ヵナビキ ツウ

POLYGONACEAE タデ科

401.PerSiCaria lapathifolia(Linn,)S F,Gray ォォイ ヌタデ

402. P・ !Ongiseta(De Bruyn)Kitagawa ィ ヌタデ

403. R nepalensis(Meisn)H. Gross タニッ′ミ

御
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404 R nipponensる (MakinO)H.GrOss ャノネグサ

405 R pubescens(Blume)Hara Var acu194inata(Franch et Sa、 ″at。)Hara ボ ントクタデ

御      406 R sagittata(Linn)H Gross var Siebold}(Meisn)Nakai 
ゥナギツカ ミ

……       407  R Thunbergii(Sieb et Zucc)H.Gross ミブソノミ

崇

408 R Yokusaiana(Makino)Nakai ハナタデ

林
409 POlygonulm aviculare Linnaeus ミチヤナギ

の       410  Reynou静 ia japonica Hou悦呼 n イタ ドリ

植      41l     Var.uzenensb Honda ヶィタ ドリ

物      412 R sachalinensis(Fr Schm)Nakai ォォィタ ドリ

*413  Rumex Acetosella Linnacus ヒメスイノミ

414 R.japonicus Houttuyn ギシギシ

*415  R.obtusrOhus Linnaeus subsp agrestis Danser  ェ ブノギシギシ

416 Sunania filiformis(Thuab)Hara ミズ ヒキ

CHENOPODIACEAE ァヵザ科

417  Cheno,odium album Linaaeus var centrorubrum Makino  ァヵ「ガ

AMARAN「HACEAE ヒュ科

418 Achyranthes Fauriei Lる veillる et Vaniot ヒナタイノコヅチ

419 A.laponiCa(Mq)Nakai ィノコヅデ

420 Ewxolus vi「 idis(Linn)MOquin― Tandon ホナガイ ヌビユ

PHYTOb<Ю 蕪】AE ャマ ゴボ ウ科

421 PhytOlttCCa escu隆 �強 Van Houtte ャマ ゴボウ

CARYOPHYLLACEAE ナデツ コ科

422 Cer孤 丸山m caespitosum Gilibert var.:anhes 6Villiams)Hara ミミナグサ

*423 C・ �
"。

sum Linnaeus ォランダミミナグサ

424  Cucubalus bacc監 評 Linnaeus var iapα niCus Miquel ナ ンノミンタヽ コベ

425 Dttnthus suFerbus Linnaeus var.Iongicalychus(Maxim)Williaコ ns ヵヮラナデツ コ

426 Lychnis Mれueliana Rohrb“h フシグロセンノウ

427  Melandryum frmuln(sieb et zucc)Rohrbach f pubes∝ ns(MakinO)OhWi

ケフシ グ ロ



428  Sagina iaponiCa(SW)OhWi ツメクサ

429 Stellaria AIsine Grimm var unduiaね  (Thunb)OhWi ノ ミノフスマ

430.S.aqHatba(Lina)SCOpoli ゥシハ コペ

431. S・ dttSiflora Maxiinowicz サ ヮハ コ^ミ

432. So modesta Fenzl コン` コベ

433. S neglecta Weihe  ミヤマハ コベ

434 S Sessilifiora Yabe ミヤマハ コベ

CERCIDIPHYLLACEAD ヵッラ科

435  Cercidiphyllun■ iaponiCum Siё bold et Zuccarini  ヵッラ

RANUNCULACEAE キ ンポウゲ科

436 Anemott Fttddeana Regel ァズマイチゲ

437 9mttifuga acerha(Siё b et Zucc)C Tanaka ォォ′ミシ ョウマ

438,C・ Simplex Wormsk,ord サ ランナシ ョウマ

439 Clematと aplifolia A P de Candolle ボタンヅル

440, α iaponica Thunberg var brevipedicellata Makino ァズマハ ンシ ョウヅル

441, C Ma� mowicziana Franchet et Savatier セ ンニンソウ

442. C.patenS MOrren et D∝ aisne ヵザグルマ

443.Coptis iapOnm (Thunb)Makino var dis― ta(Yaしabe)Nakai セ リ′ミォゥレン

444 RanunculuB iaponicus Thunberg ゥマノアシガタ

445.R.quelpaertensL(L6v)Nakai キ ッネノボタン

446.Thalbtulm mttBs Linnaeus vart httoler―  (Sieb.et Zucc)Miqueェ ァキカラマ ツ

LARDIZABALACEAE ァヶ ビ科

447  Akebia quinata(Thunb)D∝ aisne ァヶビ

448, A.tifoliata(rhunb)Koidzu=ni ミツノミァヶビ

BERBERIE准 ⑤ン岨 メギ科

449  Berberis Thunbergil A. P de Candolle  メギ

450. Epimedium grandr10rum Morren var. Thunberglan山
“
 (Miq)Nakai ィカ リソウ

MAGNOLIACEAE モ クレツ科

451 Magnclia"ovata Thunberg ホォノキ
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452.  Stthるandra repanda (Siё b et Zucc )Radlkofer マ ツプサ

LAURЖ】AE クスノキ科

御         453  Lintta unbeliata Thunberg var aurandaca (Murai)Hiyama f rlembrana∝
a

_        (MaXim)MaFino ォォノミクロモジ
異

454  Machlus Thunbergii Siё b91d et Zuccarini  タフドノキ

林
455 Neolitsea se激 ∝颯 (Blume)Koidttumi シログモ

の              PAPAVERACEAE ヶシ浴:

植      456 Chelidonium maiuS Linnacus subsp.asiaticum Hara クサノオウ

物      457. COrydalis hOisa(Thunb.)PerSOOn 
ムラサキケマ ン

CRUCIFERA_E ァブラナ科

458 Arabis hirsuta(Lina)SCOpoli ャマハ タザオ

459 Capsella BBrsa― pastoris(Linn。 )Medicus var,tFiangularis Grunner ナズナ

460  Cardanline denupetala Matsumura var. glabrescens Hara  サ ヮガララ/

461.C SCutata Thunberg subsp ttIIax(O E Schulz)Hara タチタネツケ′ミナ

462    Subsp RegelHana(Miq)Hara ォォ′ミタネツケ′ミナ

463  Draba nemarosa Linnacus var habecarpa Lindley ィ ヌナズナ

*464  Lepidium vと ginicum Linnaeus マメグ ン′ミィニォズナ

465 Rorippa indica(Lina)Hiern ィ スガラン

466.R.islandica(Oeder)BOrbとS スカンタゴボウ

SAXIFRAGACEAE ュキノンタ科

467 Astilbe mbophy]:a Knoll チダヶサシ

468 A.ThlBnbergii(Siё b et Zucc)Miquel var.oongesta H Boissieu トリアツシ ョウマ

469.  CPrySoSplenium Grayanum Maxiinowicz  ネコノメ ソウ

470 C・ iapOnicum(MaXim)MakinO ャマネコノメソウ

471  C macroStemon Maximowicz var shiobarense(Franch)Hara

ニ ッコウネコノメ ソウ

472  Beutzia crenatt Siebold d Zuccarini  ゥッギ

473  Hydrangea ntacrophyIIa(rhunb),eringe subsp macぃ oFhy:ia var ― acarpa

Ohwi ェ ゾアジサイ



474.  H・ panとulata Siёbold  ノ リウツギ

475. H.peticlaris Siebold et Zuccarini ッルアジサイ

476.  ParnasSa palustris Linnaeus var rnultiseta Ledё bour  ゥメノミチ ソウ

477.Rodgersね podophylia A.Gray ャグルマ ンウ

478.Saxifraga Fortunei HOOker fil var.拍 Юi3010bata(Engl et lrm)Nakat

ダイモ ンジソウ

479  SChiZophrattma hydrangeoides Siё bold et Zuccarini  ィ ヮガラ ミ

HAMAMELIDACEAE マンサ ク科

480  Hamameli3 1apOniCa Siёbold et Zuccarini  マ ンサ ク

ROSACEAE ′ミラ科

481.Agttmontt pliosa Ledё bOur キ ンミズ ヒキ

482  A.nipponica Koidzumi  ヒメキ ンミズ ヒキ

483  Amelanchier asiatba(Sieb et zucc)EndHcher ザィフ リボ ク

484.  Aruncws diOicus (Walter)Fernald var. tenuifolius (Nakai)Hara

ウスバヤマブキシ ョウマ

485 Duchesnea chrysanha(Z011 et Mor.)Miquel ヘ ビィチゴ

486 Geum ttp師秘um Thunbergダィコンソウ

487. Kerria iaponiCa(Thunb。 )A P,de Candolle ャマブキ

488 Malus Sieboidii(Regel)Rchder ズ ミ

489 M.TSchonosH!(MaXim)C K Schneiderォ ォ ゥラジロノキ

490 POtenti:la centigrana Maximowicz f.patens Hiyaコ na ヒメヘビイチゴ

491  R cryptotaeniac Maximowicz ミツモ トツウ

492 R fragarioides Linnaeus var.HlaICr Maxiniowicz キジムシ ロ

493  R Freyniana Bornmuner  ミ ツノミッチグ リ

494. R Kleiniana Wight et Arnott ォヘ ビィチゴ

495  POurlhiaca vlllosa(Thunb)Decaisne var, ZoIIingeri(Decne)Nakai ヶヵマツカ

496 Prunus apetala(SCib et Zucc)Franchet et Savatier チ ョゥジザ クラ

497  R Grayana Maximowicz  ゥヮ ミズザ クラ

498 R penduBa Maximowic夕 f ascendens(MakinO)OhWi アズマ ヒガ ツ
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499. P.Verecunda(Koidz)Koehne ヵス ミ→ガクラ

500  日bsa polyantha Siebold et Zuccarini  ノイノミラ

御      501.Rubus craね
egifolius Bunge クマイチ ゴ

裏      502.R.mbropⅢ
l:uS Linnaeus fil ニガイチ ゴ

503. R,palmaもus Thunberg var coptoPhyllus(A.Gray)O.Kuntze モ ミジイナ ゴ

林
504  R.phoenicolasius Maximowicz ェ ビガライヲ=ゴ

の
        505,  Sangubttba ofricinalis Linnaeus フレtコ ウ

植      506 SOrbus ahifolia(Sieb.et Zucc)K Koch ァズキナシ

物      507.S.● 。同miXta Hedlund ナナカマ ド

508, S.iapOnica(Decne。 )Hedlund ゥラジロメキ

509,  Stephanandra incisa (Thunb.)ZabeI  コゴメウツしf

LEGIJMINOSAE マメ科

510  Alb弦=ia Julibrissin Durazzini ネムノキ

5■ .Ampmcarpaea Edgeworthil Bentham va tisperma(Miq)OhWi ウスバヤブマメ

512. Apios Fortunei Maximowicz ホ ドイモ

513.Desmodium racemosum(Thunb。 )A.P de Candolleヌ スビ トハギ

514  Dumasia truncatt Siebold et Zuccarini  ノササゲ

515, Glycine Sola Sieb01d et Zuccarini ッルマメ

516   1ndigofera p9eudo― unctOria Matsuコnura  コマツナギ

517  Kummerowia stia愴 (Thunb)SChindler ャハズ ソゥ

518 Lathyrus Davidil Hance イタチササゲ

519  Lespedeza Buergeri Miquel  キハギ

520. Li cuneata(Du Mont d Cours)G Don メ ドハギ

521.  Lo homoloba Nakai  ックシタ、ギ

522  L.p‖ osa (Thunb.)SiebOld et Zuccarini  ネコハギ

523  Lotus corniculatus Linnaeus var iaponiCus Regel  ミヤコグサ

524. Pueraria lobata(Willd)OhWi クズ

*525  TrifolivH,pratense Linnaeus アヵッメクツ‐

柴526. T・ repens Linnaeus シ ロッメクサ
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527. ⅥCia uniluga A.Braun ナ ンテンハギ

528  WiSteria fioribunda(WiXld)A.P,de Candone フジ

GERANIACEAE フゥロソゥ科

529 Geranium mepalense Sweet var.Thunbergii(Sieb.et Zucc)KudO ゲンノシ ョウコ

OXALIDACEAE ヵ夕′ミミ科

530す  OXaliS COrniculata Linnaeus ヵタノミミ

531     f aとopurpurea Van HOutte ゥスァカカタ′ミミ

RUTACEAE ミカン科

532 Fagara ailanhoides(Sieb et zucc)Engler ヵラスザ ンシ ョウ

533 Fo mantchurica(Bennett)Honda イ ヌザ ンシ ョウ

534  0rixa japonica Thunberg  ョクサギ

535 Zanthoxylum piperitum(Linn)A P de Cand01le サ ンシ ョウ

SIMAROUBACEAE ニガキ科

536  PiCrasma quassioides(D. Don)Bennett var. giabres∝ ns Pampanini ニノデキ

POLYGALACEAE とメハギ科

537  PClygala laponica Houttuyn  ヒメハギ

EUPHORBIACEAE トゥダィグサ科

538  Acalypha australis Linnaeus ュュノキングサ

539  Daphniphy‖um macropodum Miquel ュズ リタヽ

540,Mallotus iaponiCus(Thunb,)Muller_Arg ァヵメガンフ

541 T:hymalus adenoch!orus(MOrren et Decaisne)Hara ノウルツ

542 i pekinensis(Ruprecht)Hara 夕ヵ トゥダィ

543 T.Sieboldianus(MOrren et Decaisne)Hara ナ ツ トウダイ

544  T,iadica,apOnica (Sieb et zucc )BaillOn シ ラキ

ANACARDIACEAE ゥルシ科

545  Rhus ambigua Lavallる e  ッタゥルシ

546  日L 】avaniCa Linnaeus  ヌルデ

547 R.trich∝ arpa Miquel ャマウルシ
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植

AQUIFOLIACEAE モチ ノキ科

548. Ilex crenata Thunberg ィ ヌツゲ

御      549.I.integra Thunberg 
モチ ノキ

550  !.macropoda Miquel ァォハ ダ
裏

551  ].Serrata Thunberg ゥメモ ドキ

林
CELASTRACEAE ニシキギ科

の
         552  Celastrus orbiculatus Thunberg var.sttPigillosus (Nakai)MakinO

オニツルウメモ ドキ

物     553 Ci Stephanctiifolius(Makino)MakinO 
ォォッルウメモ ドキ

554.Euonymus alatus(Thunb)SiebOld var alatus f alatus ニッキギ

555,   f.Ciliato―dentatus(Fr et SaV)Hiyaコna コマユ ミ

556 巳 Fortunei(TurCZ)Handel― Mazzetti var.radioans(Sieb)Rchder ッルマサキ

557. E.oxyphyilus Miquel ッリノミナ

A∝ RACEAE ヵェデ科

558  Acer carphifolium Siebold et Zuccarini チ ドリノキ

559.A.c轍帥bllum(Sieb et Zucc)K Koch ミツデカエデ

560. A diabolicum Blume ヵジヵェデ

561 A.distylum Siebold et Zuccarini ヒトッバヵエデ

562  A.iaponiCum Thunberg ハ ゥラ=ワ カエデ

563.A.mono Maximowicz var ambiguum(Pax)Rehder ォニィタャ

564,   Var marmoratum(Nichols)Hara f heterophyllum Nakai ィタヤカエデ

565.A.nikoense Maximowicz メグス リノキ

566.A.paimatum Thunberg subsp amoenum(Carr)Hara ォォモ ミジ

567.          Subsp Matsumurae Koidzumi  ャマ■:ミ ジ

568. A.runttve siebold et Zuccarini  ゥ リハ ダカエデ

569 A.Sieboldianum Miquel コハゥチ ヮヵエデ

SABIACEAE ァヮブキ科

570, Melbsma myriantha Siebold et Zuccarini ァヮブキ
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BALSAMlNACEAE ッリフネ ツウ科

571  1mpatiens noli― ねngere Linnaeus キ ッソフネ

572  1.Textori Miquel ッリフネソウ

RHAMNACEAE クロゥメモ ドキ科

573  B9rchenia racemosa Siebold et Zuccarini  クマヤナギ

574.HOVenia dulcis Thunberg f latifolia(Y.Kinlura)Hara ヒロハケンポナシ

575  Rham14uS,apOnica MaximOwictt var decipiens Maximowicz  クロゥメモ ドキ

VITACEAE ブ ドゥ科

576  Ampelopsb brevipedunculata(Maxlln,)Trautvetter var heterophy‖ a

(Thunb)Hara ノブ ドウ

577 Cayratia iapOnica(Thunb.)Gagnepain ャブヵラン

578  Parthenocissus ticuspidata(Sieb et Zucc)PlanChon  ッタ

579,VitiS Cるignetiae pulliat ャマブ ドウ

580  上 fleXucsa Thunberg var tsukubana Makino  ゥスゲサ ンカクズル

ACPINIDIACEAE マタタビ科

581 角�耐dL arguta(Sieb et zucc)PlanchOn サルナシ

582. A.po]ygama(Sieb.et Zucc.)PIanchOn マタタビ

THEACEAE ッノミキ科

583 Camellia,apOnica Linnaeus ャブッパキ

584. Eurya,aponica Thunberg ヒサヵキ

HYPERICACEnd ォ トギ リソウ科

585 Hypericuln Ascy「 on Linnacus トモニ ソウ

586: H.erectum Thunberg ォ トギ リソウ

587 H.pseudopetioiatum Keller var.Muraianum(MakinO)Y Kimura ィフテォ トギ リ

588 Sarothra laxa(Blume)Y.Kimura コヶォ トギ リ

VIOLACEF耐 ス ミレ科

589,ViOla eizanensis(MakinO)Makino ェ デス ミン

590  ヒ grypoceras A= Gray タチ ッボス ミ レ

591 M hOndOensis W Becker et H BOissieu ァォィス ミレ
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592 ヒ Keiskel Miquel f Olruboこ (MakinO)F Maekawa ヶマルバス ミン

593  V.Kusanoavla Makino f K期 9anoana ォォタチ ッボス ミ レ

御       594  Mm皇 鵡 苅riCaヽV Becker ス ミレ

_     595 ヒ Obtusa(MakinO)MakinO ニォィタチ ツボス ミレ
異

596. ヒ 日bssii Hemsley ァヶボノス ミ レ
林

597 Ⅵ rostrata Pursh ナガハシス ミレ

の        598  Ⅵ TOkubuchiana MakinO var Takedana(MakinO)F Maekawa  ヒー9-ス ミ レ

植      599 ヒ Vaginata Maximowicタ  ス ミレサイシ ン

物      600 M Verecunda A Gray var verecultda 
ニ ョィス ミレ

601.ヒ Violacea Makino var Makinoi(BOiSSie■ )Hiyama マキノス ミレ

FLACOURTIA∝ AE ィィギ リ科

602  !desia polycarpa Maximowicz  ィィキ|リ

STACHYURACEAE キブッ科

603  Stachyurus praecox Sieb01d et Zuccarini  キブシ

ELAEAGNACEAE グ ミ科

604  Elaeagnus multifiora Thunberg var hortensis Maxiinowicz  トゥグ ミ

605 E.umbeilata Thunberg var ooreana(Lるv)Lё veillる  ミチ ノクアキグ ミ

ALANGIACEAE ゥ リノキ科

606.  Marlea plattnifb!ia Siebold et Zuccarini var とこ,oba Miquel  ゥ リノキ

ONAGRACEAE ァヵバナ科

607.  CいCaea erubescens Franchet et Savatier  タニタラガ

608  C・ mollis Siebold et Zuccarini  ミズタマソウ

609.  Epi!obium pyrrbholophum Franchet et Savatier  ァヵノミナ

HALORAGACEAE ァ リノ トウグサ科

610,Ha10ragis micrantha(Thunb.)R.Brown ァ リノ トウグサ

ARALIACEAE ゥョギ科

61l  Acanthopanax innovans(Sieb et Zucc)Franchet et Savatier 夕ヵノツメ

612.A sciadophy!!cides Franchet et Savatier コシァブラ

613  A.Sieboldianus Makino ヒメウコギ



614 A.spinosus(Linn fil)Miquel ャマウコギ

615  Aralia cordata Thunberg  ゥ ド

616  A.elata(MIq)Seemann var elata タラノキ

617  Fatsia iaponiCa (Thunb )Decaisne et Planchon ャッデ

618  Hedera rhombea Siebold et Zuccarini  キ ヅタ

619  Kalopanax plctus(Thunb)Nakai ハ リギ リ

620 PanaX'apり おus c.A Meyer トチバニンジン

UMBELLIFERAE セ リ科

621. Angelioa decursiva(Miq)Franchet et Savatier ノダケ

622. A.polymorpha MaximOwicz シラネセツキ ュウ

623  Chamaele decumbens(Thunb)MakinO セン トウソウ

624, Cryptotaenia,apOnba Hasskarl  ミ ツ′ミ

625.Hydrocotyle ramiflora Maximowicz ォォチ ドメ

626 胤 Sibtho「 p:oides Lamarck チ ドメグサ

627. Oenanthe iaVanica(B'ume)A P de Cand01le セ リ

628 0Smorhiza aristata(Thunb)MakinO et Yabe ャブニッジッ

629, SaniCula cttnensis Bunge ゥマノ ミツ′ミ

630.  Spuriopivnpinella calycina (MaXlin )Kitagawa  ヵノツメソウ

CORNACEAE ミズキ科

631. Aucuba iaponiCa Thunberg ァォキ

632    f iOngifolia(T MoOre)sChelle ホ ソノミノアオキ

633 Benthamttia JaponiCa(Sieb et Zucc.)Hara ヤマボウシ

634  COrnus contrttsa Hemsley  ミズこF

635, C・ macrophylla Wallich クマノ ミズキ

636.日elwingia iaponica(Thunb)F G.Dietrich ハナイカダ

METACHLAMYDEAE 合弁花類

DIAPENSIACEAE ィヮゥメ科

637. ShOrua unttIOra Maxiinowicz ィフゥチ フ
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CLETHRACEAE リョゥブ科

638  Clethra barbinervis tteb01d et Zuccarini  リョウブ

御            PYROLA∝ AE ィチ ャ ク ソウ科

裏      639 ChimaphWa,aponiCa MiqucI 
ゥメガサ ソウ

640  MOnotropa Hypopithys Linnacus var iapot准 ヨ Franchet et Savatier
林    ｀

シャクジョウッウ

の
        c41  M.unifIOra Linnaeus ァキノエギツリョゥツウ

植      642 MOnotropastrum globOsum H Andres マル ミギ ンリョウソウ

物      643 Py「 。la】aponica Klen3e ィチャ クソゥ

644. R「団下他:ia Maxinaowicz ジンヨウイチャ クソウ

ERICACEAE ッッジ牟十

645 Eubotryoides Grattna(Ma� m)Hara Var OblongifoHa(Miq)Hara ハナ ヒリノキ

646.Hugeria iapOnica(Miq)Nakai ァクンノミ

647  LyOnia cI:iptica(Sieb et Zucc)OLuyama ネジキ

648.Rhododend「on iaponiCum(A Gray)Suringar レツゲツツジ

649 R.Kaempferi PlanchOn ャマツツジ

650. R,quinquefolium Bisset et Moore ゴョゥッッジ

651  R.semibarbatum Maximowicz ′ミィヵッッジ

652  R.Wadanun Makino  トゥゴクミツノミンツジ

653  TriFetaleia paniculata Siebold et Zuccarini var iatifolia Maximo1/icz  ホッッジ

654 Tritomodon campanulatts(Miq)F Maeka、 va サ ラサ ドウダン

655 T.Subsessilis(Miq)F Maekawa ァブラツツジ

656  Vacchiunl hirtum Thunberg var, pubescens(【 OidZ)MiZushiina

f Motosukeanum(Koidz)MiZushima マルバ カクミノスノキ

657. 砿 Oldhami Miquel サ
‐ッタ、ゼ

MYRSINACEAE ャブコゥジ科

658.Ardisia iaponiCa(Thunb)Blume ャブコゥジ

PRIMULACEp岨  サ クラソウ科

659. Lysimachia clethroides Duby ォヵ トラノオ
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660  L.Fortunei Maxiinowic2  ヌマ トラノオ

661 ヒ Vuigaris Linnacus subsp davurica(Ledeb)Tatewaki クサ レグマ

662  Primula Sieboldi E Morren り・ クラソウ

SYMPLO⑤ KttAE ハィノキ科

663  Palura chinensb (Lour )Koidzu車 � Var ieuoocarpa (Nakai)Hara

f.pilosa(Nakai)Hara サ ヮフタギ

STYRA∝ CEAE ェゴノキ科

664, Styrax iapOhiCus Siebold et Zuccarini ェゴノキ

665,  S・ Obassia Siebold et Zuccarini ハ クゥンボク

OLEACEF_E モ クセイ科

666.Fraxinus Sieboidiana Blume マルバアオダモ

667 Ligustrm iaponbum Thunberg ネズ ミモチ

668  L.oЫusifoliurn Siebold et Zuccarini ィボタノキ

669,  OSmanthus ilicWblius (HasSk)MOuillefert  ヒイラ=ギ

GENTIANACEAE リン ドウ科

670,  Gentiana scabra Bunge var orientalis Hara  リ ン ドウ

671, Go squarrosa Ledebour コヶ リン ドウ

672 G.Zollingeri Fawcett フデ リン ドウ

673 SWertia bimaculata(Sieb.et Zucc)H00ker fil et Thornson ァヶボノソウ

674. S・

'apOnica(Schultes)Makin。

 センブ リ

675.Tripterospermum japonお um (Sieb.ot Zucc)MaximOwicz ッル リン ドウ

ASCLEPIADACEAE ガガィモ科

676.Cynanchum caudatum(Miq)MaXimOwicz ィヶマ

677 Metaplexと ,aponica(Thunb.)Makino ガガイモ

678. Tylophora arむ bi∝hioides Miquel ォォヵIメ ヅル        ・

BORAGINACEAE ムラサキ科

679.BOthriospttmun tenellum(HOrnem)Fischer et Meyer ハナイバナ

680す  Ornphalodes Mttameri Franchet et Savatier  ル リソウ

681.TrigOnotb peduncularls(Trevir)Bentham グビラヨ
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VERBENACEAE クマツプラ科

682 Callicarpa raponica Thunberg ムラサキツキブ

御      683.C.mollis Siebold et Zuccarinl ャブムラサキ

裏      684,C:針
Odendron tichotomum Thunberg クサギ

LAЫATAE ッ ソ科
林

685,  Aiuga deCumbens Thunberg  キランソウ

の
       686  A.劇 血kotanensis Miyabe et Tatewaki ッメレカコソウ

植      687 A.yescensis Maximowicz var.Lukubana Nakal ックハキ ッモ ンツウ

物      688,CIhOpodium chinense(Benth。 )O.Kuntze subsp.grandinorum(MaXim)Hara

varo shibetchense(L6v。 )Koidttumi ャマクルマバナ

689  C.mkttanthum (Regel)Hara ィ ス トウ′ミナ

690 COttnanthosphace sublanceolata(Miq)S L.Moore テンニンソウ

691 E!shoitzia ciliata(rhunb)Hylander ナギナタコウジェ

692 G!echOma hederacea Linnaeus subsp.grandis(A Gray)Hara ヵキ ドゥッ

693.ISodon‖ lexus(Thunb)Kudo ャマハ ッカ

694  Lanl:um album Linnaeus var. barbatum Franchet et Savatier  ォ ドッコツウ

695  Lycopus Maacklanus(Maxllm.)Makino ヒメンロネ

696 L・ ra日nosisshtts Makino var.iaponicus(MatSum et Kudo)Kitamura ョンロネ

697.MCSia dianthera(Hamil)Ma� mOWiCz ヒ メ ジ ソ

698.M・ punctula色 (J F Gmel)Nakai ィ ヌヨウジュ

699  PruneWa vuigaris Linnacus subsp. asiatica Hara  ゥッボグサ

700,Sal� a lutesceRs Koid″ umi var ttenata(M』【inO)Murata ヶナ ノノタムラソウ

701. 鼠 nipponica Miquel キ′ミリーアキギ リ

702  TCucrium iaponioum Houttuyn  ニガ クサ

SCROPHULARIACEAE ゴマノハグサ科

703  Mazus,ョ poniCus(Thunb)O Kuntze トキ ヮハゼ

704 M.Miquelil Makino ムラサキサギゴケ

705  MOlampyrunn iaxum Miquel var nikkoense Beauverd  ミヤマママコ、カ

706.  M.「。seum Maxixnowicz var. iaponicum Franchet et Savatier ママコナ
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*707  Veronica a,vensis Linnどもus タチイヌノフツガリ

*708 V・ persica Poiret ォォイ ヌノフグ リ

OROEANCHA蝉  ハマウツボ科

709 Aeginetia sinensis G Beck ォォナ ンバ ンギセル

PHRYMACEFa ハエ ドクソゥ科

710  Phryma LeFね sttchya Linnacus var oblongWb:ia (Koidz.)Honda ハエ ドクソウ

PLANTAGINA∝ AE ォォノミコ科

71l  PIanago asiatica Linnaeus  ォォノミコ

*712 、P・ Ianceolata Linnacus ‐ ララオオ′ミコ

RUBI郎顕れE ァヵネ科

713 Galium gracilens(A Gray)MakinO ヒメヨツバ ムグラ ,

714 G.Kikumugura Ohwi キ ク本グラ

715 G.pseudっ ぃESprdlum Makino ォォバノヤエムグラ

716 G.spurium Linnaeus varす ochinospermon(Wallr)Hayek ヤエムグラ

717.Hedyotis Lindieyana Hooker var hirsuta(Linn,fil)Hara ハシヵグサ

718  MitChelia repens Linnaeus subsp und」 lata (Sieb. et zucc )Hara  ッル 7リ ドウシ

719  Paederia scandttns(Lour,)Merrill var. Ma静 ol(Lるv)Hara ヘ クッヵラヾラ

720 Rubia cordifolia Linnacus var,Mwngista MiqueI ァヵネ

CAPRIFOLIACEAE スィヵズラ科

721  Abelia spathulata Siebold et Zuccarini var.steylophylla Honda  ゥゴック′ミネウツlf

722. Lonicera iョponica Thunberg スィ カズラ

723.L.tenuipes Nakai var glandulosa(MaXim)Na■ ai ヶ ミヤマウグイスカグラ

724  Sambucus Pacemosa Linnaeus subsp,Siebo!diana(Bと ume)Hara ニフ トコ

725  Viburnum dilatatum Thunberg ガマズ ミ

726  Ⅵ pⅢebotrtthum Siebold et Zuccarini ォ トコョゥゾメ

727 V・ plicatun Thunberg var tomentosum(Thunb)Miquel ャブデマ リ

728 ゝ VV出

"直

i Miquel ミヤマガマズ ミ                   ! ド

729.Weigela hortensis(Sieb.et Zucc,)K Koch タニゥッギ
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VALERIANACEAE ォ ミナエツ科

730 Pathia �:!osa(Thunb)Jussieu ォ トコェッ

御            CUCURBITACEAE ゥリ科

裏      731 Gynoste―
a pentaphyIIum(rhunb)MakinO ァマチャヅル

732.Meloth「ia iaponiCa(Thunb)Maximowicz スズメウリ
林

CttMPANULA_CEAE キキ ョゥ科

の
        733  AdenOphOra tiphyIIa(Thunb.)A P de CindOne var. iaponica(Regel)Hara

植       ッリガネニンジン

物      734 Cann,anuia punctata Laコ narck ホタルブクロ

735    Subsp hondoensls(Kitam)Kitamura ャマホタルブクロ

736 COdOnoPs,3 1anCColaね (Sieb.et zucc)Trautvetter ッルニンジン

737  Peracarpa carnosa (wa11 )HOOker fil. et ThOmsOn var circaeoides

(Fr.Schm。 )MakinO タニギキ ョゥ

COMPOЫT煙  キ ク科

738. Adenccaulolt himalaicurn EdgewOrth ノブキ

739. AhsIとea acerifolia Schultz_Bipontinus var.subapoda Nakai ォ クモ ミジハグマ

740  A apiou!aね Schultz― Bipontinus キ ッコゥハグマ

柔741. Ambrosia ar畿 漸耐sⅢblia Linnaeus var.● latioP(Linn。 )Descourtils ブタクサ

742  Artemisia Keiskeana Miquel ィヌヨモギ

743 A.prhceps Pampanini ョそギ

744 Aster ageratoides Turczaninow var.6VatuS(Franch et savat.)Nakai ノコンギ ク

745. A.GlehnI Fr SchHlidt var. hondoensls Kitamura  ゴマナ

746.  A. lebphyIIus Franchet et Savatier シ ロョメナ

747, A scaber Thunberg シラヤマギ ク

748  Atractylodes】 aponica Koidzumェ  ォヶラ

*749, 日ldens ttondosa Linnaeus ァメ リカセ ンダングサ

750  Cacalia delphini干olia Siebold et Zuccarini モ ミジガサ

751 α ttrfaraefolia Siebold et Zuccarini var bulbifera(Maxim.)Kitamura タマブキ

752. C.nikOmontana Matsumura ォォヵニコゥモ リ

211



753  Carpesium abrotancides Linnaeus ャブタノミコ

754  α diVaricatum Siebold et Ziccarini  ガ ンクビソウ

755 C・ giossophyllum Maximowicz サ ジガ ンクビソウ

756 C Koitumil Makino ホ ソ′ミガンクビツウ

757  Centipeda minima(Linn)A. Braun et Ascherson  トキ ンソウ

758 Cirslum nい ,Cnicum(Maxim)MakinO ナ ツブアザ ミ

759 C・ Sieb。!di Miquel マアザ ミ

*760, Erectttes hieracifolia(Linn,)Rafinesque ダンドボロギク

*761  Erigeron annuusぐ Linn)PersOOn ヒメジョオ ン

*762, E.bona�朗sis Linnaeus ァ レチノギ ク

*763 Ei canadensb Linnaeus ヒメムカシヨモギ

764 R Thunbergit A,Gray ァズマギ ク

765 Eupatorium chinense Linnaeus var.simplい
“

blttm(MakinO)Kitamura ヒョ ドリ′ミナ

766       Subsp sachalinense(Fr. Schm)Kitamura ョッノミヒョ ドリ

767 Gnaphalium arine D Don ハハ コグサ

768 C hypoleucum A P.de Candolle ァキノハハ コグサ

769 G.iaponお um Thunberg チチ ョグサ

770  1nula Salicina Linnaeus var. asiatica Kitamura ヵセンソウ

771 lXeriS dentata(Thunb)Nakai ニガナ

772    Var aibmora(MakinO)Nakai シ ロバナニガナ

773    f ampWuia(Kitam)Hiyama ォォ′ミニガナ

774 i・ iapOnica(Burman)Nakai ォォジシ′くリ

775. 1・ Stolontta A Gray ィ ヮニガナ

776 Kalimerb phnattfWa(Maxim)Kitamura ュゥガギク

777 K.pseudo―yomena Kitarnura ヵン トウヨメナ

778 Lactuca indおa Linnacus var.laciniata(0,Kuntze)Hara アキノノゲシ

779下    f.hdvisa(MakinO)Hara ホソバアキノノグシ

780.L.Raddeana Maximowicz var.elata(HemSl)Kitamura ャマニガナ

781 Lapsana humlる (Thunb)MakinO ャブタビラコ

御

裏

　

林

の

植

物

212



782.Leibnittia AnanⅢ ia(Linn.)Nakai センボンヤリ

783 Hgularia dentata(A Gray)Hara マルノミダヶブキ

御     784 と,Stenocephala(Maxim)Matsumura et Koidzumi メタカラコウ

裏     785 Macr∝
linidiumと ■obum Makino ォャリハグマ

786 Pertya glabrescens Schultz― BipOntinus ナガバノコウヤボウキ

林
       787  Petasites iaFOniCus(Sieb et zucc.)MaXimOwicz subsp.gも anteus

の
         (Fr Schm)Kitamura ァキタブキ

植        788, PiCris hieracicides Linnaeus subsp. iapOnお a(Thunb)Krylov コゥブリナ

物     789,Prenanthes Pattif°
lね (Maxim)MatSumura フクォゥソゥ

790.  SauSSurea nipponお a Miquel subsp sendaおa (Franchす )Kitamura

センダイ トウヒレン

・   *791  Senecio vulgaris Linmaeus ノボロギ ク

792 S綸獨Sb∞kia glabrescens(MakinO)MakinO コメナモ ミ

793.  S pubescens (MaLino)Makino  メナどをミ

*794. SOlttag。 9igantea Aiton var leiophylla Fernald ォオアヮダチ ソゥ

795 S Ⅵrga―aurea Linnaeus subsp asiatica(Nak,1)Kitamura ァキノキ リンソウ

796.SOnchus asper(Linn)Hlll オニノゲシ                 '

797  S Oleraceus Linnaeus  ノゲ|ン

798,Syneilesis palmata(Thunb)Maximowicz ャブレガサ

799. Taraxacum hondoense Nakai ェ ブタンポポ

*800 T・ OffiCinale Weber セィョゥタンポポ

801 Xanthium Strumariun Linnaeus オナモ ミ

802  Youngia denticula色 (Houtt)Kitamura ャ クン ソウ

8α子. 砿

'aponba gjinn)A P de CandoHc 
ォニタビラコ
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帰
り
北
目
執
に
入
る

三
四
　
　
白
石
攻
城
作
戦
、
城
翌
日
陥
る

八
　
一
四
　
　
白
石
城
修
築
、
石
川
昭
光
を
城
代
と
す

九
　
一
五
　
　
〔
関
ケ
原
役
　
　
　
　
　
　
　
、

一
〇
　
　
六
・
　

政
宗
の
福
島
方
面
上
杉
氏
作
戦
終
る



慶
長
　
六

慶
長
　
七

慶
長

三 八 八

一
一　
　
　
　
　
家
康
ょ
り
仙
台
城
普
請
許
可
さ
る

一
一一　
二
四
　
　
仙
台
城
普
請
経
始
、
千
代
を
仙
台
と
改
む
。
祝
儀
の
能
五
番
あ
り
。
二
十
六
日
北
目
城
に
帰
る

辛
丑
　
一
六
〇

一

正
　
一
一　
　
仙
台
城
御
鍬
立
普
請
始
、
総
奉
行
後
藤
信
康
、
川
島
景
泰
、
石
工
棟
梁
辻
本
七
郎
兵
衛
、
鹿
野
清
右
衛
門
、

黒
田
八
兵
衛

四
　
一
四
　
　
政
宗
作
事
中
の
仙
台
城
に
移
る

一
一一　
　
　
　
　
仙
台
橋

（
大
橋
）
成
る
。
擬
宝
珠
銘
虎
哉
、
大
工
与
左
衛
門
、
長
さ
五
十
間
、
巾
五
間

〔池
田
輝
政
の
姫
路
城
修
築
着
工
、
同
十
四
年
成
る

壬
寅
　
一
六
〇
二

〓
一　
　
四
　
　
近
郷
の
百
姓
を
仙
台
城
築
城
に
動
員
す

〓
ハ
　
　
片
平
丁
茂
庭
延
元
邸
前
の
溝
普
請
に
小
人
組
反
乱
を
起
し
愛
宕
下
覚
範
寺
に
捩
り
百
三
十

一
名
殺
さ
る

五
　
　
五
　
　
去
る
二
月

一
日
よ
り
こ
の
日
ま
で
岩
出
山
よ
り
家
臣
及
び
町
人
を
移
す

五
　
　
八
　
　
仙
台
城
成
る

こ
の
年
、
青
葉
山
及
び
川
内
よ
り
虚
空
蔵
堂
、
大
満
寺
を
経
ケ
峰
に
、
竜
川
院
、
定
禅
寺
、
寂
光
寺
を
城

下
に
移
す

癸
卯
　
一
六
〇
三

政
宗
岩
出
山
よ
り
仙
台
城
に
従
り
、
わ
た
ま
し
の
式
を
行
う

´
〔
二
条
城
成
る

〔
佐
竹
義
宣
の
秋
田
久
保
田
城
成
る

仙

台

城

年

表



仙

慶
長
　
九
　
甲
辰

′
　

一
二

慶
長

一
一　
丙
午

　́
　
　
　
　
七九

慶
長

一
二
　
丁
未一ハ八

一
〇

慶
長

一
三
　
戊
申九

慶
員

一
五
　
庚
威正

台
一　
　
城
　
　
年
　
　
表

一
六
〇

囚

一
五
　
　
松
島
五
大
堂
成
る
。
工
匠
鶴
衛
門
家
次

一　
一ハ
（）
一ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

孟
蘭
盆
中
城
下
士
屋
敷
、
町
屋
に
残
ら
ず
苅
籠
を
か
ゝ
げ
し
め
江
戸
よ
り
下
向
の
政
宗
長
女
五
郎
八
姫
に

城
棲
よ
り
見
せ
し
む

〔江
戸
城
修
築
成
る

一
六
〇
七

三
〇
　
　
一
宮
塩
釜
神
社
成
る
。
工
匠
鶴
衛
門
家
次

一
一一　
　
大
崎
八
幡
神
社
成
る
。
工
匠
日
向
守
家
次
、
刑
部
左
衛
門
国
次

二
四
　
　
木
下
薬
師
堂
成
る
。
工
匠
駿
河
家
次

〔
こ
の
年
加
藤
清
正
の
熊
本
城
成
る
　
　
○
黒
田
長
政
の
福
岡
城
成
る

一
六
〇
八

鈴
木
重
信
、
奥
山
兼
清
に
命
じ
花
壇
に
於
て
家
臣
の
知
行
割
り
を
為
さ
し
む

こ
の
年
柳
生
宗
矩
の
斡
旋
に
よ
り
雲
野
又
五
郎
を
大
和
国
粧
森
よ
り
召
下
し
城
内
太
鼓
部
屋
下
に
御
城
内

定
詰
御
酒
御
用
を
命
ず

〔毛
利
輝
元
の
萩
城
成
る
　
　
　
　
　
　
，

一
六
一
〇

松
島
瑞
巌
寺
成
る
。
工
匠
刑
郡
左
衛
門
国
次

仙
台
城
本
丸
大
広
間
成
る
や
工
匠
梅
村
日
向

213



慶
長

一
六
　
幸
亥

一
〇

慶
長

一
八
　
癸
丑九

一
〇

慶
長

一
九
　
甲
寅四

一
〇

元
和
　
一死
　
乙
卯五九

関
　
六七

元
和
　
一一　
丙
辰四

仙

一　
一ハ
一　
一

二

八
一
一ハ

一　
一二

一
五

一
二

一
六

一
四

一七
一
一ハ

一
五

一ハ五
一
一二一

一　
一ハ
　
一　
一ハ

一
七

城

〔名
古
屋
城
着
工

地
震
、
城
壁
棲
櫓
破
損
す
。
津
浪
起
り

一
、
七
八
三
人
溺
死

〔
こ
の
年
津
軽
信
後
の
弘
前
城
成
る

支
倉
常
長
月
ノ
浦
出
港
、
ロ
ー
マ
に
向
う

政
宗
追
廻
馬
場
に
馬
を
視
る

〔
こ
の
年
上
杉
景
勝
の
米
沢
城
修
築
成
る

政
宗
越
後
に
赴
き
高
田
城
修
築
、
七
月
成
り
二
十

一
日
帰
城

大
坂
冬
役
起
り
出
動
命
令
下
る

大
坂
夏
役
、
政
宗
の
軍
道
明
寺
回
鬼
び
若
江
に
戦
う
。
八
日
大
坂
城
陥
り
豊
臣
氏
亡
ぶ

仙
台
に
帰
還

〔幕
府

一
国

一
城
の
制
を
布
く

〔幕
府
武
家
諸
法
度
十
三
条
を
頗
ち
、
諸
国
居
城
は
許
可
な
く
し
て
修
補
す
べ
か
ら
ず
、
新
規
の
築
城
を

禁
ず
る
旨
令
す

〔
家
康
駿
府
に
卒
す
。
年
七
十
五

年
　
　
表



元
和
　
一二

一死
約
中
　
一ハ

寛
永
　
一二

寛
永
　
四

寛
永
　
五

寛
永
　
一ハ

寛
永
　
八

仙

台

城

年

表

七
　
二
八
　
　
地
震
、
仙
台
城
櫓
、
城
壁
崩
る

丁
巳
　
一
六

一
七

四
　
一
一　
　
大
雨
、
大
橋
、
花
壇
橋
流
失

庚
申
　
一
六
二
〇

九
　
一一
一　
　
松
平
忠
輝
夫
人
五
郎
八
姫
離
絶
し
て
下
仙
、
城
山
西
の
ふ
も
と
西
曲
輪
に
住
し
西
館
と
称
す

一
〇
　
　
　
　
　
政
宗
の
江
戸
城
々
壁
修
築
成
る
。
要
し
た
る
役
夫
延
四
十
二
万
三
千
百
七
十
九
人
、
黄
金
二
千
六
百
七
十

六
枚

丙
寅
　
一
六
二
六

八
　
一
九
　
　
将
軍
家
光
に
先
供
し
て
上
洛
、
従
三
位
権
中
納
言
に
叙
任

丁
卯
　
一
六
二
七

´
一一　
一〓
一　
　
若
林
古
城
に
屋
敷
普
請
を
願
出
て
許
さ
る

戊
辰
　
一
六
二
八

一
一
　

三
ハ
　
　
若
林
城
成
り
政
宗
わ
た
ま
し
の
祝
儀
を
行
う

己
巳
　
一
六
二
九

二
一　
　
　
　
　
政
宗
江
戸
城
石
垣
、
城
濠
修
築
に
着
手
、
七
月
成
る

九
　
　
　
　
　
政
宗
西
曲
輪
に
於
て

一
門
に
茶
を
賜
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

辛
未
　
一
六
三

一

〓
一　
　
　
　
　
江
戸
よ
り
歌
舞
伎
役
者
左
源
大
、
浄
瑠
璃
太
夫
掃
部
下
り
政
宗
西
曲
輪
に
観
る

四
　
一〓
一　
　
政
宗
西
曲
輪
に
張
能
す



寛
永

〓
三

寛
永

一
四

寛
永

一
五

寛
永

一
六

丙
子

　

一
六
三
六

正
　
　
八

〓
一　
二
八

四五
　
一
一
四

九
　
一
一〇

丁
丑
　

一
六
三
七

一ハ
　
　
一
一
〓
一

一
〇
　
一
一
四

戊
寅

　

一
六
三
八

七

　

一
一ハ

九
　
　
四

一
〇

　

一
三
一

一
四

一
一
一　
　
一
四

己
卯

　

一
六
三
九

一
一
　
二
七

〓
十
　
一
五

〓
一　
二
八

仙
　
　
台
　
　
城

江
戸
赤
坂
、
麹
町
、
市
ケ
谷
の
堀
橋
修
築
を
課
せ
ら
る
。
政
宗
の
分
担
二
万
四
千
四
百
四
十
六
坪
三
合

政
宗
西
曲
輪
に
観
桜
と
能
を
催
し
四
月
二
十
日
若
林
よ
り
参
勤
発
駕

〔
日
光
東
照
宮
成
る

政
宗
江
戸
桜
田
屋
敷
に
卒
す
。
年
七
十

裁
許
所
を
置
く

二
代
忠
宗

封
内
洪
水
、
大
橋
、
花
壇
橋
流
失

政
宗
霊
屋
瑞
鳳
殿
成
る
。
工
匠
米
野
内
蔵
助
近
吉
、
山
内
四
郎
兵
衛
貞
次
。
香
華
院
瑞
鳳
寺
成
る

忠
宗

幕
府
忠
宗
に
仙
台
城
ニ
ノ
丸
普
請
を
許
可
す

ニ
ノ
丸
鍬
立
普
請
始
、
総
奉
行
奥
山
大
学
常
良

西
曲
輪
の
三
河
守
宗
泰
の
屋
敷
を
上
地
し
二
之
丸
屋
形
の
地
形
販
付
を
為
す

二
之
丸
地
祭

若
林
城
よ
り
焼
火
之
間
、
虎
之
間
、
桧
之
問
等
十
三
室
を
二
之
丸
に
移
し
上
棟

忠
宗

二
之
丸
御
座
之
間
地
祭

若
林
城
を
破
却
す

二
之
丸
御
座
之
間
、
寝
所
、
奥
方
居
間
、
寝
所
上
棟

年
　
　
表



正
保
　
一二

正
保
　
四

慶
安
　
一死

慶
安
　
二

慶
安
　
四

承
応
　
一死

承
応
　
二

仙

台

城

年

表

五
　
一〓
ハ
　
　
以
降
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
二
之
丸
大
手
門
、
大
書
院
、
大
広
間
、
徒
之
間
、
舞
台
上
棟

一ハ
　
二
五
　
　
忠
宗
二
之
丸
わ
た
ま
し
式
を
行
う

丙
戊
　
一
六
四
六
　
　
　
忠
宗

一一　
二
八
　
　
〔幕
府
諸
大
名
に
命
じ
国
絵
図
並
び
に
諸
城
の
木
型
図
を
作
ら
し
む

〓
一　
一
四
　
　
忠
宗
仙
台
城
背
の
山
に
責
子
二
千
人
を
出
動
せ
し
め
鹿
猟
を
催
し
九
十
頭
を
獲
る

四
　
一〓
ハ
　
　
大
地
震
、
仙
台
城
本
丸
城
壁
崩
れ
棲
櫓
悉
く
倒
壊
す

丁
亥
　
一
六
四
七
　
　
　
忠
宗

五
　
一
九
　
　
去
年
地
震
に
破
損
せ
る
本
丸
の
修
復
を
幕
府
に
願
出
で
許
可
さ
る

戊
子
　
一
六
四
八
　
　
　
忠
宗

九
　
一
〓
一　
　
仙
台
城
修
復
成
る

己
丑
　
一
六
四
九
　
　
　
忠
宗

正
　
　
一ハ
　
　
本
丸
石
垣
普
請
着
工

一一　
二
八
　
　
本
丸
城
壁
修
復
成
る

幸
卯
　
一
六
五

一　
　
　
忠
宗

雲
居
希
膚
名
販
郡
綱
木
の
番
山
に
隠
退
、
忠
宗
祥
岩
寺
を
開
基
し
雲
居
を
開
山
と
す
。
後
大
梅
寺
と
改
む

壬
辰
　
一
六
五
二
　
　
　
忠
宗

七
　
一
七
　
　
琵
琶
首
烙
硝
蔵
爆
発
し
三
棟
焼
失
、
死
者
八
名
を
出
す

癸
巳
　
一
六
五
三
　
　
　
忠
宗

一
〇
　
一
六
　
　
忠
宗
茂
ケ
崎
に
猟
し
鹿

一
四
五
頭
を
捕
る



承
応
　
一二

万
治
　
一九

万
治
　
一三

寛
文
　
四

寛
文

寛
文

寛
女

一
一

延
宝
　
一死

延
宝
　
一二

甲
午

　

一
六

五
四
　
　
　
忠
宗

〓
一
　

一
七
　
　
仙
台
東
照
宮
成

り
遷
座
式
を
行

う
。

こ
の
年
雲
居
根

白
石

照
岡
山

に
忠
宗
創

建

の
永

安
寺
開
山

と
な

る

戊
威

　

一
六
五

八
　
　
　

忠
宗

七

　

一
一
一　

　

忠
宗
仙
台
城

に
卒

す
。
年

本
Ｏ

庚

子

　

一
六
六
〇
　

一二
代
綱
宗

七

　

一
八
一　
　
綱

宗
逼
基

を
命

ぜ

ら
れ
品

川
邸

に
移

る
。

八

。
二
五
亀
千
代

後

の
綱

村
継
封
、
寛

女
事
件
起

る

甲
辰

　

一
六
六

四
　

四
代
綱

村

閏
　

五

　

一
七
　
　

忠
宗
霊
屋
感
仙
殿
成

る

六
　
丙
午
　
一
六
六
本
　
　
　
網
村

本
丸
城
代
宮
崎
筑
後
、
杉
苗
を
妄
り
に
せ
り
と
て
嫡
子
孫
兵
衛
と
と
も
に
切
腹
に
処
せ
ら
る

八
　
成
申
　
一
六
六
八
　
　
　
綱
村

七
　
一一
一　
　
大
地
震
、
城
壁
崩
る

一
〇
　
一
一一　
　
本
丸
石
垣
修
復
許
さ
る

幸
亥
　
一
六
七
一　
　
　
綱
村

〓
一　
二
七
　
　
寛
女
事
件
終
る

癸
丑
　
一
六
七
三
　
　
　
綱
村

五
　
　
入
　
　
花
壇
焔
硝
蔵
二
棟
爆
発
、
六
人
焼
死
す

一
一一　
　
一一　
　
仙
台
城
石
垣
普
請
許
可
さ
る

乙
卯
　
一
六
七
五
　
　
　
綱
村

仙

台

城

年

表

2籍



九
　
一
九

九
一
二

延
宝
　
四
　
丙
辰
　
一
六
七
六

一一　
二
〇

延
宝
　
一ハ
　
戊
年
　
一
六
七
八

一一
　
一
〇

天
和
　
一死
　
幸
酉
　
一
六
八

一

九
　
一〓
一

天
和
　
一二
　
癸
亥
　
一
六
八
三

閏
　
五
　
一一
一

入
　
　
　
一

二
八

貞
享
　
四
　
丁
卯
　
一
六
八
七

四
　
　
二

一
〇
　
二
八

元
禄
　
一死
　
戊
辰
　
一
六
八
八

正
　
一一九

八
　
一
三
一

年
　
　
表

綱
村
十
七
才
初
入
部
、
儀
衛
三
、
四
八
〇
余
人

三
之
丸
に
記
録
所
を
設
く

二
之
丸
に
歴
世
霊
牌
を
祖
る
万
善
堂
成
る

綱
村

二
之
九
に
歴
世
の
桐
堂
因
縁
殿
成
る

綱
村

仙
台
城
絵
図
成
り
各
務
条
女
、
青
田
彦
左
衛
門
を
賞
す

綱
村

二
之
丸
新
馬
場
成
る

綱
村

仙
台
城
本
丸
修
復
成
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

川
内
に
亀
岡
八
幡
神
社
成
る

三
之
丸
の
愛
宕
神
桐
成
る

綱
村

若
林
烙
硝
蔵
爆
発
、
八
人
焼
死
す

若
林
烙
硝
蔵
ｏ
火
薬
千
六
百
貫
爆
発
し
焼
死
八
人

綱
村

城
背
に
普
請
の
郷
六
屋
敷
地
祭

二
之
丸
寝
所
地
祭
、
綱
村
萱
葺
と
為
す
を
命
ず
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九

元
禄
　
一二
　
庚
午

一
〇

元
禄
　
四
　
幸
未四

元
禄
　
五
　
壬
申ｈ

元
禄
　
七

，甲
成

一
〇

一
一

元
禄
　
八
　
乙
亥正三九

元
禄

一
〇
　
丁
丑

閣
　
二三

元
禄

一
一　
戊
寅

仙

一
〓
一　
　
二
之
丸
寝
所
上
棟

一
六
九
〇
　
　
　
綱
村

二
五
　
　
二
之
丸
万
善
堂
修
造
地
祭
　
　
．

一
六
九

一　
　
　
綱
村

三
七
　
　
万
善
堂
成
り
鉄
牛
道
機
書
の
痛
額
を
掛
ぐ

一
六
九
二
　
　
　
網
村

工
之
丸
虎
之
間
に
史
局
を
置
き
柴
田
宗
僚
を
奉
行
と
し
遊
佐
好
生
ら
十
余
名
に
命
じ
性
山
、
貞
山
、
義
山

〓
公
治
家
記
録
編
纂
を
始
む

一
本
九
酉

，

‥
為
岬村

二
五
　
　
摺
ケ
岡
釈
迦
堂
鍬
立
普
請
始

二
九
　
　
仙
台
城
修
築
を
許
さ
る

一
六
九
五
　
　
　
綱
村

一一
一　
　
釈
迦
堂
上
棟
、
工
匠
松
原
助
兵
衡

八
　
　
釈
迦
堂
、
三
仄
門
、
柵
貫
門
、
石
碑
、
馬
場
、
的
場
成
る

澱
橋
成
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

一
六
九
七
　
　
　
網
村

二
七
　
　
小
日
原
高
松
万
寿
寺
開
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

八
　
　
大
年
寺
成
り
鉄
牛
道
機
入
山

一
六
九
八
　
　
　
綱
村

台

城

年

表



仙

六

元
禄

一
三
　
・庚
辰九

元
禄

一
五
　
壬
午正

宝
永
　
四
　
丁
亥

一
三

正
徳
　
一死
　
幸
卯五

正
徳
　
一二
　
癸
巳五

関
　
五

享
保
　
一死
　
丙
申

・
　

　

四

享
保
　
一
一　
丁
酉八

一
〇

事
保
　
一二
　
戊
戊四

台
　
　
裁
　
　
年
　
　
表
一

二
一　
　
二
之
丸
輪
蔵
一成
る

一
七
〇
〇
　
　
　
網
村

一〓
一　
　
二
之
丸
奥
方
成
る

一
七
〇
二
　
　
　
綱
村
　
　
　
‘

二
之
丸
よ
り
熊
野
、
稲
荷
の
神
桐
を
亀
岡
千
手
院
に
移
す

一
七
〇
七
・
五
代
吉
村

一
〓
一　
　
仙
台
城
惨
補
成
り
幕
府
に
告
ぐ

一
七

一
一　
　
　
吉
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
一　
　
仙
台
城
石
垣
修
築
成
り
慕
府
に
報
ず

一
七
一
〓
一　
　
　
士口
村

一
〓
一　
　
夜
大
雨
、
本
丸
太
鼓
部
屋
破
壊
さ
る

一
一　
　
本
丸
右
垣
復
旧
成
る
を
幕
府
に
達
す

一
七

一
六
　
　
　
吉
村

一
八
　
　
仙
台
城
修
補
成
り
幕
府
に
告
ぐ

一
七
一
七
　
　
　
と日
村

一
六
　
　
大
雨
洪
水
（．
城
中
諸
所
被
害
あ
り

〓
一　
　
地
震
↓
城
内

一
部
破
損

一
七

一
八
　
　
　
吉
村

一
九
　
　
本
丸
〔
三
之
丸
、
追
廻
川
前
等
の
石
垣
土
手
普
請
成
る
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享
保
　
四
　
己
亥八

享
保
　
五
　
庚
子四

事
保
　
エハ
　
辛
丑

閣
‐
七

享
保
　
八
　
癸
卯五

事
保

一
〇
　
乙
白

一
〇

事
朱

一
六
　
幸
亥五

元
女
　
一死
　
丙
辰三

・
，．．
　

六

元
女
　
四
　
己
未八

寛
延
　
一二
　
庚
午

・　
　
・
二

仙

一
七

一
九
　
　
　
士口
村

二
八
　
　
大
雨
城
内
土
居
崩
る

一
七
二
〇
　
　
　
士国
村

一ハ
　
　
仙
台
城
修
保
成
り
幕
府
に
報
ず

一
七
二
一　
　
　
士口
村

一一　
　
大
雨
洪
水
（
澱
橋
、
大
橋
、
評
定
橋
、
仲
之
瀬
橋
流
失

一
七
二
三
　
　
　
吉
村

一
ハ
　
　
仙
台
城
補
修
成
る

一
七
二
五
　
　
　
士風
打

一一
一　
　
仙
台
城
濠
掘
浚
を
幕
府
に
願
＝
づ

一
七
三
十
　
　
　
士臼
村

二
八
　
　
本
丸
修
造
成
る
を
幕
府
に
告
ぐ
　
　
．
．

一
七
三
六
　
　
　
吉
村

二
〇
　
　
酉
刻
ょ
ヶ
翌
晩
ま
で
地
震
数
十
回
、
城
申
被
害
多
く
澱
橋
落
つ

一
人
　
，
城
中
地
震
破
損
復
旧
成
る

一
七
三
九
・
　

吉
村
　
　
　
・

一
九
　
　
仙
台
城
修
補
成
る

一
七
五
〇
　
一ハ
代
宗
村

・
・
〔
　

．一
．

ャ
ー
　

・
Ｌ
ヽ

一　
一●
生
．

一

一
五
　
一
郷
六
屋
敷
射
荘
の
三
層
書
院
成
る

台

　

城

　

竿

　

鶉

観



仙

宝
暦
　
一死
　
辛
未

閣
　
六

宝
暦
　
一二
　
癸
酉

，
九

安
永
三
年

中甲
午

一
〇

天
明
　
一三
　
癸
卯

寛
政
　
五

・癸
丑

文
化
　
一死
　
甲
子六

文
化
　
一一　
乙
丑三

文
化
　
一二
　
丙
寅四

文
化
　
エハ
　
己
巳四

文
化
　
七
　
庚
午

台
　
　
城

一
七
五

一

二
七

一
七
五
三

一
四

一
七
七
四

一
〇

一
七
八
三

一
七
九
三

一
八
〇
四

二
四

一
八
〇
五

一
〇

一
八
〇
六

一
八
〇
九

一
一
八

一
〇

年
　
　
表宗

村

二
八
ま
で
大
雨
洪
水
、
大
手
門
の
塀
、
石
垣
崩
る
。
澱
橋
流
失

宗
村

小
泉
屋
敷
に
重
層
書
院
成
る

七
代
重
村

同

一
九
の
両
日
重
村
本
丸
御
裏
林
に
鹿
猪
を
猟
す

重
村

〔
大
凶
作
、
封
内
飢
疫
の
死
者
二
十
五
万

八
代
斎
村

重
村
の
夫
人
観
心
院
近
衛
氏
年
子
内
需

一
万
面
を
以
て
城
中
に
赤
子
養
育
方
を
置
く

九
代
周
宗

午
后
二
時
仙
台
城
二
之
丸
、
中
奥
と
も
に
雷
火
の
た
め
全
焼
す

周
宗

二
之
丸
再
建
地
祭

周
宗

三
之
丸
申
奥
造
営
成
る

周
宗

二
之
丸
造
営
成
る

周
宗
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一
〇

女
政
　
一三
　
庚
辰八

女
政
　
五
　
壬
午

天
保
　
一ハ
　
乙
未一ハ

天
保
　
七

，
丙
申

弘
化
　
一二
　
丙
午

閏
　
九

嘉
永
　
一
一　
己
酉正

安
政
　
一死
　
甲
寅正

一　
一

安
政
　
一一　
乙
卯七

仙

一
一一　
　
二
之
丸
万
善
堂
修
補
成
る

一
八
二
〇
　
一
一
代
斉
義

二
五
　
　
二
之
丸
奥
対
面
所
に
星
場
を
設
く

一
八
一〓
一　
　
　
　
斉
義

川
内
山
屋
敷
旗
元
足
軽
山
下
周
吉
城
背
辰
ノ
ロ
沢
巡
視
中
埋
木
を
発
見
す

一
八
三
五
　
一
二
代
斉
邦

二
五
　
　
地
震
、
本
丸
城
壁
崩
る

一
八
一三
ハ
　
　
　
　
斉
邦

大
飢
渇
、
封
内
の
飢
疫
死
者
三
十
万

一
八
四
六
　
一
三
代
慶
邦

九
　
　
追
廻
北
厩
ょ
り
出
火
、
片
倉
、
水
沢
伊
達
、
佐
沼
亘
理
、
布
施
諸
邸
類
焼
す

一
八
四
九
　
　
　
　
慶
邦

一〓
一　
　
二
六
両
日
慶
邦
本
丸
御
裏
林
に
猪
鹿
を
猟
す

一
八
五
四
　
　
　
　
慶
邦

五
　
　
二
之
丸
四
如
関
門
に
南
山
古
梁
の
痛
額
を
懸
く

一
一一　
　
慶
邦
御
裏
林
に
猪
鹿
を
猟
す

一
八
五
五
　
　
　
　
慶
邦

一
一　
　
尽
、
二
之
丸
因
縁
殿
火
災
、
歴
世
四
十
三
位
、
七
霊
牌
焼
失
、
開
祖
念
西
公
と
十
六
世
輝
宗
画
像
災
を
免

る
。
慶
邦
消
火
を
指
揮
す

台

　

城

　

年

　

表



安
政

安
政
　
六

女
久

慶
応
　
一三

慶
応
　
四 i五i元

台

城

年

表

九
　
　
一二
　
　
一一之
丸
因
縁
殿
並
に
貌
内
愛
宕
神
桐
再
建
上
棟

床
年
　
一
八
五
八
・　
　
一
≡

慶
邦
　
　
　
　
　
　
一
　

．

．　
　
二
之
丸
中
奥
馬
場
に
備
荒
倉
成
る

己
未
　
一
八
五
九
．
　
　
　
慶
邦
　
　
　
　
．

正
　

一
一　
　
慶
邦
五
霊
牌
を
因
緻
殿
に
安
置
し
伊
達
成
実
、
片
倉
景
綱
を
政
宗
に
、
伊
達
宗
重
、
柴
田
朝
意

を
綱

村

に
、
中
村
義
景
を
周
宗
に
伴
祭
す

辛
酉
　
卓
八
六

一
．　
　
　
慶
邦

九
　
一
八
　
　
地
震
、
仙
台
城
被
害
多
く
幕
府
よ
り
金
三
万
両
を
借
る

丁
卯
　
一
八
六
七
　
　
　
　
慶
邦

一
〇
　
一
四
　
　
〔徳
川
慶
喜
政
権
奉
還

戊
辰
　
一
八
六
八
　
　
　
　
慶
郭
　
　
　
　
　
　
一

正
　
　
三
一
　

〔鳥
羽
伏
見
の
戦
、
戊
辰
役
起
る

一
七
　
　
仙
台
藩
に
会
津
征
討
の
令
下
る

一二
　
一三
二
　
　
奥
羽
鎮
撫
総
督
九
傑
道
孝
入
仙

四
　
一
一
　

　

〔
江
戸
開
城

五
　
　
六
．

仙
台
城
三
之
丸
に
軍
事
局
を
置
き
玉
虫
左
太
夫
、
若
生
女
十
郎
を
議
事
応
接
頭
販
と
す

七
　
一
〇
　
　
一輪
王
寺
宮
能
久
親
王
仙
台
城
に
入
り
令
旨
を
賜
う

九
　
一
一
下
　

仙
台
藩
降
伏
、
戊
辰
役
終
る

九
　
一
八
　
　
慶
邦
川
内
亀
岡
第
に
移
る

93o



明
治
　
二

明
治
　
一二

明
治
　
四

明
治
　
一ハ

明
治
　
八

二
一ハ

一
〇
　
　
六

一
一一　
　
七

己
巳
　
一
八
六
九

一ハ
　
一
七

一
〇
　
　
一

一
〇
　
一
二

穴
午
　
一
八
七
〇

正〓
一
　
　
一

辛
未
　
一
八
七

一

七
　
一
四

一
一
　

一
二

癸
酉
　
一・八
七
三

正
乙
亥
　

一
八
七
五

奥
羽
鎮
撫
総
督
四
條
隆
謡
の
先
鋒

一
、
二
〇
〇
名
仙
台
城
に
入
る

四
條
総
督
仙
台
入
城
　
　
　
　
　
　
　
・
　

・

仙
台
城
を
公
収
、
二
十
八
万
石
と
し
て
家
名
を
立
て
し
あ
伊
達
亀
三
郎
に
仙
台
城
監
守
を
命
ず
。　
一
一
亀

三
郎
相
続
、
慶
邦
隠
居
し
楽
山
と
改
む

版
藉
奉
還
を
許
さ
れ
亀
三
郎
仙
台
藩
知
事
を
命
ぜ
ら
る
。
九

・
一
七
宗
基
と
改
め
徒
五
位
に
叙
せ
ら
る

藩
務
と
家
務
を
区
分
し
慶
邦
家
族
を
中
奥
に
移
ら
し
む

二
之
丸
に
勤
政
庁
を
置
く

勤
政
庁
始
政
式
を
行
う

二
之
丸
に
知
学
局
を
開
設
す

廃
藩
置
県
、
仙
台
県
を
置
き
塩
谷
良
翰
縣
参
事
と
な
る

東
北
鎮
台
を
国
分
町
よ
り
二
之
丸
跡
に
移
す
。
こ
の
日
よ
り
虎
ノ
門
に
午
砲
を
始
む

東
北
鎮
台
を
仙
台
鎮
台
と
改
む

旧
本
丸
大
広
間
そ
の
他
を
悉
く
破
却
し
民
間
に
払
い
下
ぐ
。
城
内
の
礎
石
、
城
壁
上
層
の
一
重
等
を
椙
ケ

岡
歩
兵
四
聯
隊
兵
舎
に
供
す

年
　
　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２



明
治
　
九

明
治

一
四

明
治

一
五

明
治

一
七

明
治

一
八

明
治

一
九

明
治
二
一

明
治
三
二

明
治
二
五

仙

台

城

年

表

丙
子
　
一
八
七
六

一ハ
　
一〓
ハ
　
　
東
北
御
旅
行
の
明
治
天
皇
乗
馬
に
て
旧
本
丸
跡
に
登
臨
す

幸
巳
　
一
八
八

一

人
　
一
〇
　
　
旧
二
之
丸
仙
台
鎮
台
参
謀
本
部
全
焼
す

壬
午
　
一
八
八
二

九
　
　
七
　
　
尽
、
仙
台
鎮
台
本
営
火
災
、
二
之
丸
遺
構
の
九
割

一
七
、
八
棟
焼
失
す

甲
申
　
一
八
八
四

四
　
　
四
　
　
午
前

一
時
旧
二
之
丸
米
蔵
跡
仙
台
鎮
台
陸
軍
用
地
材
木
小
屋
焼
失
す

一
一一　
　
　
　
　
仙
台
鎮
台
庁
舎
成
る

乙
画
　
一
八
八
五

一ハ
　
　
　
　
　
追
廻
よ
り
馬
上
蛎
崎
神
社
を
良
覚
院
丁
に
移
す

丙
威
　
一
八
八
六

正
　
三
八
　
　
仙
台
鎮
台
を
第
二
師
団
と
改
む

戊
子
　
一
八
八
八

五
　
一
一一　
　
仙
台
鎮
台
本
営
を
第
二
師
団
司
令
部
と
す

己
丑
　
一
八
八
九

師
団
司
令
部
経
理
部
大
手
門
を
破
却
せ
む
と
す
。
師
団
長
佐
久
間
左
馬
太
こ
れ
を
却
け
ヽ
大
蔵
省
に
修
理

予
算
を
請
求
し
金
具
の
鍍
金
復
原
等
に
よ
り
外
観
を

一
新
す

壬
辰
二

八
九
二



八

明
治
三
二
　
己
亥五

明
治
三
四
　
辛
丑

一
一

明
治
三
五
　
壬
寅

一
一

明
治
三
七
　
甲
辰八

大
正
　
五
　
丙
辰

大
正
　
九
　
庚
申

一
二

大
正

一
四
　
乙
丑

一
〇

昭
和
　
四
　
己
巳

仙

二
四
　
　
大
橋
の
鉄
橋
竣
工
す

一
八
九
九

一〓
一　
　
二
四
の
両
日
、
本
丸
跡
と
追
廻
に
於
て
仙
台
開
府
三
百
年
祭
式
典
を
行
う

一
九
〇

一

一
〇
　
　
陸
軍
特
別
大
慎
習
統
監
の
明
治
天
皇
、
旧
二
之
丸
前
庭
に
於
て
群
臣
に
宴
を
賜
う
。
之
に
先
立
ち
八
日
政

宗
に
正
三
位
の
追
贈
あ
り

一
九
〇
二

一〓
一　
　
旧
本
丸
跡
に
昭
忠
碑
成
る
。
ゴ
チ
ツ
ク
式
、
地
上
六
本
尺
、
上
に
プ
ロ
ン
ズ
の
金
鶏
を
載
す

一
九
〇
四

二
八
　
　
本
丸
跡
に
招
魂
祭
殿
成
る

一
九

一
六

師
団
長
河
内
礼
蔵
、
司
令
部
構
内
旧
二
之
九
史
跡
の
整
備
保
護
に
努
め
要
所
に
説
明
標

示

を
立
て
、
桜

花
、
紅
葉
の
二
季
市
民
に
解
放
す

一
九
二
〇

五
　
　
師
団
司
令
部
、
寅
ノ
門
を
破
却
し
遺
材
を
新
坂
上
師
団
長
官
邸
正
門
建
築
の
用
材
と
す

一
九
二
五

第
二
師
団
よ
り
大
手
門
等
を
含
む
二
、
九
五
七
坪
を
借
地
し
仙
台
市
青
葉
山
自
然
公
園
と
な
し
、
大
手
門

の
出
入
自
由
と
な
る

一
九
二
九

台

城

年

表



仙

二

昭
和
　
一ハ
　
幸
未

一
二

昭
和

一
〇
　
乙
亥五

昭
和

一
三
　
戊
寅九

昭
和

一
四
　
己
卯四

昭
和

一
五
　
庚
辰八

昭
和

一
九
　
甲
申一

台

城

年

表

一　
　
仙
台
市
役
所
新
庁
舎
落
成
、
電
気
サ
イ
レ
ン
に
よ
り
正
午
を
報
じ
寅
の
門
の
午
砲
を
廃
す

一
九
三

一

一
四
　
　
東
北
大
学
工
学
部
教
授
小
倉
強
の
調
査
に
よ
り
仙
台
城
大
手
門

（
櫓
門
、
屋
根
入
母
屋
本

瓦

葺
）
脇

櫓

（
一
層
多
聞
櫓
、
二
層
櫓
、
本
瓦
葺
）
国
宝
に
指
定

こ
の
年
木
造
鉄
索
品
橋
八
木
山
橋
完
成

一
九
三
五

一
〓
一　
　
政
宗
三
百
年
祭
記
念
事
業
と
し
て
県
連
合
青
年
団
発
企
、
本
丸
に
建
設
の
銅
造
伊
達
政
宗
騎
馬
徐
除
幕
式

行
な
わ
る
。
作
者
小
室
達
、
地
上
三
十
尺

一
九
三
八

一〓
一　
　
大
橋
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
挟
橋
成
る

一
九
三
九

一
〇
　
　
護
国
神
社
法
制
定
、
招
魂
社
を
県
護
国
神
社
と
改
め
社
殿
改
築
に
着
手
、
本
丸
詰
ノ
門
左
右
城
壁
の
基
部

前
方
に
低
く
石
垣
を
築
き
車
寄
門
跡
ま
で
石
階
を
積
む
。
詰
ノ
門
西
方
城
壁
の

一
部
を

一
々
石
に
番
号
を

付
し
て
積
み
直
し
、
詰
ノ
門
前
よ
り
埋
門
跡
及
八
木
山
橋
へ
の
道
路
を
開
く
。
暗
渠
を
大
深
沢
へ
開
口
せ

し
た
め
酉
ノ
門
下
の
水
溜
畳
石
破
壊
さ
る

一
九
四
〇

一　
　
第
二
師
団
を
仙
台
師
団
と
改
む

一
九
四
四

一〓
一　
　
政
宗
銅
像
戦
時
金
属
回
収
の
た
め
供
出
、
藩
祖
出
陣
と
称
し
壮
行
式
行
な
わ
る



昭
和
二
〇
　
乙
酉七八九

一
〇

昭
和
三

一　
丙
威九

一
一

昭
和
二
五
　
庚
寅

一
〇

昭
和
三
七
　
壬
辰七

昭
和
三
八
　
癸
巳

一
〇

昭
和
二
九
　
甲
午

仙
　
　
台

一
九
四
五

九
　
　
深
更
空
襲
に
よ
り
大
手
門
、
脇
櫓
、
衡
成
衝
兵
所
六

二
之
丸
表
舞
台
楽
屋
遺
構
）
護
国
神
社
々
殿
全
焼

一
五
　
　
〔
大
平
洋
戦
争
終
る

〓
ハ
　
　
米
軍
仙
台
進
駐
開
始
、
二
之
丸
師
団
司
令
部
跡
陸
軍
用
地
を
占
領
、
ア
メ
リ
カ
軍
人
軍
属
の
住
宅
、
ク
ラ

ブ
等
建
築
、
二
之
丸
遺
跡
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
三
之
丸
巽
門

（樽
門
）
破
却
、
中
島
池
、
奥

方
庭

園
池

泉
、
藩
主
居
間
前
庭
の
瓢
箪
池
、
中
奥
外
の
濠
、
筋
違
橋
付
近
深
谷
み
な
埋
め
立
て
ら
る

追
廻
に
住
宅
営
団
の
戦
災
者
住
宅
着
工
、
翌
二
一
・
四
に
六
二
一
戸
成
る

一
九
四
六

九
　
　
仙
台
郷
土
研
究
会
委
員
石
川
謙
吾
塩
釜
市
金
属
集
積
所
よ
り
政
宗
銅
像
上
半
身
を
自
費
に
て
払
下
げ
青
葉

神
社
に
安
置
す

一
一　
　
追
廻
を
緑
地
に
指
定
す

一
九
五
〇

護
国
神
社
に
て
本
九

一
帯
国
有
地
の
払
下
げ
を
受
く
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
九
五
二
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
一　
　
本
丸
に
土
井
晩
翠
の
荒
城
の
月
詩
碑
除
幕
式
行
な
わ
る

一
九
五
三

九
　
　
白
色
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
伊
達
政
宗
立
像
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
会
社
よ
り
仙
台
市
に
寄
贈
、
本
九
に
除
幕
式

を
行
う
。
作
者
柳
原
義
達
、
像
高
四

・
五
メ
ー
ト
″

一
九
五
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

城
　
　
年
　
　
表



仙

二

昭
和
三
〇
　
乙
未

昭
和
三

一　
丙
申四

昭
和
三
二
　
丁
酉九

一
一

昭
和
三
三
　
戊
威一四

昭
和
三
五
　
庚
子

一
一

昭
和
三
六
　
幸
丑五一ハ

一
〇

台

城

年

表

護
国
神
社
所
有
地
本
丸
の

一
部
二
〇
、
九
二
三
坪
を
仙
台
市
管
理
に
移
し
五
色
沼
、
長
沼

一
帯
国
有
地

一

二
、
六
四
三
坪
を
加
え
三
三
、
五
七
六
坪
を
公
園
地
と
す

一
九
五
五

追
廻
を
公
園
地
に
編
入
す

一
九
五
六

二
七
　
　
丸
光
社
長
佐
々
木
光
男
本
丸
に
旧
仙
台
城
全
図
標
示
板
を
立
て
本
丸

・
三
之
丸
に
史
跡
標
示
を
三
十
三
ケ

所
に
立
て
市
に
寄
贈
す

一
九
五
七

市
、
五
色
沼
、
長
沼
を
浚
渫
す

一
〓
一　
　
二
之
丸
跡
米
軍
よ
り
返
還
さ
る

一
九
五
八

三
之
丸
の

一
部
青
葉
山

一
三
五
、　
一
九
五
坪
の
国
有
地
を
東
北
大
学
の
管
理
に
移
し
理
学
部
附
属
植
物
園

と
す

一
九
六
〇

〓
一　
　
三
之
丸
排
水
地
均
し
工
事
成
る

一
九
六

一
三
之
丸
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

・
ク
ラ

ブ
、
支
倉
常
長
記
念
碑
を
建
つ

一
〇
　
　
一二
之
丸
に
仙
台
郷
土
博
物
館
成
る
。
工
費
三
七
〇
〇
万
円
、　
一
〇

・
一
〇
開
館
す

三
之
丸
子
之
門
石
垣
を
修
理
、
同
土
居
全
域
を
整
備
す



昭
和
三
七
　
壬
寅
　
一
九
六
二

二
　
　
　
　
　
八
木
山
橋
着
工

四
　
　
一一　
　
二
之
丸
勘
定
所
跡
に
東
北
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
委
員
会
建
築
の
東
北
大
学
講
堂
成
る
。
工
費

一
億
八

千
百
十
三
万
円

昭
和
三
八
　
癸
卯
　
一
九
六
三

〓
一　
　
　
　
　
市
、
本
丸

一
帯
に
植
樹

〓
一　
二
五
　
　
市
、
本
丸
詰
ノ
門
よ
り
追
廻
に
至
る
護
国
神
社
所
有
道
路
敷
地
四
、
五
四
三
坪
を

一
千
三
十

一
万
八
百
三

十
八
円
に
て
買
収
す

昭
和
三
九
　
甲
辰
　
一
九
六
四

八
　
　
　
　
　
政
宗
コ
ン
ク
リ
ー
ト
像
、
本
丸
跡
よ
り
岩
出
山
城
跡
に
移
さ
る

一
〇
　
　
九
　
　
市
観
光
協
会
千
七
百
万
円
に
て
政
宗
旧
銅
像
鉾
型
に
よ
り
再
鋳
し
旧
位
置
に
除
幕
式
を
挙
・ぐ

昭
和
四
〇
　
乙
巳
　
一
九
六
五

〓
一　
一
八
　
　
市
の
清
水
門
脇
格
跡
石
垣
復
原
修
築
成
る

一二
　
一二
一　
　
大
手
門
北
側
土
居
修
築
成
る

四
　
一
五
　
　
新
八
木
山
構
成
る
。
デ
ビ
ダ
ー
ク
エ
法
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
、
全
長

一
一
七
房
、
市
八

・
五
房
、
高
さ
六
〇

房
、
旧
橋
よ
り
十
八
房
長
く
七
房
高
し
。
工
費

一
億
五
千
四
百
五
十
万
円

こ
の
年
春
、
野
口
増
蔵
発
企
の
大
手
門
協
簿
成
る
。
木
造
漆
喰
塗
込
、
工
費
二
千
万
円

〔参
考
文
献
〕

′伊
達
家
治
家
記
録
　
　
　
　
木
斎
紀
年
録

仙

台

城

年

表



和

台

城

年

表

伊
達
政
宗
卿
偉
記
史
料
　
　
仙
台
床
辰
史

伊
達
家
文
書
　
　
　
　
　
　
績
仙
台
叢
書

伊
達
家
史
雑
考
　
　
　
　
　
源
貞
氏
耳
袋

亘
理
家
記
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
郷
・土
研
究

登
米
十
五
代
史
　
　
　
　
　
大
正
版
仙
台
市
史

昭
莉
版
仙
台
市
史
　
　
　
　
仙
台
都
市
計
画

終
戦
後
の
事
項
に
関
し
て
は
市
広
報
課
の
小
野
寺
斉
治
氏
か
ら
多
大
の
ご
援
助
を
い
た
ゞ
い
た
。
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缶 一驚
称

第 1 奥州仙台城絵図 (斉昧‖′よ会戒 )に描かれた仙台城

日:1折t2年 (1645)げ )製 作で布1台

"文

の絵図としてもっとも古い ものである.本 丸詰
洵
]左右の

脇 |14、 艮打4、 サ〔1件 などが描かれていてイ山台
"文

のと,っ とも完成 した姿を示 している,

・
よ
苺
証



―
l

第 2 仙台御城下絵図 (宮城県図書館蔵 )に 描かれた仙台城。寛文 4年
(1664)の 仙台城の姿である。本九および二の九の建物が描か

ねているのは珍 らしい。

第 3 仙台城下絵図 (宮城県図書館蔵)に描かれた仙台城。本丸の壁が前

図とは変 っている。寛文 8年 7月 21日 の地震で崩れたためである。



第 4 鳳凰図屏風 (松島博物館蔵 )

本丸大広間と段 ノ間の床の間張付で、

鳳凰の図を力強く描いている。

あとで屏風にしたもの。極彩色で

第 5 二の丸松之間障屏画 (仙台市博物館蔵 )

二の九正殿の表対面所次之間の北に松之間があった。72畳 を敷き、襖は

全部金を貼った上に松を描いてあった。

241

ユ





第 6 北東からみた仙台城本丸全景 (航空写真、河北新報社提供)手前の石垣が本丸城壁、
中央の建物は宮城県護国神社。

南からみた仙台城本丸全景 (航空写真、河北新報社提供)手前に自くみえるのが竜ノロ
渓谷、中央の自い部分が本丸跡、その上方が三の丸跡で建物は仙台市博物館。

243   
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群
≡

騨一郊

十

驚
一

露
一

第 8 奥 )Щ 仙台城並城下絵図 (宮城県図書館蔵 )に 描かれた仙台城。

天和 2年 (1682)の 絵図である。本丸西南方に西の九、腰曲輪

などの増設が見 られる。

藤

３
■
舞

■
藤

う
よ

，

操
■
一■

・■
ケ
ユ
４
■
一
森

陸奥国仙台城普請窺 (宮城県護□神社蔵 )に描かれた仙台城 ①

享保 15年 (1730)の 風雨で石垣や I:卜 が崩れたのを修 r曜 するた

め幕府に窺 を出 したもの。

第 9



第10 明治15年 9月 焼失以前の二の九正面υ大手間の右奥に二の九の建

物が見える。大橋は本橋を存 している。前方道路両側の建物は

藩の肴蔵遺構、上部左端は寅の問、なrD・ 大 手問への通路に注意

第11 現在の二の九跡を鈴彦ビル屋上より望む。 ||〕 頂に兄える建物は

東北大学工学吉ト



第12 大手門束面 (正 1面 )仝景

第13 大 手問西山i(背 面)令景



第

１４
　
大
手
門
南
面
全
景

第15 大手門東面詳細 (東北大学建築学科蔵 )



第16 大手門扉詳細 (東北大学建築学科蔵 )
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iF「計
ユ
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FF仲學4(11

第17 大手門隅櫓北面全景

ヽ 4

第18 大手門隅櫓南西面全景



第19の 1 大手門全景ならびに両脇石垣 (森権五郎氏蔵 )

第19の 2 北東よりみた隅櫓と大手門 (森権五郎氏蔵 )



第
20大

手
門

正
面

図
(実

測
図

)



第21 大手門側面図 (実淑1図 )
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糾
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汁
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図
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第
24大

手
門

断
面

図
(実

測
図

)
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第
27 

大
手

門
隅

櫓
南

面
図

(実
測

図
)



図Ⅷ剛 Ⅷ Ⅷ ①

第28 大手門隅櫓東面図 (実淑1図 )



図
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第
29 

大
手

門
隅

櫓
北

面
図

(実
瀕
1図

)



第30 大手門隅櫓西面図 (実測図 )
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大手問隅櫓断面図 (実測図 )
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第
３２
　
本
丸
詰
の
問
前
面
、
向

っ
て
右
西
脇
櫓
跡
、
左
東
脇
櫓
跡

第33 本丸詰の問東方城壁屈折書I



第
３４
　
本
丸
詰
の
問
西
脇
櫓
跡

第
３５
　
本
丸
詰
の
問
東
脇
櫓
跡

メ

カ
オ汁く

」
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下

第36 本丸西側石垣

第37 本丸西イ貝」の酉の問跡附近石垣



第38 本丸埋門跡、東方より桝形を見る

第39 本丸切通門跡、天守台の西側にある

片
―



Ｔ
Ｉ

″
.

第41 束方より見たる本丸天守台



第42 本丸艮櫓跡

第43 本丸巽櫓跡

ユ



第44 本丸南側土居、大番士土手

第45 本丸城番所入口石階、護国神社の背後にある



第46 本丸水源 (植物園内 )

第47 本丸水溜め (上部コンクリー ト排水口は昭和年代のもの )

Å



二の丸大手門跡北イ貝廿城壁

第
４９
　
同
じ
く
東
面
部
分
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二の丸寅の問跡、西側

―

   ―■ ■ ■ ■ ■ ■|■ ■ ■ ■ |■ ||||||‐ |

第51 二の九詰の問附近上居、

一一
・　
劇



二の丸残月亭跡

第
５３
　
一
一の
丸
蒙
古
の
碑

（向
っ
て
左
は
弘
安
碑
）



第
５４
　
二
の
丸
中
奥
北
側
杉
並
木

第55 二の丸裏門千貫橋跡より東方渓谷を見る



第
５６
　
一一一の
丸
巽
門
跡
、
追
廻
し
口

Ｔ

翻

盤

電

―

西

―

風

観

翻

鰯

姻

飴

第57 二の丸子の問跡 (現在の博物館入口)



第
５８
　
五
色
沼
よ
り
大
手
門
隅
櫓
を
見
る

（隅
櫓
は
現
在
の
も
の
）

黙ネ
、体

第

５９
　
一一一の
丸
外
濠
長
沼
よ
り
本
丸
を
見
る



す

第60 追廻回、清水関城壁 (昭和40年積直し)

第61 清水門跡、ラ青水涌口



第62 竹図屏風 (後藤久二郎氏蔵 )

あとで屏風に直したもの

ユ

279

第63 扇面二曲屏風一雙 (仙台市博物館蔵 )



第64 扇面六曲屏風 (仙台市博物館蔵 )

第65 扇面六曲屏風 (仙台市博物館蔵 )
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第66 本丸大広間玄関暮股、透彫牡丹文 (関菊治氏蔵 )

第67 本丸扉 (浅野久治郎氏蔵 )

ユ



第68 本丸所用透彫竹雀文 (後藤久二郎氏蔵 )

露КttXπXπ Hπx

琴魔甍琵貢責蛋滅重ガ蛋1言

裏‐拝1部挙率率導界挙平―IEI
● |―  |            ―       -                        1 1‐

本丸大広間花狭問 (仙台市博物館蔵 )



第70 本九菊花彫 (青葉神社蔵 )

第71 本丸釘かくし(杉村豊太郎氏蔵 )

効
　
　
２８３

本丸大広間妻部の懸魚六葉飾 り(近江氏蔵 )



第73 二の丸仏堂万善堂扁額、元藤年中大年寺開山鉄牛道
機書 (瑞鳳寺蔵 )

第74 二の丸仏堂因縁殿扁額、同鉄牛道機書 (束秀院蔵 )

第75 大手門扉釘かくし (近江氏蔵 )



III■||||■■|||■ || ・|||■■lr

第76 二の九兵具蔵遺構 (現七郷農協倉臣 )

第77 二の九金蔵遺構鬼瓦 (三種)

(日 野財次郎氏蔵 )

ユ



第78 シジュウカラ

懸垂 して枝にとまっているエナガ



第79 チゴモズ、給餌中の親と雛

キクイタダキ

慈



第
８０

エ

ナ

ガ

の

巣

ウ

グ

イ

ス

の

巣

ト

ビ

の

巣

288



第
８‐
　
林
中
の
キ
ジ

（雌
）

シ
ヤ
ガ
群
落

の
中

の
巣

（卵
）

抱
卵
中

の
雌
キ
ジ



第

３２
　
巣
中

の
キ
ゾ
卵

孵
化
し
た
キ
ジ
の
雛



第83 チ ョウゲンボウの巣穴のある竜の日沢の絶壁

絶
壁
に
あ
る
チ

ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
巣
穴



了

第84 樹上のチ ョウゲンボウ ニ態

292



第85 御裏林のモミ

第86 ヒメシャガ



第87 ヒメノヤガラ (約 2倍 )

第
８８
　
ユ
ウ
シ
エ
ン
ラ
ン
、
落
葉
は
イ
ヌ
ブ
ナ
の
葉

（約
１
・
５
倍
）



編

集

後

記

最
近
文
化
財
の
保
護
、
な
か
で
も
史
跡
を
破
壊
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
声
が
各
方
面
で
聞
か
れ
る
が
、
仙
台
市
は
ひ
と
足
早
く
昭
和
三
十

七
年
十
二
月
に
文
化
財
保
護
条
例
を
施
行
し
文
化
財
の
保
護
に
乗
り
出
し
た
。
国
、
県
指
定
の
文
化
財
以
外
の
文
化
財
で
仙
台
市
に
と
っ

て
貴
重
な
も
の
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
文
化
財
保
護
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
委
員
に
任
命
さ
れ
た
が
、
さ
て
何
か
ら
手
を
つ
け
よ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
と
き
、
や
は
り
仙
台
市
民
に
な
じ
み
が
あ
り
、
仙
台
市
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
伊
達
六
十
二
万
石
の
居
城

″仙
台
城
″
を
お
い
て
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
仙
台
城
に
関
す
る
調
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
調
査
を
徹
底
的
に
行
な
い
報
告
書
を
作
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
各
委
員
が
各
自
の
専
門
分
野
を
担
当
し
調
査
を
は
じ
め
た
の
が
、
こ
の
本
の
で
き
る
そ
も
そ
も
の
発
端
で
あ
っ

一卜
。委

員
の
分
担
は
本
文
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
歴
史
を
担
当
し
た
前
委
員
長
の
伊
東
、
年
中
行
事
と
年
表
を
担
当
し
た
三

原
、
建
築
担
当
の
佐
藤

（
巧
）
の
各
委
員
の
方
々
に
は
写
真
図
版
の
選
定
ま
で
お
願
い
し
大
部
ご
苦
労
を
か
け
た
。

で
き
あ
が
っ
た
こ
の
本
を
み
る
と
、
な
お
不
備
の
点
も
多
い
が
、
こ
れ
は

一
つ
に
は
編
集
の
期
間
の
短
か
っ
た
た
め
で
も
あ
り
、
ま
た

人
女
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
を
網
羅
し
て

一
冊
の
本
に
し
た
と
い
う
特
殊
性
に
も
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
本
を
土
台
と

し
て
も
っ
と
完
備
し
た
も
の
が
で
き
る
の
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

終
り
に
本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
貴
重
な
写
真
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
撮
影
に
つ
い
て
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
宮
城
県

図
書
館
、
斎
藤
報
恩
会
、
松
島
博
物
館
、
河
北
新
報
社
、
護
国
神
社
、
後
藤
久
三
郎
氏
、
杉
村
豊
太
郎
氏
、
森
権
五
郎
氏
、
仙
台
市
博
物

館
、
仙
台
市
公
民
館
、
そ
の
他
の
各
位
に
対
し
心
か
ら
深
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
事
務
局
関
係
者
、
出
版
社
等
の
労
を
多
と
す
る

も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（奥
津
記
）
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